
大統領選挙でオバマ大統領に圧倒的勝利を与え

た最大の功労者は、あのおかしな戦争と、100年に

一度の金融危機を生んたブッシュ大統領であるとも

言われる。世界に不幸をもたらしたブッシュのアメリ

力を変えるためには、その原点である9.11を直視

し、検証することが不可欠である。

世界の様々な市民のネットワークが今、国境を超

え、疑惑解明のダイナミックな活動を展開している。

本書は、その一翼を担った、私の粘り強い国会追及

の記録である。（本文より）
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9.11真相解明を求める国際的著名人1,200人以上の声
「PatriotsQuestion 911」より本書に収録した有力政治家、軍人等
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口
絵
写
真
A
[
こ
れ
は

F
B
1
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
指
名
手
配
書
だ
が
、
こ
こ
に
は
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
9
.11
事
件
の
犯
人
で
あ
る
と

は
書
か
れ
て
い
な
い
！
ま
た

F
B

—

は
こ
れ
ま
で

1
9名
の
実
行
犯
を
特
定
し
た
根
拠
を
明
確
に
し
て
い
な
い

（第
4

章
ー

1

)

MURDER OF U.S. NATK>NALS OUTSIDE THE UNITED STATES; CONSPIRACY TD 

MURDER U.S. NATIONALS OUTSIDE THE UNITED STATES; ATTACK ON A FEDERAL 

FACILITY RESULTING IN DEATH 

USAMA BIN LADEN 

Aliases: Usama Bin Muhammad Bin Ladin, Sha沐hUsama Bin Ladin, The Prince, The 

Emir, Abu AbdaUah, Mujahid Sha沐h,Hali, The Director 

DESCRIPTION 

Hair: Brrmn 

Eyes: Brrmn 

Sex: Male 

Complexion: Olive 

Citizenship: Saudi如 bian

1957 

Saudi Arabia 

6'4" to 6'6" 

Approximately 160 pounds 

T面

Arab,c (probably Pashtu) 

None known 

Bin Laden is left-handed and walks with a cane. 

CAUTION 

ama Bin Laden is wanted in connectJon with the August 7, 1998, bombings of the United 

,t ates Embassies in Dar es Salaam, Tanzania, and Nairobi, Kenya. These attacks kuled o,er 
00 people. In addition, Bin Laden is a suspect in other terrorist attacks throughout the 

,or1d． 

REWARD 

he Rewards For JustJce Program, United States Depanment of State, ,s offering a reward 

,f up to $25 miflion to, information leading曲 ectlyto the apprehension or conviction of 

lsama Bin Laden. An additional $2 million is being off函 dthrough a program developed 

nd funded by the Airline Pilots Association and the Air Transport Association. 

SHOULD BE CONSIDERED ARMED AND DANGEROUS 

: F YOU HAVE ANY INFO四 ATIONCONCERNING THIS PERSON, PLEASE CONTACT 

OUR ~()(:A~FIii OFFICE OR THE NEAREST AMERl(:,t.N f MBA~OR CON 

I New Y'lf11 field ()ffil:e I Mp,;¥ W~nteA TerrP!lsts I 

I FBI H叩 ePaqe I FBI f1eJq Offices I 

9.11テロ疑惑国会追求 オバマ米国は変われるか 「l絵 2
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□絵写真 B:ペンシルバニア州シャンクスビルの「UA93便墜落現場」 ／燃料を満載した主毅が

地面と激突して凹みができたとされる場所で、元気に草が生えている！ （第4章ー2)

~ 
I
 ..., 

墨

尼
口絵写真 c:大型飛行機の残骸が影も形も無い「UA93

便墜落現場」の地中深くから「掘り出された」と公表のあっ

た、新品同様の「テロリス トのバンダナ」（第4章ー2)

口絵写真 o:「UA93便墜落現場の地

中か ら掘り出された乗っ取り犯のパス

ポート」／この人物は事件後も他の国で

無事に生きていた （第 4章ー2)

3 口絵 9.J Iテロ疑惑国会追求 オバマ米国は変われるか



口絵写真 E:ペンタゴン「AA77便激突現場」／飛行機の残骸らし

いものはどこにも見えないのだが （第4章ー3)

"'"'" """ • ., """' r -"● ""● 

口絵写真 F:実際のボーイング757よりはるかに短い主翼と横にね

じ曲がった垂直尾翼。しかも外壁に激突したのに機首も翼も壊れず

にビルを付きぬけたという、とうてい信じがたいペンタ ゴン当局の説

明 （第4章ー3)

9.11テロ疑惑国会追求 オバマ米国は変われるカ・ ロ絵 4 



口絵写真G:左下白点線円の部分に注目。「飛行機激突箇所」からは

完全に陰になる、ヘリポート ・タワーの裏側なのだが（第 4章ー3)
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口絵写真 H:上の写真を拡大して明度を上げる

と数個の「77便の残骸」とおぽしきものが見

える。この場所に激突のはずみで飛んできたと

は考えにくい。しかし FBIによる現場検証と残

骸の収拾はまだ始まっていない。舞台裏のずさ

んな演出だろうか？ （第 4章ー 3)

口絵写真 I:AA77便の機体を 「消減させた」

ペンタ コンの火災の中で生き残った（？）テロリ

ストのプラスチック製 IDカード （第4章ー3)

5 口絵 9.11テロ疑惑国会追求 オバマ米国は変われるか
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口絵写真 J: 「AA77便激突箇所」を正面に見るが、飛行機はいったいどこにぶつかったのだろうか？

手前の芝生には残骸が全く見えないのだが （第4章一 3)
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右主翼が当たったはずの所？
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口絵写真K:ペンタゴン外壁に右主翼が激突した箇所（白い点線）

付近。表面の石灰岩 （白い矢印）も、窓のガラス （黄色い矢印）も、

外壁の柱 （赤い矢印）も壊れずに残っている （第 4章ー 3)

9.11テロ疑惑国会追求 オバマ米国は変われるか 口絵 6 



口絵写真 L:激しく爆発して飛び散るツインタワー

第2ビル（南タワー）上層階 何の力がこんな現象

を引き起こしたのだろうか？ （第5章一 1)

口絵写真 M:130メートル以上離れたビルの壁、

地上70メートル付近に突き刺さるWTC第 1ビル

の外周鉄骨 （第5章ー2)

7 口絵 9.11テロ疑惑ltil会追求 オバマ米国は変われるか



口絵写真 N:WTC第2ビル崩壊後に、火山爆

発の火砕流を思わせる巨大な粉塵の雲がガレ

キの落下した場所で発生し、猛烈な勢いでマン

ハッタン南部を襲った（第5章ー2)

口絵写真 o:パウダー状に粉砕されたツインタ

ワー建材 （痛ましいことだが犠牲者の遺体をも

含むかもしれない）（第5章ー3)

9.11テロ疑惑国会追求 オバマ米国は変われるか 口絵 8 



9.11テロ疑惑国会追及

オバマ米国は変われるか



つ
い
に
歴
史
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
。

世
界
に
広
が
る
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
の
検
証

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
過
ち
」
に
対
す
る
米
国
議
会
や
国
連
、
英
国
に
よ
る
検
証
の
動
き

2
 0
0
 
9
年

2
月
ア
メ
リ
カ
上
院
の
リ
ー
ヒ
ー
司
法
委
員
長
は
「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る
拷
問
の
指
示
や
イ

ラ
ク
戦
争
開
始
な
ど
の

8
年
間
の
「
過
ち
」
を
検
証
す
る
真
実
・
和
解
委
員
会
」
の
設
置
を
提
案
し
た
。
下
院

の
コ
ン
ヤ
ー
ズ
司
法
委
員
長
も
「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
戦
争
権
力
と
市
民
的
自
由
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
設

置
法
案
を
提
出
し
た
。

一
方
、
国
連
の
拷
問
に
関
す
る
特
別
報
告
官
の
ノ
ワ
ク
教
授
は
「
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
元
国
防
長
官
が
拷
問
を

承
認
し
た
と
い
う
充
分
な
証
拠
が
あ
る
こ
と
を
国
連
に
報
告
し
た
」
と
述
べ
た
。

英
国
で
は

1
月
に
ミ
リ
バ
ン
ド
外
相
が
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
に
つ
テ
ロ
と
の
戦
い
11

は
誤
り
だ
っ
た
」
と
い
う

論
文
を
寄
稿
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
の
盟
友
の
ブ
レ
ア
政
権
で
、

イ
ラ
ク
戦
争
や

9
.
1
1
の

疑
惑
に
つ
い
て
発
言
し
て
要
職
を
辞
し
た
主
要
政
治
家
は

3
人
も
い
た
。
ミ
ー
チ
ャ
ー
元
環
境
大
臣
、
シ
ョ
ー

ト
元
国
際
開
発
大
臣
、
そ
し
て
ク
ッ
ク
元
外
務
大
臣
で
あ
る
。

は
じ
め
に

はじめに 10 



「

9
.
1委
員
会
報
告
書
」
に
疑
問
を
呈
す
る
各
国
の
首
脳
、
外
交
官
、
軍
人
、
航
空
管
制
官
、
バ
イ
ロ
ッ
ト
、

消
防
士
、
建
築
家
、
科
学
者
、
被
害
者
家
族
、
目
撃
者
、

F
B
1
.
C
I
A
職
員

テ
ロ
と

の
戦

い
の
原
点
で
あ
る

9

.11
に
関
す
る
委
員
会
報
告
が

2
0
0
 
4
年

7
月
に
発
表
さ
れ
た
が
、

れ
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
か
ら
以
下
の
よ
う
な
多
く
の
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ

て
い

る
。

①
報
告
書
を
ま
と
め
た
ケ
イ
ン
元
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
知
事
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
元
下
院
議
員
が

邦
航
空
局
な
ど
が
多
く
の
情
報
を
隠
蔽
し
た
」
と
報
告
書
の
信
頼
性
を
自
ら
否
定
。

②
F

B
ー
は
ビ
ン
・
ラ
デ

ィ
ン
の

9
.
1
1
へ
の
関
与
を
断
定
で
き
ず
、
容
疑
者
を
正
規
に
起
訴
し
て
い
な
い
。

③
F
B
ー
が
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
犯
と
し
て
公
表
し
た

19
人
の
う
ち

8
人
が
生
存
と

B
B
C
等
が
報
道
。

④
4
機
の
航
空
機
の
乗
客
名
簿
、

フ
ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
一
部
し
か
公
開
さ
れ
ず
、

4
機
の
残
骸
も
、

強
固
な
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
ま
で
も
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
。

⑤

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
と
さ
れ
る
大
型
旅
客
機
の
映
像
も
突
入
し
た
後
の
映
像
も
な
く
、
建
物
の
中
に
も

前
庭
に
も
機
体
の
残
骸
や
遺
体
の
写
真
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

⑥
飛
行
機
が
突
入
し
て
い
な
い
4
7階
建
て
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
—
第

7

ビ
ル
が

、

小
規
模
な
火
災
に
よ
っ
て

6
.

5
秒
の
超
高
速
で
倒
壊
し
た
。
真
空
状
態
で
落
と
し
穴
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
。

⑦
9
.
1
の
数
日
前
に
、
事
件
で
大
損
害
を
受
け
た
航
空
会
社
に
対
す
る
大
量
の
プ

ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
買
い
や
、

金
や
石
油
市
場
の
不
可
解
な
売
買
が
行
わ
れ
た
と
、
ヴ
ェ
ル
テ
ケ
・
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
総
裁
が
証
言
。

「

C
I
A
や
連

11 はじめに



世
界
初
の

9
.
1
1
テ
ロ
疑
惑
国
会
追
及
が
、

E
u議
会
、
そ
し
て
世
界
へ
。

オ
バ
マ
は
、
世
界
史
の
流
れ
を
変
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？

9
.11
テ
ロ
の
疑
惑
に
つ
い
て
国
会
で
ま
と
め
た
質
問
を
行
っ
た
の
は
世
界
で
私
が
最
初
と
言
わ
れ
る
。

数
回
の
質
疑
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
「
24
名
の
日
本
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
お
り
、
テ
ロ
と
の
戦
い
は
他
人

事
で
は
な
い
」
と
日
本
政
府
が
度
々
宣
伝
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
捜
査
情
報
や
事
故
調
査
委
員
会
報
告
を
米

国
側
に
求
め
た
形
跡
も
無
け
れ
ば
、
被
害
者
家
族
の
救
済
も
ま
と
も
に
行
っ
て
い
な
い
姿
だ
。

私
の
質
問
に
よ
っ
て
、
や
っ
と
テ
ロ
被
害
者
救
済
策
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て

N
H
K
で
中
継
さ
れ
た

私
の
国
会
質
問
が
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
沈
黙
す
る
な
か
、
数
ヶ
国
語
に
訳
さ
れ
、

Y
o
u
T
u
b
e
で
世
界
に
配

信
さ
れ
た
。
そ
し
て
真
相
解
明
の
動
き
を

E
u議
会
、
欧
州
や
豪
州
で
講
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2
 0
0
 
8
年
の
大
統
領
選
挙
で
オ
バ
マ
大
統
領
に
圧
倒
的
勝
利
を
与
え
た
最
大
の
功
労
者
は
、
あ
の
お
か
し

な
戦
争
と
、

1
0
0
年
に

一
度
の
金
融
危
機
を
生
ん
だ
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
世
界
に
不

幸
を
も
た
ら
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
の
ア
メ
リ
カ
を
変
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
原
点
で
あ
る

9
.
1
1
を
直
視
し
、
検
証

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

世
界
の
様
々
な
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
今
、
国
境
を
超
え
、
疑
惑
解
明
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
の

一
翼
を
担
っ
た
、
私
の
粘
り
強
い
国
会
追
及
の
記
録
で
あ
る
。

二
0
0九
年
三
月
十

一
日

藤
田
幸
久

はじめに 12 



目
次



コ
ラ
ム
欧
州
と
オ
セ
ア
ニ
ア
ヘ
も
広
が
る
「
9.11
ト
ウ
ル
サ
ー
」
の
波
千
早

2
 
米
国
へ
の
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る
欧
州
の
要
人
た
ち

3

各
国
か
ら
渦
巻
く
疑
問
の
声

(1
)
政
治
家
、
議
員

(2
)
軍
人
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
航
空
管
制
官
、
事
故
調
査
官
、
警
察
官

(3)
外
交
官
、
C
ー
A
、
F
B
ー
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
目
撃
者

(4
)
建
築
士
、
構
造
専
門
家
、
科
学
者
、
生
存
者

国
会
の
爆
弾
質
問
映
像
が
数
ヶ
国
語
に
な
っ
て
世
界
に
配
信

第

1
章

序
章

は
じ
め
に

世
界
に
広
ま
る
疑
問
の
声
藤
田
幸
久

74 69 64 59 52 51 47 38 21 10 



7
 

6
 

5

7
年
経
っ
て
テ
ロ
被
害
者
救
済
に
動
き
始
め
た
日
本
政
府

4

小
泉
総
理
に
対
す
る
遺
族
の
直
訴

3
 
「
テ
ロ
は
基
本
的
に
は
戦
争
で
は
な
く
、
犯
罪
」
と
い
う
福
田
総
理
の
答
弁

9
.
1
1
委
員
会
委
員
長
も
疑
問
を
呈
す
る
報
告
書
の
内
容
を
一
切
照
会
し
な
い
日
本
政
府

在
日
米
軍
基
地
の
役
割
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
作
戦
が
中
心

2

与
党
、
防
衛
省
、
外
務
省
関
係
者
の
中
に
も
あ
っ
た
疑
問
の
声

日
本
人
犠
牲
者
に
対
し
て
配
慮
の
欠
け
た
日
本
政
府
の
対
応

第

2
章

日
本
に
も
広
が
り
始
め
た
疑
問
の
声
藤
田
幸
久

129 124 115 104 99 96 90 



2
 
こ
こ
は
本
当
に
U
A
9
3
便
の
墜
落
現
場
な
の
か
？

い
っ
た
い
誰
が
犯
人
な
の
か
？

第

4
章

9
.
1
へ
の
鮮
明
な
疑
問
童
子
丸
開

5

国
際
的
な
「

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」
の
登
場

4

日
本
の
専
門
家
た
ち
に
よ
る
様
々
な
現
地
調
査

3
 
プ
ロ
の
事
前
情
報
を
無
視
し
て
予
防
し
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ

2

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
へ
の
弾
劾
決
議
が
委
員
会
に
送
付

ド
イ
ツ
連
銀
総
裁
が
暴
露
し
た
株
、
金
、
原
油
市
場
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引

第

3
章

ブ
ッ
シ
ュ
弾
劾
決
議
と
再
調
査
へ
の
要
望

藤
田
幸
久

171 166 157 153 145 140 138 



5
 
広
が
る
「
公
式
の
説
明
」
へ
の
疑
問

4

存
在
し
な
い
「
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
の
公
式
見
解
」

3

上
か
ら
下
ま
で
微
粒
子
に
砕
か
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

2
1
5
0
メ
ー
ト
ル
も
飛
散
し
た
巨
大
な
鉄
骨
群

消
え
た
上
層
階
と
巨
大
な
「
ガ
レ
キ
の
噴
水
」

第

5
章
ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
全
面
崩
壊
へ
の
明
確
な
視
点

4

飛
行
機
の
突
入
な
し
で
「
沈
ん
だ
」
第
7
ビ
ル

3

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
機
体
は
ど
こ
に
？

童
子
丸
開

226 218 213 207 198 186 178 



「

9
.
1
1
テ
ロ
事
件
」
関
連
参
考
資
料
一
覧

2
 0
0
 
1
年

9
月

11
日
そ
の
日
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
動
い
た
か

9
.
1
1
調
査
委
員
会
共
同
議
長
へ
の
質
問
状
と
回
答
全
文

国
会
質
疑
／
テ
ロ
は
犯
罪
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
か
？

巻
末
資
料

あ
と
が
き

日
本
の
9
.
1
真
相
究
明
運
動
と

9
.
1
調
査
委
員
会
報
告
書
へ
の

25
の
疑
問

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
レ
イ
・
グ
リ
フ
ィ
ン
き
く
ち
ゆ
み
訳

第

6
章

326 318 308 282 273 234 



【
本
書
に
出
て
く
る
人
名
、
用
語
な
ど
の
主
な
表
記
事
例
一
覧
】

ロ
ド
リ
ゲ
ス

チ
ェ
イ
ニ
ー
米
国
副
大
統
領
↓
チ
ェ
イ
ニ
ー

オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

（
テ
ロ
首
謀
容
疑
者
）
↓
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

（元
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
保
守
管
理
人
）
↓

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
レ
イ
・
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
（
神
学
者
）
↓
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士

モ
ハ
メ

ッ
ド
・
ア
タ
（
容
疑
者
）
↓

ア

タ

ト
ー
マ
ス
・
キ
ー
ン

元
知
事

(9
.
1
1
委
員
会
の
共
同
議
長
）

↓
ト
ー
マ
ス
・
ケ
イ
ン
元
知
事

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ゼ
イ
グ
ラ
ー

（ズ
ィ
ー
グ
ラ
ー
）
元
陸
軍
情
報
将
校
↓
グ
レ
ゴ
リ
ー

・
ジ
ー
グ
ラ
ー

（
共
同
通
信
表
記
）

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
ク
前
大
統
領
特
別
顧
問
↓
ク
ラ
ー
ク

テ
ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン
司
法
省
訟
務
長
官
↓
テ
ッ
ド

N
I
S
T
の
訳
は
米
国
大
使
館
の
表
記
に
従
い

『米
国
標
準

・
技
術
院
』
と
し
た

F
E
M
A
の
訳
は
米
国
大
使
館
の
表
記
に
従
い

『連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
』
と
し
た

※
人
名
な
ど
の
複
数
の
公
的
な
発
音
表
記
は
、
主
に
共
同
通
信
表
記
に
準
ず
る
が
例
外
も
あ
り
ま
す

※
人
名
は
章
や
引
用
文
に
よ
っ
て
は
、
デ
ビ
ッ
ド
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
表
記
も
そ
の
ま
ま
併
記
し
た





2
 0
0
 
2
年

6
月
。
私
は
民
主
党
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
調
査
団
団

長
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
た
。

駒
野
欽
一
日
本
大
使
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
緊
急
国
民
大
会

議
（
ロ
ヤ
・
ジ
ル
ガ
）
で
移
行
政
権
の
大
統
領
に
就
任
し
た
ば
か

り
の
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
に
、
日
本
の
政
治
家
と
し
て
木
俣
佳
丈
参

議
院
議
員
と
と
も
に
初
め
て
会
談
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
統
領
は
、
か
ん
高
い
声
で
「
も
は
や
北
部
だ
、
南
部
だ
と
い

う
地
域
も
、
パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
人
だ
、
タ
ジ
ク
人
だ
と
い
う
区
別
も

軍
閥
も
な
い
、
新
し
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
始
ま
り
だ
」
と
熱
い

思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。
民
族
衣
装
を
イ
キ
に
ま
と
っ
た
彼
か
ら

は、

1
週
間
に
及
ぶ
ロ
ヤ
・
ジ
ル
ガ
の
難
産
を
経
て
、
新
政
権
を

樹
立
で
き
た
と
い
う
興
奮
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

2
 0
0

 
1
年

9
月

11
日
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
を
支
援
し

9
.
1
の
真
の
被
害
者
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供

序
章

2002年、日本の政治家として初めてカルザイ大統領と会談

21 序店



た
タ
リ
バ
ン
に
対
す
る
米
国
主
導
の
空
爆
を
逃
れ

て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
市
民
の
多
く
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
流

出
し
、
難
民
と
化
し
て
い
た
。
民
主
党
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
の
支
援
活
動
を

2
0
0
 
1
年

11
月
か
ら
始

め
て
い
た
。
そ
れ
以
来
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
と
首
都
カ
ブ
ー
ル
に
、
日
本
の
政
党
と
し
て
は
初
の

駐
在
員
事
務
所
を
設
け
て
人
道
支
援
活
動
を
行

っ
て
き
た
が
、
私
は
、
新
政
権
の
誕
生
に
と
も
な
い
、
そ
の
幕

引
き
の
任
務
を
授
か
っ
て
い
た
。

い
わ
ば
、
平
和
の
バ
ト
ン
を
渡
す
た
め
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
向
か
っ
た

の
で
あ
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
訪
問
は
私
に
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
の
本
質
を
学
ぶ
重
要
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る

こ

と
に
な
っ
た
。
カ
ブ
ー
ル
に
向
け
て
出
発
す
る
直
前
に
、

「
明
る

い
社
会
作
り
の
会
」
と
い
う

N
G
0
の
田
中
常

隆
さ
ん
か
ら
、

9
.
1
1
の

1
周
年
に
同
時
多
発
テ
ロ
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
た
い
の
で
、
そ
の
募
金
の
受
け
皿
と
な
る
学
校
作
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
探
し
て
き
て
ほ
し
い
と
い
う
依

頼
を
受
け
た
。

「
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
の
犠
牲
者
の
追
悼
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
？
」

「
9
.11
と
は
何
の
関
係
も
な
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
の
は
本
当
に
心
が
痛

み
ま
す
。
そ
う
し
た
子
供
た
ち
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」
田
中
さ
ん
の
答
え
は
、
衝
撃

的
だ
っ
た
。

9
.
1
1
は
、
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
を
支
援
し
た
タ
リ
バ
ン
に
対
す
る
空
爆
を
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
も

た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
市
民
の
多
く
が
難
民
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
流
出
し
た
。

私
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
新
政
権
樹
立
と
と
も
に
、
民
主
党
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
構
え
た
駐
在
員
事
務
所
の
幕

引
き
の
た
め
に
カ
ブ
ー
ル
を
訪
れ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
知
っ
た
の
は
、
平
和
の
バ
ト
ン
を
渡
す
形
で
、
人
道
支
援

序迂 22 



活
動
を
終
了
す
る
と
い
う
穏
や
か
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
が
ど
こ
に
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
子
供

た
ち
が
、
空
か
ら
降
っ
て
く
る
そ
の
見
え
な
い
敵
に
よ
っ
て
投
下
さ
れ
た
爆
撃
に

よ
っ
て
傷
つ
い
た
姿
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
紛
争
直
後
の
途
上
国
で
信
頼
で
き
る
現
地
の
援
助
の
受
け
手
を
見
つ
け
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。

だ
が
、

幸

い
民
主
党
の
青
葉
博
雄
駐
在
員
の
紹
介
で
シ

ュ
ハ
ダ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

N
G
O
の
代
表

で
、
人
権
委
員
会
委
員
長
で
も
あ
る
女
医
の
シ
マ

・
サ
マ
ル
さ
ん
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
タ
リ
バ
ン

に
よ
る
巨
大
な
仏
像
破
壊
が
行
わ
れ
た
バ
ー
ミ
ヤ
ン
に
小
学
校
を
建
設
す
る
話
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
山
宙
丸
元
早
稲
田
大
学
総
長
を
実
行
委
員
長
と
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
は

9
.
1
1
の

1
周
年
に
当

た
る

2
0
0
 
2
年

9
月

11
日
に
東
京
芸
術
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
盛
況
で
、
そ
の
収
益

7
0
0
万

円
で
翌

2
0
0
 
3
年

8
月
に
「
希
望
小
学
校
」
と
い
う
学
校
を
バ
ー
ミ
ヤ
ン
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
市
民
こ
そ
、

気
の
毒
だ
」

と
い
う
素
朴
な
直
感
を
、
大
多
数
の
日
本
の
国
民
が
抱
い
て

い
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
に

よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
空
爆
が
終
わ
っ
た

2
0
0
 
1
年
の
年
末
に
も
身
近
に
惑

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
時
私
は
、
東
京
都
北
区
の
田
端
に
自
宅
が
あ
っ
た
。
火
の
用
心
の
夜
回
り
の
納
会
で
、
町
会
長
の
高
橋
幹

ニ
さ
ん
が
語
っ
た
こ
と
が
、

今
も
胸
に
残
っ
て

い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
攻
撃
は
、
最
新

ハ
イ
テ
ク
兵
器
を
敵
地
に
送
り
込
ん
で
爆
撃
す
る
だ
け
で
、
兵
士
は
一

人
も
地
上
に
送
ら
な
い

。
米
軍
兵
の
損
害
を
最
小
に
抑
え
る
た
め
と
言
う
が
、
そ
れ
な
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人

の
命
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
！
命
の
値
段
に
格
差
が
あ
る
ん
で
す
か
ね
？
藤
田
さ
ん
」

ま
た
、
最
近
私
は

9
.
1
1
の
日
本
人
被
害
者

24
人
の
ご
家
族
の
方
々
数
人
と
お
会
い
し
た
。
そ
の
お
一
人
に
、

一
人
息
子
の
敦
さ
ん
（
当
時

36
歳
）
を
失
っ
た
白
鳥
晴
弘
さ
ん
が
い
る
。

23 序店



白
鳥
さ
ん
は
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
よ
う
な
男
が
「
何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
？
」
と
い

う
強
い
怒
り
か
ら
、
「
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
に
会
い
た
い
」
、
そ
し
て
彼
に
直
接
そ
れ
を
確
か
め
た
い
と
の
思
い
で
、

パ
キ
ス
タ
ン
に
飛
ぶ
。
そ
こ
で
、
カ
タ
ー
ル
の
衛
星
テ
レ
ビ
「
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
」
の
特
派
員
に
「
私
は
ア
メ

リ
カ
が
絶
対
の
正
義
だ
と
は
思
わ
な
い

。
し
か
し
息
子
は
あ
な
た
が
起
こ
し
た
テ
ロ
で
殺
さ
れ
た
。
あ
な
た
の

本
意
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
宛
の
手
紙
を
手
渡
し
た
。

そ
こ
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
飛
ん
だ
白
鳥
さ
ん
は
、
米
軍
の
圧
倒
的
な
戦
力
と
、
空
爆
の
犠
牲
者
や
貧
困

な
ど
の
対
比
を
見
て

「
世
界
の
富
は
偏
り
す
ぎ
て
い
る
。
自
爆
テ
ロ
も
空
爆
も、

子
ど
も
に
は
責
任
は
な
い

。
悪

い
の
は
大
人
た
ち
と
政
治
だ
」
と
感
じ
る
。
そ
し
て
、
た
び
た
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
れ
て
、
子
ど
も
の
教
育
支

援
活
動
を
続
け
て
い
る
。
「
報
復
に
よ
ら
な
い
テ
ロ
の
撲
滅
こ
そ
が
息
子
の
遺
志
で
は
な
い
か
」
と
の
思
い
で
。

た
っ
た

一
人
の
息
子
さ
ん
を
失
っ
た
悲
し
み
を
、
白
鳥
さ
ん
が
完
全
に
断
ち
切
れ
た
と
は
思
え
な
い

。
し
か

し
、
私
は
、
あ
の
事
件
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
大
き
な
悲
し
み
と
憎
し
み
の
連
鎖
が
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
の

を
断
ち
切
る
た
め
に
も
、

9
.11
の
真
相
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
深
め
た
。
私
は

9
.11

の
真
相
を
究
明
す
る
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
。

9
.11
の
真
実
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
錯
綜
す
る
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。

9
.
1
1
直
後
か
ら
、
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
働
く
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
事
前
に
情
報
が
流
れ
、
そ
の
日
会
社
に
出
勤

し
な
か
っ
た
の
で
全
員
助
か
っ
た
」
と
い
っ
た
噂
が
流
れ
た
が
、
そ
の
後
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
犠
牲
者
も
い
た
こ
と

与
党
、
防
衛
省
、
外
務
省
幹
部
の
中
に
も
あ
っ
た
疑
問
の
声
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が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
入
手
す
る
情
報
を
自
分
の
立
場
で
吟
味
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
あ
る
自
民
党
の
幹
部
が
、
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
国
防
総
省
（
ペ
ン
タ
ゴ
ン
）
へ
の
飛
行
機
の
突
入
や
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
ヘ
の
飛
行
機
の
墜
落
な
ど
は
、

ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い

。
た
だ
こ
れ
は
ブ
ッ
シ
ュ
家
に
つ
な
が
る
こ
と
な
の
で
、
あ
ま
り
突
き
詰
め
ら
れ
な

い
ん
だ
よ
ね
！
」

政
権
中
枢
に
近
か
っ
た
そ
の
人
の
言
葉
が
、
私
に
は
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、

9
.
11
の
認
識
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
数
々
の
情
報
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
防
衛
省
の

情
報
・
調
査
専
門
の
元
幹
部
が
、
各
国
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
情
報
を
基
に
「
ア
メ
リ
カ
自
身
の
関
わ
り
の
疑

い
も
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
。
外
務
省
の
元
大
物
大
使
で
こ
う
し
た
情
報
の
存
在
を
明
言
し
て
い
る
人
が

い
た
こ
と

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、
巷
で
言
わ
れ
て
い
る
事
実
と
は
遠
く
な
っ
て
い
く

9
.
1
1
に、

の
目
を
向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

テ
ロ
と
の
戦
い
は
他
人
事
で
は
な
い
、
と
言
い
な
が
ら
、

9
.
1
は
他
人
事
の
よ
う
な
日
本
政
府

数
年
前
、

し
た
の
が
、

彼
女
か
ら

り
だ
っ
た
。

私
は
改
め
て
疑
い

民
主
党
青
年
局
主
催
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
同
席

き
く
ち
ゆ
み
さ
ん
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

「
ボ
ー
イ
ン
グ
を
捜
せ
」
と
い
う

D
V
D
を
項
い
た
の
が
、
私
の

9
.
1
1
に
関
す
る
疑
問
の
始
ま

さ
ら
に
は
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ル
フ
ォ
ー
ド
氏
の
「
暴
か
れ
た

9
.
1
1
疑
惑
の
真
相
」

（
扶
桑
社
）
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な
ど
を
読
み
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
建
物
の
損
傷
が
突
入
し
た
大
型
機
の
機
体
に
比
べ
て
小
さ
す
ぎ
る
こ
と
な
ど
が

私
に
大
き
な
疑
問
を
与
え
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
公
式
に
ア
ル

カ
イ
ダ
の
犯
行
だ
と
断
定
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
戦
争
ま
で

始
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
さ
か
ア
ル
カ
イ
ダ
以
外
の
犯
行
な
ど
は
あ
り
得
ま
い
と
い
う
の
が
当
時
の
私
の
思

い
だ

っ
た
。

そ
の
間
に
、
日
本
は
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
自
衛
隊
派
遣
へ
と

巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

国
際

N
G
o
出
身
初
の
国
会
議
員
と
し
て
、
衆
議
院
議
員
を

2
期
東
京
で
務
め
た
後
、
落
選
し
て
い
た
私
は
、

2
 0
0
 
7
年
7
月
に
故
郷
の
茨
城
県
か
ら
参
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
て
国
政
復
帰
を
果
た
し
た
。

民
主
党
が
参
議
院
第

一
党
に
な
っ

た
、

い
わ
ゆ
る

「
衆
参
ね
じ
れ
国
会
」
の
最
重
要
法
案
は
テ
ロ
特
別
措
置

法
に
よ
る
自
衛
隊
の
イ
ン
ド
洋
給
油
活
動
の
延
長
法
案
で
あ
り
、
私
は
そ
の
法
案
を
審
議
す
る
外
交
防
衛
委
員

会
の
理
事
と
民
主
党
次
の
内
閣
の
防
衛
副
大
臣
に
就
任
し
た
。

し
か
し
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
信
頼
の
全
て
が
か
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
鳴
り
物
入
り
で
審
議
に
入
っ

た
新
テ

ロ
特
別
措
置
法
案
だ
が
、
政
府
は
「

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
同
時
多
発
テ
ロ
で

24
人
の
日
本
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
ん
で
す
。
テ
ロ
と
の
戦
い
は
他
人
事
で
は
な
く
、
日
本
自
身
の
問
題
な
ん
で
す
！
」
と
テ
ロ
と
の
戦
い
の
意
義

を
強
調
す
る
も
の
の
、
肝
心
の
同
時
多
発
テ
ロ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
「
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
こ
う
発
言
し
た
」
、

「
ア
メ
リ
カ
政
府
の
発
表
に
よ
れ
ば
＼
」
、

と
い
っ
た
他
人
事
の
よ
う
な
答
弁
に
終
始
し
た
。

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
の
あ
り
方
と
日
本
の
安
全
保
障
政
策
を
大
き
く
変
え
た
テ
ロ
と
の
戦
い
の
原
点
を
避
け

続
け
る
日
本
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
の
姿
勢
を
見
て
、
私
は
、

9
.
1
1
同
時
多
発
テ
ロ
ヘ
の
疑
問
を
さ
ら
に
深
め
ざ
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る
を
得
な
く
な
っ
た
。

各
国
の
大
統
領
、
軍
人
、
航
空
管
制
官
、
消
防
士
、
被
害
者
家
族
に
広
が
る
疑
問
の
声

そ
ん
な
折
、
私
は
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
第

7
ビ
ル
崩
壊
の
ビ
デ
オ
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
飛
行
機
が
突
入

し
て
お
ら
ず
、
大
し
た
火
災
も
起
き
て
い
な
い
の
に
、

47
階
建
て
の
超
高
層
ビ
ル
が
、
ま
る
で
歌
舞
伎
の
せ
り

舞
台
が
ス
ー
と
沈
む
よ
う
に
、

6
.
5
秒
と
い
う
自
由
落
下
速
度
で
消
え
て
い
く
映
像
で
あ
る
。

し
か
も
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
議
会
が
任
命
し
た
「

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
」
に
は
、
こ
の
第

7
ビ
ル
崩
壊
の

理
由
に
関
し
て
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

。
こ
れ
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
。

P
a
t
r
i
o
t
s
 
Q
u
e
s
t
i
o
n
 9
1
1
.
c
o
m
と
い
う
サ
イ
ト
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
世
界
各
国
の
①
大
統

領
、
首
相
、
大
臣
、
議
員
な
ど
の
公
職
経
験
者
、

②
外
交
官
、
軍
人
、

F
B
I
や
C
I
A
な
ど
の
政
府
関
係
者
、

③

パ
イ
ロ
ッ
ト
、
航
空
管
制
官
、
事
故
調
査
官
、
警
察
官
、
消
防
士
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
、

④
建
築
家
、

構
造
専
門
家
、
科
学
者
な
ど
の
学
識
経
験
者
、

⑤
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

N
G
o
活
動
家
、

⑥
被
害
者
家
族
や
目

撃
者
、
学
生
な
ど
の
市
民
な
ど
合
計

1
2
0

0
人
以
上
の
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
議
会
な
ど
で
の
発
言
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
、
政
治
家
、
各
分
野
の
技
術
者
や
科
学
者
と
い
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

1
2
0

0
人
以
上
が
、

「
ア
メ
リ
カ
政
府
の

9
.
1
1
公
式
見
解
は
お
か
し
い
」
と
疑
問
を
唱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
欧
州
な
ど
で
の
世
論
調
査
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
何
か
隠
し
て
い
る
、
ウ
ソ
を

つ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
市
民
が
相
当
い
る
と
い
う
事
実
に
も
目
を
見
張
っ
た
。
こ
れ
ら
を
見
逃
す
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
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私
は
、

2
0
0
 
7
年

11
月
2
8
日
の
新
テ
ロ
特
別
措
置
法
の
参
議
院
で
の
最
初
の
審
議
を
行
う
本
会
議
で
、
福

田
康
夫
首
相
に
質
問
で
き
る
機
会
を
得
た
。

「
総
理
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
犯
罪
で
す
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
、
つ
ま
り
武
力
紛
争
で
す
か
？
（
中
略
）
テ
ロ
と
の
戦

い
と
は
、
誰
の
誰
に
対
す
る
戦
い
で
す
か
？
こ
れ
が
不
明
確
で
あ
る
が
故
に
、
「
不
朽
の
自
由
作
戦
」

(O
E
F
)

が
「無
差
別
、
報
復
的
」
に
な
り
、

（中
略
）
最
近
の
軍
事
活
動
は
、
む
し
ろ
テ
ロ
を
誘
発
し
、
憎
し
み
の
連
鎖
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
対
テ
ロ
戦
争
の
あ
り
方
の
検
証
と
見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
お
答
え
下
さ
い
」

私
の
質
問
に
対
し
て
、
福
田
首
相
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「
国
際
社
会
は
、
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な
テ
ロ
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
犯
罪
と
し
、

（中
略
）

こ
れ
を
処
罰
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
着
実
に
整
備
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
（中
略
）
他
方
、

9
1
1
テ
ロ
攻

撃
は
、
高
度
の
組
織
性
、
計
画
性
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
通
常
の
テ
ロ
の
事
例
と
は
次
元
が
異
な
り
、
国
連
憲
章

第

51
条
に
よ
る
武
力
攻
撃
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
（中
略
）
こ
の
米
国
の
行
動
は
適
法
な
自
衛
権
の

行
使
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

テ
ロ
犯
人
の
捜
査
も
、
日
本
人
被
害
者
の
遺
体
確
認
も
、
事
故
調
査
委
員
会
の
説
明
も
求
め
な
い

こ
の
や
り
取
り
を
経
て
、

2
0
0
 
8
年
1
月
10
日
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
、
私
は
福
田
首
相
他
の
閣

僚
に
質
問
す
る
機
会
を
得
た
。
国
会
が
再
々
延
長
さ
れ
た
上
で
の
新
テ
ロ
特
措
法
案
の
採
決
を
行
う
質
疑
で
、

テ
ロ
は
戦
争
で
は
な
く
犯
罪
だ
が
、

9
.
1
1
は
武
力
攻
撃
と
す
る
福
田
総
理
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私
は

2
0
0
 
8
年

10
月
22
日
の
参
議
院
本
会
議
で
、
「
家
族
の
皆
さ
ん
は
、
拉
致
問
題
で
は
政
治
家
が
動
い

た
が
、

9
l
l
に
関
し
て
は
だ
れ
も
全
く
動
い
て
い
な
い
、
拉
致
家
族
は
忘
れ
ら
れ
な
い
が
、

9
l
l
被
害
者

家
族
は
無
視
さ
れ
て
い
る
と
の
強
い
思
い
を
お
持
ち
で
す
」

と
河
村
健
夫
官
房
長
官
に
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
、

長
官
は
「
海
外
で
の
テ
ロ
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
テ
ロ
事
件
を
指
定
し
た
特
別
措
置
法
を
迅
速
に
制
定
す

や
っ
と
テ
ロ
被
害
者
救
済
に
動
き
始
め
た
日
本
政
府

N
H
K
の
テ
レ
ビ
中
継
入
り
だ
っ
た
。
私
は
、
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
や
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
写
真
数
枚
の
拡
大
パ
ネ

ル
を
使
っ
て
質
問
を
行
っ
た
。

9
.
1
1
に
つ
い
て
は

30
分
は
ど
し
か
質
問
で
き
ず
、
予
想
さ
れ
た
通
り
紋
切
り

型
の
答
弁
が
続
い
た
が
、
日
本
政
府
の
対
応
で
重
要
な
点
が
幾
つ
か
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
日
本
人
犠
牲
者

24
人
の
う
ち
、
遺
体
確
認
が
さ
れ
な
い
た
め
に
米
国
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
死
亡
宣

告
が
さ
れ
て
い
る
犠
牲
者
が

11
人
い
る
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
日
本
政
府
は
そ
の
方
々
の
資
料
す
ら
持
っ
て
い

な
い

。

D
N
A
鑑
定
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
、
「
そ
う
推
測
で
き
る
」
と
い
う
答
弁
で
あ
る
。

そ
の
後
私
は
、
政
府
に
対
す
る
質
問
主
意
書
で
や
り
と
り
を
し
た
が
、
福
田
総
理
は
、
「
テ
ロ
は
犯
罪
で
あ
る
」

と
答
弁
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
側
捜
査
当
局
は
他
の
犯
罪
で
行
う
よ
う
な
厳
密
な
捜
査
活
動
は
行

わ
ず
、
そ
の
後
も
捜
査
情
報
な
ど
を
米
国
当
局
に
求
め
た
り
、
事
故
調
査
委
員
会
に
説
明
を
求
め
た
様
子
も
な

い
。
犠
牲
と
な

っ
た

24
人
の
方
の
家
族
に
対
し
て
も
適
切
な
ケ
ア
も
行
っ
て
い
な
い

。
現
地
領
事
館
が
米
国
の

各
機
関
か
ら
入
手
し
た
分
厚
い
英
語
の
書
類
を
遺
族
に
送
り
つ
け
た
り
、
年
に

一
度
の
追
悼
行
事
に
案
内
す
る

と
い
っ
た
程
度
の
こ
と
し
か
や
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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る
こ
と
な
ど
の
対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

具
体
的
事
案
に
応
じ
た
必
要
な
救
済
措
置
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
」
と
前
向
き
な
答
弁
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
の
記
者
会
見
で
、
「
現
在
、
国
内
で
は
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
に
本
人
や
家
族
に
国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
る
が
、
国
外
で
の
犯
罪
は
対
象

外
だ
。
検
討
を
す
べ
き
だ
と
思
い
、
早
急
に
検
討
に
入
る
よ
う
（
内
閣
府
に
）
指
示
し
た
」
と
述
べ
た
。

7
年
経
っ
て
や
っ
と
山
が
動
き
始
め
た
。

増
大
す
る
疑
惑
と
拡
大
す
る
公
式
報
告
の
矛
盾

テ
ロ
は
犯
罪
と
明
言
し
て
お
き
な
が
ら
、

事
件
に
関
す
る
刑
事
手
続
き
や
遺
族
へ
の
ケ
ア
が
全
く
な
さ
れ

て

な
い
の
は
、
驚
き
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、

2
0
0
 
8
年

1
月
10
日
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員

会
で
の
私
の

9
.
1
1
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
福
田
首
相
を
は
じ
め
、
他
の
閣
僚
や
議
員
か
ら
ヤ
ジ
や
反
論
が

ま
る
で
な
く
質
疑
が
続
い
た
こ
と
だ
。
質
疑
の
最
中
、
大
臣
席
や
与
党
の
議
員
達
も
、
私
が
配
布
し
た
資
料
に

食
い
入
る
よ
う
に
目
を
通
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
に
臨
む
に
あ
た

っ
て
、
私
は

P
a
t
r
i
o
t
s
Q
u
e
s
t
i
o
n
 9
1
1
.c
o
m
の
サ
イ
ト
か
ら
大
統
領
経
験
者
を

含
む
各
国
の
専
門
家
の
証
言
や
、

世
論
調
査
の
翻
訳
の

一
部
を
配
っ
て
い
た
。
「
与
党
や
政
府
関
係
者
も
情
報
を

持
っ
て
い
た
り
、
疑
問
を
感
じ
て
い
た
人
々
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
質
疑
は
世
界
各
国
に
広
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

N
H
K
で
放
映
さ
れ
た
質
疑
の
映
像
に
、
誰
か
が
英
語
の
字
幕
を
付
け
て
ネ
ッ
ト
上
で
配
信
し
、
そ
れ
を
基

に
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
そ
し
て
ス
ロ
バ
キ
ア
語
の
字
幕
へ

と
広
が
っ

序章 30 



多
く
の

た
。
そ
の
結
果
、
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
・
キ
エ
ザ
欧
州
議
会
議
員

（イ
タ
リ
ア
）
の
招
き
で
、

2
月
26
日
に
ベ
ル

ギ
ー

の
欧
州
議
会
で
開
催
さ
れ
た

9
.
1
1
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

3
月

1
日
の

9
.
1
1
N
G
o

欧
州
会
議

（オ
ラ
ン
ダ
）
、

3
月

15
日
＼

16
日
の

9
.
1
1
真
相
究
明
国
際
会
議

（オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
で
講
演
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

2
 0
0
 
4
年

7
月
に
米
国
の
公
式
報
告
で
あ
る

「
9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
」

が
発
表
さ
れ
て
以
来
、

矛
盾
点
が
加
速
し
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

主
な
疑
問
点
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

(
1
)
ペ
ン
タ
ゴ
ン

1

ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
さ
れ
た
ボ
ー
イ
ン
グ

7
5
7
型
大
型
旅
客
機

（
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
）
が
ペ
ン
タ
ゴ
ン

に
突
入
す
る
映
像
も
、
突
入
し
た
後
の
映
像
も
な
い
。
建
物
の
中
に
も
前
庭
に
も
機
体
の
残
骸
や
遺
体
の
写
真

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

2

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
設
置
さ
れ
て
い
る

84
台
の
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
が
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
翌
年

に
な
っ
て

1
台
の
カ
メ
ラ
の

5
枚
の
静
止
画
像
が
公
開
さ
れ
た
だ
け
。
そ
れ
に
は
機
体
が
写
っ
て
い
な
い
し
、

し
か
も
事
件
翌
日
の

9
月
12
日
と
い
う
日
付
が
入

っ
て
い
る
。

3

77
便
の
中
か
ら
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン
夫
人
が
電
話
し
て
き
た
と
、
夫
の
テ

ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン
司
法
省
訟

務
長
官
は
証
言
し
た
が
、
F
B
ー
は

77
便
か
ら
は
そ
う
し
た
電
話
通
信
は
事
実
上
な
か

っ
た
こ
と
を
認
め
た
。

4

77
便
は
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
室
の
手
前
で
迂
回
し
、
曲
芸
飛
行
的
に
タ
ー
ン
し
、
補
強
工
事
後

で
幹
部
職
員
の
い
な
い
反
対
側
の
壁
に
突
入
し
た
と
さ
れ
る
。
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(
2
)
3
つ
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
崩
壊

1

飛
行
機
が
突
入
し
て
い
な
い
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
第
7
ビ
ル
が
、
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
か
ら

飛
来
し
た
残
骸
に
よ

っ
て
生
じ
た
小
規
模
な
火
災
に
よ

っ
て
倒
壊
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、
47
階
の
高
層
ビ

ル
が
真
空
状
態
で
物
体
が
降
下
す
る
よ
う
な
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

(6
.
5
秒
）
で
落
と
し
穴
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う

に
落
下
。
残
骸
は
外
部
に
倒
れ
ず
、
内
側
に
き
れ
い
に
落
下
。

2

「
9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
」
は
こ
の
崩
壊
に
つ
い
て
一
切
言
及
せ
ず
、
ま
た
、
連
邦
緊
急
事
態
管
理
局

(F

E
M
A
)
は
倒
壊
原
因
の
説
明
を
避
け
た
。
米
国
標
準
・
技
術
院

(N
ー
S
T
)
は
や

っ
と
2
0
0
 
8
年
に
な

っ

て
報
告
書
を
発
表
し
た
が
、
肝
心
の
倒
壊
原
因
に
つ
い
て
は
充
分
な
説
明
を
行

っ
て
い
な
い
。

3

3

つ
の
鋼
鉄
構
造
の
超
高
層
ビ
ル
が
史
上
初
め
て
火
災
に
よ

っ
て
崩
壊
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
飛
行

機
の
燃
料

（灯
油
と
ほ
ぼ
同
じ
）
の
熱
で
は
と
て
も
融
点
に
達
し
な
い
。
ま
た
、
崩
壊
を
始
め
る
場
所
か
ら
助

け
を
求
め
る
女
性
の
映
像
が
あ
る
が
、
ビ
ル
を
弱
め
る
ほ
ど
の
高
熱
で
生
き
て
い
ら
れ
る
筈
が
な
い
。
落
下
し

た
コ
ン
ク
リ
—
卜
が
粉
々
に
な
っ

て
白
い
微
粉
末
と
な
り

、

5

セ
ン
チ
以
上
も
地
上
に
積
も

っ
た
。

3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
鉄
骨
な
ど
が
水
平
方
向
に

1
5
0
メ
ー
ト
ル
も
飛
ば
さ
れ
て
い
る
。

2
 0
0
 
6
年
に
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
か
ら
約

60
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ド
イ
ツ
銀
行
ビ
ル
の
屋
上
で
約
7
0
0
個
の

5
 

4
 

5
9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
で
は
、
地
面
す
れ
す
れ
を
時
速

5
3
0
マ
イ
ル

(8
5
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
突
っ

込
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
専
門
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
は
、
技
術
的
に
不
可
能
な
操
縦
だ
と
証
言
。
高
度
や
進
入
経
路
、

街
路
灯
の
倒
壊
な
ど
も
「
9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
」
と
国
家
運
輸
安
全
委
員
会

（
N
T
S
B
)
の
報
告
な
ど
と

の
間
に
多
く
の
矛
盾
が
あ
る
。
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人
骨
が
発
見
さ
れ
た
。

6

ッ
ィ
ン
タ
ワ
ー
の
崩
壊
前
に
「
爆
発
音
を
聞
い
た
」
と
証
言
す
る
消
防
土
、
救
命
救
急
士
、
ビ
ル
の
勤
め
人
、

通
行
人
な
ど
が
多
い
が
、
報
告
書
に
は
そ
れ
ら
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

7

3

つ
の
ビ
ル
の
鋼
鉄
破
片
な
ど
が
、
ビ
ル
倒
壊
の
数
時
間
後
か
ら
す
ば
や
く
撤
去
さ
れ
、
切
断
さ
れ
、
廃

棄
物
処
理
場
や
埋
立
地
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
な
ど
に
運
ば
れ
た
。
そ
れ
は

3
ヶ
月
以
上
も
続
き
、
中
国
な
ど
に

輸
出
さ
れ
た
。

(3)
そ
の
他
の
疑
問
点

1

北
米
航
空
宇
宙
防
衛
司
令
部

(N
O
R
A
D
)
に
は
、
管
制
塔
の
呼
び
か
け
に
応
じ
な
い
飛
行
機
に
対
し

15
分
以
内
に
緊
急
出
動
す
る
迎
撃
発
進

（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
）
体
制
が
あ
り
、

4
機
の
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
機
、
と
り

わ
け
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

2
機
目
や
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ヘ
の
攻
撃
を
阻
止
で
き
な
い
は
ず
が
な
い
。

2

F

B
ー
捜
査
官
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
攻
撃
の
時
間
と
標
的
を
何
力
月
も
前
に
知

っ
て
い
た
と
述
べ
た
、
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
飛
行
学
校
に
中
東
出
身
者
を
送
り
込
み
、
航
空
機
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
に
よ
る

攻
撃
を
計
画
し
て
い
る
可
能
性
を

F
B
ー
局
員
が
事
前
警
告
し
て
い
た
と
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
が

伝
ス
、
翌
旦
フ
ィ
ス
大
統
領
補
佐
官
も
こ
れ
を
認
め
た
。

3
1
0
以
上
の
外
国
諜
報
機
関
と
元
首
た
ち
か
ら
米
政
府
に
対
し

20
を
超
え
る
警
告
が
送
ら
れ
て
い
た
（
ミ
ー

チ
ャ
ー
元
英
国
環
境
大
臣
他
の
証
言
）
。

4
9
.
1
1
直
前
の
数
日
間
に
、
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
さ
れ
た
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空

(U
A
)
と
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

(A

A
)、
及
び
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
最
大
テ
ナ
ン
ト
の
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
・
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
ィ
タ
ー
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や
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
に
対
す
る
、
大
量
の
「
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
」
（
株
を
一
定
の
価
格
で
売
る
権
利
。
暴
落
し

た
分
だ
け
も
う
け
と
な
る
）
買
い
と
空
売
り
に
よ
る
ボ
ロ
儲
け
が
行
わ
れ
た
。
（
エ
ル
ン
ス

ト
・
ヴ
ェ
ル
テ
ケ
・

ド
イ
ツ
連
銀
総
裁
（
当
時
）
は
、
「
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
の
他
に
金
や
石
油
市
場
の
不
可
解
な
売
買
が
行
わ
れ
て

い
る
」
と
語
っ
た
（
デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
紙
他
）
。

5

9

.

11
当
日
に
飛
行
機
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
命
拾
い
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
ウ
ィ
リ
ー

・
ブ
ラ
ウ
ン

が
ラ
ジ
オ
番
組
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
で
「
ラ
イ
ス
大
統
領
補
佐
官
（
当
時
）
か
ら

『
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク・

テ
ロ
が
あ
る
か
ら
乗
る
な
』
と
言
わ
れ
た
」
と
語
っ
た
。
他
に
も
ア
シ
ュ
ク
ロ
フ
ト
司
法
長
官
が
民
間
機
の
利

用
を
拒
ん
で
い
た
り
、
複
数
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
関
係
者
が
当
日
の
飛
行
機
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
い
た
。

6

F

B
ー
と

C
ー
A
は、

9
.
1
1
の
数
日
後
に
「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
」
の
名
前
と
写
真
を
公
表
し
た
。
し
か

も
彼
ら
が
行
き
つ
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
家
、
飛
行
訓
練
学
校
ま
で
捜
査
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に

公
表
し
た

19
人
の
う
ち
少
な
く
と
も

7
人
か
ら

8
人
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
で
生
き
て
い
る
と

B
B
C
な

ど
が
報
じ
て
い
る
。

7

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
に
墜
落
し
た
U
A
9
3
便
の
破
片
が

10
キ
ロ
以
上
に
も
散
在
し
て
い
る
。
墜
落
に
よ
る
破

片
は
通
常
ー
キ
ロ
程
度
で
あ
る
。
墜
落
現
場
に
も
ほ
と
ん
ど
残
骸
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

8

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に

2
機
目
が
突
入
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
後
も
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
訪
問
中
の

フ
ロ
リ
ダ
の
小
学
校
の
教
室
を
動
か
ず
、
更
に

1
5
S
1
8
分
間
も
子
供
た
ち
の
朗
読
を
聞
い
て
い
た
。

9

9

.
11
の
直
後
に
、
米
政
府
は
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
親
族
20
人
以
上
を
事
情
聴
取
も
せ
ず
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に

帰
国
さ
せ
た
。
彼
ら
を
警
護
し
、
移
動
の
交
通
手
段
を
提
供
し
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
出
国
す
る
の
を
許
し
た
。
9
.
1
1

直
前
の

2
0
0
 
1
年

7
月
に
ド
バ
イ
の
ア
メ
リ
カ
ン
病
院
に
入
院
中
の
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
現
地
の

C
ー
A
職
員
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が
見
舞
っ
た
、
と
フ
ラ
ン
ス
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
紙
」
が
報
道
。

10

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
と
さ
れ
る

4
機
の
乗
客
名
簿
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
、
フ
ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
で

公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
フ
ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
を

F
B
ー
が
回

収
し
た
と
い
う
消
防
士
な
ど
の
目
撃
証
言
が
あ
る
。

1
4

機
の
残
骸
は
、
チ
タ
ン
合
金
に
よ
る
強
固
な
夕
—
ビ
ン
の
ハ
イ
テ
ク
エ
ン
ジ
ン
を
含
め
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
な
い
。
「
エ
ン
ジ
ン
を
含
む
機
体
が
全
て
消
失
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
し
、
機
体
番
号
の
つ
い
た
膨
大
な

部
品
が
見
つ
か
ら
な
い
筈
が
な
い
」
（
元
米
軍
大
佐
の
証
言
）

1
2
F
B
ー
は
、
こ
れ
ま
で

19
人
の
実
行
犯
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
根
拠
を
明
確
に
示
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
正

規
の
刑
事
手

続
き
で
容
疑
者
を
起
訴
し
て
い
な
い

。

F
B

ー
の
ホ
—
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
最
重
要

指
名
手
配
者
と
し
て
い
る
理
由
の
中
に

9
.
1
1
と
の
関
与
を
挙
げ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
疑
問
点
に
は
証
言
、
映
像
、
写
真
な
ど
の
裏
づ
け
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
が
そ
の
情
報
を
共
有
し
、

専
門
家
が
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
し
か
も
、

「
9
.11
委
員
会
報
告
書
」
を
ま
と
め
た
ケ
イ
ン
議
長
（
元
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
知
事
、
共
和
党
）
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
副
議
長
（
元
下
院
議
員
、
民
主
党
）
が
、
「

C
I
A
や
連
邦
航

空
局

(
F
A
A
)
な
ど
が
、
同
委
員
会
に
非
協
力
的
で
あ
り
、
い
い
加
減
な
情
報
を
与
え
た
り
、
多
く
の
情
報

を
隠
蔽
し
た
」
と
証
言
し
、
報
告
書
の
信
頼
性
を
自
ら
否
定
す
る
内
幕
本
ま
で
出
版
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

国
際
政
治
を
一
変
し
た
世
界
史
的
事
件
で
、
一
般
市
民
の
目
に
触
れ
る
疑
問
点
が
こ
れ
だ
け
存
在
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
関
係
者
が
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
事
件
は
前
代
未
聞
で
あ
る
。
余
り
に
も
多
く
の
無
実

の
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
の

7
年
間
の
世
界
を
検
証
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な
国
際
的
、
客
観
的
な
調
査
が
必
要
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藤
田
幸
久

で
あ
る
。

本
書
が
、
そ
れ
ら
の
疑
問
点
を
整
理
し
、
世
界
的
な
情
報
共
有
を
通
じ
て
こ
の
世
界
を
不
幸
に
し
た
戦
争
の

原
点
の
検
証
へ
の

一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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第
1
章

世
界
に
広
ま
る
疑
問
の
声

藤
田
幸
久
参
議
院
議
員



2
 0
0
 
8
年

2
月
26
日
、
私
は
ベ
ル
ギ
ー
の
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
欧
州
議
会
会
議
場
で
開
か
れ
た
、
熱
気
あ
ふ

れ
る
会
議
に
出
席
し
て
い
た
。
そ
の
熱
気
は
「

9
.
1
1
独
立
調
査
を
求
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
パ
ネ
ル
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
欧
州
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
た
、

9
.
1
1
テ
ロ
事
件
の
公
式
説
明
に
疑
問
を
抱
く
約

1
5
0
人

の
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

学
者
、

N
G
o
活
動
家
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

会
議
の
主
催
者
が
私
の
名
前
を
知
っ
た
の
は
、

1
月
10
日
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
の
質
問
の

N
H
K

の
中
継
映
像
が
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ロ
バ
キ
ア
語
に
翻
訳

さ
れ
て
世
界
に
伝
わ
っ
た
こ
と
か
ら
だ
っ
た
。

国
会
で
の
私
の
質
問
は
、
テ
レ
ビ
中
継
は
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
で
は
ほ
と
ん
ど
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

。
な
ぜ
な
ら
日
本
で
は
「

9
．
且
の
テ
ロ
は
、
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
が
実
行
し
た
」

と
い
う
ア
メ
リ
カ
政
府
の
公
式
説
を
疑
い
も
抱
か
ず
に
受
け
入
れ
、
定
着
し
て
し
ま

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
公
式
説
は
、

9
.
1
1
の
事
件
の
当
日
フ
ロ
リ
ダ
か
ら
急
い
で
ワ
シ
ン
ト
ン
に
戻
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

が
招
集
し
た
米
国
国
防
会
議
で
の
政
府
高
官
た
ち
が
出
し
た
「
犯
人
は
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
だ
」
と
い
う

結
論
が
そ
の
ま
ま
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

米
国
の
安
全
保
障
を
担
当
す
る
高
官
た
ち
は
、
警
察
が
通
常
の
捜
査
に
着
手
す
る
の
を
待
っ
こ
と
な
く
、
事

件
が
起
き
た
そ
の
日
の
う
ち
に
犯
人
を
特
定
し
、
報
復
を
決
定
す
る
と
い
う
、
あ
ま
り
に
も
異
常
な
政
治
決
断

を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ブ

ッ
シ

ュ
大
統
領
と
議
会
の
指
名
に
よ
っ
て
真
相
解
明
の
た
め
の

「
9
.11
委
員
会
」
が
作
ら
れ
た
。

1

国
会
の
爆
弾
質
問
映
像
が
数
ヶ
国
語
に
な
っ
て
世
界
に
配
信
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9.11真相究明を目指す欧州 11カ国

のNGOが一堂に会しての初の連絡

会議が開かれた。主な請論のポイン

トは以下の通り。

1膨大な疑惑の材料の中から、明白

な事例に絞り、共通の情報として優

先順位を明確にして広報活動をすぺ

きだ。

------------------------------
2疑惑に対する説明責任は米国政

府にあり、われわれの役割は疑問点

を提示することであり、犯人探しを

する必要はない。

4エスタブリッシュメントは、われわ

れに陰謀論者や狂信論者とのレッテ

ルを貼ったり、タブー化しようとする

ので、それに惑わされない慎重な動き

が必要だ。
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し
か
し
、
こ
の
委
員
会
も
、

F
B
I
や
C
I
A
な
ど
の
デ
ー
タ
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
き
っ
ち
り
と
精

査
せ
ず
に
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
率

い
る
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
組
織
犯
罪
だ
と
い
う
内
容
の
報
告
書
を

2
0
0
 
4
 

年

7
月
に
発
表
し
た
の
ち
、
解
散
し
て
い
る
。

日
本
で
は
こ
の
委
員
会
は
、
共
同
通
信
が
最
初
に
「

9
.
1
1
独
立
調
査
委
員
会
」
と
訳
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
独

立
」
し
た
第
三
者
に
よ
る
委
員
会
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

。
だ
が
、
英
語
で
の
名
称
は

911C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 

で
あ
り
、
独
立
と
い
う
名
称
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
単
に

「
9
.11
委
員
会
」

と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
大
規
模
な
事
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
ち
ん
と
し
た
捜
査
の
手
順
を
踏
ま
ず
に
犯
人
を
断

定
す
る
の
は
、
お
よ
そ
民
主
主
義
か
ら
か
け
離
れ
た
強
権
手
法
で
あ
る
。
実
際
、

ア
メ
リ
カ
政
府
は
あ
れ
か
ら

7
年
経
っ
た
今
で
す
ら
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
刑
事
告
発
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
」
を
手
に
し
た
ア
メ
リ
カ
市
民
は
、
そ
の
内
容
の
ず
さ
ん
さ
に
憤
慨
し
た
。
報
告
書

が
出
る
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
市
民
は
、
心
の
片
隅
で

一
抹
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
対
テ
ロ
戦
争
と
い
う
大
義

名
分
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
の
戦
争
を
支
持
し
続
け
て
き
た
。
し
か
し
イ
ラ
ク
で
の
ア
メ
リ
カ
兵

士
の
死
者
の
数
が
増
大
す
る
と
と
も
に

「
こ
れ
は
正
し
い
戦
争
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
が
、
彼
ら
の
心

の
中
に
強
く
刻
ま
れ
始
め
た
。

そ
う
し
た
時
期
に
発
表
さ
れ
た
の
が
、
「

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
」

だ

っ
た
。

9
.
1
1
は
、
大
量
の
証
拠
映
像
や
写
真
が
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
あ
ふ
れ
た
事
件
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
報
告
書
で

詳
述
さ
れ
て
い
る
様
々
な
事
実
関
係
の
あ
い
ま
い
さ
に
、
多
く
の
ア

メ
リ
カ
市
民
が
疑
問
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

ひ
と
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

9
月

11
日
の
朝
、
新
し
い
教
育
政
策
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
フ
ロ
リ
ダ
の
小
学
校
に
い
た
プ
ッ
シ
ュ
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大
統
領
は
、
子
供
た
ち
が
読
む
「
ヤ
ギ
さ
ん
の
お
話
」
を
じ
っ
と
聞
い
て
い
た
。
副
官
が
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の

耳
元
に
「

2
機
目
の
飛
行
機
が
突
入
し
た
」
と
さ
さ
や
い
た
の
は

9
時

5
分
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
言
葉
を
聞

い
て
も
大
統
領
は
、
そ
の
場
か
ら
動
か
ず
子
供
た
ち
が
朗
読
す
る
「
ヤ
ギ
さ
ん
の
お
話
」
を
聞
き
続
け
て
い
た
。

翌
年
の

9

.
11
追
悼
の
記
者
会
見
で
「
大
統
領
が
小
学
校
を
出
た
の
は
い
つ
か
」
と
聞
か
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
報
道
官
は
「
副
官
か
ら
報
告
を
聞
く
と
、
直
ち
に
小
学
校
を
出
て
空
港
へ
向
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

だ
が
、
副
官
か
ら
耳
打
ち
さ
れ
る
形
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ビ
ル
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
を
受
け
て

か
ら
も
、
そ
の
ま
ま
子
供
た
ち
の
話
を
聞
き
続
け
て
い
た
大
統
領
の
様
子
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
て
い

た
。
各
社
の
ビ
デ
オ
の
記
録
に
よ
れ
ば
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
あ
わ
て
る
で
も
な
く
、
そ
の
場
に
最
長
で

18
分
も

と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
「
大
統
領
は
子
供
た
ち
を
お
び
え
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
の
だ
」

と
い
う
言

い
訳
を
し
て
前
言
を
取
り
消
し
た
。

国
民
は
首
を
か
し
げ
た
。

ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
と
き
に
真

っ
先
に
大
統
領
の
安
全
確
保
を
考
え
る

の
が
警
護
官
の
任
務
だ
。
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
で
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
大
統
領
は
、
犯
人
に
と
っ
て
絶

好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
直
ち
に
大
統
領
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
こ
で

9
.
1
1
の
テ
ロ
を
大
統
領
は
事
前
に
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
率
直
な
疑
問
が
ア
メ
リ
カ
市
民
に
広

が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

や
っ
と
出
た
報
告
書
を
手
に
し
た
人
々
は
、
小
学
校
で
の
大
統
領
の
件
が
ど
う
書
か
れ
て
い
る
か
興
味
を
持
っ

て
読
み
進
ん
だ
。

報
告
書
に
は
「
大
統
領
は
さ
ら
に

5
分
な
い
し

7
分
間
教
室
に
と
ど
ま
っ
て
子
供
た
ち
が
読
む
の
を
聞
き
、
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ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
壁

9
時

15
分
ち
ょ
っ
と
前
に
控
え
室
へ
行
き
、
ス
タ
ッ
フ
の
報
告
を
受
け
、
テ
レ
ビ
画
像
を
見
た
」
と
書
か
れ
て

い
た
。
な
に
せ
国
民
が
大
統
領
の
動
向
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
の
だ
か
ら
「
直
ち
に
空
港
へ
向
か
っ
た
」
と
は

書
け
な
い
の
で
、
「
大
統
領
の
車
列
は

9
時

35
分
に
小
学
校
を
出
て
、

9
時

42
分
な
い
し

9
時

45
分
に
空
港
に
到

着
…
」
と
、
す
ぐ
に
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
表
現
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
直
ち

に
警
備
体
制
に
入
る
こ
と
な
く
、
敵
の
前
に
生
身
の
大
統
領
の
体
を
さ
ら
し
続
け
た
こ
と
は
隠
し
よ
う
も
な
い

。

報
告
書
の
あ
ち
こ
ち
が
こ
う
い
っ
た
具
合
で
、
あ
る
程
度
は
要
点
に
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
広
が
っ
て
い
る

疑
問
を
払
拭
で
き
な
い
あ
い
ま
い
な
記
述
だ
ら
け
な
の
で
あ
る
。
報
告
書
が
出
た
こ
と
で
、
逆
に
国
民
が
心
の

中
に
し
ま
い
込
ん
で
い
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
へ
の
不
満
が
一
気
に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
広
が
り
は
時
間
と
共
に
拡
大
し
て
い
る
。

2
0
0
 
6
年

10
月
に
行
わ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」

と

C
B
S
の
共
同
世
論
調
査
で
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
何
か
を
隠
し
て
い
る
と
思
う
人
が

5
3
%
、
嘘
を
つ
い
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
人
が

23
％
と
い
う
数
字
が
出
て
い
る
。

そ
の
疑
問
の
声
が
こ
う
し
て
大
西
洋
を
越
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
広
が
り
、
こ
こ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
欧
州
議

会
会
議
場
で
「

9
.
1
1
独
立
調
査
を
求
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

会
議
に
先
立
っ
て

E
u議
員
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
キ
エ
ザ
氏

（
イ
タ
リ
ア
）
が
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
仲
間
と
一
緒
に
製
作
し
た
映
画

『
Z
E
R
o
|
9
.
11
の
調
査
』

の
試
写
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
映
画
は
、
自
国
イ
タ
リ
ア
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
の
二

つ
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
憂

え
る
キ
エ
ザ
氏
が
、

9
.
1
1
の
真
実
を
追
究
す
る
仲
間
と
と
も
に
製
作
し
た
も
の
だ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
突
入
す
る
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
機
、
ビ
ル
の
崩
壊
、
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の
損
傷
の
模
様
な
ど
の
生
の
映
像
に
加
え
て
、
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
勤
務
し
て
い
た
生
存
者
、
救
助
に
当
た
っ

た
消
防
士
、
航
空
専
門
家
、
元

F
B
I
職
員
、
犠
牲
者
の
父
親
な
ど
の
証
言
を
ま
と
め
た
作
品
だ
。

イ
タ
リ
ア
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
演
劇
人
、
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
氏
も
進
行
役
と
し
て
こ
の
映
画
に
登
場

し
て
い
る
。

フ
ォ
ー
氏
は
脚
本
家
、
役
者
、
舞
台
監
督
と
し
て
演
劇
に
か
か
わ
る
す
べ
て
を
こ
な
す
人
物
で
、

1
9
9
7
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

フ
ォ
ー
氏
が
出
演
し
て
い
る
こ
と
で
映
画

『
N
E
R

0
|
9
.
1
1
の
調
査
』
は
2
0
0
 
7
年
の
第

2
回
ロ
ー
マ
国
際
映
画
祭
に
も
招
待
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。

試
写
会
の
の
ち
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
熱
心
な
質
疑
応
答
も
加
わ
り
、
討
議
は
夜
遅
く

11
時
ま
で
続
い
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
席
に
座
っ
た
の
は
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
キ
エ
ザ

(
E
u
議
会
議
員
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
イ

タ
リ
ア
）、

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
フ
ラ
カ
ッ
シ

（映
画

『
N
E
R
o
|

9
.11
の
調
査
』
監
督
、
雑
誌
編
集
者
、
イ

タ
リ
ア
）
、
藤
田
幸
久

（
参
議
院
議
員
、
日
本
）
、
デ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
レ
イ
・
グ
リ
フ

ィ
ン

（ク

レ
ア
モ
ン
ト
神
学

院
名
誉
教
授
、

ア
メ
リ
カ
）、

モ
ニ
・
オ
バ
デ
ィ
ア

（俳
優
、
歌
手
、
ユ
ダ
ヤ
系
プ
ル
ガ
リ
ア
人
）、

フ
ラ
ン
コ
・

フ
ラ
カ
ッ
シ

（映
画
監
督
、
イ
タ
リ
ア
）
、
フ
ラ
ン
セ
ス
コ
・
ト
レ
ン
ト

（
映
画
監
督
、
イ
タ
リ
ア
）
の

7
人
だ
っ
た
。

会
場
に
集
っ
た
人
々
が
最
も
注
目
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
参
加
し
た
グ
リ
フ

ィ
ン
博
士
の
発
言
だ
っ
た
。

グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
は
、
長
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
神
学
を
教
え
て
き
た
教
授
だ
が
、

9
.11
は
ア
ル
カ
イ
ダ

だ
け
で
単
独
に
行
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
精
密
な
検
証
を
重
ね

て
次
々
に

9
.
1
1
の
矛
盾
を
指
摘
す
る

本
を
出
版
し
て
き
た
。

そ
の

1
冊
が
、
日
本
語
に
も
訳
さ
れ
て
い
る

『
9
.
1
1
は
謀
略
か

「
21
世
紀
の
真
珠
湾
攻
撃
」

と
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
』

（
緑
風
出
版
）
だ
が
、
こ
の
本
を
読
ん
で
早
速
行
動
し
た
人
物
が
い
る
。
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米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
、
細
胞
内
共
生
説
で
有
名
な
、
生
物
学
者
リ
ン
・
マ
ル
ギ
ュ
リ
ス
博
士
で
あ
る
。

彼
女
は

2
0
0
 
7
年

8
月
に
「
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
が
指
摘
し
て
い
る
疑
問
は
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
政
府
が
責
任
を

持
っ
て
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
柄
で
す
。

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
は
間
違
い
で
あ
る
と
し
て

直
ち
に
却
下
し
、
新
た
に
厳
密
で
偏
ら
な
い
調
査
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
発
言
し
、
世
界
に
波

紋
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
叡
智
の
ト
ッ
プ
を
も
動
か
し
た
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
が
語
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
。

「
私
は
自
著
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
説
明
の
矛
盾
の
中
か
ら
、

25
の
点
を
取
リ
上
げ
ま
し
た
。
空
軍
の
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
対
応
を
許
さ
な
か
っ
た
チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
の
不
可
解
な
行
動
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
空

軍
将
軍
が

『自
分
は
議
会
に
い
た
』
と
言

っ
た
の
に
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
ク
大
統
領
補
佐
官
が

『
マ
イ
ヤ
ー
ズ

は
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
い
た
』
と
食
い
違
っ
た
発
言
を
し
て
い
る
点
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
と
言
わ
れ
る

77
便

の
中
か
ら
夫
に
電
話
し
た
と
さ
れ
る
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン
夫
人
の
電
話
に
関
す
る
疑
惑
。

19
人
の
ア
ル
カ
イ

ダ
実
行
犯
の
一
人
と
さ
れ
る
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
タ
の
行
動
に
つ
い
て

F
B
I
の
発
表
が

二
転
三
転
し
て
い
る
点
、

そ
し
て
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が

9
.
1
1
に
関
与
し
た
と
い
う
確
証
が
な
い
と

F
B
I
が
発
表
し
た
こ
と
な
ど
で
す
」

グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
は
、
さ
ら
に
、
会
場
の
誰
も
が
感
じ
て
い
た
大
き
な
疑
問
が
、
現
在
ア
メ
リ
カ
で
は
ど
う

扱
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
話
し
た
。

「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
機
が
突
入
し
て
い
な
い
の
に
突
如
崩
壊
し
た
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
第

7
ビ
ル
の
崩
壊
原
因
に

つ
い
て
、

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
で
は
何
も
述
べ
て
い
ま
せ
ん
。

連
邦
緊
急
事
態
管
理
局

(
F
E
M
A
)
が
崩

壊
原
因
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
た
の
で
す
が
、
結
局
火
災
に
よ
る
崩
壊
の

『確
率
は
低
い
』
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
米
国
標
準
・
技
術
院

(N
I
S
T
)
も
約
束
し
た
報
告
の
発
表
を

2
年
以
上
も
先
延
ば
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し
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ペ
ン
タ
ゴ
ン
襲
撃
と
同
じ
時
刻
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
上
空
を
旋
回
し
て
い
た
最

新
鋭
軍
用
機

E
4
B
の
ビ
デ
オ
を
、
最
近

C
N
N
が

6
年
ぶ
り
に
公
開
し
た
こ
と
も
矛
盾
の

―
つ
で
す
」

グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
が
指
摘
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

9
.
1
1
に
疑
問
を
感
じ
る
人
々
に
「
問
題
は
何
か
」
を
明
瞭

に
伝
え
て
く
れ
る
。
聴
衆
は
膝
を
乗
り
出
し
な
が
ら
、
博
士
の
話
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
私
も
注
目
の
的
と
な
っ
た
。
欧
州
で
は
、
い
つ
も
ア
メ
リ
カ
の
言

い
な
り
に
行
動
す

る
よ
う
に
見
え
る
日
本
の
国
会
議
員
が
、
今
回
の
対
テ
ロ
戦
争
へ
の
疑
問
を
国
会
で
取
り
上
げ
た
。

い
っ
た
い
、

ど
ん
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
興
味
津
々
の
視
線
が
私
に
注
が
れ
た
。
私
は
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

「
2
0
0
 
2
年

9
月

11
日
、
東
京
の

N
P
O
が

『
9
.
1
1
犠
牲
者
追
悼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
開

催
し
ま
し
た
。

1
年
前
の

9
.
1
1
の
結
果
起
こ
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
で
、
大
変
な
目
に
遭
っ
て
い
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
の
た
め
に
小
学
校
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。
そ
の
学
校
は

『希
望
小
学
校
』

と
名
づ
け
ら
れ
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
市
民
の
目
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
市
民
こ

そ
が

9
.
1
1
の
最
大
の
犠
牲
者
だ
と
い
う
素
朴
な
感
性
が
あ
る
の
で
す
。

9
.
1
1
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
牧
師
、
共
和
党
を
ふ
く
む
多
く
の
議
員
、
消
防
関
係
者
、
空
港
当
局
者
、

軍
や
国
務
省
な
ど
の
関
係
者
、
さ
ら
に
各
国
の
閣
僚
経
験
者
や
中
央
銀
行
総
裁
ま
で
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

的
な
立
場
か
ら
多
く
の
具
体
的
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の
検
証
と
説
明
責
任
を
求
め
る
こ
と
は
、

世
界
の
市
民
と
し
て
当
然
な
こ
と
で
す
。

ま
た

9
.
1
1
の
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

24
人
の
日
本
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
も
参

加
に
追
い
込
ま
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
で
の

『
テ
ロ
と
の
戦
い
』

の
根
拠
と
さ
れ
た
日
本
人
犠
牲
者

の
死
亡
状
況
、
犯
罪
と
し
て
の
テ
ロ
の
捜
査
、
犯
人
や
事
件
概
要
な
ど
、
ま
る
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

事
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実
を
検
証
す
る
責
任
が
日
本
政
府
に
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
軍
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
今
で
は
そ
の
お
か
げ
で
市
民
が
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
真
実
が
隠
せ
な
い
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
パ
ソ
コ
ン
も
使
わ
な
い
よ
う
な
市
民
の
多
く
も
あ
り
の
ま
ま
の
事
実
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
映
画
が
各
国
の

一
般
劇
場
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
意
味
深
い
こ
と
で
す
」

映
画
「

N
E
R
o
|
9
.
1
1
の
調
査
」
は
、

2
0
0
 
8
年

9
月

11
日
に
、
ロ
シ
ア
の
テ
レ
ビ
局
チ
ャ
ン
ネ
ル

1
か
ら
、
夜

9
時
半
と
い
う
‘
‘
コ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
放
映
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
視
聴
者
の
シ
ョ

ッ
ク
は
大
き
く
、

当
日
の
視
聴
率
は

34
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
そ
う
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
ロ
シ
ア
の

3
0
0
 
0
万
の
人
が
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
放
映
さ
れ
た
こ
の
映
画
を
見
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
テ
レ
ビ
の
電
波
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
旧
ソ
連
各
国
に
も
届
い
て
い
る
の
で
、

9
.
1
1
に
は
数
多
く

の
疑
問
が
あ
る
こ
と
が
、
旧
ソ
連
圏
に

一
気
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
ゲ
ス
ト
に
は
、

「
9
.11
ト
ゥ
ル
サ
ー

（
真
実
を
求
め
る
人
の
意
）」

の
草
分
け
テ
ィ
エ
リ
・
メ
ィ

サ
ン

（フ
ラ
ン
ス

・第
1
章
コ
ラ
ム
参
照
）
の
他
、
ロ
シ
ア
か
ら
は
レ
オ
ニ
ー
ド
・
イ
ワ
シ
ョ
フ
元
軍
参
謀
長
（
第
1
章
「
3

各
国
か
ら
渦
巻
く
疑
問
の
声
」
参
照
）
、
元

k
G
B
分
析
局
長
、
建
築
物
危
機
・
安
全

セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど

10
人
の
ゲ

ス
ト
が
登
場
、

二
手

に
分
か
れ
て

9
.
1
1
の
疑
問
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
、
映
画
「

N
E
R
oー
'
9
.
1
1
の

調
査
」
で
語
ら
れ
て
い
る
数
々
の
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
結
論
に
達
し
た
。

こ
の
番
組
は
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
政
府
扁
官
も
視
聴
し
た
と
の
こ
と
。
民
主

主
義
と
い
う
点
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
ロ
シ
ア
だ
が
、
そ
の
ロ
シ
ア
で
民
主
主
義
そ
の
も
の
の

あ
り
方
を
考
え
る
こ
う
し
た
番
組
が
放
映
さ
れ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
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2
 
米
国
へ
の
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る
欧
州
の
要
人
た
ち

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
欧
州
議
会
会
議
場
で
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
前
に
、

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

5
人
と
会
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
重
要
だ
っ
た
の
が
、

E
uの
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
交
流
議
員
団
副
団
長
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
リ
リ
ョ
ン
議

員
（
フ
ラ
ン
ス
）
だ
。

モ
リ
リ
ョ
ン
議
員
は

9
.
1
1
が
起
き
る
前
か
ら
頻
繁
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
れ
、
欧
州
議
会
と
し
て
マ
ス
ー

ド
将
軍
を
招
待
し
て
い
る
。

マ
ス
ー
ド
将
軍
は
北
部
同
盟
の
英
雄
だ
っ
た
が
、

9
.
1
1
の
直
前
に
暗
殺
さ
れ
た
。

モ
リ
リ
ョ
ン
議
員
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
の
難
し
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
カ
ル
ザ
イ
政
権
は
と
て
も
腐
敗
し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
物
資
を
援
助
し
て
も
、
国
民
に
行
き
渡
る
前
に
消

え
て
し
ま
い
ま
す
。
調
査
に
よ
れ
ば
ー
ド
ル
の
支
援
の
う
ち

11
セ
ン
ト
し
か
現
場
に
届
い
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

カ
ル
ザ
イ
政
権
に
圧
力
を
か
け
て
、
汚
職
や
軍
閥
に
き
ち
っ
と
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
欧
州
と
し

て
は
灌
漑
施
設
を
修
復
し
て
農
業
を
復
興
し
、
自
国
に
よ
る
治
安
回
復
の
た
め
の
協
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

ま
た
元
エ
シ
ュ
ロ
ン
特
別
委
員
会
委
員
長
で、

「米
国
は
欧
州
を
ス
パ
イ
し
て
い
る
の
か
？
』
”
A
l
A
m
e
r
i
c
a
n
o
s
 

E
s
p
i
a
m
 a
 E
u
r
o
p
a
::::: 
の
著
書
が
あ
る
カ
ル
ロ
ス
・
コ
エ
ジ
ョ
議
員
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
に
会
う
こ
と
が
で
き
た

の
も
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。

ェ
シ
ュ
ロ
ン
と
い
う
の
は
ア
メ
リ
カ
の
諜
報
機
関
の
ひ
と
つ
国
家
安
全
保
障
局

(N
S
A
)
に
本
部
の
あ
る

国
際
盗
聴
網
で
、

1
9
8
0
年
ご
ろ
、

ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
が
中
心
と
な
り
、
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
加
わ
っ
て
作
り
上
げ
た
傍
受
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

私
は
欧
州
議
会
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こ
の
傍
受
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
の
は

1
9
9
6
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
調
査
報
道
を
専

門
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ニ
ッ
キ
ー
・
ハ
ー
ガ
ー
氏
で
、

『
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
パ
ワ
ー
・
国
際
盗
聴
網
エ
シ
ェ

ロ
ン
と

u
k
u
s
A』
（
ニ
ッ
キ
ー
・
ハ
ー
ガ
ー
著
、
佐
藤
雅
彦
訳
、
リ
ベ
ル
タ
出
版
）
の
著
作
も
あ
る
。
冷
戦

時
に
対
共
産
圏
対
策
に
使
わ
れ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
冷
戦
後
は
欧
州
に
対
す
る
産
業
ス
パ
イ
的
な
活
動
が
主

流
と
な
っ
た
。
米
英
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
国
際
入
札
情
報
を
傍
受
し
て
欧
州
企
業
を
追
い
落
と
し
て
い
た
事
実

も
発
覚
し
、

C
I
A
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ

・
ウ
ー
ル
ジ
ー
氏
も
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
で
こ
う
し
た

活
動
を
認
め
て
い
る
。

欧
州
議
会
は
、
コ
エ
ジ
ョ
議
員
を
長
と
し
て

32
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
エ
シ
ュ
ロ
ン
特
別
委
員
会
」
を
発

足
さ
せ
て
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
調
査
に
基
づ
き
、
欧
州
議
会
は

2
0
0
 
1
年

9
月
5
日
に
エ
シ
ュ

ロ
ン
の
不
法
行
為
を
停
止
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。

コ
エ
ジ
ョ
議
員
は
苦
笑
す
る
。

「
決
議
か
ら

1
週
間
後
に

9
.
1
1
が
発
生
し
た
の
で
世
論
が
一
気
に
ア
メ
リ
カ
に
好
意
的
に
な
り
、
こ
う
し
た

難
し
い
質
問
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」

9
.
1
1
で
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
航
空
会
社
な
ど
の
株
が
直
前
に
大
量
に
買
わ
れ
て
い
た
プ
ッ
ト
・
オ
プ
シ
ョ

ン
問
題
や
、
第

7
ビ
ル
の
崩
壊
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。
彼
は
と
て
も
驚
き
、
「
そ
う
し
た
疑
惑
の
事
実
が

あ
る
の
な
ら
、
市
民
全
員
が
等
し
く
情
報
を
共
有
す
る
権
利
を
持
つ
の
が
民
主
主
義
で
す
か
ら
、
調
べ
な
け
れ

ば
」
と
答
え
た
。

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
エ
シ
ュ
ロ
ン
を
通
じ
て
、
事
前
に
ア
ル
カ
イ
ダ
の
動
き
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
コ
エ
ジ
ョ
議
員
に
ぜ
ひ
答
え
て
も
ら
い
た
い
質
問
だ
っ
た
。
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「
そ
の
点
に
つ
い
て
私
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

2
0
0
 
1
年
当
時
の

C
I
A
は
、
国
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
諜
報
活
動
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

F
B
I
も
犯
罪
し
か
捜
査
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時

の
エ
シ
ュ
ロ
ン
は
経
済
分
野
を
対
象
に
し
て
い
た
だ
け
で
す
」
と
の
答
え
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ア

メ
リ
カ
政
府
が
エ
シ
ュ
ロ
ン
で
ア
ル
カ
イ
ダ
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
た
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議
員

の
考
え
方
の
よ
う
だ
。

さ
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
あ
と
、
私
は
ロ
ン
ド
ン
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
ね
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
に
面

会
し
た
の
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ミ
ー
チ
ャ
ー
元
英
国
環
境
大
臣
だ
っ
た
。

ミ
ー
チ
ャ
ー
議
員
は
英
国
の
日
刊
紙
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」

(2
0
0
 
3
年

9
月
6
日
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
米

国
は
テ
ロ
を
知
っ
て
い
た
」
と
発
言
し
た
人
物
で
あ
る
。

「
藤
田
議
員
が
日
本
の
国
会
の
場
で
、
日
本
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
事
件
の
真
相
解
明
を
求
め
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
と
イ
ラ
ク
戦
争
の
根
拠
と
な
っ
た
テ
ロ
と
の
戦
い
の
事
実
関
係
を
質
す
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
賢
明
な
や
り

方
で
す
。

9
.11
の
真
相
解
明
の
活
動
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
か
ら
政
治
や
世
論
へ
踏
み
出
す
時
代
に

な
っ
た
の
で
す
」
と
私
の
国
会
で
の
質
問
を
高
く
評
価
し
た
。

「
ブ
レ
ア
首
相
は
私
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
で
の
発
言
を
全
面
否
定
し
、
左
翼
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
で
活
動

を
縛
り
ま
し
た
。
し
か
し

9
.
1
1
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
だ
け
で
実
行
で
き
る
事
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
相
を
解
明

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
英
国
の

N
G
o
と
も
連
携
し
て
戦
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
の
任
期

も
残
り
少
な
く
、
私
た
ち
の
出
番
が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が

9
.
1
1

の
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
諜
報
機
関
か
ら
「
航
空
機
を
使
っ
た
テ
ロ
が
あ
る
」
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
事
例

に
つ
い
て
話
し
た
。
そ
れ
で
も
テ
ロ
を
防
げ
な
か
っ
た
理
由
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
の
口
実
を
作
る
た
め
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だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
彼
は
強
調
し
た
。

ミ
ー
チ
ャ
ー
議
員
は
、
ブ
レ
ア
首
相
と
の
意
見
の
相
違
か
ら
環
境
大
臣
を
退
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ブ
レ
ア

首
相
が
退
任
し
た
結
果
、
彼
の
意
見
を
支
持
す
る
議
員
が
増
え
て
き
て
い
る
。

2
0
0
 4年
に
、
当
の
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
が
、
テ
ロ
の

1
カ
月
以
上
前
の

2
0
0
 
1
年

8
月

6
日
の
大
統
領
日
報
に
「
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
米
国

内
の
攻
撃
を
決
意
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
、
ミ
ー
チ
ャ
ー
議
員
の
確
信
を
ま
す
ま

す
強
め
て
い
る
よ
う
だ
。

同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
で
会
談
し
た
の
は
、

9
.
1
1
当
時
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
総
裁
だ
っ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ェ
ル

テ
ケ
氏
だ
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
テ
ケ
氏
は

9
.
1
1
直
後
に
開
か
れ
た
欧
州
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
の
席
上
、

「
9
.
1
1
の
前
後
に
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し

た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
、
「
確
か
に
、
そ
う
し
た
発
言
を
し
ま
し
た
。
当
事
の
市
場
は
非
常
に
不
可
解
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
の

で
す
」
と
語
り
、
当
時
の
ド
イ
ツ
連
銀
の
調
査
で
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た

2
つ
の
航
空
会
社
や
、
世
界
貿
易
セ

ン
タ
ー
内
の
大
き
な
テ
ナ
ン
ト
企
業
へ
の
プ
ッ
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
が
大
量
に
買
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
を
再
確
認
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

プ
ッ
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
価
格
で
株
を
購
入
す
る
権
利
の
こ
と
で
、

値
下
が
り
し
た
分
だ
け
儲
け
に
な
る
。

私
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、

9
.
1
1
直
前
の
数
日
間
に
シ
カ
ゴ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
所
（
現
シ
カ
ゴ
・
マ
ー

カ
ン
タ
イ
ル
取
引
所
）
で
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
親
会
社
に
通
常
の

1
8
0
倍
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
親
会

社
に

1
2
0
倍
の
プ
ッ
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
が
あ
っ
た
。
英
国
、
ス
イ
ス
、
香
港
、
日
本
な
ど
で
も
同
じ
よ
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3
 

う
な
動
き
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
両
航
空
会
社
の
株
価
は
、

9
月
17
日
に
そ
れ
ぞ
れ

43
％
と

39
％
下
落
し
た
。

オ
プ
シ
ョ
ン
購
入
者
が
得
た
利
益
は

1
5
0
億
ド
ル
に
も
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ル
テ
ケ
氏
は
当
時
、
こ
れ
ら
の
航
空
会
社
だ
け
で
な
く
、
原
油
や
金
相
場
で
も
テ
ロ
後
の
値
上
が
り
を

見
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
異
常
な
値
動
き
が
見
ら
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。
彼
は
別
れ
際
に
、
当
時
の
関
係
者
か
ら

何
か
新
た
な
情
報
が
得
ら
れ
れ
ば
教
え
て
く
れ
る
と
語
っ
て
く
れ
た
が
、
そ
の
後
進
展
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
政
府
が
発
表
し
た

9
.
1
1
に
関
す
る
公
式
見
解
に
関
し
て
疑
問
を
抱
く
者
は
、
今
ま
で
述
べ
た
人
々

だ
け
で
は
な
い

。

世
界
中
の
政
治
家
、
外
交
官
、
専
門
家
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
国
内
で

9
.
1
1
に
直
接
関
わ
っ
た
情
報
機
関
員
、

軍
関
係
者
、
航
空
関
係
者
、
消
防
士
、
警
察
官
、
弁
護
士
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
「

9
.
1
1
委
員
会
」
の

報
告
書
は
お
か
し
い
と
し
て
、
公
平
な
機
関
に
よ
る
再
調
査
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

各
国
か
ら
渦
巻
く
疑
問
の
声

ア
メ
リ
カ
政
府
の
公
式
発
表

に
あ
ま
り
に
も
矛
盾
が
多
い
こ
と
か
ら
、

査
を
求
め
る
声
が
起
き
て
い
る
。

建
築
家
や
科
学
者
た
ち
は
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
群
の
崩
壊
に
関
す
る
公
式
発
表
に
対
す
る
疑
問
を
感

じ
、
世
界
規
模
で
再
調
査
を
求
め
る
グ
ル
ー
プ
を
結
成
、
参
加
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
。

ま
た
航
空
関
係
者
、
退
役
軍
人
、
被
害
者
家
族
、
建
築
士
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
法
律
家
、
宗
教
関
係
者
な
ど
も
、
再

世
界
中
か
ら

9
.
1
1
に
関
す
る
再
調
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マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

・
ム
ハ
マ
ド
マ
レ
ー
シ
ア
元
首
相

D

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
は
「
ニ
ュ

ー

ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
が

2

機
の
飛
行
機
の
突
入
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
と
い
う
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
」

n
M
 

d
 

bl 

•Ira 
atham

と
語
っ
た
。
彼
は
「
ビ
ル
は
軍
隊
が
入
念
に
準
備
し
た
か
の
ご
と
く
、
整
然
と

h

h

 

崩
壊
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
「
65
万
人
の
イ
ラ
ク
人
を
殺
す
理
由
作
り
の
た

a
o
 

M

M

 

め
に

3
0
0
0
人
を
殺
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
信
じ
が
た
い

。
し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た

(
1
)
政
治
家
、
議
員

調
査
を
求
め
る
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
い
る
。

2
0
0
 
9
年

2
月
末
に
は
政
治
指
導
者
の
グ
ル
ー
プ

(Politica
l

L
e
a
d
e
r
s
 f
o
r
 
911 T
r
u
t
h
)
 ..,,:it和
曲
{
さ
れ
ヽ
率
芦
ク
P

考
口
の
確
認
作
業
が
進
ん
で
い
る

o

さ
ら
に
は
、
膨
大
な
資
料
を
保
有
し
て
い
る

C
I
A
や

F
B
I
に
情
報
公
開
を
求
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
た

く
さ
ん
あ
る

（巻
末
に
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
の
ウ
ェ
プ
ア
ド
レ
ス
を
載
せ
た
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

き
た
い
）
。

こ
う
し
た
多
く
の
真
相
解
明
を
求
め
る
声
を
代
表
す
る
政
治
家
や
様
々
な
専
門
家
、
著
名
人
な
ど

l
2
0
0
 

人
以
上

(
2
0
0
 
9
年

1
月
現
在
）
の
発
言
を
ウ
ェ
ブ
上
に
公
表
し
て
い
る
の
が
、

P
a
t
r
i
o
t
s
Q
u
e
s
t
i
o
n
 9
1

1

 

と
い
う
サ
イ
ト
で
あ
る
。
同
サ
イ
ト
か
ら
日
本
語
訳
で
の
掲
載
の
許
可
を
得
た
の
で
、
発
言

の

一
部
を
ご
紹
介

し
よ
う
。
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Francesco Coss1ga 

ホ
ス
ニ
ー
・
ム
バ
ラ
ク
エ
ジ
プ
ト

大
統
領

k

「
私
は
フ
ロ
リ
ダ
で

1
年
半
だ
け
飛
行
術
を
学
ん
だ
人
物
が
、
大
き
な
旅
客

ba

機
を
操
縦
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
鉛
筆
の
大
き
さ
ほ
ど
で
し
か
な
い

nl

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の

2
つ
の
ビ
ル
に
正
確
に
命
中
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
を
、

信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

。
プ
ロ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
け
に
可
能
な

H
 

こ
と
で
あ
り
、
フ
ロ
リ
ダ
で

18
カ
月
飛
行
技
術
を
学
ん
だ
人
物
に
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
」

（出
典
／

エ
ジ
プ
ト

国
家
情
報
サ
ー
ビ
ス

2
0
0
 
1
年

10
月

25
日
）

人
々
と
付
き
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
説
で
は
な
い

」
（
出
典
／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
サ
ー
チ

2
0
0
 
7
 

年

6
月
2
日）

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
コ
ッ
シ
ガ
イ
タ
リ
ア
元
大
統
領

「
9

.
11
の
悲
惨
な
攻
撃
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
を
非
難
し
、
西
側
諸
国
に
よ
る

イ
ラ
ク
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
介
入
を
導
く
た
め
に
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
支

援
を
受
け
た

C
I
A
と
モ
サ
ド
が
企
て
、
実
行
し
た
も
の
で
あ
る
」
（
出
典

／

コ
ッ
リ
エ
ー
レ

・
デ
ッ
ラ
・
セ
ー
ラ
紙

2
0
0
 
7
年

11
月

30
日
）
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マ
イ
ケ
ル
・
ミ
ー
チ
ャ
ー
イ
ギ
リ
ス
元
環
境
大
臣

「
ア
メ
リ
カ
政
府
が

9
.11
テ
ロ

阻
止
に
何
の
対
策
も
し
な
か
っ
た
の
は
明

e
 

h
 

ら
か
だ
。
11
の
諸
外
国
や
諜
報
機
関
が
事
前
に
替
告
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

a
 

e
 

M
 

ael

い
る
。
テ
ロ
を
防
が
な
か
っ
た
の
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
の
格
好
の
ロ

h
 

Mi

実
を
作
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
見
方
に
何
の
不
思
議
も
な
い
。
『
対
テ
ロ
世

界
戦
争
』
は
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
覇
権
を
握
る
こ
と
、
石
油
を
武
力
で
お
さ
え
る
こ
と
を
覆
い
隠
す
た
め
の
、

政
治
的
な
作
り
話
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
」

（出
典
／
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
2
0
0
 3年
9
月
6
日）

、

9
J

エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ェ
ル
テ
ケ
ド
イ
ツ
元
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
総
裁

ド
イ
ツ
連
銀
の
ヴ
ェ
ル
テ
ケ
総
裁
は

22
日

（
著
者
注
／
欧
州
財
務
大
臣
、

、
隅

中
央
銀
行
総
裁
会
議
で
）
、
米
同
時
テ
ロ
事
件
の
前
後
に
各
国
市
場
で
金
や

w

原
油
に
関
し

「
不
可
解
な
取
引
」
が
行
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
と
述
べ
、
事
件

-
[
発
生
を
事
前
に
知
り
得
る
者
の
取
引
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
総
裁

は

「原
油
価
格
は
テ
ロ
事
件
の
直
前
、
急
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
原
油
を
買
っ
て
、
後
で
高
値
で
売
り
抜
け
た

こ
と
を
意
味
す
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
「
金
市
場
で
も
説
明
が
必
要
な
動
き
が
あ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

（
出
典
／
毎
日
新
聞
2
0
0
 
1
年

9
月
25
日）
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け
れ
ば
な
ら
な
い
」

Max Cleland 

ポ
ー
ル
・
ヘ
リ
ヤ
ー
カ
ナ
ダ

元
副
首
相
、
元
国
防
大
臣

「
な
ぜ
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
既
に
知
っ
て
い
た
に

er

も
か
か
わ
ら
ず
認
め
な
か
っ
た
の
か
？
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
空
軍
基
地
か
ら

y
 

の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
も
な
さ
れ
ず
に
、
不
審
な
飛
行
を
続
け
る
旅
客
機
が

1
時

e
 

H
 

pa

間
半
も
飛
行
で
き
た
の
か
？
調
査
報
告
は
疑
わ
し
い
。
真
実
を
追
究
し
な

u
 

（出
典
／
ビ
デ
オ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
0
 
4
年

5
月

27
日
）

ポ
ー
ル
・
ラ
ノ
イ

ペ
ル
ギ
ー
元
欧
州
議
会
議
員

「
私
は
、
世
界
中
の
国
会
議
員
、
市
民
に
対
し
世
界
的
規
模
で

9
.
1
1
真
相

e
 

oy

究
明
運
動
に
加
わ
り
、

w
w
w
.911Visibili
ty
.o
r
g
と

w
w
w.9
1
1
T
r
u
t
h.o
r
g

n
 

に
署
名
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
政
府
、

n
 

a
 

L
 

paL

メ
デ
ィ
ア
や

9
.
1
1
委
員
会
に
真
実
を
求
め
る
と
と
も
に
、
明
白
な

9
.
11

の
隠
ぺ
い
に
つ
い
て
世
界
を
教
育
す
る
大
衆
行
動
を
行
っ
て
い
る
」
（
公
開
書
簡
、

2
0
0
 
4
年

5
月

24
日）

マ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ー
ラ
ン
ド
ア
メ
リ
カ

民
主
党
元
上
院
議
員

元
9
.
11
委
員
会
委
員
。
委
員
会
報
告
書
が
出
る
半
年
前
の

2
0
0
 
3
年

12
月
に
委
員
を
辞
任
。

「
も
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
決
議
が
通
っ

た
な
ら
ば
、
私
は

9
.
11
委
員
会
委
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
国
民
、
特
に
被
害
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者
家
族
の
目
を
見
て
、
委
員
会
に
は
完
全
な
ア
ク
セ
ス
の
権
限
が
あ
っ
た
、

調
査
は
今
や
押
え
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
」
（
ボ
ス
ト
ン

・
グ
ロ
ー
プ
紙

と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

2
 0
0
 
3
年

11
月
1
3
日）

ロ

ン

・

ポ

ー

ル

ア

メ

リ

カ

共

和

党

下

院
議
員
、

2
0
0
 
8
年
共
和
党
大
統
領
候
補

「私
は
9
.
11
委
員
会
報
告
書
が
、
第

3
の
ビ
ル

（第
7
タ
ワ
ー
）
の
件
や
、

0

9

月
11
日
の
当
日
誰
も
が
飛
行
機
へ
の
搭
乗
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
い
う
名
前
を
含
む
多
く
の
ア
ラ
ブ
人
が
サ
ウ
ジ

-
ROn

ア
ラ
ビ
ア
に
帰
国
で
き
た
の
か
な
ど
、
多
く
の
極
め
て
重
要
な
点
を
無
視
し

て
い
る
と
思
う
。
と
り
わ
け

19
人

（
実
行
犯
）
の
う
ち

15
人
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
来
た
と
い
う
の
に
。
彼

ら
は

(
9
.
1
1
を
利
用
し
て
）
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
口
実
に
使
っ
た
の
だ
」
（
「
ウ
ェ
イ
ク
・
ア
ッ
プ
・
ラ
ジ
オ
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
0
 
7
年

6
月
2
1
日
）

デ
ニ
ス
・
ク
シ
ニ
ッ
チ
ア
メ
リ
カ
民
主
党
下
院
議
員
、

2
0
0
 
8
年
民
主
党
大
統
領
候
補

h

ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
の
提
案
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
対
す
る
弾
劾
決
議
案

c
 

t
eln

が
2
5
1
票
対

1
5
6
票
で
米
国
下
院
司
法
委
員
会
へ
の
付
託
が
可
決
さ
れ

u
 

一
〗
l
D｛い
い
い
い

□L〗。 1
1い゚

は3い
い
い。
ル
下
院
議
員
な
と
叫
名
の
共

（第
2
条
）
侵
略
戦
争
を
不
正
に
正
当
化
す
る
た
め
、
不
当
に
、
組
織
的
に
、
ま
た
犯
罪
的
な
意
図
を
も
っ
て
イ

ラ
ク
が
軍
事
的
脅
威
で
あ
る
と
い
う
虚
像
を

2
0
0
 
1
年

9
月
11
日
の
攻
撃
と
結
び
つ
け
た
こ
と

こ
の
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Cynthia McKinney 

カ
レ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ア
メ
リ
カ
共
和
党
ア
リ
ゾ
ナ
州
議
会
上
院
議
員

「
政
府
の

3
つ
の
調
査
と

6
年
以
上
の
経
過
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は

゜
n
 

oh

い
ま
だ
に

9
.
11
に
つ
い
て
の
答
え
を
も
ら
っ
て
い
な
い

。
な
ぜ
第

7
ビ
ル

nS

は
崩
壊
し
た
の
か
？
崩
壊
し
た
（
南
北
の
タ
ワ

ー
）
ビ
ル
の
よ
う
に
、
飛

e
 

Ka

行
機
が
衝
突
し
て
い
な
い
の
に
。
『

9
.
11
委
員
会
報
告
書』

は
完
全
に
第

7
ビ
ル
に
つ
い
て
無
視
し
て
い
る
」
（
ア
リ
ゾ
ナ

・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
紙
へ
の
寄
稿

2
0
0
 
8
年

5
月
3
日）

；
 

（第

8
条
）
国
連
憲
章
に
違
反
し
て
主
権
国
家
イ
ラ
ク
を
侵
略
し
た
こ
と

（第
33
条）

テ
ロ
リ
ス
ト
が
米
国
攻
撃
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
諜
報
機
関
の
替
告
が

9
.11
前

に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
繰
り
返
し
無
視
し
、

9
.
1
1
を
防
ぐ
こ
と
に
対
し
て
取
る
べ
き
行
動

を
怠
っ
た
こ
と

（第

34
条）

2
0
0
 
1
年

9
月
11
日
の
攻
撃
に
関
す
る
調
査
を
妨
害
し
て
き
た
こ
と

（第

35
条
）

9
．11
で
最
初
に
駆
け
つ
け
た
人
々
の
健
康
を
危
険
に
さ
ら
し
た
こ
と

シ
ン
シ
ア
・
マ
ッ
キ
ニ
ー
ア
メ
リ
カ
元
下
院
議
員
、
2
0
0
 
8
年
緑
の
党
大
統
領
候
補

「
9
.
1
1
の
後
、
数
日
以
内
に
、
犯
人
は
ア
ル
カ
イ
ダ
と
し
て
知
ら
れ
る
テ

ロ
リ
ス
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
だ
と
知
ら
さ
れ
た
。
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
や

一
般

の
人
々
が
詳
し
い
こ
と
を
聞
く
と
、

コ
リ
ン
・
パ
ウ
エ
ル
元
国
務
長
官
が
、

す
べ
て
を
明
ら
か
に
し
た
白
書
を
世
間
に
公
表
す
る
と
約
束
し
た
。

4
年
近
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ピ
ー
ゲ
ル
紙

く
経
っ
て
、
そ
の
後
戦
争
が

2
つ
あ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
誰
が
行
っ
た
の
か
、
誰
が
支
援
し
、
資
金
援

助
を
し
た
の
か
、
彼
ら
の
出
身
地
は
ど
こ
な
の
か
な
ど
、
具
体
的
事
実
に
関
す
る
公
式
見
解
を
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
」

（
議
会
演
説

2
0
0
 
5
年

7
月

22
日）

w

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ピ
ュ
ー
ロ
ー
ド
イ
ツ
元
研
究
科
学
大
臣
、
元
国
防
省
政
務
次
官

「
攻
撃
計
画
は
、
技
術
的
に
も
組
織
的
に
も
卓
越
し
た
も
の
だ
。
数
分
以
内

B
 

Von

に
大
型
機

4
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
、
複
雑
な
操
縦
を
こ
な
し
、

1
時
間

rea

以
内
に
各
標
的
に
激
突
さ

せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
長
年
の
国
家
や

d
 

An

産
業
界
の
秘
密
組
織
の
支
援
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」
（
タ
ー
ゲ
ス
シ
ュ

2
 0
0
 
2
年

1
月
13
日
）

ア
ク
セ
ル
・
ト
ウ
ル
ー
ス
ト
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
員

「ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
国
々
で
す
ら
グ
ア
ン
タ
ナ
モ

（キ
ュ
ー
バ
東
南
部
の
ア
メ

st

リ
カ
海
軍
基
地
）
の
よ
う
な
、
拷
問
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
の
高
い
秘
密

゜
Tro

刑
務
所
の
設
置
に
協
力
し
て
い
る
。
イ
ラ
ク
は
虚
偽
の
証
拠
に
よ
っ
て
攻
撃

知

さ

れ

、

数

万

の

人

々

の

死

と
、
あ
ら
ゆ
る
破
壊
と
不
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
、

癌
を
引
き
起
こ
す
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
イ
ラ
ン
を
攻
撃
す
る
計
画
は
、
新
し
い

世
界
大
戦
の
恐
れ
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
米
軍
内
の
中
道
派
か
ら
の
抵
抗
も

起
き
て
い
る
」
（
「
戦
争
は
違
法
だ
」
の
請
願
の
中
で
の
声
明
文

2
0
0
 
7
年

12
月
）
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Leonid lvashov 

(2)
軍
人
、
バ
イ
ロ
ッ
ト
、
航
空
管
制
官
、
事
故
調
査
官
、
警
察
官

ベ
リ
ッ
ト
・
オ
ー
ス
ノ
ル
ウ
エ
ー

名
誉
教
授

元
国
会
議
員

「
ノ
ル
ウ

ェ
ー

9
.
1
1
記
者
会
見
グ
ル

ー
プ
は
、

2
0
0
 
7
年
1
月
に
、
私

As

達
が
個
人
と
し
て
自
発
的
に
立
ち
上
げ
た
。

2
0
0
 
1
年

9
月

11
日
の
米
国

Be

で
の
テ

ロ
リ
ス
ト
攻
撃
は
、
内
部
犯
行
で
あ
っ
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー

9
.
1
1
記

者
会
見
グ
ル
ー
プ
の
目
的
は
、
動
か
し
が
た
い
多
く
の
証
拠
を
討
議
し
、
分
析
す
る
た
め
の
緊
急
の
解
決
を
求

め
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
主
流
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
意
図
的
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。

9
.
1
1

は
内
部
犯
行
だ
っ
た
に
違
い
な
い

。
わ
れ
わ
れ
が
言
う

『内
部
犯
行
』
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
層
、
政
権
、

政
府
お
よ
び
諜
報
機
関
の
上
層
部
が
、
テ
ロ
攻
撃
を
計
画
・
指
示
し
、
実
行
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
（
ノ
ル

ウ
ェ
ー

9
.
1
1
記
者
会
見
グ
ル
ー
プ
声
明
よ
り

2
0
0
 
7
年
9
月）

レ
オ
ニ
ー
ド
・
イ
ワ
シ
ョ
フ
将
軍
ロ
シ
ア
元
軍
参
謀
総
長

「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
諸
機
関
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
現
在
の
ト
ッ
プ
、

又
は
退
役
後
も
こ
れ
ら
の
国
家
機
関
に
影
響
を
持
つ
人
達
の
み
が
、
あ
れ
だ

け
の
規
模
の
作
戦
を
計
画
、
組
織
、
実
行
す
る
能
力
が
あ
る
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ

ン
や
ア
ル
カ
イ
ダ
は

9
.
1
1
の
計
画
犯
や
実
行
犯
で
は
あ
り
得
な
い

。
彼
ら

元
ノ
ル
ウ
ェ
ー
女
性
解
放
大
学
学
長
、
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に
は
、
必
要
な
組
織
や
資
金
、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
」

ビ
ュ
ー
、

2
0
0
 
6
年
11
月
24
日）

（出
典

ジ
ョ
ン
・
リ
ア
ー
元
旅
客
機
バ
イ
ロ
ッ
ト

飛
行

1
万
9
0
0
 0時
間
の
ベ
テ
ラ
ン
、

験
あ
り
。

a
 

I
-
Le

「も
し
幾
つ
か
の
ビ
ル
に
ま

っ
す
ぐ
飛
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、

、hnJo

た
ぶ
ん
私
は
何
回
か
の
試
み
の
の
ち
に
、
や
り
遂
げ
る
こ

と
が
出
来
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
初
め
て
の
試
み
で
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
だ
。
ま
し
て
や
時
速

5
0
0
マ
イ
ル

（
時
速
約

8
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

）
と
か

6
0
0
マ
イ
ル
で
は
、
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
」
（

ロ
プ
・
バ
ル
サ
モ

に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
0
 
7
年
9
月
3
日
）

1
0
0
種
以
上
の
旅
客
機
操
縦
経

ウ
ェ
ズ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
ア
メ
リ
カ
元
N
A
T
O
最
高
司
令
官

「
政
府
内
で
明
ら
か
に
行
わ
れ
て
い
る
権
力
の
濫
用
に
関
す
る
真
の
調
査
が

＾

必

要
だ
。

9
.
1
1
と
、
当
局
が
保
有
し
て
い
た
諜
報
機
関
の
情
報
を
意
図
的

y

に
悪
用
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
調
査
は
決
し
て
終
わ
っ
て
い
な
い

。

一〗
私
に
と
っ
て
証
拠
は
極
め
て
明
白
だ
」
（
「
今
週
の

A
B
C」ジ
ョ
ー
ジ
・
ス

テ
フ
ァ
ノ
ポ
ー
ロ
ス
に
よ
る
ビ
テ
オ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

カ
ー
ル
・
ゼ
ロ
と
の
ビ
デ
オ
・
イ
ン
タ
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〗

ラ
ス
・
ウ
イ
テ
ン
バ
ー
グ
ア
メ
リ
カ
元
空
軍
大
尉

畑

「

私

は

9
.
11
に
関
わ
っ
た

1
7
5
便
と

93
便
の

2
機
を
実
際
に
操
縦
し
た

こ
と
が
あ
る
。

93
便
は
シ
ャ
ン
ク
ス
ビ
ル
に
墜
落
し
た
と
さ
れ
る

7
5
7
型

w
 

R

で、

1
7
5
便
は
南
タ
ワ
ー
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
さ
れ
る
飛
行
機
だ
。
私
は
、
セ

p
 

Ca

ス
ナ

l
7
2
型
で
訓
練
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
が
、
い
き
な
り

7
5
7
型
や

7
6
7

型
ク
ラ
ス
の
旅
客
機
を
操
縦
で
き
る
と
は
思
え
な
い

。
し
か
も
、
垂
直
あ
る
い
は
左
右
に
大
型
機
を
飛
行
さ
せ

て
い
る
の
だ
。
ま
し
て
や
、

5
G
、
6
G
、
7
G
と
い
う
重
力
の
負
荷
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

1
0
0
ノ
ッ
ト

（時

速

l
8
5
.
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

）
と
い
う
設
計
上
の
限
界
を
超
え
た
速
度
で
転
回
を
し
た
な
ど
と
は
信
じ
ら
れ
な

い
。
そ
れ
ら
の
飛
行
機
は
文
字
通
り
、
空
か
ら
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
降
下
し
て
き
た
の
だ
。
私
は
そ
ん
な
こ
と
は

出
来
な
い
し
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
そ
ん
な
こ
と
を
出
来
た
と
は
絶
対
に
思
え
な
い
」
（
ビ
デ
オ

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
9
.
1
1
の
連
鎖
反
応
」

2
0

0

 
7
年
8
月
）

ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
・
オ
ル
ゼ
ウ
ス
キ
ー
元
米
軍
航
空
機
整
備
隊
長

Ski

「
私
は

2
0
0
 
1
年

9
月

12
日
に
、

9
.
11
の
調
査
を
開
始
し
た
。
な
ぜ
な
ら

w
 

航
空
機
の
い
く
つ
か
が

1
時
間
近
く
に
わ
た
っ
て
空
域
緊
急
事
態
で
あ
る
こ

゜
ns

と
が
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
ま
ず
連
邦
航
空
局

(
F
A
A
)
に

゜

出
向
き
、

F
A
A
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
空
域
緊
急
事
態
に
関
す
る
章
を
チ
ェ
ッ

A
 

ク
し
た
。
そ
の
中
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
わ
か
っ
た
の
は
、
北
米
防
空
司
令
部

(N
O
R
A
D
)
も

F
A
A
も、

共
に
手
順
を
守
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
」
（

エ
ッ
セ
イ

2
0
0
6
年

7
月

8
日
）
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チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
／
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ガ
ッ
シ

共
に
ペ
ン
タ
ゴ
ン
警
察
巡
査
部
長
、

9
月
11
日
に
飛
行
機
が
北
方
か
ら
飛
ん
で
く
る
の
を
目
視
し
た
。

会
報
告
書
で
は
南
方
か
ら
飛
ん
で
き
て
追
突
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

.”

ラ
ン
ク

「
本
当

に
飛
行
機
は
北
側
か
ら
飛
ん
で
き
た
の
で
す
か
。
海
軍
ア

ネ

ッ
ク
ス
方
面
の
北
側
か
ら
、
つ
ま
り
海
軍
ア
ネ
ッ
ク
ス
と
ア
ー
リ
ン
ト
ン

墓
地
の
間
か
ら
。
確
実
に
本
当
で
す
か
」

ラ
ガ

ッ
シ
「

1
0
0
%
。
命
を
賭
け
て
も
で
す
…

（中
略
）」

「
ブ
ル

ッ
ク
ス
巡
査
部
長
は
そ
の
様
子
を
描
い
て
く
れ
ま
す
（
ブ
ル
ッ

Chadwick Brooks 

ラ
ン
ク

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ジ
ー
グ
ラ
ー
元
陸
軍
情
報
将
校

e
 

「
私
は

9
.
1
1
の
公
式
見
解
は
嘘
で
あ
る
こ
と
を
、

2
0
0
 
1
年

9
月
18
日

g
 

.el z
 

M

以
来
知
っ
て
い
る
。
異
常
な
点
が
次
々
に
出
て
き
た
の
だ
。

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

5

犯
の
名
前
は
、
公
表
さ
れ
た
い
ず
れ
の
搭
乗
者
名
簿
に
も
載
っ
て
い
な
い

。

g
 

Grl

ま
た
、

B
B
C
の
報
道
で
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
と
い
わ
れ
た
人
々
の
身
分
証

明
書
が
盗
ま
れ
て
い
た

こ
と
や
、
彼
ら
が
事
件
以
降
も
生
存
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
さ
ら
に
、

9
.
1
1
の

公
式
見
解
が
嘘
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
し

て
、
北
タ
ワ
ー
と
南
タ
ワ
ー
、
そ
れ
に
第

7
ビ
ル
の
明
白

な
爆
破
解
体
、
ペ
ン

タ
ゴ
ン
で
の
ボ
ー
イ
ン
グ

7
5
7
の
残
骸
が
特
定
で
き
な
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
」

（
真
相
解
明
要
請
サ
イ
ト
ヘ
の
書
き
込
み

2
0
0
 
6
年

9
月
19
日）

委
員

世界に広まる疑問の声 1 第 1京 62 



ク
ス
巡
査
部
長
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
周
辺
地
図
に
線
を
引
く
）
」

e

ラ
ガ
ッ
シ
「
私
が
見
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
私
た
ち
は
お
互
い
こ
の
こ
と

s
 

s
 

に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
」

a
 

g
 

a
 

L
 

m

ブ

ル
ッ
ク
ス
「
は
い

、
誓
っ

て
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
こ
と

iala Wi

は
あ
り
ま
せ
ん
」

(P
e
n
t
a
C
o
n
ビ
デ
オ

・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
ク
レ
イ
グ

・
ラ
ン
ク
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
消
防
局
消
防
士

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
消
防
局
の
消
防
士
の
証
言
は
、
膨
大
な
数
に
上
っ

て
い
る
。

9
.
1
1
当
日
、
市
消
防
局
コ

ミ
ッ
シ

ョ
ナ
ー
の
ト
ー
マ
ス
・
エ

ッ
セ
ン
は
、
消
防
士
の
証
言
を
録
音
し
記
録
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
将
来
、

集
合
的
な
記
憶
に
な

っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
る
事
を
恐
れ
て
、
個
々
の
証
言
を
取
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

ェ
ッ
セ
ン
の
命
令
に
よ
っ
て

5
0
3
人
の
消
防
士
に
よ
る
口
述
証
言
が
得
ら
れ

l
2
0
0
 
0
ペ
ー
ジ
の
文
書

と
し
て

2
0
0
 
2
年
1
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
当
局
は
こ
の
文
書

の
公
開

を
拒
ん
だ
。
そ
れ
に
怒
っ
た

9
.
11
被
害
者
の
何
人
か
が
裁
判
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
対
し
て
裁
判
所

か
ら
公
開
命
令
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
が

2
0
0
 
5
年
8
月
か
ら
、
自
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
を
開
始
し
た
。

一
部
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
当
局
に
よ
っ
て
黒
塗
り
に
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
が
、
各
証

言
は
な
ま
な
ま
し
い
ス
ラ
ン
グ
が
そ
の
ま
ま
記
述
さ
れ
て
お
り
、
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
証
言

の
あ
ち
こ
ち
の
部
分
が
、
政
府
に

と

っ
て
都
合
の
良
い

形
に
、

あ
る
い
は
政
府
に
と
っ
て
不

2
 0
0
 
6
年
11
月
7
日）
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都
合
な
形
は
切
り
取
ら
れ
て
、
部
分
的
に
発
表
さ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
つ
ま
り

9
.
1
1

委
員
会
報
告
書
で
は
ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
が
火
災
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
と
い
う
推
測
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
証
言
だ

け
が
抽
出
さ
れ
て
お
り
、
政
府
の
発
表
を
信
じ
な
い
人
々
の
著
作
物
で
は
、
ビ
ル
内
に
仕
掛
け
ら
れ
た
爆
発
物
に

よ
っ
て
崩
壊
し
た
と
い
う
推
測
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
証
言
だ
け
が
抽
出
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
ま
り
に
も
膨
大
な
量
な
の
で
、
本
書
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
す
る
た
め
に
、
そ
の

一
部

を
整
理
し
て
日
本
語
に
す
る
の
は
差
し
控
え
た
。

現
在
、
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
平
和
研
究
所
の
グ
レ
ア
ム
・
マ
ッ
ク
ィ
ー
ン
博
士
が
中
心
に
な
っ
て
、
当
時
の

消
防
士
か
ら
の
再
聞
き
取
り
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
証
言
を
別
な
角
度
か
ら
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
続
け
て
い
る
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
直
接
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
下
記
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
た
い

。

h
t
t
p
:
/
 
＼
 g
r
a
p
h
i
c
s
8
.n
y
t
i
m
e
s
.c
o
m
 ¥
 pa
c
k
a
g
e
s
 ¥
 ht
m
l
 ¥
 ny
r
e
g
i
o
n
 ¥
 

20050812

—

V
[ 

T
Cー

G
R
A
P
H
I
C
¥
 
m
e
tー

W
T
Cー
h
i
s
t
o
r
i
e
sー

fullー
0
1
.
h
t
m
l

(3)
外
交
官
、

C
I
A
、
F
B
1
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
学
者
、
目
撃
者

モ
ー
ガ
ン
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス
A
&
M
大
学
経
済
学
名
誉
教
授

プ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
労
働
省
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
務
め
た
経
験
か
ら
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
背
景
を
疑
い
始
め
、

2
 0
0
 
5
年

6
月
に
「
貿
易
セ
ン
タ
ー
高
層
ビ
ル
は
な
ぜ
崩
壊
し
た
の
か
」
と
い
う
論
文
を
書
き
、

3
つ
の
ビ
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オ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Alex Jones 

ル
は
制
御
解
体
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
付
け
、

響
を
引
き
起
こ
し
た
。

「
私
が

9
.
1
1
は
内
部
犯
行
だ
と
最
初
に
疑
い
始
め
た
の
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
・

チ
ェ
イ
ニ
ー
政
権
が
イ
ラ
ク
を
侵
攻
し
た
と
き
だ
。
我
々
は
政
府
の
見
解
が

偽
り
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
」
（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
ビ
デ

2
 0
0
 6年
6
月
2
日）

Morgan Reynolds 

大
き
な
反

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ア
メ
リ
カ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
司
会
者

9
.
11
の
真
相
解
明
を
す
る
た
め
に
、
元
政
府
高
官

や
科
学
者
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ゲ
ス
ト
を
番
組
に
招
い
て
精
力
的
に
放
送
し
て
い
る
。
ま
た

9
.
1
1

の

2
カ
月
前
に
米
政
府
に
よ
る
自
作
自
演
の
テ
ロ
が
行
わ
れ
、
オ
サ
マ
・
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
が
犯
人
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
測
を
発
表
し
た
こ
と
で

も
有
名
。

「
そ
れ
か
ら
公
式
見
解
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

。
消
防
士
、
警
察
官
、
何
百
人
も
が
ビ
ル
の
中
で
爆
発
が
あ
っ

た
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
政
府
は
し
ゃ
べ
ら
な
い
よ
う
に
と
言

っ
て
い
る
。
第

7
ビ
ル
を
見
れ
ば
、
起
爆
装
置
が
爆

発
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
で
は
な
い
か
。
9
.
11
は
内
部
犯
行
で
あ
る
。
自
作
自
演
は
明
白
で
あ
る
」

(
C
N
N

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
0
 
6
年

3
月

23
日）
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レ
イ
モ
ン
ド
・
マ
ク
ガ
バ
ン
ア
メ
リ
カ
元
C

ー

A
調
査
官

「
簡
単
に
言
え
ば
、
隠
ぺ
い
工
作
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
問
題
は
、
何

が
隠
ぺ
い
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
違

法
行
為
で
あ
り
、
い
ま
わ
し
い
怠
慢
行
為
で
あ
り
、
職
権
乱
用
で
あ
る
。
山

の
よ
う
な
未
回
答
が
あ
る
。
な
ぜ
彼
ら
が
答
え
ら
れ
な
い
か
と
言
え
ば
、
現

政
権
は
答
え
よ
う
と
し
な
い
か
ら
だ
。
私
は
ス
コ

ッ
ト

・
リ
ッ
タ
ー

（元
海
兵
隊
少
佐
、
元
国
連
イ
ラ
ク
特
別

査
察
団
長
）
が
言
っ

た
こ
と
を
重
ね
て
主
張
し
た
い
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
原
点
だ
か
ら
だ
。
ち
ょ
う
ど
ヒ

ト
ラ
ー
が

1
9
3
3
年
に
国
会
議
事
堂
の
火
災
を
う
ま
く
つ
け
込
ん
で
利
用
し
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
我
々
の
大

統
領
が

9
.
1
1
を
利
用
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
」
（
ビ
デ
オ

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
0
 
6
年

7
月
22
日
）

Raymond L. McGovern 

ベ
ス
・
フ
ァ
ー
テ
イ
グ
ア
メ
リ
カ

W
N
Y
C
ラ
ジ
オ
記
者

南
タ
ワ
ー
ヘ
の
飛
行
機
衝
突
の
後
、
ビ
ル
の
側
で
録
音
取
材
を
し
て
い
て

19

崩
壊
に
遭
遇
し
た
。

rt Fe

「（
そ
の
音
は
）
ま
る
で
、
意
識
的
に
ビ
ル
を
解
体
す
る
と
き
の
時
限
爆
弾
の

h
 

よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
奇
妙
な
光
景
だ
っ
た
。

t
 

e
 

B
 

そ
れ
は
私
の
脳
の
一
部
に
、
自
分
の
考
え
と
し
て
完
全
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
『
や
つ
ら
は
全
員
を
追
い
出
そ
う
と

し
て
い
る
。
ビ
ル
を
解
体
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
』
」
（
『グ
ラ
ン
ド
・
ゼ

ロ

に
女
性
記
者
が

い
た
』

ス
ザ
ン
ヌ

・
ハ
フ
マ
ン
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス

・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
著

2
0
0
 
2
年）

f
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s
 

d
 

n
 ゚

m
 

d
 

E
 

D
 

e
 

b
 

．
 s
 

と
そ
の
結
論
に
関
し
て
は
、

8
月
1
日
） a
 

n
 

a
 

m
 

d
 ゜゚

G
 

A
 

n
 

．
 ＞
 

e
 

M
 

（下
院
委
員
会
で
の
証
言

メ

ル

ヴ

ィ

ン

・

グ

ッ

ド

マ

ン

元

C
ー

A
ソ
連
ア
ナ
リ
ス
ト

「
私
は

9
.
1
1
委
員
会
そ
の
も
の
に
つ
い
て
申
し
述
べ
た
い

。
委
員
会
自
体

の
プ
ロ
セ
ス
の
欠
陥
と
、
内
部
の
利
害
対
立
の
結
果
は
、
委
員
会
が
破
綻
し

た
こ
と
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
最
終
報
告
書
は
つ
ま
る
と
こ

ろ

隠
ぺ
い
で
し
か
な
い

。
そ
れ
以
外
に
ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

2
 0
0
 
5
年
7
月
22
日）

シ
ベ
ル
・
エ
ド
モ
ン
ズ
元
F
B
1
翻
訳
官

「
報
告
書
に
は
、
す
で
に
確
認
さ
れ
た
捜
査
情
報
や
、
委
員
会
で
私
が
証
言

し
た
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
決
定
的
な
欠
陥
が
あ

る
。
従
っ
て
私
の
知
ら
な
い
そ
の
他
の
重
要
問
題
も
、
こ
の
報
告
書
で
は
無

視
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
無
視
に
よ
り
、
報
告
書
の
価
値

重
大
な
疑
義
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
」

(
9
.
11
委
員
会

へ
の
書
簡

2
0
0
 
4
年

ポ
グ
ダ
ン
・
ジ
ャ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
ア
メ
リ
カ
元
連
邦
航
空
局
職
員

連
邦
航
空
局
安
全
保
障
課
で

14
年
間
テ
ロ
対
策
に
た
ず
さ
わ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
署
名
者
は
、

2
0
0
 
1
年

7
月
10
日
に
行
わ
れ
た
元

C
I
A
長
官
ジ
ョ

ー
ジ

・
テ
ネ
ッ

ト
と
国
家

安
全
保
障
担
当
補
佐
官
コ
ン
ド
リ
ー
ザ

・
ラ
イ
ス
の
会
談
に
関
す
る
す
べ
て
の
会
議
録
と
文
書
に
つ
い
て
、
早

ア
メ
リ
カ
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William Rodnguez k
 

a
 

D
 

a
 

d
 

g
 ゚

B
 

任
』

の
機
密
解
除
も
求
め
る
」

(
9
.
11
に
関
す
る
情
報
公
開
を
求
め
る
請
願
書
の
署
名

2
0
0
 
6
年

10
月

5
日）

急
な
機
密
解
除
を
求
め
る
。
こ
の
極
め
て
異
例
な
形
で
の
緊
急
会
議
は
、
ア

メ
リ
カ
国
内
で
の
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
攻
撃
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
緊
急
警

告
が
増
え
て
い
る
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

9
.
1
1
テ
ロ
攻
撃
合
同
調
査
か
ら
、
編
集
さ
れ
た

28
ペ
ー
ジ
分
と
、

C
I
A
監
察
官
に
よ
る
報
告

『
9
.
l
l
攻
撃
に
関
す
る

C
I
A
の
説
明
責

に
招
か
れ
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
ア
メ
リ
カ
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
保
守
管
理
責
任
者

多
く
の
人
々
の
救
出
活
動
の
の
ち
最
後
に
脱
出
し
て
が
れ
き
の
中
か
ら
救

出
さ
れ
る
。
人
命
救
助
活
動
に
よ
り
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
国
民
栄
誉
賞
受
賞
。
9
.

11
当
日
、
地
下

1
階
に
い
た
彼
は
、
北
タ
ワ
ー
に
飛
行
機
が
追
突
す
る
前
に

爆
発
に
遭
遇
し
、
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

「
そ
の
と
き
私
は
爆
発
音
を
聞
き
、
足
元
の
床
が
振
動
し
ま
し
た
。
壁
に
亀
裂
が
入
り
始
め
、
建
物
全
体
が
揺

れ
始
め
ま
し
た
」

ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
そ
の
と
き
、
半
地
下

1
階
の
事
務
所
に
他
の

14
人
と
と
も
い
た
。
（ア
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ー

コ
ン
記
事

2
0
0
 
5
年

6
月
24
日）

2
 0
0
 
6
年

10
月
に
は
日
本
の
市
民
団
体
の
招
き
で
「

9
1
1
真
相
究
明
国
際
会
議

m東
京
」

飛
行
機
が
追
突
す
る
前
の
爆
発
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
証
言
し
て
い
る
。
（
詳
細

6
章）
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た
の
で
す
。

誰
か
が
も
う
ひ
と
つ
の
ビ
ル
に
、
飛
行
機
が
突
っ
込
ん
だ
の
を
見
た
と
言

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
よ
り

1
時
間
後
に
、
は
る
か
に
は
る
か
に
低
い
場
所
で
の
、
あ
の
大
き
な
爆
発
に
出
会
っ

た
の
で
す
。
何
が
起
き
た
の
か
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
」

(
B
B
C
ビ
デ
オ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
0
ー

年
9
月
11
日）

Richard Gage Stephen Evans 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
ィ
ギ
リ
ス

B
B
C経
済
記
者

「
別
の
タ
ワ
ー
内
部
で
、
も
う
―
つ
の
大
き
な
大
き
な
爆
発
が
起
き
ま
し
た
。

（
明
ら
か
に

2
番
目
の
飛
行
機
が
南
タ
ワ
ー
に
追
突
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
）

炎
が
見
え
ま
し
た
。
灰
色
の
大
き
な
煙
が
上
が
り
ま
し
た
。
人
々
は
ま
だ
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
が
起
き
た
の
か
判
ら
な
か
っ

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ゲ
イ
ジ
ア
メ
リ
カ
建
築
士
ア
メ
リ
カ
建
築
士
協
会
会
員

「
オ
ハ
イ
オ
大
学
の
ス
ク
リ
プ
ス
・
ハ
ワ
ー
ド
に
よ
る

2
0
0
 
6
年
の
世
論
調

査
に
よ
れ
ば
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
に

16
％
の
人
が
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
爆
破
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
と
信
じ
て
い
る
。
残
念
な
こ

と
に
、
私
の
調
査
で
も
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
崩
壊
は
、
爆
破
に
よ
る
も
の
と

(
4
)
建
築
士
、
構
造
専
門
家
、
科
学
者
、
生
存
者
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結
論
づ
け
ら
れ
た
。
今
夜
は
、

3
つ
の
古
向
層
ビ
ル
、
つ
ま
り
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
と
第

7
ビ
ル
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府

が
言
う
よ
う
に
火
災
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
の
で
は
な
く
、
爆
薬
に
よ
る
制
御
解
体
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
た
と
い

う
極
め
て
明
確
な
証
拠
を
提
示
す
る
」

（
ソ
ノ
ー
マ
州
立
大
学
で
の
講
演

2
0
0
 
7
年
4
月
20
日
）

ケ
ネ
ス
・
ミ
ー
ド
ア
メ
リ
カ
元
運
輸
省
監
察
官

d
 

ea

「
あ
の

2
0
0
 
1
年
9
.
1
1
の
当
日
、
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
さ
れ
た

2
機
の
航
空

M
 

M

機
と
の
管
制
作
業
を
行
っ
た
少
な
く
と
も

6
人
の
航
空
管
制
官
が
、
何
が
起

h
 

t

き
た
か
を
詳
述
し
た
録
音
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
テ
ー
プ
は
誰
か
ら
も

e
 

]

[
箪
記
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
さ
ら
に
聴
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
あ
る
幹
部
に

よ

っ
て
壊
さ
れ
た
こ
と
を
、
運
輸
省
が
今
日
の
報
告
で
述
べ
て
い
る
…
。
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
誰
も
テ
ー
プ
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
上
層
部
に
伝
え
て
い
な
い
。
報
告
に
よ
れ
ば
、
米
国
連
邦
航
空
局

(F
A
A
)
の
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
・
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
部
長
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
日
公
開
さ
れ
て
い
る
運
輸
省

の
監
査
局
長
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
そ
の
部
長
は
カ
セ

ッ
ト
を
自
分
の
手
で
握
り
つ
ぶ
し
て
、
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
に

か
け
、
そ
の
破
片
を
建
物
内
の
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
そ
う
で
あ
る
」（

ニ
ュ
ー
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ

2
0
0
 
4
年
5
月
6
日）

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
レ
ッ
リ
ア
メ
リ
カ
生
存
者
、
建
設
作
業
員

9
.
1
1
当
日

8
時
30
分
に
北
タ
ワ

ー
の
地
下

4
階
に
向
か

っ
た
。

よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
爆
発
に
つ
い
て
、

次
の
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フ

ラ

ン

ク

・

デ

イ

マ

ル

テ

ィ

ー

ニ

世

界

貿
易
セ
ン
タ
ー
建
設
部
長

n
 

1
9
9
3
年
の
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
爆
弾
事
件
の
ダ
メ
ー
ジ
を

rt a
 

De

測
定
す
る
た
め
に
雇
用
さ
れ
、
そ
れ
以
降

88
階
の
オ
フ
ィ
ス
に
勤
務
。

9
.

M
 

k

A

1

1
で
死
亡
し
た
。

n
 

Fra

「
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
満
員
の

7
0
7
型
機
が
衝
突
し
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
7
0
7
型
機
は
そ
の
当
時
、
最
大
の
大
き
さ
を
誇
っ
た
航
空
機
で
す
。
ビ
ル
は
恐
ら
く
複

数
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
よ
る
衝
撃
に
耐
え
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
を
支

え
る
鉄
骨
が
、
家
庭
の
網
戸
に
見
ら
れ
る
蚊
帳
状
の
構
造
だ
か
ら
で
す
。
鉄
格
子
に
な
っ
て
い
る
部
分
に
ジ
ェ
ッ

ト

機
が
ぶ
つ
か
る
の
は
、
あ
た
か
も
網
戸
に
鉛
筆
で
穴
を
開
け
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
網
目
が
広
が
っ
た
と
し
て
も
、

網
戸
に
は
何
の
影
響
も
与
え
な
い
は
ず
で
す
」

（ビ
デ
オ
・
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

2
0

0

 
1
年

1
月
25
日
）

ア
メ
リ
カ

「
廊
下
を
走
っ
て
い
る
ビ
ル
備
え
付
け
の
貨
物
自
動
車
の
側
を
歩
い
て
い
た

時
に
、
私
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
爆
発
に
よ
る
衝
撃
に
よ
っ

て
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
直
後
、
私
は
床
に
叩
き
つ
け
ら
れ
ま
し

e
 ゚

た
。
そ
こ
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
れ
は
、
私
を
床
に
叩

M
 

p
 

ph

き
つ
け
た
の
で
す
。

何
だ
っ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
荷

虚
i

積
み
セ
ン
タ
ー
の
上
に
何
か
が
、
何
か
と
て
も
重
く
て
と
て
も
大
き
な
も
の
が
落
ち
た
ん
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
。

何
が
起
き
た
の
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
突
然
、
床
が
動
き
始
め
ま
し
た
」

（ビ
デ
オ

・
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
）
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Q
 

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
消
防
局
が

9
.
1
1
の
直
後
に

5
0
3
人
の
消
防
士
か
ら
採

M
 

me

取
し
た
録
音
は
、

9
.
11
の
ビ
ル
崩
壊
は
あ
く
ま
で
も
爆
発
に

よ

っ
て
生
じ

G

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、
政
府
の
意
向
を
受
け
た
調

査
は
、
こ
れ
ら
の
声
を
無
視
、
あ
る
い
は
否
定
し
て
い
る
。
我
々
は
個
々
の
目
撃
者

l
l
8
人
の
話
を
聞
き
、
さ
ら

グ
レ
ア
ム
・
マ
ッ
ク
イ
ー
ン

教
学
準
教
授

ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ

ダ
ン
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
建
築
士
キ
ー
ン
州
立
大
学
の
建
築
科
非
常
勤
教
授

「
第

7
ビ
ル
に
疑
問
の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
ろ
う
。
こ
れ
が
制
御
解
体
に

よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
唯

一
の
疑
問
は
、
な
ぜ
そ
の
日
に
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
さ
ら
に
何
ら
か
の
疑
い
が

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
当
時
の
状
況
が
も
っ
と
十
分
に
調
査
さ
れ
な
い
の
か
。

B
5
2爆
撃
機

(B
2
5
爆
撃
機
の
書
き
間
違
え
）
が
土
曜
に
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
を
直
撃
し
た
が
、
次

の
月
曜
に
は
項
上
付
近
の
最
も
影
響
を
受
け
た
部
分
を
除
い
て
は
、
営
業
が
再
開
さ
れ
た
。
航
空
機
の
型
も
違

う
し
、
ビ
ル
の
種
類
も
違
う
。
し
か
し
あ
の
事
故
と
、

9
.
11
当
日
第

7
ビ
ル
に
起
き
た

こ
と
と
の
折
り
合
い

を
つ
け
る
の
は
難
し
い
」
（
建
築
士
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
請
願
署
名
を
支
持
す
る
個
人
的
な
コ
メ
ン
ト
）

※
著
者
注

B
2
5
爆
撃
機
の
事
故
は
、
今
か
ら

50
年
以
上
も
前
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
の

1
9
4
5
年

7
月

28

日
に
起
き
た
。
大
き
な
穴
も
開
い
た
エ
ン

パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
の
事
故
と
比
べ

、
航
空
機
の
突
入
も
な
か

っ

た
第

7
ビ
ル
の
崩
壊
を
疑
問
に
思
う
バ
ー
ト
レ

ッ
ト
の
よ
う
な
専
門
家
は
数
多
い
。

参
考
画
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マ
ッ
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大
学
平
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研
究
所
部
長
、
宗
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に
多
く
の
爆
発
の
目
撃
に
関
す
る
、
直
接
・
間
接
の
資
料
を
加
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
。
次
に
我
々
が
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
豊
富
で
、
相
互
に
支
持
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
証
言

の
詳
細
を
検
討
す
る
こ
と
だ
」

（
エ
ッ
セ
イ

2
0
0
 
6
年

8
月
21
日）
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co
lu
m
n
 

9
.
1
1
の
公
式
発
表
の
話
に
疑
問
を
見
出
し
、
真
実
を
求
め
て
本
当
に
公
正
で
独
立
し
た
調
査
を
要
求
す
る

人
々
を
「

9
.
1
1
ト
ゥ
ル
サ
ー

（真
実
を
求
め
る
人
の
意
）
」
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
は
、
世
界
各
地
の
主
だ
っ
た
ト
ゥ

ル
サ
ー
の
動
き
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

9
.
1
1
の
真
実
を
訴
え
る
市
民
の
動
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
始
ま
っ
た
。
初
期
に
疑
問
を
呈
し
た
中

に
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
（
独
立
系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
サ
イ
ト
）
の
創
始
者
で

2
0
0
 
2
年
に
『
恐
る

べ
き
ペ
テ
ン
』
を
出
版
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
テ
ィ
エ
リ
・
メ
ィ
サ
ン
や
、

『悲
痛
な
欺
職
』

(
D
V
D
)
と

『悲

痛
な
疑
問
』
（
著
書
）
の
エ
リ
ッ
ク
・
ハ
フ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ま
た
事
件
当
日
、
空
軍
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
が
皆
無
だ
っ

た
こ
と
か
ら
「
こ
れ
は
内
部
犯
行
だ
」
と
そ
の
日
に
見
抜
き
、

2
0
0
 
2
年
に

『大
い
な
る
欺
職
』
を
ケ
ー
ブ
ル

・

テ
レ
ビ
で
放
映
し
た
カ
ナ
ダ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
バ
リ
ー
・
ズ
ウ
ィ
ッ
カ
ー
な
ど
が
い
る
。

メ
ィ
サ
ン
の
サ
イ
ト
「
ハ
ン
ト
・
ザ
・
ボ
ー
イ
ン
グ
」
（
ボ
ー
イ
ン
グ
を
捜
せ
）
は
、
米
国
ミ
ズ
ー
リ
州
で
「
パ

ワ
ー
・
ア
ワ
ー
」
と
い
う
独
立
系
ラ
ジ
オ
番
組
の

D

J
を
務
め
る
デ
イ
ヴ
・
ヴ
ォ
ン
ク
ラ
イ
ス
ト
に
影
響
を
与

え
た
。
彼
は
フ
ィ
ル
・
ジ
ェ
イ
ハ
ン
の
サ
イ
ト
「
レ
ッ
ツ
・
ロ
ー
ル

9
.
1
1
」
で
提
示
さ
れ
た
疑
問
な
ど
も
加

え
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『9
1

1

I
n
 P
l
a
n
e
 S
i
t
e
』
（
邦
題

『ボ
ー
イ
ン
グ
を
捜
せ
』
）
を
作
っ
た
。

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
航
空
機
の
（
墜
落
）
現
場
で
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
同
音
義
語
の
「
i
n
p
l
a
i
n
 
s
i
g
h
t
 11 

9
.
1
1の
真
実
を
求
め
る
動
き

欧
州
と
オ
セ
ア
ニ
ア
ヘ
も
広
が
る
「9
.11ト
ウ
ル
サ
ー
」
の
波

千
早
（
平
和
活
動
家
）

世界に広まる疑問の声 1 第 1迂 74 



column 広がる欧州とオセアニアのネットワーク

あ
り
ふ
れ
た
光
景
の
な
か
に
」
と
を
か
け
た
巧
み
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
言
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
「
当
時
何
度
も

見
せ
ら
れ
た
映
像
や
画
像
で
も
、
注
意
深
く
見
る
と
別
の
も
の
が
見
え
て
く
る
」
と
い
う
主
張
が
暗
に
込
め
ら

れ
た
作
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ヴ
ォ
ン
ク
ラ
イ
ス
ト
は
、

2
0
0
 
7
年
に
続
編
の

『
911
R
i
p
p
l
e
 
E
f
f
e
c
t
』
を
発

表
し
て
い
る
。

一
方
、
エ
リ
ッ
ク
・
ハ
フ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
作
品
は
実
業
家
の
ジ
ミ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
を

9
.
1
1
の
真
実
に
目

覚
め
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
最
初
は
内
部
犯
行
説
な
ど
ま
っ
た
＜
相
手
に
し
な
か
っ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、

公
式
説
の
嘘
を
見
抜
く
と
、
私
財
を
投
じ
て

9
.
1
1
の
疑
問
点
を
伝
え
る
テ
レ
ビ

C
M
を
作
っ
て
放
映
し
、
多

数
の
米
国
市
民
に
提
示
し
た
。

ま
た

9
.
1
1
の
真
実
を
伝
え
る

D
V
D
を
製
作
し
、
英
、
独
、
仏
、
伊
、
日
、
中
、
蘭
、
露
と
ア
ラ
ビ
ア
語
の
字

幕
も
つ
け
て
希
望
者
に
無
償
で
配
布
。

こ
う
し
た
活
動
に
使
わ
れ
た
金
額
は

7
0
0
万
ド
ル
を
超
え
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
加
え
て
「
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
崩
壊
が
制
御
解
体
で
な
い
等
々

の
証
明
が
出
来
る
方
に
は

,......,oo
万
ド
ル
の
賞
金
を
差
し
上
げ
ま
す
」
と
宣
言
し、

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
人
た
ち
を
あ
ざ
笑
う
動
き

を
け
ん
制
し
た
。
こ
の
懸
買
は
彼
の
予
想
ど
お
り
、

賞
金
を
手
に
出
来
る
人
物
は
現
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
早
く
か
ら
独
自
の
調
査
内
容
を
、
不
ッ
ト
上
で
公
表
し
て
い
た
ト

ゥ
ル

サ
ー
に
は
、
複
数
の
サ
イ
ト

を
展
開
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
る
ジ
ム
・
ホ
フ
マ
ン
、
通
常
の
報
道
機
関
が
発
表
し
た

9
.
1
1
関
連
記
事
を
年

代
別
に
並
べ
た
「
コ
ン
プ
リ
ー
ト

9
.
1
1
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
り
、

『
テ
ラ
ー
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
』
を
著
し
た
ポ
ー

ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
が
い
る
。

ま
た
、

9
.
1
1
に
ま
つ
わ
る
偶
然
や
奇
異
な
事
項
を
列
挙
し
た
キ
ル
タ
ウ
ン
、

9
.
1
1
以
前
に
内
部
情
報
を

得
て
事
件
発
生
を
予
測
し
て
い
た
と
い
う
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ

ー
ン
ズ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
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市
民
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
加
え
て
米
英
の
諜
報
機
関
や
米
軍
お
よ
び
政
府
関
係
者
、

学
者
、
米
国
内
外
の
政

治
家
な
ど
が
続
々
と
疑
問
の
声
を
上
げ
る
な
か
、
映
画
ス
タ
ー
な
ど
の
有
名
人
も
勇
気
を
持
っ
て

9
.
1
1
の
公

式
説
を
問
う
姿
勢
を
見
せ
始
め
た
。

先
陣
を
切
っ
た
の
は
映
画

『プ
ラ
ト
ー
ン
」

で
知
ら
れ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
活
躍
す
る
チ
ャ
ー
リ
ー
・
シ
ー

ン
で
あ
る
。
以
前
か
ら
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
観
て
い
た
と
い
う
シ
ー
ン
は
、

ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
情
報
が
き
ち
ん
と
し
た
事
実

に
基
づ
い
て
い
る
も
の
だ
と
賞
賛
し
、

2
0
0
 
6
年

3
月
、
彼
の

ラ
ジ
オ
番
組
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
彼
ら
は
私
た
ち
を
頭
の
い
か
れ
た
陰
謀
論
者
に
仕
立
て
上
げ
た
が
っ
て
い

る
け
ど
、
私
た
ち
は

『
U
F
O
が
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
タ
ワ
ー
を
崩
壊
さ
せ
た
』
な
ど
と
言

っ
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
私
た
ち
は
陰
謀
論
者
な
ん
か
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
。
『

19
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
ボ
ッ
ク

ス

・
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で

4
機
の
民
間
航
空
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
、
標
的
の

75
％
に
命
中
さ
せ
た
』
と
い
う

話
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
陰
謀
に
聞
こ
え
ま
す
」
と
語
っ
た
。
ま
た
「
『世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
崩
壊
が
、
ま
る

セ
レ
ブ
、

9
.
1
の
真
実
を
語
る

タ
ー
所
長
で
オ
タ
ワ
大
学
経
済
学
教
授
の
ミ
シ
ェ
ル
・
チ
ョ
ス
ド
フ
ス
キ
ー
、
元
ロ
ス
警
察
麻
薬
課
の
刑
事
で

『
ル
ビ

コ
ン
河
を
渡
っ
て
』
を
著
し
た
マ
イ
ケ
ル

・
ル
バ
ー
ト
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
リ
ー
・
プ
レ
ス
な
ど
か
ら
記

事
を
発
信
し
て
い
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

・
ボ
ウ
リ
ン
や
グ
レ
ッ
グ

・
ジ
マ
ン
ス
キ
ー
ら
が
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
『陰
謀
説
』
な
ど
と
ん
で
も
な
い
か
ら
、
き
っ
ぱ
り
否
定
し
て
や
ろ
う
」
と
取
り
組
ん
だ
人
々

を
も
逆
に
目
覚
め
さ
せ
な
が
ら
、

9
.
11
の
真
実
を
求
め
る
ト
ゥ
ル
サ
ー
の
活
動
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
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で
制
御
解
体
の
よ
う
に
見
え
な
か
っ
た
か
い
？
』
と、

9
.
1
1
当
日
兄
に
話
し
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て

C
N
N
テ
レ
ビ
の
番
組
「
シ
ョ
ー
ビ
ズ
・
ト
ゥ
ナ
イ
ト
」
が
数
夜
に
わ
た
っ
て

9
.
1
1
を
特

集
。
シ
ー
ン
の
発

――-E
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
公
式
見
解
を
支
持
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
ミ
ニ

・
シ
リ
ー
ズ

「イ
ン
サ
イ
ド

9
.
1
1
』
の
監
修
担
当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
ニ
コ
ー
ル
・
リ
ト
ゥ

ン
マ
イ
ヤ
ー
と

911T
r
u
t
h.o
r
g
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
マ
イ
ケ
ル
・
バ
ー
ガ
ー
を
出
演
さ
せ
た
。

リ
ト
ウ
ン
マ
イ
ヤ
ー
は
チ
ャ
ー
リ
ー
・
シ
ー
ン
の
タ
ワ
ー
崩
壊
に
関
す
る
疑
問
を
否
定
し
た
が
、
バ
ー
ガ
ー

は
第
7
ビ
ル
に
つ
い
て
言
及
し
、
飛
行
機
の
突
入
も
な
か
っ
た
高
層
ビ
ル
が
当
日
崩
壊
し
た
こ
と
、
マ
ド
リ
ッ
ド

の
ウ
ィ
ン
ド
ソ
ル
・
ビ
ル
が
長
時
間
火
災
に
あ
っ
た
の
に
崩
壊
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
。
次
に
独
立
系

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
出
演
し
、
短
い
時
間
の
中
で
多
く
の
事
実
に
疑
問
を
呈
す

る
と
同
時
に
、
シ
ー
ン
の
他
に
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
有
名
人
の
中
に
共
通
の
認
識
を
持
つ
人
々
が
い
る
と
述
べ
た
。

こ
の
動
き
に
対
抗
し
て
、
既
成
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
い
っ
せ
い
に
チ
ャ
ー
リ
ー
・
シ
ー
ン
の
過
去
の
大
人
気
な

い
行
為
を
大
々
的
に
報
道
し
「
信
頼
に
値
し
な
い
男
だ
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ろ
う
と
し
た
。
だ
が
、
シ
ー

ン
は
「
私
は
国
を
愛
す
る
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
そ
ん
な

20
年
も
昔
の
話
を
持
ち
出
す
の
で
は
な
く
、
事
実
を
議

論
し
て
ほ
し
い
。
人
々
は
真
実
を
知
り
た
い
の
で
す
か
ら
」
と
反
論
し
た
。

ま
た

70
年
代
に

『翔
ぶ
の
が
怖
い
』
で

一
躍
有
名
に
な
っ
た
作
家
の
エ
リ
カ
・
ジ
ョ
ン
グ
が
新
著
紹
介
で
同

番
組
に
出
演
し
て
い
た
が
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
シ
ー
ン
の
行
動
を
「
政
府
に
疑
問
を
呈
す
る
者
は
誰
で
も
反
逆
者

と
み
な
さ
れ
る
今
の
世
で
、
こ
う
し
た
疑
問
を
公
言
し
、
権
力
に
向
か
っ
て
真
実
を
語
る
彼
は
と
て
も
勇
気
あ

る
愛
国
者
で
す
」
と
称
え
た
。
ま
た
、
ヒ
ト
ラ
ー
や
ロ
ー
マ
皇
帝
と
も
並
べ
て
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
「
独
裁
者
」

と
言
い
切
っ
た
。
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女
優
の
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ン
も
チ
ャ
ー
リ
ー
・
シ
ー
ン
の
勇
気
を
称
え
、
司
会
の

A
.
J
・
ハ
マ
ー
も
「
陰

謀
論
と
呼
ば
れ
る
訴
え
の
中
の
た
っ
た
ひ
と
つ
で
も
真
実
だ
っ
た
な
ら
ば
、
私
た
ち
に
は
そ
れ
を
問
い
か
け
、

調
べ
る
責
任
が
あ
り
ま
す
よ
ね
」
と
述
べ
て
い
る
。

番
組
と
平
行
し
て
、

C
N
N
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
米
政
府
が

9
.
1
1
の
攻
撃
で
本
当
に
起
き
た
事
柄
を

隠
蔽
し
て
い
る
と
主
張
す
る
チ
ャ
ー
リ
ー
・
シ
ー
ン
に
同
意
し
ま
す
か
？
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
投
票
を
行
っ
て
い

た
が
、
最
終
的
に

5
万
2
6
0
0
人
余
の
回
答
の
う
ち
84
％
が
「
イ
エ
ス
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
あ
と
同
番
組
は
、

2
0
0
 
4
年

4
月
に
「
平
和
と
真
実
を
求
め
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ
」
と
題
し
た
手
紙

で
9
.
1
1
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
疑
問
を
訴
え
て
い
た
エ
ミ
ー
賞
俳
優
の
エ
ド
・
ア
ス
ナ
ー
と
、

9
.
1
1
に
関
す

る
著
書
も
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
上
院
議
員
選
に
出
馬
し
て
い
た
緑
の
党
の
サ
ン
ダ
ー
・
ヒ
ッ
ク
ス
の
二

人
を

9
.
1
1
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
人
物
と
議
論
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
。
だ
が
、
当
日
に
な
っ
て
後
者
が

降
り
、
続
編
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
著
名
、
有
名
な
人
々
が
次
々
に
ト
ゥ
ル
サ
ー
と
し
て
声
を
上
げ
て
い
る
。
映
画

『
エ
レ
フ

ァ
ン
ト

・

マ
ン
」
ほ
か
で
知
ら
れ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ン
チ
監
督
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
穴
の
大
き
さ
や
芝
生
に
跡
が
な

い
こ
と
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
の

3
つ
の
タ
ワ
ー
崩
壊
が
制
御
解
体
に
見
え
る
な
ど
の
疑
問
を

2
0
0
 
6
年

12
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
明
ら
か
に
し
た
。

エ
ミ
ー
賞
女
優
の
ロ
ー
ジ
ー
・
オ
ド
ネ
ル
は

2
0
0
 
7
年

3
月、

A
B
C
テ
レ
ビ
の
ト
ー
ク
・
シ
ョ
ー
「
ザ
・
ヴ

ュ
ー
」
で
第
7
ビ
ル
の
崩
壊
な
ど
に
関
す
る
疑
問
を
声
高
に
述

続
々
と
現
れ
る
ト
ウ
ル
サ
ー
た
ち
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べ
て
物
議
を
か
も
し
、
映
画

『
ア
ポ
カ
リ
プ
ス

・
ナ
ウ
』

に
主
演
し
た
マ
ー
テ
ィ
ン
・
シ
ー
ン
も
、
息
子
の
チ
ャ
ー

リ
ー
に

1
年
半
遅
れ
で
ア
メ
リ
カ
政
府
公
式
説
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
公
に
し
た
。

ま
た
映
画

『
9
月
の
数
日
間

（邦
題
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

9
.
1
1
)
』

に
出
演
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ー

女
優
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
ビ
ノ
シ
ュ
は
英
テ
レ
グ
ラ
フ
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「

9
.
1
1
が
起
こ
る
こ
と
を

C
I

A
な
ど
は
事
前
に
知
っ
て
い
た
の
か
」
と
聞
か
れ
、
「
も
ち
ろ
ん
！
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
た
め
に
、

あ
る
諜
報
機
関
の
ス
パ
イ
と
長
時
間
話
を
し
た
ビ
ノ
シ
ュ
は
「
聞
い
た
こ
と
を
友
人
に
話
し
て
も
、
信
じ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

こ
の
ほ
か
バ
ー
ブ
ラ
・
ス
ト
ラ
イ
サ
ン
ド
の
夫
君
で
俳
優
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
プ
ロ
ー
リ
ン
や
カ
ン
ト
リ
ー
＆

ウ
ェ
ス
タ
ン
の
大
御
所
ウ
ィ
リ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
な
ど
、
セ
レ
プ
・
ト
ゥ
ル
サ
ー
は
続
々
と
名
乗
り
を
上
げ
て
い

る
。
中
で
も
強
力
な
ト
ゥ
ル
サ
ー
は
、
元
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
で
ミ
ネ
ソ
タ
州
知
事
だ
っ
た
ジ
ェ
シ
ー
・
ヴ
ェ
ン
チ
ュ

ラ
だ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
知
名
度
を
利
用
し
て
テ
レ
ビ
に
出
演
す
る
な
ど
、
市
民
を
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
の
活
動

を
精
力
的
に
続
け
て
い
る
。

他
方
、
数
百
万
は
い
る
と
思
わ
れ
る
市
民
ト
ゥ
ル
サ
ー
は
米
国
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
で
活
動
し
て
お
り
、

W
 
e
A
r
e
C
h
a
n
g
e
 (私
た
ち
が
変
化
）
、
「
ー

for
9
 ¥
 11 
T
r
u
t
h
」
と
い
っ
た
名
称
を
掲
げ
て
毎
月

11
日
前
後
に

街
に
出
て
メ
デ
ィ
ア
が
知
ら
せ
な
い
事
実
を

D
V
D
や
チ
ラ
シ
に
託
し
て
広
め
た
り
、

Y
o
u
T
u
b
e
や

G
o
o
g
l
e

V
i
d
e
o
な
ど
の
映
像
サ
イ
ト
を
通
し
て
情
報
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
な
か
で
も

2
0
0
 
7
年

9
月

9
日
に
ベ

ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
行
わ
れ
た

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
マ
ー
チ
の
映
像
は
、
他
の
多
く
の
ト
ゥ
ル
サ
ー

へ
の
激
励
と
な
っ
た
。

マ
ー
チ
参
加
者
は
「
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
き
に
、
私
た
ち
が
真
実
を
な
い
が
し
ろ
に
し
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て
彼
ら
の
嘘
を
信
じ
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
状
況
は
受
け
入
れ
が
た
い
」
「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
疑
問
が

あ
る
の
に
。
と
て
も
重
要
な
問
題
で
す
」
「
皆
が
嘘
を
つ
か
れ
た
と
気
づ
く
た
め
に
は
、
一
般
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど

見
ず
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
画
像
を
見
て
、
何
が
本
当
に
起
こ
っ
た
か
を
知
る
べ
き
で
す
」

「
戦
争
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
ア
ラ
ブ
や
モ
ス
リ
ム
に
対
す
る
憎
悪
を
か
き
た
て
よ
う
と
し
た
。
実
は
す
べ
て

ブ
ッ
シ
ュ
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
ら
が
や
っ
た
こ
と
だ
」

「
ア
メ
リ
カ
で

20
数
年
来
起
こ
っ
て
い
た

こ
と
が
今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
き
て
い
る
。
だ
か
ら
今
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、
目
覚
め
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
」
「
何
が
起
き
た
の
か
が
見
え
た
の
に
何
も
し
な
い
で
い
る
な
ん
て
不
可
能
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を

し
た
ら
、
あ
な
た
自
身
と
人
類
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
失
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
「
究
極
的
に
、
こ
れ
は
私

た
ち
自
身
の
こ
と
な
の
で
す
。
人
類
の
尊
厳
と
自
由
の
問
題
で
す
」
な
ど
と
語
り
、
欧
州
で
の
ト
ゥ
ル
サ
ー
が

決
し
て
少
数
で
は
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

異
色
の
ト
ゥ
ル
サ
ー
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
が
い
る
。

2
 0
0
 
7
年

9
月
に
開
か
れ
た
会
議
の
最
終
日
の
説
教
で
「

9
.
1
1
に
よ
っ
て
替
察
国
家
が
多
大
な
る
飛
躍

を
見
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

9
.
1
1
が
、
私
た
ち
に
示
さ
れ
た
と
お
り
の
話
だ
と
信
じ
る
人
は

一
人
も
い
な
い

と
思
い
た
い
で
す
。
ふ
た
つ
の
タ
ワ
ー
が
倒
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
、
絶
対
に
飛
行
機
の
せ
い
な
ど
で

は
な
い
！
そ
の
道
の
プ
ロ
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
も
の
爆
薬
を
使
っ
て
上
か
ら
下
へ
と
破
壊
さ
せ
ら
れ
た
の
で

す
。
こ
れ
を
疑
う
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

『
911
M
y
s
t
e
r
i
e
s
.c
o
m」
を
探
し
て
く
だ
さ
い

。
私
は
い
つ
も
こ

れ
を
説
教
で
話
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
真
実
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
語
り
、
メ
デ
ィ
ア
、
政
権
、

政
治
家
、
大
学
、
教
師
、
果
て
は
枢
機
卿
や
教
会
の
最
高
権
力
者
た
ち
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
非
難
し
た
。

世界に広まる疑問の声 1 第 1章 I 80 



column 広がる欧州とオセアニアのネットワーク

こ
う
し
た
人
々
以
上
に
悲
痛
な
訴
え
を
続
け
て
い
る
の
が
、

9
.
1
1
で
愛
す
る
家
族
を
失
っ
た
遺
族
た
ち
だ
。

中
で
も
当
時
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
在
住
だ
っ
た
未
亡
人
の
ミ
ン
デ
ィ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
バ
ー
グ
、
パ
ト
リ
シ
ア
・

カ
サ
ー
ザ
、
ロ
ー
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
オ
ー
ケ
ン
と
ク
リ
ス
テ
ン
・
プ
ラ
イ
ト
ワ
イ
ザ
ー
の

4
人
は
メ
デ
ィ
ア
や

政
治
家
へ
の
働
き
か
け
を
通
し
て

9
.
1
1
の
調
査
を
し
た
が
ら
な
か
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
を
動
か
し
、
事
件
か

ら

14
ヶ
月
後
に
調
査
委
員
会
を
設
置
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

遺
族
会
の
中
核
と
な
っ
て
公
式
調
査
を
見
守
り
続
け
た
彼
女
た
ち
ジ
ャ
ー
ジ
ー

・
ガ
ー
ル
ズ
は
、
同
じ
く
世

界
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
息
子
を
失
っ
た
ボ
プ

・
マ

ッ
ク
ィ
ル
ヴ
ェ
イ
ン
ら
と
と
も
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
9
¥

11 

プ
レ
ス
・
フ
ォ
ー
・
ト
ウ
ル
ス
』

に
出
演
し
、
調
査
委
員
会
と
そ
の
報
告
書
が
如
何
に
嘘
と
隠
蔽
に
満
ち
て
い

る
か
を
訴
え
て
い
る
。

一
方
、
同
調
査
委
員
会
の
委
員
だ
っ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ー
ラ
ン
ド
上
院
議
員
（
当
時
）
は
、
攻
撃
を
事
前

に
知
ら
せ
る

C
I
A
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
ヘ
の
報
告
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
事
態
に
抗
議
し
て

2
 0
0
 
3
年

11
月
に
そ
の
職
を
辞
任
し
た
が
、
そ
の
際
「
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
こ
の
政
府
は

9
.
1
1
以
前
に
こ

れ
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
認
め
る
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
詳
し
く
知
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
。
彼
ら
は
戦
争
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
し
、

9
.
1
1
が
起
き
た
と
き
、
ま
さ
し
く
そ
の
戦
争
を
始
め

た
の
だ
」
と
語
り
、
「
プ
ッ
シ
ュ
は
ア
メ
リ
カ
を
ペ
テ
ン
に
か
け
て
い
る
」
と
言

い
残
し
て
い
る
。

ま
た

2
0
0
 
4
年

7
月
末
に
上
院
で
開
か
れ
た

9
.
1
1
の
調
査
報
告
書
に
関
す
る
公
聴
会
で
マ
ー
ク
・
デ
イ

ト
ン
上
院
議
員
（
当
時
）
は
、
北
米
航
空
宇
宙
防
衛
司
令
部

(
O
R
A
D
)
の
ト
ッ
プ
が
「
米
国
民
、
議
会

遺
族
、
政
治
家
、
市
民
ト
ゥ
ル
サ
ー
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と
調
査
委
員
会
に
対
し
て
嘘
を
つ
い
た
」
と
非
難
し
、
「
国
民
の
血
税
を
い
く
ら
投
入
し
た
と
こ
ろ
で
関
係
者
た

ち
が
責
任
も
取
ら
ず
に
嘘
を
つ
き
、
罰
も
受
け
ず
に
済
ま
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
税
金
投
入
の
価
値
も
な
い
」
と
訴

え
た
。

2
 0
0
 
5
年

9
月
に
は
上
院
で
初
め
て
平
和
省
設
立
に
向
け
た
法
案
を
提
出
し
た
デ
イ
ト
ン
は

2
0
0
 
7
年

に
再
選
を
目
指
さ
ず
に
議
員
生
活
を
終
え
た
が
、

2
0
0
 
8
年

2
月
、
ウ
ィ
ア
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
真
実
を
求
め
る

市
民
グ
ル
ー
プ
）
・
ミ
ネ
ソ
タ
の
ネ
イ
ト

・
ク
ラ
ー
ク
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
、

9
.
1
1
の
新
た
な
調
査
を
今
も

求
め
て
い
る
と
答
え
た
。

こ
の
ビ
デ
オ
で
は
ミ
ネ
ソ
タ
出
身
で
カ
ー
タ
ー
政
権
の
副
大
統
領
を
務
め
、
そ
の
後
日
本
で
米
国
大
使
と
し

て
勤
務
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
モ
ン
デ
ー
ル
も
同
じ
質
問
を
受
け
、
「
あ
れ
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
？
•
第

二
弾
が

必
要
だ
よ
、
全
然
（
調
査
を
）
や
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
新
た
な
調
査
を
支
持
し
て
い
る
。

ま
た
反
戦
活
動
家
や
左
派
の
人
々
に

9
.
1
1
へ
の
疑
問
を
重
要
な
問
題
と
み
な
さ
な
い
者
が
少
な
く
な
い
中
、

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
よ
う
な
市
民
ト
ゥ
ル
サ
ー
は
増
加
す
る
ば
か
り
だ
。
高
校
の
物
理
教
師
で

あ
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
は
、
誰
で
も
買
え
る
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

W
T
C
7
の
崩
壊
が
実
際
に
自
由
落
下
速
度
だ
っ

た
こ
と
を
示
し
、
政
府
説
の
嘘
を
み
ご
と
に
暴
い
て
い
る
。

藤
田
議
員
の
活
躍
と
、

2
0
0
 8年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

2
 0
0
 
8
年

1
月
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
、
福
田
首
相
（
当
時
）
ら
を
相
手
に

9
.
1
1
に
ま
つ
わ
る

多
く
の
疑
問
を
提
示
し
た
藤
田
幸
久
参
議
院
議
員
は
、
そ
の
映
像
が
数
ヶ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
広
ま
っ
た
。
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そ
の
こ
と
か
ら
欧
州
議
会
イ
タ
リ
ア
選
出
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
キ
エ
ザ
議
員
の
招
き
で

2
月
に
訪
欧
し
、
市

民
ト
ウ
ル
サ
ー
の
会
議
に
も
出
席
。
ま
た

3
月
に
は
航
空
会
社
で
ボ
ー
イ
ン
グ
機
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
し
て
い
る

ト
ゥ
ル
サ
ー
か
ら
の
招
き
で
シ
ド
ニ
ー
の
国
際
会
議
に
出
席
す
る
た
め
、

1
泊
4
日
の
強
行
軍
で
渡
豪
。
疲
れ

も
見
せ
ず
に
、
国
会
で
の
質
疑
や
欧
州
の
国
際
会
議
の
様
子
を
力
強
く
報
告
し
、
国
政
の
場
で

9
.
1
1
へ
の
疑

問
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
勇
気
あ
る
政
治
家
と
し
て
、
参
加
者
総
立
ち
の
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
も
出
演
し
、
今
後
皆
で
協
力
し
て

本
当
の
調
査
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

3
月
の
会
議
を
き
っ
か
け
と
し
て
国
内
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
ト
ゥ
ル
サ
ー
の
多
く

が
結
集
し
た
。
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
労
働
組
合
で
は

9
.
1
1
の
真
相
を
求
め
る
た
め
の
新
た
な
調
査
を
要
求
す
る

決
議
が
提
出
さ
れ
、

5
月
に
同
総
会
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

他
方
私
は

9
月
の
記
念
日
に
向
け
娘
を
連
れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
が
、
全
米
の
み
な
ら
ず
、
他
国
か

ら
も
ト
ウ
ル
サ
ー
が
参
加
し
て
い
る
様
子
に
大
変
勇
気
付
け
ら
れ
た
。

9
.
1
1
以
降
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
ロ
で
働
い

た
が
た
め
に
病
気
に
な
り
死
亡
し
た
方
も

2
0
0
人
を
超
え
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
は
、
政
府
か
ら

の
援
助
も
な
く
苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
へ
の
寄
付
金
集
め
を
、
今
年
の
大
き
な
目
標
と
し
て
い
た
。

ま
た
前
述
の
ボ
ブ
・
マ
ッ
ク
ィ
ル
ヴ
ェ
イ
ン
や
、
叔
父
を
失
っ
た
マ
ニ
ー
・
バ
デ
ィ
ー
ヨ
、
条
件
付
き
の
一

時
賠
償
金
を
拒
否
し
て
航
空
会
社
を
訴
え
た
未
亡
人
の
エ
レ
ン
・
マ
リ
ア
ー
ニ
が
、
緑
の
党
の
大
統
領
候
補
だ
っ

た
シ
ン
シ
ア
・
マ
ッ
キ
ニ
ー
元
下
院
議
員
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ゲ
イ
ジ
や
若
手
人
気
俳
優
の
ダ
ニ
エ
ル
・
サ
ン
ジ
ャ

夕
ら
と
も
ど
も
真
相
究
明
へ
の
思
い
を
熱
く
語
っ
た
。

こ
の
サ
ン
ジ
ャ
タ
は

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
勇
気
あ
る
言
動
が
認
め
ら
れ
、

2
0
0
 
7
年

9
月
に
ボ
ス
ト
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ン
で
開
か
れ
た
「
ラ
テ
ン
の
誇
り
国
家
賞
」
で
「
百
万
人
の
声
」
賞
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
「
こ
の
受
賞
は
、

生
存
者
で
ト
ゥ
ル
サ
ー
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
推
薦
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
」
と
述
べ
、
受
賞
時
の

ス
ピ
ー
チ
は

9
.
1
1
ト
ゥ
ル
ス
一
色
だ
っ
た
。

政
府
説
を
信
じ
き
っ
て
い
る
妻
と
離
婚
の
危
機
に
も
遭
遇
し
た
が
、
真
実
を
求
め
て
活
動
を
続
け
て
い
る
ボ

ブ
・
マ
ッ
ク
ィ
ル
ヴ
ェ
イ
ン
は
「
息
子
の
財
布
の
臭
い
と
き
た
ら
、
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
。

7
年
た
っ
た
今
で

も
ひ
ど
い
臭
い
が
す
る
。
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
ロ
の
臭
い
だ
。

1
周
年
に
も
行
っ
た
が
、
そ
の
と
き
も
前
年
と
同
じ

臭
い
が
し
て
い
た
。
私
も
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
と
線
維
症
を
患
っ
て
い
る
が
、
階
段
を
昇
る
だ
け
で
も
大
変
だ
」

と
述
べ
て
、
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
ロ
で
働
い
た
人
た
ち
が
病
気
で
死
に
か
か
っ
て
い
る
の
も
当
然
だ
と
語
っ
た
。

ま
た
「

25
人
い
る
サ
ポ
ー
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
、
遺
体
が
戻
っ
て
き
た
の
は
、
私
と
も
う

1
人
し
か
い

な
い

。
身
長
が

1
8
8
セ
ン
チ
も
あ
る
犠
牲
者
で
す
ら
骨
の
か
け
ら
も
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、

私
は
本
当
に
恵
ま
れ
た
方
だ
」
と
言
い
、
加
え
て
「
ボ
ビ
ー
（
息
子
）
の
胸
全
体
に
ガ
ラ
ス
が
突
き
剌
さ
っ
て

い
て
、
顔
と
き
た
ら
ま
る
で
シ
ョ
ッ
ト
・
ガ
ン
で
撃
た
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
息
子
は
爆
破
で
死
ん
だ
の
だ
と
思

う
」
と
断
言
。
あ
ち
こ
ち
で
講
演
し
て
い
る
彼
は
、
彼
の
話
を
聞
い
て
「
自
分
で
も
っ
と
調
べ
て
み
る
」
と
言
っ

た
女
性
を
例
に
あ
げ
、

真
実
を
求
め
る
種
を
ま
く
作
業
が
と
て
も
大
事
だ
と
訴
え
、
ト
ゥ
ル
サ
ー
た
ち
へ
の
感

謝
を
表
し
た
。
ま
た
ピ
ー
ス
フ
ル
・
ト
ゥ
モ
ロ
ウ
ズ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
訪
れ
た
日
本
が
と
て
も
好
き
だ
と
言
っ

て
く
れ
た
の
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
旅
行
中
、
私
は
自
作
の

「
9
.11
は
内
部
犯
行
」
と
大
書
し
た

T
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
が
、
多
く

の
人
か
ら

「
そ
の

T
シ
ャ
ツ
、
い
い
ね
！
」
と
言
わ
れ
た
り
、
空
港
で
航
空
会
社
の
職
員
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ま
で
も
が
頷
い
た
り

「
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
ま
じ
め
に
質
問
を
し
て
き
た
。
黒
人
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
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ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
有
色
人
種
の
方
が
事
態
を
す
ぐ
理
解
し
た
が
、
白
人
の
中
に
も
す
で
に
政
府
発
表
の
嘘

に
気
づ
い
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ボ
ブ
の
言
う
と
お
り
、
本
当
の
こ
と
を
知
り
た
が
っ

て
い
る
人
々
に
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
な
い
事
実
を
広
め
る
大
切
さ
を
、
改
め
て
実
感
す
る
旅
と
な
っ
た
。

1
9
9
6
年

4
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
タ
ス
マ
ニ
ア
で
起
き
た
ポ
ー
ト
・
ア
ー
サ
ー
の
虐
殺
事
件
を
ず
っ

と
調
査
し
て
き
た
友
人
が
い
る
。
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
警
察
官
だ
っ
た
彼
は
「
初
期
報
道
に
真
実
が
隠
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
。
同
事
件
の
単
独
犯
と
し
て
終
身
刑
に
さ
れ
た
若
者
の
こ
と
を

「
た
だ
利
用
さ
れ
た
だ
け
の
冤
罪
だ
」

と
確
信
し
て
い
る
彼
は
、
バ
リ
事
件
で
も
初
期
報
道
で
伝
え
ら
れ
た

「
C
4
型
爆
弾
が
使
わ
れ
た
」
事
実
を
重

視
す
る
。

C
4
型
爆
弾
は
軍
の
関
与
を
示
す
証
拠
と
い
え
る
の
だ
が
、
そ
の
後
は

”
テ
ロ
リ
ス
ト
“

ァ
ム
ロ
ジ
ら
の
手

製
爆
弾
が
、
決
し
て
作
り
得
な
い
大
き
さ
の
穴
を
地
面
に
開
け
、
多
数
の
犠
牲
を
出
し
た
罪
で
死
刑
に
な
っ
て

”解
決
“
さ
れ
て
い
る
。

2
 0
0
 
8
年

11
月
に
起
き
た
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
テ
ロ
も
パ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
犯
行
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
モ
ス
リ
ム
犯
が
事
件
直
前
に
カ
フ
ェ
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
た
り
、

1
人
は

ブ
ロ
ン
ド
だ
っ
た
と
い
う
、
公
式
説
を
覆
す
報
道
が
存
在
し
た
。
ま
た
銃
撃
場
面
で
写
真
を
撮
っ
て
い
た
カ
メ

ラ
マ
ン
か
ら
「
現
場
に
は
た
く
さ
ん
菩
官
が
い
た
の
に
、
私
が
頼
ん
で
も
犯
人
た
ち
に
向
か
っ
て
発
砲
も
せ
ず

に
い
た
。
私
の
カ
メ
ラ
が
銃
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
」
と
訴
え
る
報
道
も
目
に
付
い
た
。

事
件
の
初
期
報
道
に
真
実
が
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9
.
1
の
真
相
を
求
め
る
理
由

9
.
1
1
で
も
初
期
の
報
道
は

W
T
C
で
起
き
た
無
数
の
爆
破
を
伝
え
て
い
た
。
反
撃
さ
れ
な
い
こ
と
を
知
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
落
ち
着

い
て
、
訓
練
さ
れ
た
ガ
ン
マ
ン
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た
ム
ン
バ
イ
の
ニ
テ
ロ
リ
ス

ト
II

が
、
本
当
は
誰
の
命
令
で
動
い
て
い
た
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
日
は
来
る
の
だ
ろ
う
か
？

最
後
に
、

9
.
1
1
の
真
相
解
明
の
重
要
さ
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
私
が

9
.
1
1
の
真
相
を
求
め
る
理
由
の
ひ

と
つ
は
、
モ
ス
リ
ム
や
ア
ラ
ブ
の
人
々
に
着
せ
ら
れ
た
濡
れ
衣
を
晴
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に
米
国
が
起

訴
す
ら
で
き
な
か
っ
た

”罪“

で

4
年
も
監
獄
に
入
れ
ら
れ
、
ひ
ど
い
拷
問
を
受
け
た
豪
人
モ
ス
リ
ム
、
マ
ム

ド
ゥ
ー
・
ハ
ビ
ブ
に
会
っ
た
と
き
、
彼
が
今
も
生
き
て
い
る
の
は
奇
跡
で
あ
り
、
彼
の
件
だ
け
で
も
充
分
許
さ

れ
ざ
る
犯
罪
だ
と
痛
感
し
た
。
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ン
の
犠
牲
は
も
と
よ
り
、
マ
ム
ド
ゥ
ー
の
よ
う
な
犠
牲
者
が

ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か

（
不
当
に
殺
さ
れ
た
者
も
少
な
く
な
い
）
、
誰
も
数
え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

加
え
て
最
大
の
理
由
は
「
故
意
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
事
件
を
口
実
に
戦
争
が
始
め
ら
れ
る
」
と
い
う
パ
タ
ー

ン
に
世
界
市
民
が
気
づ
け
ば
、
こ
の
世
の
戦
争
を
す
べ
て
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
ら
だ
。
そ
の
日

を
目
指
し
て
、
私
は
活
動
を
続
け
て
い
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
も
、
ど
う
か
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
A
s
k

Q
u
e
s
t
i
o
n
s
,
 De

m
a
n
d
 A
n
s
w
e
r
s
 ! 
|
ー
ー
疑
問
を
持
っ
て
、
答
え
を
要
求
し
よ
う
！
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Profile 

千早

東京生まれ。平和活動家。サラリーウーマンの傍らシンガー・ソン

グライターをしていた頃、環境問題関連のイベントに招かれたこと

をきっかけに熱帯林問題のボランティアをするようになり、 1990年

のアースデイで実行委員を務める。

転勤で暮らしていたことのあるニューヨークやロンドンで“テロ事件"

が起き、ショックを受ける。が、殊に9.11後「誰が本当のテロリスト

かjを考えるようになり、地元（オーストラリア）の平和活動やTUP

速報に参加。イラク侵略開始後、名古屋のメル友が送ってくれた

ペンタゴンやWTC7の情報を得て9.11という根本の嘘に目覚め、

真相究明を目指して活動中。

2008年9月には娘を連れてニューヨークに赴き、7周年イベントで

「ルース・チェンジ」製作者であるコーリー・ロウの紹介で舞台に

上がり、自作の歌 (http://youtube. com/ aftertruthで聴ける）

を娘と歌って大好評を博した。

ブログ「同時多発テロはヤラセだよ！」

http:/ /insidejobjp.blogspot.com/ 

豪州の市民グループ、 9/11Truth Australiaの オーストラリアの9.11会議で講演した藤田議員

活動としてメルポルン市内の広場でピラ、DVDを （右）。 中央に「偽りのタワーズ」の著者で評論家

手渡すパワフルな著者 のカナダ人、パリー ・ズウィッカー氏。
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第

2
章
日
本
に
も
広
が
り
始
め
た
疑
問
の
声
藤
田
幸
久
参
議
院
議
員



2
 0
0
 
8
年

1
月

10
日
、
そ
の
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
私
は
、
福
田
総
理
に
対
し
て
「

9
.
11
と
い
う
も

の
は
そ
も
そ
も
ア
ル
カ
イ
ダ
あ
る
い
は
ア
ル
カ
イ
ダ
の
み
に
よ
る
犯
行
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
の
根
拠
は

何
で
し
ょ
う
か
」
と
た
ず
ね
た
。

な
ぜ
こ
う
し
た
質
問
を
し
た
か
と
い
え
ば
、
日
本
人

24
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
重
大
犯
罪
の
犯
人
を
、
日
本
政

府
が
い
か
な
る
根
拠
で
犯
人
と
断
定
し
て
い
る
の
か
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

白
昼
の
都
心
で
事
件
が
発
生
し
、
捜
査
機
関
が
た
だ
ち
に
動
い
た
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
す
ら
、
犯
人
が
オ

ウ
ム
真
理
教
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
定
す
る
ま
で
に
、

2
カ
月
近
く
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
し
た
の
が

1
9
9
5
年

3
月

20
日
で
あ
る
。
警
察
は
捜
査
の
過
程
で
同
教
団
の

医
師
で
あ
っ
た
林
郁
夫
を
同
年

4
月

8
日
に
別
件
で
逮
捕
す
る
。
オ
ウ
ム

真
理
教
の
広
報
幹
部
が
何
度
も
記
者

会
見
を
行
い
、
こ
の
別
件
逮
捕
を
強
く
批
判
し
た
。
だ
が
、
口
の
堅
か
っ
た
林
郁
夫
が
、
自
白
と
い
う
異
例
な

形
で
犯
罪
の
全
容
を
捜
査
陣
に
語
っ
た
結
果
、
麻
原
彰
晃
が
逮
捕
さ
れ
た
。

5
月

16
日
の
こ
と
で
あ
る
。

5
万

人
も
の
警
察
官
を
動
員
し
た
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
捜
査
と
犯
人
逮
捕
に
も
、
こ
れ
だ
け
の
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

証
拠
や
自
白
に
基
づ
く
明
確
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
犯
人
を
特
定
で
き
な
い
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は

9
.
1
1
当
日
の
夜
に
な
っ
て
、

替
察
が
捜
査
に
す
ら
着
手
し
て
い
な
い
時
点
で
「
犯

人
は
ア
ル
カ
イ
ダ
だ
」
と
断
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
ヘ
の
報
復
的
な
戦
争
を
支
持
す
る
立
場
の
日
本
政
府
は
、

こ
う
し
た
問
い
に
対

1

日
本
人
犠
牲
者
に
対
し
て
配
慮
の
欠
け
た
日
本
政
府
の
対
応
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し
て
、
明
確
に
答
え
る
必
要
と
責
任
が
あ
る
。

私
の
質
問
に
対
し
て
福
田
康
夫
首
相
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「
日
本
政
府
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
米
政
府
の
関
係
機
関
に
対
し
て
事
件
関
連
情
報
、

ま
た
は
各

政
府
機
関
の
対
応
に
つ
い
て
照
会
し
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
我
が
国
は
、
入
手
し
た
非
公
開

情
報
や
外
国
政
府
等
が
作
成
し
た
報
告
書
等
の
公
開
情
報
を
総
合
的
に
勘
案
し
ま
し
て
、

9
.
1
1
テ
ロ
事
件
は

国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
」

私
は
、
正
味

30
分
に
わ
た
っ
て

9
.
1
1
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
点
を
問
い
た
だ
し
た
。
首
相
を
は
じ

め
閣
僚
は
、

今
ま
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
大
き
過
ぎ
る
問
題
を
、
私
が
国
会
で
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

9
.
1
1
に
関
し
て
、
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
説
明
を
す
べ
て
受
け
入
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
テ
ロ
と
の

戦
い
」
に
率
先
し
て
協
力
し
て
き
た
。
し
か
し
私
の
質
問
は
、
そ
の
鵜
呑
み
に
し
た
内
容
が
そ
も
そ
も
真
正
な

の
か
、
は
っ
き
り
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
今
ま
で
、
こ
ん
な
基
本
的
す
ぎ
る
問
題
を
ズ
バ
リ
質

問
し
た
議
員
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
閣
僚
た
ち
が
戸
惑
う
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。

実
際
、
小
泉
首
相
か
ら
福
田
首
相
に
至
る
日
本
政
府
の

9
.
1
1
に
関
す
る
答
弁
は
、
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
政
府

発
表
に
基
づ
く
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
肝
心
の
ア
メ
リ
カ
の
市
民
た
ち
が
、
政
府
に
よ
る
発
表
に
大
き
な
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

つ
ま
り
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
議
会
の
指
名
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「

9
.
1
1
委
員
会
」

に
よ
る
報
告
書
が
、

「
飛
行
機
が
突
入
し
て
い
な
い
の
に
崩
壊
し
た
第

7
ビ
ル
の
崩
壊
の
理
由
」
に
関
し
て
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
な
ど
、
肝
心
な
部
分
を
避
け
た
結
論
を
並
べ
て
お
り
、
疑
問
だ
ら
け
で
信
用
出
来
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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実
際
日
本
の
捜
査
当
局
が
テ
ロ
事
件
に
対
す
る
現
地
で
の
犯
罪

ご
く

一
部
の
市
民
が
疑
問
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
と

C
B
S
の
世
論
調
査

(
2
0
0
 
6
年

10
月
）
で
は
、
「

53
％
が
、
政
府
が
何
か
を
隠
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

28
％
が
、
政
府
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
被
害
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
国
民

自
身
が
、
政
府
は
肝
心
な
こ
と
を
隠
し
て
い
る
と
答
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
事
は
深
刻
だ
。

当
時
国
会
で
は
、
イ
ン
ド
洋
で
の
自
衛
隊
に
よ
る
給
油
活
動
の
延
長
、
つ
ま
り
、
新
テ
ロ
特
別
措
置
法
の
審

議
が
与
野
党
の
最
大
の
争
点
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
政
府
は

9
.
1
1
で
犠
牲
に
な
っ
た
邦
人

24
人
を
「
『
テ
ロ
と

の
戦
い
」
が
い
か
に
日
本
に
と
っ
て
必
要
か
」
と
い
う
根
拠
に
し
、
「
テ
ロ
と
の
戦
い
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な

く
、
日
本
も
当
事
者
な
の
で
す
」
と
い
っ
た
答
弁
を
繰
り
返
し
た
。
事
件
直
後
は
、
被
害
者
を
出
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
論
調
が
一
般
的
で
、
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
も
冷
淡
だ
っ
た

国
会
審
議
が
、
戦
争
容
認
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。

邦
人
が
海
外
で
犯
罪
の
犠
牲
に
な
っ
た
場
合
、
当
然
捜
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
現
地
の
警
察
の
協
力

を
得
た
上
で
、
証
拠
に
基
づ
い
て
犯
人
を
特
定
す
る
の
が
捜
査
の
常
識
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
、
犠
牲
に
な
っ

た
邦
人
の
遺
体
や
遺
留
品
に
対
し
て
も
き
ち
ん
と
し
た
証
拠
保
全
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
そ

の
犯
行
の
手
口
や
犯
人
の
手
が
か
り
に
つ
い
て
厳
密
に
捜
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

そ
の
こ
と
を
福
田
首
相
に
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
は
、

9
.
11
テ
ロ

事
件
の
発
生
を
受
け
ま
し
て
、
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
対
策
本
部
に
警
察
庁
の
国
際
テ
ロ
緊
急
展
開
チ
ー
ム
を
派
遣
し

ま
し
た
。
ま
た
、
米
国
法
執
行
機
関
と
の
連
携
や
行
方
不
明
邦
人
の
身
元
確
認
等
に
関
す
る
情
報
収
集
を
当
時

い
た
し
ま
し
た
」
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
の
答
弁
だ
っ
た
の
で
、
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捜
査
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か
を

2
0
0
 
8
年
1
月

24
日
、
質
問
主
意
書
で
問
い
た
だ
し
た
。

政
府
側
の
答
弁
は
次
の
通
り
だ
っ
た
。

「
警
察
庁
は
、
平
成

13
年
9
月
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
発
生
を
受
け
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
に

設
置
さ
れ
た
対
策
本
部
に
国
際
テ
ロ
緊
急
展
開
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。
米
国
法
執
行
機
関
と
の
連
携
や
行
方
不

明
邦
人
の
身
元
確
認
等
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
消
防
庁
は
、
平
成

14
年
1
月
、
職
員
を
派
遣
し
、
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
で
の
米
国
の
消
防
防
災
体
制
及
び
米
国
危
機
管
理
庁
（
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁

•
F
E
M
A
)を

中
心
と
し
た
テ
ロ
事
案
で
の
各
機
関
の
活
動
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
」

こ
の
答
弁
で
は
、
日
本
政
府
が
犯
罪
捜
査
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か
が
不
明
で
あ
る
。

2
月
に
な
っ
て
か
ら
、

次
の
よ
う
な
再
質
問
を
行
っ
た
。

「
前
回
政
府
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
事
件
の
真
相
究
明
の
た
め
の
日
本
政
府
が
行
っ
た
調
査
等
に
つ
い
て
、
犯
罪

と
し
て
の
テ
ロ
捜
査
あ
る
い
は
調
査
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
、
独
自
の
捜
査
等
は
行
っ

て
い
な
い
の
か
。
あ
る
い
は
、
米
国
政
府
に
そ
れ
ら
を
要
請
し
、
回
答
を
求
め
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
回
答
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
」

そ
れ
に
対
す
る
答
弁
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

「
警
察
に
お
い
て
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
事
件
の
捜
査
を
行
っ
て
い
た
米
国
法
執
行
機
関

と
連
携
し
つ
つ
、
行
方
不
明
邦
人
の
身
元
確
認
等
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
米
国
か
ら
は
、

邦
人
犠
牲
者
の
特
定
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
所
要
の
事
件
関
係
情
報
の
提
供
を
受
け
て
い
る
」

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
答
弁
か
ら
は
、
日
本
政
府
の
職
員
が
ア
メ
リ
カ
に
出
向
い
て
行
っ
た
の
は
、
現
地
の
捜
査

機
関
の
行
方
不
明
邦
人
の
身
元
確
認
作
業
を
手
伝
っ
た
程
度
で
あ
り
、
事
件
の
容
疑
者
な
ど
に
ま
つ
わ
る
重
要
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こ
れ
に
対
す
る
政
府
答
弁
は
、
次
の
通
り
だ
っ
た
。

事
項
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
当
局
の
事
件
関
係
の
提
供
を
受
け
た
だ
け
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
ち
な
み
に
、
当

時
の
刑
法
に
は

「
国
外
犯
規
定
」

は
な
い

）
。

1
月
10
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
の
質
疑
終
了
直
後
、

外
務
省
か
ら

一
枚
の
資
料
が
届
い
た
。

そ
の
資
料
に
は
犠
牲
者
と
な
っ

た
邦
人
の
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
、
遺
体
発
見
場
所
が
書
か
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
遺
体
確
認
方
法
が
書
か
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
犠
牲
者

24
人
の
う
ち
、
遺
体
が
確
認
さ
れ
た
の
が

13
人
。
残
る

11
人
に
つ
い
て
は
「
米
国
の

裁
判
所
に
よ
り
死
亡
宣
告
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
が
ど
う
い
う
確
認
方

法
で
死
亡
宣
告
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
外
務
省
は
把
握
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
こ
と
を
さ
ら
に
確
認
す
る
た
め
、
同
じ
質
問
主
意
書
で
、
次
の
よ
う
に
質
問
し
た
。

日
本
人
犠
牲
者
に
関
し
て
、
以
下
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

(l
)
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
及
び
御
遺
体
の
発
見
場
所

(
2
)
D
N
A
鑑
定
実
施
の
有
無

(
3
)
航
空
機
に
搭
乗
し
て
い

た
方
の
便
名

(
4
)
御
遺
体
の
確
認
方
法

(
5
)
御
遺
族
か
ら
の
要
望
等
に
対
し
て
我
が
国
政
府
が
行
っ
た
支
援
内
容

(
6
)
米
国
政
府
が
御
遺
族
に
対
し
て
行
っ
た
事
件
の
概
要
説
明
の
内
容
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(
l
)
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
邦
人
犠
牲
者
の
う
ち
外
務
省
が
氏
名
、
年
齢
ま
た
は
勤
務
先
を
公
表
す
る

こ

と
に
つ
き
御
遺
族
の
同
意
を
得
て
い
る
も
の
は

（省
略、

9
人
の
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
記
載
）
で

あ
る
。
ま
た
、
邦
人
で
あ
る
と
の
確
認
が
な
さ
れ
た
御
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
具
体
的
な
場
所
は
特
定

さ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

(2
)
と

(
4
)

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
犠
牲
者
の
御
遺
体
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
関
係
当
局
に
お
い
て
、
主
に

D
N

A
鑑
定
等
の
手
段
に
よ
る
身
元
確
認
作
業
が
な
さ
れ
、
同
作
業
を
通
じ
て
、
そ
の
一
部
は
邦
人
犠
牲

者
の
も
の
と
特
定
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

(3
)
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空

93
便
及
び
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

11
便
で
あ
る
。

(
5
)
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
の
発
生
後
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
に
お
い
て
は
、
邦
人
の
安
否
確

認
を
行
う
と
と
も
に
、
身
元
確
認
に
必
要
と
な
る

D
N
A
検
体
等
行
方
不
明
者
に
関
す
る
デ
ー
タ
の

登
録
手
続
、
米
国
政
府
に
よ
る
補
償
金
及
び
米
国
赤
十
字
社
に
よ
る
給
付
金
の
請
求
手
続
等
に
係
る

情
報
収
集
を
行
い
、
そ
の
結
果
邦
人
行
方
不
明
者
の
御
家
族
等
に
提
供
し
た
。

ま
た
、
邦
人
行
方
不
明
者
の
御
家
族
等
を
精
神
面
で
支
援
す
る
た
め
、
同
総
領
事
館
の
医
務
官
等
が

個
別
訪
問
や
電
話
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、

同
総
領
事
館
が
作
成
し
た
日
本
語
の
話
せ
る
精
神
科
医
及
び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
リ
ス
ト
を
配
布
す
る

な
ど
の
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
米
国
の
関
係
当
局
か
ら
邦
人
犠
牲
者
の
御
遺
体
の

一
部
が
発
見
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
受
け

た
際
に
は
、
御
遺
族
の
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、
御
遺
体
の
火
葬
等
に
係
る
支
援
を
実
施
し
た
。
平
成
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2

与
党
、
防
衛
省
、
外
務
省
関
係
者
の
中
に
も
あ
っ
た
疑
問
の
声

14
年
以
降
毎
年

9
月

11
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
わ
れ
て
い
る
同
事
件
の
追
悼
式
典
に
際
し
て
は
、

出
席
さ
れ
る
御
遺
族
の
要
望
等

に
応
じ
、
式
典
へ
の
案
内
等
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

(
6
)
米
国
政
府
が
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
邦
人
犠
牲
者
の
御
遺
族
の
み
を
対
象
と
し
て
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
の
概
要
説
明
を
行
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
同
国
政
府
は
、
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
し
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
き
調
査
し
た
結

果
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

大
き
な
パ
ネ
ル
写
真
を
示
し
な

さ
て
昨
年

1
月
の
外
交
防
衛
委
員
会
に
戻
る
が
、
私
は

9
.
1
1
に
関
し
て
、

が
ら
、
最
も
わ
か
り
や
す
い
基
本
的
な
疑
問
の
い
く
つ
か
を
た
だ
し
た
。

ま
ず
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
と
さ
れ
る
飛
行
機
に
対
し
て
、
建
物
の
損
傷
が
明
ら
か
に
小
さ
い
こ
と
。

前
庭
の
芝
生
に
も
残
骸
が
な
い
こ
と
。
初
め
て
ジ
ャ
ン
ボ
を
操
縦
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
が
、
機
体
を
は
ば
垂
直
に

降
下
さ
せ
る
操
縦
を
行
う
の
は
不
可
能
な
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
飛
行
機
が
突
入
し
た
と
さ
れ
る
の
は
、
最
初
に
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
北
タ
ワ
ー
に
飛
行
機

が
突
入
し
て
か
ら

51
分
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
軍
事
大
国
が
攻
撃
を
受
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
空
軍
が
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
発
進
し
、
陸
海
軍
も

た
だ
ち
に
迎
撃
態
勢
を
整
え
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
第

2
の
南
タ
ワ
ー
ヘ
の
攻
撃
を
許
し
、
挙
句
の
果
て
に
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は
最
初
の
攻
撃
か
ら

51
分
も
経
っ
て
い
る
の
に
国
防
の
心
臓
で
あ
る
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ヘ
の
攻
撃
も
許
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
失
態
が
起
こ
り
得
た
の
か
。

そ
れ
に
対
し
て
石
破
防
衛
大
臣
は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
次
の
よ
う
に
答
弁
し
た
。

「
こ
う
い
う
事
態
が
生
起
し
た
と
き
に
空
軍
が
上
が
る
、
そ
し
て
そ
れ
を
撃
ち
落
と
す
こ
と
あ
り
得
べ
し
と
い

う
よ
う
な
対
応
が
こ
の
後
に
定
め
ら
れ
た
と
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
に
お
き
ま
し
て
は
、

憲
法
裁
判
所
に
お
い
て
違
憲
で
あ
る
と
い
う
旨
の
判
示
が
な
さ
れ
た
と
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
で
は
飛
行
機
が
ど
の
国
籍
な
の
か
、
そ
れ
を
乗
っ
取
っ
て
操
縦
し
て
い
る
者
が
何
な
の
か
、
そ
の
意
図

が
何
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
対
応
す
る
法
制
が
異
な
る
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
日
本
国
籍
の
飛
行

機
で
な
け
れ
ば
、
領
空
侵
犯
措
置
と
い
う
の
は
外
国
の
航
空
機
と
い
う
ふ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

こ
れ
は
該
当
し
な
い
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
単
に
高
度
を
ど
ん
ど
ん
下
げ
て
お
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
我
が
国
に
対
す
る
急
迫
不
正
の

武
力
攻
撃
と
い
う
ふ
う
な
法
的
な
評
価
が
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
困
難
な
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

。

だ
と
す
れ
ば
、
航
空
自
衛
隊
に
対
し
て
治
安
出
動
を
命
令
す
る
と
い
う
こ
と
し
か
、
今
の
法
体
系
で
は
難
し
か

ろ
う
。

さ
す
れ
ば
、
閣
議
決
定
等
々
の
時
間
的
な
余
裕
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
議
論
、
そ
し
て
航
空
機
に
は
無
翠
の

民
が
乗
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
場
合
に
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
議
論
は
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
控
え
た
石
破
防
衛
大
臣
は
、
私
の
質
問
に
真
剣
に
う
な
ず
き
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
テ

ロ
が
日
本
で
起
き
た
場
合
を
想
定
し
て
、

真
剣
な
答
弁
を
し
て
く
れ
た
。
石
破
防
衛
大
臣
は
別
の
場
で
、
私
が
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抱
い
て
い
る
数
々
の
疑
問
に
関
し
、
き
ち
ん
と
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
応
じ
て
い
る
。

外
交
防
衛
委
員
会
で
の
私
の
質
問
は
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

逆
に
、
産
経
新
聞

l
月

18
日
付
け
「
断
」
の
評
論
家
、
宮
崎
哲
哉
氏
に
よ
る
「
『陰
謀
論
』
に
毒
さ
れ
る
民
主
党
」

や
、
週
刊
文
春
の

1
月
28
日
号
に
「
『
9
.
1
1
』
陰
謀
説
を
プ
チ
あ
げ
た
民
主
藤
田
幸
久
に
『
あ
の
人
ダ
イ
ジ
ョ

ブ
？
』」

と
い
う
、
私
を
椰
楡
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

記
事
は
「
民
主
党
に
は
、
ト
ン
デ
モ
議
員
を
止
め
る
奴
は
い
な
い
の
か
！
」
と
い
う
オ
チ
で
締
め
く
く
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
私
を
「
ト
ン
デ
モ
議
員
」
と
非
難
す
る
声
は
、
直
接
私
の
耳
に
は
届
い
て
い
な
い
。

逆
に
、
岩
国
哲
人
さ
ん
や
鉢
呂
吉
雄
さ
ん
な
ど
民
主
党
代
議
士
の
呼
び
か
け
に
よ
る
「

9
.
1
1
に
関
す
る
勉

強
会
」

(
2
月

20
日
）
、
民
主
党
外
交
安
保
部
会
で
の
「
欧
州
議
会
で
の

9
.
1
1
検
証
会
議
報
告
」

(
4
月
）
、
そ

し
て
政
権
交
代
を
実
現
す
る
会

(
5
月

5
日
）
で
の
報
告
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

実
際
、
民
主
党
の
中
に
は
具
体
的
な
疑
問
を
抱
い
て
い
た
議
員
が
想
像
以
上
に
存
在
し
、
独
自
の
調
査
を
始

め
た
り
、

9
.
1
1
の
D
V
D
な
ど
を
後
援
者
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
上
映
す
る
議
員
も
出
て
き
た
。

そ
も
そ
も
、
私
が
あ
え
て
国
会
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
自
民
党
、
防
衛
省
、
外
務
省
の
中
に
も

具
体
的
な
疑
念
を
抱
い
て
い
る
幹
部
が
い
る
こ
と
を
直
接
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
後
の
章
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
が
、
私
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
の
発
言
は
日
本
よ
り
む
し
ろ
海
外
で

評
価
さ
れ
た
。

私
の
も
と
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
内
外
の
多
く
の

一
般
市
民
か
ら
大
量
の
メ
ー
ル
が
殺
到
し
た
。

も
ち
ろ
ん
中
に
は
週
刊
文
春
と
同
じ
よ
う
な
タ

ッ
チ
で
私
を
批
判
す
る
メ
ー
ル
も
あ
っ
た
。
売
国
奴
呼
ば
わ
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3
 

り
の
脅
し
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
批
判
メ
ー
ル
は
全
体
の

1
割
弱
で
、

9
割
以
上
の
メ
ー
ル
は
、
今

回
の
質
問
に
対
す
る
励
ま
し
と
、
情
報
提
供
、
そ
し
て
「
身
辺
に
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
」
と
心
配
し
て
く

だ
さ
る
も
の
ば
か
り
だ

っ
た
。

日
本
で
も
多
く
の

市
民
が
9
.
1
1の
ア
メ

リ
カ
政
府
発
表
に
対
し
て

疑
問
を
抱

い
て
い
た
ー
~
こ
の
こ
と
が
、

国
民
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
数
多
く
の
メ

ー
ル
に
よ

っ
て
実
感
で
き
、
こ
の
上
な
い
励
み
と
な
っ
た
。
し
か

も
、
建
築
士
、
外
国
人
弁
護
士
、

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
県
庁
職
員
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
航
空
会
社
社
員
、
主
婦
、

学
生
な
ど
多
彩
で
、
政
治
的
背
景
の
な

い
人
々
が
ほ
と
ん
で
あ

っ
た
。

「
テ
ロ
は
基
本
的
に
は
戦
争
で
は
な
く
、
犯
罪
」
と
い
う
福
田
総
理
の
答
弁

1
月

10
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
に
先
立

つ
2
0
0
 
7
年

11
月
28
日
の
参
議
院
本
会
議
で
、
私
は
福
田
康
夫
首

相
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

新
テ
ロ
特
別
措
置
法
、
つ
ま
り
イ
ン
ド
洋
で
の
給
油
活
動
延
長
に
関
し
て
、
参
議
院
で
の
審
議
が
始
ま
っ
た

そ
の
最
初
の
質
疑
で
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
の
原
点
を
問

い
た
だ
し
た
わ
け
で
あ
る
。

「
総
理
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
は
犯
罪
で
す
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
、

つ
ま
り
武
力
紛
争
で
す

か

？

こ

れ

こ

そ

、

本

法

案
の
最
も
根
幹
を
な
す
大
前
提
で
す
。
逃
げ
ず
に
お
答
え
下
さ
い

。
も
し
犯
罪
と
す
る
な
ら
ば
、

『犯
罪
者
が
潜

伏
す
る
他
国
の
政
権
を
、
別
の
国
の
軍
隊
が
武
力
で
倒
す
』

こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
テ
ロ

を
戦
争
と
考
え
る
と
し
て
も
、
こ
の
間
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
て
き
た
先
制
攻
撃
に
は
、
証
拠
が
な
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い
ま
ま
に
、
勝
手
な
言

い
訳
で
他
国
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
認
め
る
危
険
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

総
理
、
そ
も
そ
も
テ
ロ
と
の
戦
い
と
は
、
誰
の
誰
に
対
す
る
戦
い
で
す
か
？
こ
れ
が
不
明
確
で
あ
る
が
故
に
、

『不
朽
の
自
由
作
戦
』

(
O
E
F
)
が

『無
差
別
、
報
復
的
』

に
な
り
、
市
民
に
対
す
る

『大
量
破
壊
戦
争
』
と

化
し
た
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
？

9

．
11
同
時
多
発
テ
ロ
を
受
け
て
採
択
さ
れ
た
国
連
決
議

l
3
6
8
号
は
、

テ
ロ
実
行
犯
の
引
渡
し
に
よ
る
解
決
と
、
正
当
防
衛
と
し
て
の
米
国
の
自
衛
権
を
認
め
た
も
の
で
、
他
国
の
体

制
変
換
を
目
的
と
す
る
戦
争
と
し
て
認
め
た
訳
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
総
理
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

テ
ロ
リ
ス
ト
の
掃
討
を
目
指
す
最
近
の

O
E
F
の
軍
事
活
動
は
、
む
し
ろ
テ
ロ
を
誘
発
し
、
憎
し
み
の
連
鎖

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
対
テ
ロ
戦
争
の
あ
り
方
の
検
証
と
見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
お
答
え
下
さ
い
」

そ
れ
に
対
す
る
福
田
首
相
の
答
弁
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

「
テ
ロ
は
い
か
な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
正
当
化
で
き
ず
、
断
固
と
し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま

す
。
国
際
社
会
は
、
テ
ロ
対
策
の
抜
け
穴
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
、
テ
ロ
防
止
関
連
条
約
の
作
成
を
通
じ
て
、
い

わ
ゆ
る
典
型
的
な
テ
ロ
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
犯
罪
と
し
、
各
国
が
こ
れ
を
処
罰
す
る
た

め
の
法
的
枠
組
み
を
着
実
に
整
備
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方、

9
.
1
1
テ
ロ
攻
撃
は
、
高
度
の
組
織
性
、
計
画
性
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
通
常
の
テ
ロ
の
事
例
と
は
次

元
が
異
な
り
、
国
連
憲
章
第

51
条
に
よ
る
武
力
攻
撃
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

2
0
0
 
1
年

9
月
12
日
に
採
決
さ
れ
ま
し
た
決
議

l
3
6
8
に
お
い
て
、
安
保
理
は

9
.
1
1
の
テ
ロ
攻
撃
を
国
際
社
会
の
平

和
と
安
全
に
対
す
る
骨
威
で
あ
る
と
認
定
し
ま
し
た
。

当
時
、
米
国
等
は
、
こ
の
テ
ロ
攻
撃
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
さ
れ
る
ア
ル
カ
イ
ダ
及
び
そ
れ
を

支
援
す
る
タ
リ
バ
ン
に
対
し
て
、
米
国
に
対
す
る
更
な
る
攻
撃
を
防
止
し
又
は
阻
止
す
る
た
め
に
、
ア
フ
ガ
ニ
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ス
タ
ン
の
軍
事
施
設
へ
の
攻
撃
等
の
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

不
朽
の
自
由
作
戦
下
の
米
国
の
活
動
は
、

9
.
11
の
テ
ロ
攻
撃
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
脅
威
を
除
去
す
る

た
め
の
活
動
で
あ
り
、
適
法
に
自
衛
権
を
行
使
す
る
も
の
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご

指
摘
の
安
保
理
決
議
第

1
3
6
8
号
が
国
際
社
会
に
求
め
て
い
る
テ
ロ
行
為
を
防
止
し
抑
止
す
る
た
め
の
努
力

に
も
当
た
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
他
国
の
体
制
変
換
を
目
的
と
す
る
戦
争
で
あ
る
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
」

福
田
首
相
の
答
弁
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

・
テ
ロ
は
正
当
化
で
き
な
い
犯
罪
で
あ
る
。
国
際
社
会
は
そ
の
犯
罪
を
処
罰
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
整
備

し
て
い
る
。
他
方

9
.
1
1
テ
ロ
は
武
力
攻
撃
に
当
た
る
。

・
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
は
、
安
保
理
事
会
が
国
連
憲
章

51
条
の
自
衛
権
に
あ
た
る
と
認
定
し
た

も
の
で
あ
り
、
適
法
で
あ
る
。

・
不
朽
の
自
由
作
戦
は
テ
ロ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
脅
威
を
国
際
社
会
が

一
致
し
て
取
り
除
く
た
め
の
活
動

で
あ
り
、
他
国
の
体
制
変
換
を
目
的
と
す
る
戦
争
で
は
な
い
。

つ
ま
り
福
田
首
相
は
「
テ
ロ
は
犯
罪
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
「
自
衛
権
の
行
使
」

で
あ
っ
て
、
「
戦
争
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

2
 0
0
 
8
年
秋
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
河
村
官
房
長
官
と
中
曽
根
外
務
大
臣
と
の
間
で
「
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

こ
の
米
国
の
行
動
は
適
法
な
自
衛
権
の
行
使
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ン
に
展
開
す
る
国
際
治
安
部
隊

(I
S
A
F
)
は
、
国
際
法
上
は
武
力
行
使
に
あ
た
ら
な
い
が
、
日
本
国
憲
法

上
は
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
武
力
行
使
に
あ
た
ら
な
い
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い

」
と
い
う
政
府
見
解
を
め
ぐ

り
、
度
々
不

一
致
を
露
呈
し
て
立
ち
往
生
し
た
。

麻
生
総
理
に
い
た
っ
て
は
「
国
際
法
と
憲
法
の
解
釈
と
の
間
に
は
乖
離
が
あ
る
」
と
述
べ
て
紛
糾
し
た
ほ
ど

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
政
府
は
内
と
外
で
は
異
な
る
理
屈
を
展
開
す
る
「
説
明
の
つ
か
な
い
戦
争
支
援
」
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
武
力
侵
攻
を
行
っ
た
後
、
イ
ラ
ク
戦
争
も
開
始
し
た
。
そ
の
イ
ラ
ク
戦

争
は
攻
撃
理
由
で
あ
る
大
量
破
壊
兵
器
が
な
か
っ
た
不
当
な
戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
に
加

え
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
も
国
を
安
定
化
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
抗
争
を
激
化
さ
せ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
空
爆
に
よ
っ
て
、

一
旦
は
タ
リ
バ
ン
を
崩
壊
さ
せ
、
カ
ル
ザ
イ
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
が
、
そ
の

後
さ
ま
ざ
ま
な
軍
閥
や
武
装
勢
力
が
力
を
増
し
、
特
に
イ
ラ
ク
戦
争
以
後
は
外
国
か
ら
の
武
装
勢
力
の
流
入
も

激
増
し
、
治
安
が
極
端
に
悪
化
し
た
。
今
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
方
が
イ
ラ
ク
よ
り
も
危
険
な
国
と
言

っ
て
も

過
――¥[I
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
間
日
本
は
武
装
解
除

(D
D
R
)
を
主
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
予
想
以
上
に
成
果
を
上
げ
た
が
、
成

功
の
理
由
は
タ
リ
バ
ン
政
権
崩
壊
直
後
で
、
武
装
勢
力
と
の
対
話
が
や
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
日
本

が
送
り
込
ん
だ
伊
勢
崎
賢
治
氏

（現
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
教
授
）
や
自
衛
隊

O
B
な
ど
の
優
れ
た
対
応
能

力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

誰
も
好
き
好
ん
で
武
装
活
動
を
す
る
者
は
い
な
い

。
生
活
の
た
め
に
武
装
勢
力
に
参
加
す
る
彼
ら
の
心
情
を

良
く
知
っ
て
い
た
伊
勢
崎
さ
ん
は
、
武
装
交
渉
に
あ
た
っ
て
、

一
人

一
人
の
ゲ
リ
ラ
兵
士
か
ら
生
活
へ
の
不
安
、
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

家
族
を
ど
う
や
っ
て
面
倒
を
見
て
い
る
か
を
問
い
か
け
な
が
ら
、
武
装
解
除
へ
の
約
束
を
取
り
付
け
て
い
る
。

い
わ
ば
心
と
心
の
対
話
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
戦
争
を
や
め
る
よ
う
に
お
互
い
に
協
力
し
よ
う
」
と
い
う

気
持
ち
を
芽
生
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
プ
ラ
ス
の
努
力
が
そ
の
後
、
ど
ん
ど
ん
崩
れ
て
き
て

い
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
後
ア
メ

リ
カ
に
対
す
る

反
発
が
日
に
日
に
大
き
く
な
り
、
そ
れ
が
カ
ル
ザ
イ
政
権
に
対
す
る
恨
み
に
変
化
し
て
き
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
自
爆
テ

ロ
や
仕
掛
け
爆
弾
な
ど
が
激
増
し、

2
0
0
 
7
年
に
は
自
爆
テ
ロ
で

1
2
0
0
 

人
が
命
を
失
い
、
地
雷
や
ク

ラ
ス
タ
ー
爆
弾
に
よ
っ
て

8
0
0
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
。

国
連
の
ブ
ラ
ヒ
ミ
特
使
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
状
況
を
指
し
て
、

一
に
治
安
、

二
に
治
安
、

三

に
治
安
と

述
べ
て
い
る
が
、
今
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
復
興
支
援
を
行
う
た
め
の
土
台
と

な
る
治
安
構
造
改
革

(
S
S
R
)
で
あ
る
。

テ
ロ
と
い
う
犯
罪
を
抑
止
す
る
は
ず
だ

っ
た
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
活
動
が
、
今
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
国
民
を
苦

し
め
る
自
爆
テ
ロ
の
連
鎖
を
生
み
出
し
、
国
民
の
支
持
を
失
い
つ
つ

あ
る
カ
ル
ザ
イ
政
権
に
よ
る
有
効
支
配
は

首
都
カ
ブ
ー
ル
な
ど
の
限
ら
れ
た
地
域
ま
で
狭
ま
っ
て
い
る
。

最
近
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
自
ら
が
、
外
国
軍
の
誤
爆
な
ど
に
よ
る
無
実
の
市
民
に
対
す
る
殺
傷
へ
の
抗
議
と
停

止
を
呼
び
か
け
た
り
、
タ
リ
バ
ン
と
の
和
解
政
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
の
も
、
そ
れ
だ
け
追
い
込
ま
れ
て
い
る

証
拠
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
内
陸
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
武
装
勢
力
、
武
器
、
麻
薬
な
ど
の
出
入
り
は
、
長
く
入
り
組
ん

だ
国
境
を
接
す
る
多
く
の
隣
国
か
ら
陸
路
で
行
わ
れ
る
の
が
多
い
の
が
自
明
の
理
で
あ
る
。

そ
れ
を
、
遠
い
イ
ン
ド
洋
の
海
上
で
ア
メ
リ
カ
軍
な
ど
へ
の
給
油
活
動
を
続
け
る
こ

と
は
、
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ン
の

一
般
国
民
の
復
興
支
援
に
あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
民
が
知
れ
ば
反
発
を

感
じ
る
行
為
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
日
本
が
給
油
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
、
当
の
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
も

近
年
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
り
、
反
米
意
識
の
強
い
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
、
政
府
は
パ
キ
ス
タ
ン
が
「
不

朽
の
自
由
作
戦
」

(O
E
F
)
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
は
と
ん
ど
国
民
に
知
ら
せ
て
い
な
い
は
ど
で
あ
る
。

ま
た
イ
ラ
ク
で
の
ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
国
民
の
半
数
以
上
が
「
失
敗
」
と
認
め
て
い
る
が
、

米
軍
撤
退
後
も
そ
の
負
の
遺
産
と
余
波
は
ア
メ
リ
カ
国
内
と
イ
ラ
ク
の
両
方
で
長
く
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

イ
ラ
ク
で
の
ア
メ
リ
カ
兵
の
戦
死
者
は

2
0
0
 
9
年

1
月
に
は

4
2
2
4
人
に
達
し
た

(A
P
通
信
2
0
0
 
9
 

年

1
月

11
日
発
表
に
よ
る
）
。
こ
れ
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
死
者

6
3
0
人

(
A
F
P
通
信
l
月

3
日
発
表
）

を
加
え
る
と
、
両
国
で
の
ア
メ
リ
カ
兵
の
戦
死
者
は

4
8
5
4
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
各
紙
の
報
道
を
も
と
に
イ
ラ
ク
国
民
の
戦
死
者
数
を
推
計
し
て
い
る

「
イ
ラ
ク
・
ボ
デ
ィ
ー
・
カ
ウ
ン
ト
」

に
よ
れ
ば
、

2
0
0
 
9
年

1
月
に
は

9
万
3
0
0
人
な
い
し

9
万
8
5
0
0
人
の
推
定
死
亡
者
数
が
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
世
界
保
健
機
関

(W
H
o
)
は
2
0
0
 
8
年

1
月
の
時
点
で
イ
ラ
ク
政
府
と
共
同
で
調
査

し
た
結
果
と
し
て

15
万
.
-
-
s
O
O
O
人
と
い
う
数
字
を
発
表
し
て
い
る
。

「
報
復
」
は
憎
し
み
の
連
鎖
を
生
み
、
さ
ら
な
る
「
報
復
」
を
招
い
て
い
る
。

海
外
で
家
族
が
犯
罪
や
自
然
災
害
の
被
害
者
に
な
っ
た
場
合
、

4
小
泉
総
理
に
対
す
る
遺
族
の
直
訴

そ
の
家
族
に
は
国
内
で
の
事
件
の
被
害

に
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遭
っ
た
場
合
の
何
倍
も
の
重
圧
が
か
か
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

ま
ず
、

言
薬
が
わ
か
ら
な
い

。
誰
に
頼
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

。
現
地
の
警
察
や
役
所
に
問
い
合
わ
せ
る

と
い
っ
た
こ
と
は
、
一
般
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
想
像
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
だ
。

さ
ら
に
遠
く
離
れ
た
海
外
に
行
く
た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
仕
事
を
休
め
ば
よ
い
か
も
見
当
が
つ
か
な
い

。
何

度
渡
航
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い

。
そ
の
間
に
必
要
に
な
る
経
済
的
負
担
に
つ
い
て
も
想
像
が
つ

か
な
い

。

先
に
私
は
、
日
本
政
府
は
、
「
テ
ロ
と
の
戦
い
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
日
本
も
当
事
者
な
の
で
す
」
と

い
っ
た
答
弁
ば
か
り
し
て
い
る
と
書
い
た
。
犯
罪
被
害
者
の
家
族
の
戦
い
は
、
ま
さ
に
当
事
者
の
戦
い
で
あ
り
、

遠
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
問
題
で
は
な
い
。

9
.
1
1
の
恐
ろ
し
い
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
被
害
者
の
家
族
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
連
絡
を
受
け
る
と

と
も
に
、
家
族
が
「
生
き
て
い
て
欲
し
い
」
と
い
う
必
死
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
何
が
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な

い
状
態
で
現
地
に
飛
ん
で
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

9
.
1
1
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
機
関
と
市
民
団
体
は
、
被
害
者
に
対
し
て
ど
う
い
う
対
応
を
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
と
き
の
実
情
が
描
写
さ
れ
て
い
る
本
が
あ
る
。
著
者
は
グ
レ
ッ
グ
・
マ
ニ
ン
グ
氏
。

9
.
1
1

の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
全
身
の

83
％
に
火
傷
し
た
妻
の
ロ
ー
レ
ン
さ
ん
が
、
医
師
の
努
力
に
支
え
ら
れ
て
生

還
し
た
記
録
で
あ
る

『
9
月
11
日
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』

（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
と
い
う
邦
訳
本
で
あ
る
。

妻
ロ
ー
レ
ン
さ
ん
は

7
0
人
も
の
犠
牲
者
を
出
し
た
カ
ン
タ
ー

・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
社
の
社
員
で
あ
る
。

9
.
11
当
日
に
北
タ
ワ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
に
行
こ
う
と
し
て

1
階
ロ
ビ
ー
に
到
着
し
た
と
た
ん
、
噴
出
し
て
き
た

炎
の
塊
に
包
み
込
ま
れ
全
身
に
火
傷
を
負
っ
た
。

マ
ニ
ン
グ
氏
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
幼
子
を
か
か
え
な
が
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ら
、
必
死
で
妻
の
看
病
を
す
る
。

そ
の
と
き
の
心
の
動
き
、

医
師
の
戦
い
、
社
会

の
対
応
に
つ
い
て
綴
っ
た
日

記
が
、
友
人
の
勧
め
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

事
故
直
後
の
マ
ニ
ン
グ
氏
は
、
死
線
を
さ
ま
よ
う
妻

ロ
ー
レ
ン
さ
ん
に
か
か
り

つ
き
り
だ
っ
た
。
災

害

の

補

償
や
、
医
療
助
成
に
つ
い
て
の
手

続
き
を
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、

10
月
7
日
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

そ
の
日
の
日
記
に
は
、

司

法
省
に
よ

っ
て
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
中
西
部
の
ピ
ア

94番
地

に

設
置

さ
れ
た
家
族
援
助

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
様

子
が
書

か
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
行
く
に
は
、
4
カ
所
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
身
分
証
明
書
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
誓
の
係
官
が
い
て
、
そ
の
前
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
救
済
機
関
の
リ
ス
ト
や
電
話
番
号
、
施
設
の
地
図
な
ど
の
印
刷

物
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
た
。
（中
略
）

入
口
を
抜
け
る
と
放
射
状
の
空
間
が
広
が
り
、
間
仕
切
り
が
並
ん
だ
通
路
が
あ
る
。
ま
る
で
産
業
展
示
会
を
思
わ
せ
る
セ
ク
シ
ョ

ン
が
並
ん
で
い
る
。
産
業
展
示
会
と
の
違
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
こ
と
だ
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
消
防
局
」
「
犯
罪
犠
牲
者
委
員
会

(c
v
B
)」
「
社
会
保
障
」
「
労
災
補
償
」
「
連
邦
捜
査
局

(F
B
ー
）
」
「
労
働
省
」
。

長
い
通
路
に
こ
う
し
た
機
関
の
名
前
が
た
だ
並
ん
で
お
り
、
そ
の
中
に
―
つ
だ
け
民
間
の
会
社
名
が
あ

っ
た
。
「
カ
ン
タ
ー
・
フ
ィ
ッ

ッ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
社
」
。

私
は
こ
こ
か
ら
届
け
出
作
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
決
め
て
、
カ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
を
受
け
、
資
料
を
も
ら
っ
た
。

資
料
に
は
カ
ン
タ
ー
の
家
族
が
届
け
出
を
す
る
た
め
の
機
関
へ
の
訪
間
順
序
が
書
か
れ
て
い
た
。

お
よ
そ
20
ほ
ど
の
機
関
名
が
書
か
れ
た
そ
の
資
料
は
、
亡
く
な

っ
た
犠
牲
者
の
家
族
が
法
律
上
の
手
続
き
を
す
る
役
所
や
慈
善
団

体
の
一
覧
表
だ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
機
関
を
訪
ね
て
、
社
会
保
障
、
労
災
補
償
、
死
亡
保
険
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
た
め
の
届

日本にも 広がり始めた疑問の声 第2迂 106 



け
出
を
す
る
わ
け
だ
。
（中
略
）

カ
ン
タ
ー
か
ら
渡
さ
れ
た
資
料
は
、
主
に
亡
く
な

っ
た
犠
牲
者
の
家
族
を
対
象
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
、
ひ
ど
い
傷
害
を
受
け
た

口
ー
レ
ン
に
適
合
す
る
機
関
が
ど
こ
な
の
か
、
一
読
し
た
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
私
は
ま
ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
消
防
局
に
立
ち
寄

っ
た
。
セ
ン
ト
・
ヴ

ィ
ン

セ
ン
ト
病
院
に
ロ
ー
レ
ン
を
移
送
し
て
き
た

救
急
隊
員
の
名
前
を
調
べ
た
か

っ
た
か
ら
だ
。

（中
略
）
ロ
ー
レ
ン
に
と

っ
て
、

と
り
わ
け
助
け
に
な
り
そ
う
な
機
関
は
、
各
地
か
ら

届
け
ら
れ
た
善
意
や
救
援
基
金
を
扱
っ
て
い
る

N
P
o
（
非
営
利
団
体
）
だ
っ
た
。
「
セ
ー
フ
・
ホ
ラ
イ
ゾ
ン

(
S
H
)
」
「
エ
ン
ジ
ェ

ル
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

(C
A
N
)」
「
仏
教
慈
善
財
団
」
「
赤
十
字
杜
」
な
ど
の

N
P
O
も
並
ん
で
い
た
。

私
は
、
ロ
ー
レ
ン
の
代
わ
り
に
政
府
機
関
で
あ
る
「
犯
罪
犠
牲
者
委
員
会
」
の
届
け
出
に
記
入
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
機
関
は
労

災
の
医
療
費
を
上
限
な
し
で
補

っ
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
法
的
な
委
任
状
な
し
で
ロ
ー
レ
ン
の
代
わ
り
に
私
が
サ
イ
ン
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
断
ら
れ
た
。
労
災
被
害
者
自
身
が
サ
イ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
。

私
は
、
ロ
ー
レ
ン
は
人
工
呼
吸
器
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
う
え
に
、
し
ば
ら
く
の
間
、
昏
睡
状
態
が
続
く
か

も
し
れ
な
い
と
述
べ

、
そ
の
後
も
す
ぐ
に
は
サ
イ
ン
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
伝
え
た
。
職
員
は
、
ロ
ー
レ
ン
が
目
覚
め
れ
ば
た
ぶ
ん
口

述
で
委
任
状
を
作
れ
る
だ
ろ
う
と
言

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
私
は
、
ロ
ー
レ
ン
が
サ
イ
ン
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
況
を
確
認
し
て

証
明
し
て
も
ら
え
な
い
か
尋
ね
た
。
職
員
は
可
能
性
に
つ
い
て
調
べ
て
は
く
れ
た
も
の
の
、
そ
う
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
。

次
に
、
「
犯
罪
犠
牲
者
委
員
会
」
の
テ
ー
ブ
ル
の
隣
の
「
セ
ー
フ
・
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
」
と
い
う
救
援

N
P
O
の
テ
ー
ブ
ル
を
訪
ね
た
。

こ
の
機
関
は
政
府
や
民
間
の
基
金
を
も
と
に
、
犯
罪
や
暴
力
の
被
害
を
受
け
た
人
々
に
対
し
て
生
活
を
立
て
直
す
た
め
の
緊
急
援
助

を
行
っ
て
い
る

N
P
o
だ

っ
た
。
特
に
、
法
的
扶
助
が
お
よ
ば
な
い
場
合
や
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
、
あ
る
い
は
今
回
の
よ
う
に
犯

人
か
ら
の
賠
償
が
得
ら
れ
な
い
場
合
な
ど
で
、
法
律
の
対
応
が
遅
れ
て
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
前
に
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
機
関
だ

っ
た
。
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「
セ
ー
フ

・
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
」
に
置
い
て
あ

っ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
な
が
ら
、
そ
こ
に
い
た
男
性
に
話
を
聞
け
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
。

彼
は
自
分
の
左
側
を
見
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
い
た
ほ
か
の
2
人
の
手
が
空
い
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
、
0
k
と
言
っ
た
。

2
、
3
分
話
し
た
後
、
彼
も
ロ
ー
レ
ン
の
代
わ
り
に
私
が
サ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
調
べ
に
立
ち
上
が
っ
た
。
数
分
後
に

戻
っ
て
来
た
彼
の
答
え
は
「
ノ
ー
」
だ

っ
た
。

「9
月
11
日
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
（グ
レ

ッ
グ

・
マ
ニ
ン
グ
著
、
菅
原
秀
訳

勝
手
が
わ
か
ら
な
い
国
で
、

し
か
も
語
学
の

ハ
ン
デ
ィ
ー

こ
の
本
を
読
ん
で
感
心
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
機
関
が
被
害
者
家
族

へ
の
便
宜
の
た
め
に
、
あ
ち
こ

ち
を
訪
ね
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
、
窓
口
を
一
ケ
所
に
ま
と
め
た
セ
ン
タ
ー
を
迅
速
に
作
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

さ
ら
に
犯
罪
被
害
者
救
援
の
た
め
の

N
P
o
（
非
営
利
活
動
団
体
）
が
、
被
害
者
家
族
の
た
め
の
窓
口
を
開
い
て
、

資
金
支
援
も
含
め
た
活
動
を
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
建
物
内
に
行
政
機
関
と
と
も
に
窓
口
を
開
い
て
い
る
点

も
特
筆
に
価
す
る
。

マ
ニ
ン
グ
氏
は
、

N
P
o
「
セ
ー
フ
・
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
」
で

「
ノ
ー
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
あ
ち
こ
ち
の
機

関
を
た
ら
い
ま
わ
し
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

各
機
関
の
職
員
が
本
部
に
電
話
を
し
て
、
現
場
窓
口

と
本
部
の
見
解
の
違

い
を
指
摘
し
た
り
、
親
切
な
弁
護
士
が
介
入
し
て
く
れ
て
担
当
機
関
に
厳
重
に
抗
議
を
す

る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
散
々
苦
労
を
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
支
援
の
可
能
性
を
広
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
窓
口
が
そ
ろ
っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
機
関
も
そ
れ
ぞ
れ
の
縦
割
り
行
政
の
違

い
や
思
惑
を
抱
え
て
お
り
、
マ
ニ
ン
グ
氏
は
大
変
な
思
い
で
神
経
を
す
り
減
ら
し
な
が
ら
、
補
償
に
た
ど
り
着

く
こ
と
が
で
き
た
。

ア
メ
リ
カ
人
以
外
の
被
害
者
家
族
に
と
っ
て
は
、

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
社
p
5
8ー

p
6
3
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も
あ
る
状
態
で
、
こ
う
し
た
機
関
と
渡
り
合
う
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

日
本
人
被
害
者
の
家
族
は
、
は
た
し
て
こ
の
家
族
救
援
セ
ン
タ
ー
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
が
、
そ
う
し
た
複
雑
な
手
続
き
の
ケ
ア
ー
を
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本

人
被
害
者
の
家
族
が、

司
法
省
に
よ
る
補
償
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
記
事
が

見
つ
か

っ
た
。

【日
本
経
済
新
聞
2
0
0
 
3
年

9
月
11
日
】

日
本
の
被
害
者
も
支
援
要
望
し
て

（略
）
先
月
末
、
米
国
の
犯
罪
被
害
者
保
護
の
実
情
視
察
の
た
め
第
一
東
京
弁
護
土
会
の
志
賀
こ
ず
江
弁
護
士
ら
三
人
が
司
法
省
を

訪
れ
る
と
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
担
当
検
事
ら
か
ら
逆
に
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
。
「
日
本
に
い
る
同
時
テ
ロ
の
被
害
者
や
遺
族
に

支
援
が
行
き
届
か
な
い
の
で
は
と
悩
ん
で
い
る
」

．．．
o

テ
ロ
の
被
害
者
支
援
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
や
民
間
基
金
、
地
元
の
遺
族
会
な
ど
様
々
な
機
関
が
手
掛
け
、
司
法
省
は
支
援
の
総
合

窓
口
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
テ
ロ
実
行
犯
の
刑
事
裁
判
の
審
理
状
況
を
被
害
者
側
に
通
知
す
る
う
え
、
公
判
を
傍
聴
す
る
手

続
き
も
引
き
受
け
る
。
精
神
的
シ
ョ

ッ
ク
が
大
き
い
被
害
者
に
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
治
療
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
専
門
機
関
の
紹
介
な

ど
を
行
い
、
米
国
内
の
被
害
補
償
制
度
の
利
用
の
仕
方
も
二
十
四
時
間
態
勢
で
相
談
に
乗
る
職
員
を
配
置
す
る
。

担
当
検
事
は
「
国
籍
や
人
種
を
問
わ
ず
被
害
者
全
体
を
カ
バ
ー
し
た
い
」
と
い
う
が
、
時
差
や
言
葉
の
壁
で
米
国
外
に
出
た
被
害

者
と
の
連
絡
は
途
絶
え
が
ち
。
被
害
者
の
現
状
を
把
握
し
に
く
い
う
え
、
支
援
策
の
内
容
も
十
分
に
伝
わ

っ
て
い
な
い
の
で
は
と
の

懸
念
を
抱
く
。
「
日
本
人
の
被
害
者
や
遺
族
に
支
援
策
の
内
容
を
知
ら
せ
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
で
不
備
が
な
か

っ
た
か
も
尋
ね
て
ほ

し
い
」
。
（後
略
）
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こ

う

し

た

こ

と

を

最

初

に

取

り

次

ぐ

責

任

が

あ

る

の

は

、

日

本

政

府

で

あ

る

。
米

国

司

法

省

が

外

務

省

を

通

じ

ず

に

日

本

の

弁

護

士

会

に

相

談

を

持

ち

か

け

た

の

だ

か

ら

、

ど

こ

か

で

情

報

の

伝

達

が

途

切

れ

て

し

ま

い

、

司

法

省

と

し

て

も

途

方

に

く

れ

て

い

た

も

の

だ

と

思

わ

れ

る

。
こ

の

新

聞

記

事

か

ら

は

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

総

領

事

が

き

ち

ん

と

被

害

者

家

族

と

司

法

省

と

の

橋

渡

し

を

し

て

い

な

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

判

断

せ

ざ

る

を

得

な

い

。

さ

ら

に

民

間

N
P
O
か

ら

の

支

援

も

、

日

本

人

被

害

者

に

届

い

て

い

る

か

ど

う

か

疑

わ

し

い

。

次

の

よ

う

な

記

事

が

あ

る

。

【
週
刊
新
潮
2
0
0
 2年
9
月
12
日】

世
界
に
流
れ
た
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
テ

ロ
の
映
像
。
米
国
に
は
世
界
中
か
ら
巨
額
の
義
捐
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
事
件
後
、
米
国
に
集

ま
っ
た
義
捐
金
の
総
額
は
約

9
億

8
0
0
 
0
万
ド
ル

（約

1
1
5
0
億
円
）
に
の
ぽ
る
。
そ
の
大
半
が
赤
十
字
経
由
で
集
め
ら
れ
た

と
い
う
が
、
金
は
ど
う
分
配
さ
れ
た
の
か
。
米
国
赤
十
字
の
ナ
ン
シ
ー
・
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
女
史
（
広
報
担
当
）
に
よ
れ
ば
、
「
義
損
金
は
、

遺
族
へ
の
資
金
援
助
は
も
ち
ろ
ん
、
重
症
者
へ
の
支
援
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
支
援
に
使
っ
て
い
ま
す
」

米
国
赤
十
字
で
は
被
害
者
が
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
給
与
明
細
な
ど
を
提
出
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
自
動

的
に
支
給
し
て
い
る
。
遺
族
に
は

3
カ
月
分
の
生
活
費
が
支
給
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
子
供
の
学
費
な
ど
も
面
倒
見
て
き
た
と
い
う
。

「
遺
族
は
平
均
し
て

12
万

1
0
0
0
ド
ル
（
約

1
4
3
0
万
円
）
の
援
助
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
現
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
に
引
越
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
人
、

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
あ

っ
た

レ
ス

ト
ラ
ン
で
慟
い
て
い
た
人
や
、
そ
の
区
域
で
営
業
し
て
い
た
リ
ム
ジ
ン
の
運
転
手
の
生
活
援
助
な
ど
、
テ

ロ
の
被
害
に
あ

っ
た
人
す

べ
て
を
援
肋
し
て
い
る
ん
で
す
。
え
え
、
も
ち
ろ
ん
金
額
の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
」
（
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
女
史
）
（
中
略
）
テ
ロ
の
義
損

金
は
日
本
か
ら
も
送
ら
れ
、
そ
の
金
額
は
総
額
で

50
億
円
以
上
と
い
わ
れ
日
本
赤
十
字
経
由
の
も
の
だ
け
で

22
億

5
0
0
0
万
円
に
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の
ぼ
る
。
こ
の
義
損
金
は
、
い
っ
た
ん
米
国
に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
赤
十
字
に
再
分
配
さ
れ
る
と
い
う
。

（中
略
）
日
本
赤
十
字
杜
に
聞
い
て
み
る
と
、
こ
れ
が
何
と
も
不
思
議
な
答
え
。
「
米
国
赤
十
字
か
ら
邦
人
へ
の
援
助
金
は
届
い
て

い
ま
す
が
、
金
額
は
22
家
族
分
で
合
計
7
4
0
0
万
円
で
し
た
。
な
ぜ
と
言
わ
れ
て
も
我
々
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
援
助
の
対
象
に

な
っ
て
な
い
残
り
2
遺
族
は
、
き
っ
と
米
国
で
受
け
取
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
」
（
企
画
広
報
課
）
な
ん
と
1
遺
族
あ
た
り
た
っ
た
の

3
 0
0
万
円
で
あ
る
。
米
国
の
犠
牲
者
遺
族
が
補
償
金
も
合
わ
せ
て
受
け
取
る
金
額
か
ら
す
る
と
、
日
本
の
遺
族
は
そ
の
10
分
の
1

も
受
け
取

っ
て
い
な
い
。

日
本
赤
十
字
で
は

2
0
0
 
1
年

9
月

18
日
か
ら

10
月

17
日
ま
で
の
一
カ
月
間
、

H
K
の
協
力
を
得
て
米
国

に
送
金
す
る
義
捐
金
を
募
集
し
、
合
計

22
億
円
を
集
め
、

5
回
に
わ
た
っ
て
米
国
赤
十
字
に
送
金
し
て
い
る
。

同
年

9
月

2
8
日
、
米
国
赤
十
字
か
ら
日
本
在
住
の
関
係
家
族
の
ケ
ア
を
し
て
欲
し
い
旨
の
連
絡
が
あ
り
、

日
赤
が
窓
口
と
な
っ
て
、
航
空
券
の
支
給
、
ホ
テ
ル
の
手
配
、
空
港
で
の
送
迎
の
手
配
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

家
族
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
日
赤
は
、
米
国
赤
十
字
と
協
議
を
し
、

11
月

7
日
に
葬
儀
費
用
の
補
助
を
開
始
、

さ
ら
に

2
0
0
 
2
年

1
月

30
日
に
は
、
亡
く
な
っ
た
人
に
経
済
的
に
依
存
し
て
い
た
家
族
の
方
々
に

12
カ
月
相

当
分
の
支
援
金
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
受
診
費
用
、
そ
の
他
の
諸
経
費
の
支
援
を
行
う
と
の
通
知
を
行
い
、
申
請

し
た
家
族
に
対
し
て
送
金
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
財
政
支
援
と
は
別
に
、
米
国
赤
十
字
が
日
赤
を
通
さ
ず
に
直
接
日
本
人
被
害
者
家
族
に
支
援
し
た

も
の
も
あ
る
。
ま
た

2
0
0
 3年
に
な
っ
て
か
ら
は
各
遺
族
に
対
し
て
一
律

5
万
5
0
0
0
ド
ル
（
約

6
6
0
万

円
）
の
追
加
支
援
金
が
米
国
赤
十
字
か
ら
直
接
支
給
さ
れ
て
い
る
。

一
連
の
支
援
の
大
部
分
は

2
0
0
 
3
年
上

半
期
に
終
了
し
た
が
、

一
部
に
つ
い
て
は

2
0
0
 
4
年
ま
で
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
赤
十
字
は
民
間
団
体
で
あ
る
か
ら
、
外
務
省
に
は
責
任
が
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
、
外
務
省
の

邦
人
保
護
を
担
当
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
米
国
赤
十
字
の
支
援
事
業
に
関
す
る

お
知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
米
国
赤
十
字
に
よ
る
最
初
で
最
後
の
「
米
国
赤
十
字

9
.
1
1
メ
ン

タ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
説
明
会
が
、

2
0
0
 
7
年

11
月
に
東
京
、
神
戸
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

こ

こ
で
も
米
国
赤
十
字
が
、
そ
の
後
日
本
の
被
害
者
の
家
族
か
ら
の
音
沙
汰
が
な
い
こ
と
か
ら
、
総
領
事
館
に
相

談
を
持
ち
か
け
て
、
日
本
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
外
務
省
が
米
国
赤
十
字
の
よ
う

な

N
P
O
と
協
力
し
て
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
積
極
的
に
評
価
し

た
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
事
件
よ
り

6
年
も
経
っ
て
か
ら
「
最
初
で
最
後
の
」
説
明
会
を
行
う
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。

あ
る
被
害
者
の
方
に
よ
る
と
「
援
助
金
と
し
て
現
金
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
は
な
い

。

1
周
年
式
典
の
際
の
交

通
宿
泊
費
は
米
国
赤
十
字
で
は
な
く
、
国
際
赤
十
字
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

「
米
国
赤
十
字

9
.11
メ
ン
タ
ル

・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
日
本
の
被
害
者
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
、
米
国
在
住
の
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
来
日
時
に
、
そ
の
説
明
を
受
け
た
そ
う
で
あ
る
。

日
米
の
赤
十
字
以
外
に
も
、
米
国
で
は
多
く
の

N
P
O
が
犠
牲
者
家
族
へ
の
支
援
を
申
し
出
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
国
籍
を
問
わ
ず
支
援
を
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
官
民
の
多
く
の
善
意
が
、
日
本
人
遺
族
に
ど

れ
だ
け
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
政
府
は
そ
う
し
た
善
意
を
受
け
止
め
る
手
続
き
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
ケ

ア
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

家
族
を
失
っ
た
悲
し
み
は
金
銭
で
は
決
し
て
ま
か
な
え
な
い
。
し
か
し
具
体
的
な
支
援
が
直
接
届
く
こ
と
で
、

家
族
に
と
っ
て
少
し
で
も
支
え
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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さ
て
、
事
件
の

1
年
後
の

2
0
0
 
2
年

9
月
12
日
、
そ
の
前
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
を

訪
れ
た
日
本
人
被
害
者
家
族
の

一
行
は
、
国
連
で
の
演
説
の
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
て
い
た
小
泉
純

一

郎
首
相
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
を
訪
ね
た
。

小
泉
首
相
も
ま
た
前
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
を
訪
れ
て
献
花
し
て
追
悼
の
意
を
表
明
し
た
こ
と
を
家
族
に

報
告
し
、
こ
の

1
年
間
の
心
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

家
族
の
側
か
ら
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
白
鳥
晴
弘
さ
ん
だ
っ
た
。
証
券
会
社
の
カ
ン
タ
ー
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
社
に
勤
務
し
て
い
た

一
人
息
子
の
敦
さ
ん

（当
時

36
歳
）
が
被
害
に
あ
い
、
亡
く
な
っ
て
い
る
。

白
鳥
さ
ん
は
私
に
対
し
て
、
小
泉
首
相
に
話
し
た
内
容
を
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

「
私
は
、
小
泉
総
理
に
対
し
て
、
あ
な
た
は
日
本
の
首
相
で
す
か
ら
、
い
わ
ば
親
の
立
場
に
あ
る
人
で
す
と
語

り
か
け
ま
し
た
。
親
の
立
場
で
あ
る
人
が
、
被
害
者
に
対
し
て
、
何
も
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
の

で
は
な
い
か
。
地
球
は

一
っ
と
い
う
認
識
で
若
い
人
が
海
外
で
活
動
し
て
い
る
。
不
幸
に
も
海
外
で
犯
罪
の
犠

牲
に
な
っ
て
も
、
日
本
政
府
は

『知
り
ま
せ
ん
よ
』
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い

。

補
償
を
し
て
く
れ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
私
た
ち
に
情
報
を

伝
え
、
最
低
限
の
通
訳
や
解
説
を
す
る
形
で
、
き
ち
ん
と
私
た
ち
被
害
者
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
訴
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
形
で
亡
く
な
っ
た
被
害
者
に
対
し
て
も
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
の
は
理
不
尽
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
は
全
額
控
除
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
控
除
す
る
対
策
を
講
じ
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
」

小
泉
首
相
は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
「
日
本
政
府
が
何
も
し

て
い
な
い
」
と
い
う
家
族
の
訴
え
を
知
り
、
内
心
驚
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
面
会
の
場
に
は
、
小
泉
首

相
に
対
し
て
「
一
体
、
こ
の
責
任
を
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
」
と
強
い
口
調
で
何
度
も
食
い
下
が
っ
た
家
族
も
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い
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
あ
る
。
白
鳥
さ
ん
た
ち
家
族
は
事
件
の
後
、
政
府
が
被
害
者
の
家
族
を
集
め
て
今
後
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
に
つ
い
て
、
助
言
を
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
待
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
連
絡
や
政
府
主
導
に
よ
る
会
合
は

一
度
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
政
府
か
ら
は
時
折
、

各
家
族
に
ア
メ
リ
カ
の
各
官
庁
や
州
政
府
が
作
成
し
た
分
厚
い
英
語
の
文
書
が
、
送
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

ど
う
い
っ
た
対
応
を
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の
で
外
務
省
に
問
い
合
わ
せ
て
も
、
受
け
答
え
は
丁

寧
だ
っ
た
も
の
の
、
具
体
的
な
対
応
の
仕
方
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
文
書
は
保
険
や
補

償
に
関
す
る
重
要
書
類
で
あ
っ
た
が
、
各
家
族
は
英
語
で
書
か
れ
た
分
厚
い
文
書
を
手
に
し
て
、
た
め
息
を
つ

く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
部
分
の
被
害
者
は
富
士
銀
行
（
当
時
）
な
ど
の
大
企
業
に
勤
め
て
い
た
わ
け
だ
が
、
渡
航
の
連
絡
や
通
訳

な
ど
は
勤
務
先
が
ケ
ア
し
て
い
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
日
本
赤
十
字
か
ら
の
渡
航
費
支
援
が
あ
っ
た
も
の
の
、
日

本
政
府
か
ら
は
渡
航
費
や
宿
泊
費
な
ど
の
支
援
は

一
切
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
冷
た
い
対
応
を
さ
れ
な
が
ら
も
、

9
.
1
1
被
害
者
の
家
族
た
ち
は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
思
い
を
持
つ

人
々
が

二
度
と
現
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
海
外
で
犯
罪
被
害

に
あ
っ
た
人
々
を
救
済
す
る
シ
ス

テ
ム
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。
言
葉
の
壁
に
対
し
て
被
害
者
の
側
に
立
っ
て
き
め
細
か
く
ケ

ア
す
る
施
策
は
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

9
.
1
1
被
害
者
の
家
族
の
声
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
。
そ
れ
が
テ
ロ
対
策
の
第

一
歩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
は
ず
だ
。
日
本
政
府
は
、
ま
だ
そ
の
第
一
歩
を
踏
ん
で
い
な
か
っ
た
の
だ
。
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ま
た
、
日
本
側
捜
査
当
局
は
、
他
の
犯
罪
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
厳
密
な
捜
査
活
動
や
遺
体
確
認
活
動
は
行
わ

ず
、
現
地
領
事
館
が
米
国
の
各
機
関
か
ら
入
手
し
た
書
類
を
も
と
に
、
そ
れ
を
遺
族
に
伝
達
す
る
と
い
っ
た
程

度
の
こ
と
し
か
や
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

。

人
類
史
上
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
余
り
に
も
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
が
故
に
、
ご
遺
族
は
、
そ
の
か
け
が
え

の
な
い
肉
親
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
亡
く
な
っ
た
か
を
尋
ね

る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
ま
ま
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
航
空
事
故
調
査
委
員
会
と
い
う
も
の
が
遺
族

に
対
し
て
事
故
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
律
が
あ
る
。

私
は
、
当
然
そ
う
し
た
報
告
を
日
本
人
遺
族
に
対
し
て
行
う
よ
う
、
日
本
政
府
の
方
か
ら
同
委
員
会
に
対
し

て
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
、

2
0
0
 
8
年

4
月
24
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
求
め
た
。
だ
が
、
木
村
外
務

副
大
臣
の
答
弁
は
次
の
通
り
、
木
で
鼻
を
く
く
っ
た
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。

「
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
か
ら
の
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
い
と
い
う
御
遺
族
の
意
向
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
死
亡
宣
告
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
死
体
が
発
見
で
き
な
い
方
の
遺
族
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

政
府
と
し
て
も
い
ろ
ん
な
形
で
最
大
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
結
論
的
に
言
え
ま
す
こ
と
は
、

そ
の
過
程
で
御
遺
体
を
確
認
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
遺
族
か
ら
出
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
」

私
は
、
遺
族
の
方
々
何
人
か
と
お
会
い
し
た
が
、
そ
も
そ
も
航
空
事
故
調
査
委
員
会
の
存
在
や
遺
族
に
対
す

る
報
告
義
務
、
遺
体
確
認
の
世
界
的
な
技
術
と
レ
ベ
ル
、
ア
メ
リ
カ
人
遺
族
や
消
防
士
の
遺
族
な
ど
が
ア
メ
リ

5

7
年
経
っ
て
テ
ロ
被
害
者
救
済
に
動
き
始
め
た
日
本
政
府
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力
政
府
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
全
く
日
本
政
府
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
私
は

2
0
0
 
8
年

10
月

22
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
河
村
健
夫
官
房
長
官
と
中
曽
根
弘
文

外
務
大
臣
に
以
下
の
よ
う
に
質
問
し
た
。

「
日
本
政
府
は
、
テ
ロ
と
の
戦
い
に
参
加
す
る
正
当
性
の

一
っ
と
し
て
、
日
本
人
二
十
四
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
、
テ

ロ
と
の
戦
い
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
日
本
も
当
事
者
な
の
で
す
と
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

政
府
は
そ
の
御
家
族
に
対
し
て
心
の
通
っ
た
対
応
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
。
事
件
の

一
年
後
の
二

0
0
ニ

年
九
月
十
二
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
被
害
者
家
族
で

一
人
息
子
の
敦
さ
ん
を
失
っ
た
白
鳥
晴
弘
さ
ん
は
、
小
泉

純

一
郎
元
総
理
に
以
下
の
よ
う
に
直
訴
し
ま
し
た
。

『
日
本
政
府
は
知
り
ま
せ
ん
よ
と
い
う
態
度
を
取
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
、
補
償
を
し
て
く
れ
と

い
う
の
で
は
な
く
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
と
い
う
情
報
の
集
約
と
公
開
、
そ
し
て
最

低
限
の
通
訳
や
ガ
イ
ド
な
ど
、
私
た
ち
被
害
者
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
』

こ
れ
に
対
し
て
歴
代
総
理
が
白
鳥
さ
ん
た
ち
に
何
も
応
え
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
、
官
房
長
官
は
ど
う
認

識
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
遺
族
の

一
人
は
、

『外
務
省
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
や
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
っ
て

対
応
し
て
ほ
し
い

。
被
害
者
に
対
す
る
補
償
金
に
対
し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
全
額
控
除

さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
日
本
で
も
控
除
す
る
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
』
と
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
補
償
交
渉

に
対
し
て
も
何
ら
支
援
も
ア
ド
バ
イ
ス
も
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

政
府
か
ら
は
時
折
、
各
家
族
に
ア
メ
リ
カ
の
各
官
庁
や
州
政
府
が
作
成
し
た
分
厚
い
英
文
の
文
書
、
保
険
や
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補
償
に
関
す
る
重
要
書
類
な
ど
が
何
の
日
本
語
に
よ
る
説
明
も
な
く
送
り
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

日
本
赤
十
字
か
ら
限
ら
れ
た
渡
航
費
支
援
が
あ
っ
た
も
の
の
、
日
本
政
府
か
ら
は
そ
の
後
の
度
々
の
渡
航
費
や

宿
泊
費
な
ど
の
支
援
も
一
切
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
御
家
族
の
こ
う
し
た
要
望
に
誠
実

に
こ
た
え
る

の
が
、
テ
ロ
と
の
戦
い
の
第

一
歩
と
考
え
ま
す
が
、
こ
う
し
た
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て
外
務
大
臣
か
ら
お
答

え
い
た
だ
き
た
い

。

二
0
0四
年
に
成
立
し
た
犯
罪
被
害
者
等
碁
本
法
で
は
、
海
外
で
の
犯
罪
被
害
者
も
区
別
す
る
こ
と
な
く
そ

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
犯
罪
被
害
者
給
付
金
制
度
の
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。
本
年
四
月
十
五
日
、
犯
罪
被

害
者
給
付
金
等

に
関
す
る
法
律
が
改
定
さ
れ
、
交
通
事
故
被
害
者
並
み
の
給
付
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
依

然
と
し
て
海
外
に
お
け
る
被
害
者
は
対
象
外
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
は
全
世
界
を
対
象
と
し
、
イ
ギ
リ

ス
で
も

E
U
諸
国
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は

9
.
1
1
を
契
機
に
、
国
際
テ
ロ
被
害
者
費
用
補
償
制
度
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

国
外
で
テ
ロ
の
被
害
に
遭
っ
た
米
国
民
は
、
死
亡
補
償
金
、
医
療
費
、
対
物
損
害
、
葬
儀
埋
葬
代
、
精
神
面
の

ケ
ア
な
ど
の
補
償
が
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。
日
本
に
お
い
て
も
早
急
に
こ
う
し
た
テ
ロ
被
害
者
を
救
済
す
る
制

度
を
創
設
す
べ
き
で
す
。
政
府
の
決
断
を
求
め
ま
す
が
、
官
房
長
官
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
航
空
事
故
調
査
委
員
会
は
、
米
国
人
遺
族
に
対
し
て
は
事
故
の
内
容
に
つ
い
て
の
報
告
義

務
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
四
月
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
木
村
副
大
臣
は
、

『事
故
の
原
因
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
い
と
い
う
日
本
人
遺
族
か
ら
の
要
望
は
な
い
』
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
私
が
お
会
い
し
た
家
族
の

皆
さ
ん
は
是
非
希
望
し
た
い
と
言
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
そ
う
し
た
仕
組
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
御
家
族
に
対
し
て
紹
介
す
る
の
が
日
本
政
府
の
責
任
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で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
で
も
調
査
委
員
会
に
そ
う
し
た
申
入
れ
を
行
う
意
思
が

あ
る
の
か
ど
う
か
、

外
務
大
臣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

9
.
11
で
亡
く
な
っ
た
私
の
高
校
の
後
輩
、
小
川
卓
さ
ん
の
父
親
小
川
繁
さ
ん
は
、

『
テ
ロ
リ
ス
ト
の
背
後
に

あ
る
民
衆
の
す
さ
ま
じ
い
怨
念
を
想
像
し
て
は
し
い
。
そ
の
怨
念
を
ど
う
し
た
ら
な
く
せ
る
か
多
く
の
人
々
に

考
え
て
ほ
し
い
』
と
述
べ
、

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
に
反
対
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
家
族
は
、

『拉
致
問
題
で
は
政
治
家
が
動
い
た
が
、

9
.
1
1
に
関
し
て
は
だ
れ
も
全
く
動
い
て
い
な
い
、

拉
致
家
族
は
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

9
.
1
1
被
害
者
家
族
は
無
視
さ
れ
て
い
る
』
と
の
強
い
思
い
を
お
持
ち

で
す
。

テ
ロ
の
温
床
を
根
絶
す
る
こ
と
こ
そ
、
テ
ロ
の
犠
牲
と
な
っ
た
自
分
た
ち
の
肉
親
が
浮
か
ば
れ
る
と
御

家
族
は
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
御
家
族
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
無
実
の
市
民
が
真
に
望
む
政
策
の
実

現
を
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
」

こ
れ
に
対
し
て
河
村
建
夫
官
房
長
官
は
以
下
の
よ
う
に
答
弁
し
た
。

「
政
府
と
し
て
も
、
事
件
直
後
か
ら
御
家
族
の
御
意
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
御
遺
体
の
確
認
、
米
国
政
府
が
支
給

す
る
補
償
金
の
請
求
手
続
や
、
補
償
金
の
非
課
税
に
関
す
る
情
報
提
供
等
、
御
遺
族
に
対
し
て
種
々
の
支
援
や

情
報
提
供
を
誠
実
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
御
遺
族
か
ら
御
要
望
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
御

遺
族
の
支
援
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
本
で
も
早
急

に
海
外
で
の
テ
ロ
被
害
者
を
救
済
す
る
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
の
御
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
に
基
づ
く
検
討
会
に
お
い
て
、
テ
ロ

事
件
の
被
害
者
に
つ
い
て
、
一
般
の
犯
罪
被
害

者
等
と
は
別
に
特
段
の
救
済
策
を
取
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
包
括
的
に
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
提
言
を

日本にも広がり始めた疑問の声 第2章 118 



さ
れ
て
お
り
ま
す
。

海
外
で
の
テ
ロ
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
無
差
別
大
量
の
死
傷
者
が
生
じ
た
場
合
等
に
当
該
テ
ロ
事
件
を
指
定

し
た
特
別
措
置
法
を
迅
速
に
制
定
す
る
こ
と
な
ど
の
対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
具
体
的
事
案
に
応
じ
た
必
要

な
救
済
措
置
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。

官
房
長
官
は
、
こ
の
方
針
を
午
後
の
記
者
会
見
で
確
認
し
た
が
、

10
月
23
日
の
毎
日
新
聞
は
以
下
の
よ
う
に

報
道
し
て
い
る
。

「
河
村
官
房
長
官
」
海
外
テ
ロ
被
害
に
給
付
金
支
給
検
討
会
見
で
表
明

政
府
は

22
日
、
海
外
で
テ
ロ
被
害
に
遭
っ
た
邦
人
に
つ
い
て
、
国
内
の
犯
罪
被
害
者
と
同
じ
救
済
措
置
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
法
整

備
す
る
方
針
を
固
め
た
。
河
村
建
夫
官
房
長
官
が
同
日
の
記
者
会
見
で

『欧
米
諸
国
は
既
に
制
度
を
持
っ
て
い
る
。
早
急
に
検
討
に

入
る
よ
う
命
じ
た
』
と
表
明
し
た
。
内
閣
府
が
中
心
と
な
り
作
業
を
進
め
る
。
日
本
の
犯
罪
被
害
者
給
付
金
制
度
は
、
被
害
者
が
死

傷
し
た
り
、
障
害
が
残
っ
た
場
合
、
本
人
や
遺
族
に
給
付
金
を
支
払
う
。
政
府
は

7
月
か
ら
国
内
で
の
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
給
付

金
制
度
の
支
払
最
高
額
を
約
1
8
5
0
万
円
か
ら
自
動
車
損
害
賠
償
責
任

（
自
賠
責
）
並
み
の
約
3
9
7
4
万
円
に
引
き
上
げ
た
が
、

海
外
で
の
被
害
者
は
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
。
【
坂
口
裕
彦
】
」

ま
た
中
曽
根
外
務
大
臣
は
以
下
の
よ
う
に
答
弁
し
た
。

「
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
へ
の
申
入
れ
に
関
す
る
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

に
伴
う
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
委
員
会
が
説
明
を
行
う
べ
き
事
故
に
含
ま
れ
る
か
否
か
必

ず
し
も
明
確
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
後
具
体
的
な
御
要
望
が
あ
れ
ば
、
政
府
と
し
て
何
が
で
き
る
か
検
討
し
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た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

11
月
6
日
と

12
月
24
日
の

2
回
、
国
会
内
で
ご
家
族
数
名
と
内
閣
府
、
外
務
省
、
厚

生
労
働
省
、
警
察
庁
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
2
回
目
に
は
「
テ
ロ
等
被
害
者
・
家
族
支
援
政
策
研

究
会
」
と
い
う
仮
称
の
勉
強
会
と
し
て
開
催
し
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党
、
共
産
党
、
国
民
新
党
の
衆

・

参
国
会
議
員
も
呼
び
か
け
人
と
し
て
名
を
連
ね
た
り
、
出
席
し
て
く
れ
た
。

主
管
の
内
閣
府
は
、
「
海
外
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
経
済
的
支
援
」
に
関
す
る
欧
米
諸
国
の
制

度
調
査
と
し
て
、
制
度
の
有
無
、
趣
旨
や
理
念
、
給
付
内
容
、
被
害
認
定
方
法
な
ど
の
調
査
に
着
手
し
て
い
る
。

現
行
法
で
は
、
「
現
行
の
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度
の
対
象
を
維
持
す
べ
き
」
と
し
て
テ
ロ
被
害
者
は
対
象
と
な

ら
な
い
が
、
「
過
失
犯
な
い
し
海
外
で
身
体
犯
被
害
を
受
け
た
日
本
人
に
関
し
て
は
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
、

対
応
を
考
慮
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
テ
ロ
事
件
の
被
害
者
等
に
対
す
る
特
例
的
措
置
に
つ
い
て
」
は
「
特
別
の
救
済
策
を
と
る
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
包
括
的
に
定
め
て
お
く
こ
と
は
困
難
」
と
し
つ
つ
も
、
「
国
家
ま
た
は
社
会
に
対
す
る
テ
ロ
行
為
に
よ

り
無
差
別
大
量
の
死
傷
者
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
テ
ロ
事
件
を
指
定
し
て
特
別
措
置
法
を
制
定
す
る
な
ど

に
よ
り
、
国
の
対
処
方
針
を
決
定
し
、
被
害
者
等
の
経
済
的
救
済
を
図
る
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

他
方
、
外
務
省
も
、

9
.
1
1
の
他
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
、
津
波
な
ど
の
経
験
に
伴
う
「
大
規
模
緊
急
事
態
対
応
」

へ
の
以
下
の
よ
う
な
取
組
を
整
備
し
て
き
て
い
る
。

1

大
規
模
緊
急
事
態
へ
の
迅
速
な
対
応
へ
の
取
組
と
し
て

(
l
)

「
緊
急
展
開
チ
ー
ム
」
（
領
事
専
門
官
、
遺
体
鑑
定
法
歯
・
医
学
専
門
家
、
精
神
医
療
専
門
家
、
遺
体
処
理

・
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ー

搬
送
専
門
家
等
）
の
体
制
構
築

(
2
)
大
規
模
緊
急
事
態
対
応
機
材
（
衛
星
携
帯
電
話
、
防
護
服
、
歯
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
機
材
等
）
の
備
蓄
゜

2

大
規
模
緊
急
事
態
対
応
経
費
の
予
算
化
と
し
て

(l
)
大
規
模
緊
急
対
応
要
員
や
専
門
家
の
派
遣
旅
費
や
謝
金

(
2
)
事
態
発
生
現
場
（
遠
隔
地
）
で
の
現
地
本
部
開
設
経
費
や
車
借
り
上
げ
な
ど
の
活
動
経
費

(
3
)
こ
れ
ら
機
材
の
備
蓄
経
費
゜

3

被
害
者
支
援
体
制
の
整
備
と
し
て

(l
)
心
の
ケ
ア
実
施
（
精
神
医
療
専
門
家
と
の
協
力
関
係
構
築
）

(
2
)
（
旅
券
紛
失
被
害
者

へ
の
）
渡
航
書
の
職
権
発
給
（
領
事
手
数
料
滅
免
措
置
に
関
し
て
、
現
地
大
使
な

ど
の
判
断
で
職
権
発
給
を
行
え
る
）
。

4

遺
体
関
連
対
応
体
制
の
整
備
と
し
て

(l
)
遺
体
鑑
定
専
門
家
派
遣
体
制
（
法
歯
科
医
師
等
と
の
協
力
関
係
構
築
）
及
び
遺
体
鑑
定
機
材
整
備
（
携

帯
用
歯
顎
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
材
）
の
備
蓄

(
2
)
遺
体
処
理
専
門
家
派
遣
体
制

（
遺
体
処
理

・
搬
送
専
門
家
と
の
協
力
関
係
構
築
）

こ
れ
ら
は
、
鳩
山
由
紀
夫
議
員
、
榛
葉
賀
津
也
議
員
と
私
の

2
0
0
 
4
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
、
津
波
の

民
主
党
調
査
団
の
現
地
報
告
に
基
づ
く
、
以
下
の
よ
う
な
邦
人
保
護
の
問
題
点
の
指
摘
へ
の
答
え
で
も
あ
る
。

財
布
や
パ
ス
ボ
ー
ト
を
失
っ
た
邦
人
被
災
者
に
対
す
る
帰
国
の
た
め
の
渡
航
証
明
書
の
発
行
に
政
府
は
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2
5
0
0
円
を
徴
収
し
た
。
後
に
な
っ
て
大
災
害
の
被
災
者
は
こ
の
証
明
書
を
不
要
と
す
る
決
定
を
行
い
、

こ
の
金
額
の
返
済
を
始
め
た
。

被
災
者
が
、
家
族
と
の
連
絡
や
渡
航
手
配
の
た
め
に
必
要
な
現
金
を
日
本
大
使
館
か
ら
借
り
入
れ
た
が
、

大
使
館
員
か
ら
し
つ
こ
く
返
済
の
確
約
を
迫
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
貸
し
出
し
は
合
計
22
人
の

66
万
円
で
あ
る
。

被
災
国
支
援

5
0
0
億
円
に
比
べ
れ
ば
、
微
々
た
る
額
で
は
な
い
か
。

死
亡
者
の
家
族
は
、
大
使
館
紹
介
の
葬
儀
社
か
ら
法
外
な
火
葬
代
を
請
求
さ
れ
た
り
、
火
葬
の
段
取
り
の

手
違
い
が
生
じ
た
り
、
自
力
で
搬
送
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
そ
の
自
前
の
費
用
は

1
0
0
万
円
以
上

で
あ
っ
た
。

各
国
は
多
数
の
検
死
チ
ー
ム
を
送
っ
た
。
香
港
で
さ
え

1
0
0
名
以
上
の

D
N
A
専
門
家
を
送
り
、
自
国

民
の
「
捜
索
活
動
」
を
行
っ
た
が
、
日
本
は
歯
型
や
指
紋
、

D
N
A
の
専
門
家

10
名
ほ
ど
を
派
遣
し
た
だ

け
で
、
日
本
人
ら
し
い
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
後
の
「
確
認
作
業
」
が
中
心
で
あ
っ
た
。

遺
体
を
抱
え
た
遺
族
が
タ
イ
の
プ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
バ
ン
コ
ク
空
港
に
着
い
た
際
、
他
国
の
政
府
関
係
者
は

迎
え
に
出
て
い
た
が
日
本
の
外
交
官
は
誰
も
お
ら
ず
、
自
分
で
日
本
大
使
館
を
探
し
て
遺
骨
証
明
、
葬
俄

屋
の
手
配
、
火
葬
料
を
払
っ
て
帰
国
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
日
本
大
使
館
で
は
、
着
の
み
着
の
ま
ま
の
被
災
者
が
大
使
館
で
長
時
間
待
た
さ
れ
た
り
、

食
事
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
が
あ
る
。
対
照
的
に
こ
の
日
本
人
の
友
人
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
現
地
ア

メ
リ
カ
大
使
館
で
衣
服
や
食
事
の
提
供
な
ど
を
受
け
、
と
て
も
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
。

大
使
館
員
は
最
善
の
努
力
を
し
た
か
も
知
ら
な
い
が
、
「
平
時
の
規
則
」
の
み
に
し
ば
ら
れ
、
災
害
時
の
遺
族

や
命
か
ら
が
ら
逃
げ
の
び
た
被
災
者
に
対
す
る
対
応
や
危
機
管
理
の
体
制
が
不
充
分
で
あ
っ
た
。

6
 

5
 

4
 

3
 

2
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こ
う
い
っ
た
実
態
に
、
私
は
全
く
無
知
で
あ
っ
た
。

他
方
、
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
替
察
庁
の
積
極
的
な
取
組
を
知
り
、
感
動
し
た
。

特
に
警
察
独
自
の
取
組
と
同
時
に
、

40
以
上
の
都
道
府
県
で
民
間
に
よ
る
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ

れ、

警
察
と

一
体
と
な
っ
た
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
組
が
最
も
進
ん
で

い
る
の

が
茨
城
県
と
の
こ
と
な
の
で
、

12
月
26
日
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

茨
城
県
替
犯
罪
被
害
者
支
援
室
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
回
答
を
得
た
。

(l
)
指
定
被
害
者
支
援
要
員
制
度

(2
)
被
害
者
連
絡
制
度

(3
)
警
察
官
に
よ
る
被
害
者
訪
問
・
連
絡
制
度

(4
)
再
被
害
防
止
制
度

さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
な
公
費
負
担
こ
そ
、
テ
ロ
被
害
者
支
援
に
も
活
用
で
き
る
と
思
っ
た
。

(5
)
性
犯
罪
被
害
者
に
係
る
診
断
書
料
等
の
公
費
負
担
制
度

(6
)
司
法
解
剖
対
象
死
者
の
死
体
検
案
書
料
の
公
費
負
担
制
度

(7
)
司
法
解
剖
死
体
の
公
費
搬
送
制
度

(8
)
被
害
者
等
の
緊
急

一
時
避
難
場
所
経
費
の
公
費
負
担
制
度
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9
.
1
1
の
直
後
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
に
設
け
ら
れ
た
対
策
本
部
に
警
察
庁
の
国
際
テ
ロ
緊
急
展
開

チ
ー
ム
と
消
防
庁
の
担
当
者
を
派
遣
し
、
情
報
収
集
に
当
た
っ
た
こ
と
は
、
私
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
日
本
政
府
は
テ
ロ
特
措
法
を
策
定
す
る
根
拠
と
な
る
情
報
を
ど
う
や
っ
て
収
集
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
部
分
を
明
確
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
質
問
を
投
げ
か
け
て
も
、
政
府
か
ら
返
っ
て
く
る
答
弁
は
、

米
国
政
府
の
調
査
報
告
書
か
ら
引
用
し
た
も
の
ば
か
り
な
の
で
、

2
0
0
 
8
年

2
月
12
日
に
提
出
し
た
再
質
問

6
 

ま
た
、
茨
城
県
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の
連
携
の
も
と
、
日
本
で
唯

一
の
国
際
被
害
者
学
研
究
所
の
所

長
で
あ
る
常
盤
大
学
の
冨
田
信
穂
教
授
、

1
9
9
5
年
に
全
国
の
民
間
被
害
者
組
織
の
草
分
け
で
水
戸
被
害
者

援
助
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
現
在
の
い
ば
ら
き
被
害
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
活
動
を
伺
っ
た
。
直
接
支

援
と
し
て
、
被
害
者
の
家
事
手
伝
い
、
病
院
、
警
察
、
検
察
庁
な
ど
へ
の
付
き
添
い
、
裁
判
傍
聴
の
意
見
陳
述

や
証
人
尋
問
の
付
き
添
い
、
傍
聴
メ
モ
の
作
成
、
マ
ス
コ
ミ
対
応
、
代
理
傍
聴
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
が
、
在
外
公
館
な
ど
で
も
行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
テ
ロ
や
自
然
災
害
被
害
者
や
そ
の
家
族

に
と
っ
て
も
大
き
な
前
進
に
な
る
と
感
じ
た
。
今
後
は
、
全
国
に
点
在
し
、
相
互
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

不
充
分
な
ご
家
族
同
士
の
連
携
も
深
め
て
頂
き
、
対
策
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

9
.
1
委
員
会
委
員
長
も
疑
問
を
呈
す
る
報
告
書
の
内
容
を

＿
切
照
会
し
な
い
日
本
政
府
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主
意
書
に
次
の
質
問
を
書
き
加
え
た
。

「
前
回
政
府
答
弁
書
で
は
、

『米
国
政
府
が
公
開
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
＼
承
知
し
て
い
る
』
『
独
立
調
査
委
員
会

報
告
書
、
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
報
告
書
、
米
国
連
邦
危
機
管
理
庁
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
＼
承
知
し
て
い

る
』
『
米
国
国
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＼
承
知
し
て
い
る
』
等
の
記
述
が
極
め
て
多
い

。

こ
れ
ら
諸
報
告
書
の
中
に
は
、
平
成

14
年
ま
で
に
政
府
が
米
国
に
各
種
調
査
団
を
派
遣
し
て
行
っ
た
調
査
な

ど
で
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
内
容
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
の
か
。
も
し
新
た
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
な
ら

ば
、
政
府
は
、
テ
ロ

事
件
の
捜
査
、
遺
族
の
立
場
に
立
っ

た
真
相
解
明
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
を
作

成
し
た
米
国
関
係
機
関
に
直
接
照
会
等
を
行
っ

た
こ
と
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
遺
族
に
報
告
し
た
り
、

テ
ロ
特
措
法
や
新
テ
ロ
特
措
法
の
内
容
や
、
今
後
の
対
テ
ロ
対
策
等
に
反
映
さ
せ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
」

そ
れ
に
対
し
て

2
月
22
日
に
答
弁
が
届
い
た
の
だ
が
、
日
本
政
府
は
、
単
に
米
国
の

9
.
1
1
に
関
す
る
各
種

の
報
告
書
を
読
ん
だ
も
の
を
書
き
写
し
て
答
弁
を
し
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
関
連
事
項
に
関
し
て
の
問
い
合
わ

せ
や
、
報
告
書
そ
の
も
の
の
不
明
点
へ
の
問
合
せ
な
ど
の

一
切
を
行

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で
あ
る
。

政
府
の
答
弁
書
に
は
次
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

「
米
国
政
府
に
よ
る
各
種
報
告
書
に
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
我
が
国
と
し
て
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
内
容

が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
に
関
す
る
未
確
認
情
報
は
、
数
も
多
く
、
そ
の
精
度
も
様
々
で
あ
る

と
見
ら
れ
、
米
国
政
府
は
こ
う
し
た
情
報
の
す
べ
て
に
対
し
て
説
明
を
行

っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
各
種

報
告
書
を
作
成
し
、
公
表
し
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
報
告
書
は
米
国
政
府
に
よ
る
事
実
究
明
及

び
再
発
防
止
に
向
け
た
努
力
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
、
特
に
こ
れ
ら
の
報
告
書
の
内
容
に
関

し
て
米
国
関
係
機
関
に
照
会
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
」
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そ
こ
で
私
は
、

2
0
0
 8年
4
月

24
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
、

9
.
1
1
委
員
会
の
委
員
長
と
副
委
員
長
や
ア

メ
リ
カ
議
会
の
議
員
た
ち
が
公
然
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
彼
ら
に
事
実
関
係
を
た
だ
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
高
村
正
彦
外
務
大
臣
な
ど
に
質
問
し
た
。
し
か
し
、
事
前
の
質
問
通
告
を
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
臣
は
答
弁
を
避
け
、
木
村
仁
外
務
副
大
臣
が
官
僚
が
作
っ
た
答
弁
書
を
読
み
上
げ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

以
下
が
そ
の
や
り
と
り
の
概
要
で
あ
る
。

藤
田
幸
久

F
B
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

10
名
ほ
ど
の
最
重
要
指
名
手
配
者
が
載
っ
て
お
り
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン

ラ
デ
ィ
ン
も
そ
の

一
人
で
莫
大
な
懸
賞
金
が
懸
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
な
ぜ
最
重
要
手
配
者
に
な
っ
て

い
る
か
と
い
う
理
由
と
し
て

1
9
9
8
年

7
月
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
と
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ

に
お
け
る
米
国
大
使
館
爆
破
事
件
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

9
.
1
1
事
件
へ
の
言
及
が
な
い

。

2
0
0
 
6
年

の

6
月

5
日
に
、
な
ぜ

9
.
1
1
に
関
す
る
言
及
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
し
た
人
が
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

F
B
I
の
調
査
広
報
責
任
者
の
レ
ッ
ク
ス
・
ト
ゥ
ー
ム
氏
は
、

F
B
I
が
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ

ン
と

9
.
1
1
を
結
び
付
け
る
確
固
と
し
た
証
拠
を
有
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
。
高
村
大
臣

は
、
こ
の
事
実
を
承
知
し
て
い
る
か
？

木
村
仁
副
大
臣

F
B
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
最
重
要
指
名
手
配
者
と
し
て
の
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
の
容
疑
に
つ
い
て
、

9
.
1
1
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
他
方
、

そ
の
理
由
等
に
関
す
る

F
B
I
関
係
者
の
発
言

に
つ
い
て
は
承
知
を
し
て
い
な
い
。

2
 0
0
 
2
年

6
月

2
日
、
米
国
連
邦
捜
査
局
、

F
B
I
は
議
会
証
言

に
お
い
て
、

9
.
1
1
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

を
ア
ル
カ
イ
ダ
及
び
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
証
拠
は
明
確
で
あ
り
、
反
証
不
可
能
で
あ
る
旨
述
べ
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た
と
承
知
し
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
は
、
各
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、

9
.11
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
は
ア

ル
カ
イ
ダ
に
よ
り
実
行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る

（※

そ
の
後
外
務
省
の
担
当
室
長
が
来
室
し
、
こ
の
議

会
証
言
は

2
0
0
 
2
年

2
月

6
日
の
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
、
議
事
録
を
訂
正
し
て
欲
し
い
と
申
し
入
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
降

F
B
I
が
ビ
ン

ラ
デ
ィ
ン
を
断
定
す
る
議
会
証
言
を
外
務
省
も
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
と

の
こ
と
。

つ
ま
り
、
そ
れ
以
降
断
定
す
る
根
拠
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
。

藤
田
幸
久

9
.
1
1
独
立
調
査
委
員
会
の
委
員
で
あ
っ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ー
ラ
ン
ド
元
上
院
議
員
が
途
中
で

こ
の
委
員
を
自
分
か
ら
辞
任
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
も
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
文
書

へ
の
ア
ク
セ
ス
制

限
の
決
議
が
通
っ
た
な
ら
ば
、
私
は

9
.11
委
員
会
と
し
て
ア
メ
リ
カ
国
民
、
特
に
被
害
者
家
族
の
目
を
見
て
、

委
員
会
に
は
ア
ク
セ
ス
の
権
限
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い

。

つ
ま
り
、

こ
の
調
査
が
今
や
抑
圧
さ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
各
種
機
関
か
ら
情
報
が
出
て
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
権
限
を
与
え
ら
れ
た
委

員
会
と
す
れ
ば
、

調
査
が
き
ち
っ

と
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

独
立
調
査
委
員
会
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
ト
ー
マ
ス
・
ケ
イ
ン

委
員
長
（
元

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
知
事
）

と
リ
ー
・
ハ
ミ

ル
ト
ン
副
委
員
長

（元
下
院
外
交
委
員
長
）
が
、

C
I
A
や

N
O
R
A
D
、

F
A
A
、
つ

ま
り

航
空
調
査
委
員
会
等
が
委
員
会
へ
の
資
料
提
出
を
拒
ん
だ
り
デ
ー
タ
を
隠
し
て
い
た
と
い
う
実
態
を
「
前
代
未

聞、

9
1
1
委
員
会
の
内
幕
」

と
い
う
本
で
出
版
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

「
我
が
国
が
直
面
し
た
最
大
の
悲
劇
の

1
つ
を
調
査
す
る
た
め
に
議
会
と
大
統
領
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
法
的
な
力
を
持
つ
こ
の
委
員
会
に
対
し
て
、
政
府
の
高
官
た
ち
が
情
報
を
与
え
な
い
よ
う
に
決
定
し
て
い
た

こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、
妨
害
行
為
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

2
0
0
 
8
年

1
月
2
日
）」

と
述
べ
て
い

る
。
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テ
ロ
と
の
戦
い
の
根
拠
と
な
る
、
一
番
権
威
を
与
え
ら
れ
た
こ
の
委
員
会
に
き
ち
っ
と
し
た
情
報
が
開
示
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
テ
ロ
特
措
法
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
日
本
は
当
事
者
で
あ
る
の
で
、

事
実
関
係
を
し
っ
か
り
た
だ
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
高
村
外
務
大
臣
、
い
か
が
？

木
村
仁
副
大
臣
御
指
摘
の
諸
点
は
米
国
政
府
内
部
の
や
り
取
り
に
関
す
る
評
論
で
あ
り
、
我
が
国
政
府
と
し

て
意
見
を
述
べ
る
立
場
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

。
9

.11
独
立
調
査
委
員
会
報
告
書
は
、
米
国
大
統
領
及
び
議
会

が
米
国
内
法
に
基
づ
き
設
立
、
授
権
し
た
独
立
調
査
委
員
会
に
よ
り
行
わ
れ
た
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
米
国
内
で
の
公
的
権
限
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
は
、
同
報
告

書
は
米
国
政
府
に
よ
る
事
実
究
明
及
び
再
発
防
止
に
向
け
た
努
力
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
、

そ
の
内
容
の
基
本
的
な
事
実
関
係
に
つ
き
新
た
に
米
国
政
府
に
照
会
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

藤
田
幸
久

新
た
に
照
会
す
る
必
要
は
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
照
会
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
？
ど
う

い
う
照
会
の
内
容
や
、
ど
う
い
う
報
告
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
か
？

木
村
仁
副
大
臣

全
然
照
会
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
報
告
書
を
入
手
し
十
分
精
査
し
、
そ
れ

に
関
連
し
て
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん
な
方
面
か
ら
い
ろ
ん
な
情
報
を
得
て
い
る
。

藤

田

幸

久

照

会
を
し
た
と
い
う
な
ら
ば
、

具
体
的
に
ど
う
い
う
照
会
を
し
て
、
ど
う
い
う
報
告
を
得
て
い
る

の
か
。
こ
れ
は
や

っ
ぱ
り
事
実
関
係
を
し

っ
か
り
た
だ
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
高
村
外
務
大
臣
、
い
か
が
？

木
村
仁
副
大
臣
日
本
国
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
公
式
の
報
告
書
の
内
容
を
信
頼
し
そ
の
事
実
を
認
め
る
以
外

に
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
よ
う
な
照
会
は
し
て
い
な
い
。

2
月
に
私
が
出
し
た
質
問
主
意
書

に
対
す
る
「
報
告
書
の
内
容
に
関
し
て
米
国
関
係
機
関
に
照
会
を
行
っ
た

日本にも広がり始めた疑問の声 第2迂 128 



こ
と
は
な
い
」
と
い
う
回
答
と
矛
盾
し
た
答
弁
で
あ
る
。
「
ア
メ
リ
カ
政
府
の
調
査
だ
か
ら
信
頼
で
き
る
」
だ
け

で
、
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
を
支
援
し
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

「
テ
ロ
と
の
戦
い
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、

日
本
政
府
が
何
度
も
繰
り
返
し
て
き
た
の
は
、

者
な
の
で
す
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
調
査
だ
か
ら
信
頼
で
き
る
と
の

一
点
張
り
で
、
肝
心
の
日
本
人
被
害
者

へ
の
支

援
や
事
件
の
捜
査
活
動
を
き
ち
ん
と
行
わ
な
い
ま
ま
、
日
本
政
府
は
、
「
日
本
も
テ
ロ
と
の
戦
い
に
参
加
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
名
目
で
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
サ
マ
ワ
ヘ
の
駐
留
、
航
空
自
衛
隊
に
よ
る
イ
ラ
ク
で
の

空
輸
活
動
、
さ
ら
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
空
爆
支
援
の
た
め
の
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
で
の
給
油

活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
こ
う
し
た
「
貢
献
」
を
高
ら
か
に
宣
伝
し
て
き
た
が
、
日
本
各
地
に
点
在
し
て
い
る
米
軍
基
地

か
ら
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
ヘ
の
出
撃
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

。

ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
こ
う
し
た
行
為
は
、
日
米
安
保
条
約
の
ル
ー
ル
違
反
の
可
能
性
が
高
い
が
、
日
本
政
府

が
そ
れ
に
対
し
て
抗
議
を
し
た
と
い
う
形
跡
も
な
い

。

形
跡
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ
リ
カ
側
が
「
旗
織
を
鮮
明
に
」
（
シ
ョ
ー
・
ザ
・
フ
ラ
ッ
グ
）
と
求
め
た
と
言

わ
れ
る
空
気
の
中
で
、
そ
の
根
拠
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
陸
自
、
空
自
、
海
自
に
よ
る
軍
事
協
力
が
実
行
さ
れ

日
本
も
当
事

7

在
日
米
軍
基
地
の
役
割
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
作
戦
が
中
心
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て
い
っ
た
の
が
実
情
で
は
な
か
っ
た
か
。

さ
て
、
そ
の
「
ル
ー
ル
違
反
」
ま
が
い
で
米
軍
が
ど
ん
な
こ
と
を
行
っ
た
か
を
見
て
い
こ
う
。

9
.
1
1
の
後
、
日
本
各
地
の
在
日
米
軍
基
地
は
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
を
示
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
攻
撃

す
る
た
め
の
準
備
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
日
米
安
保
条
約
で
は
、
在
日
米
軍
が
軍
事
行
動
を
行
な
う
場
合
は

2
つ
の
約
束
が
あ
る
。

つ
ま
り
「
極
東
条
項
」
と
「
事
前
協
議
」
で
あ
る
。

極
東
条
項
と
は
、
米
軍
は
安
保
条
約

6
条
に
書
か
れ
た
「
極
東
で
の
国
際
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す

る
た
め
に
」
日
本
国
内
の
基
地
施
設
の
使
用
を
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
極
東
の
範
囲
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
以

北
な
ら
び
に
日
本
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
」
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
明
ら
か
に
、
極
東
の
範
囲
か
ら
外
れ
た
地
域
で
あ
り
、
米
軍
が
日
本
の
基
地
か
ら
出
撃

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
基
地
か
ら
の
出
撃
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
政
府
と

事
前
協
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
湾
岸
戦
争
の
と
き
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
事
前
協
議
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
安
保
条
約
の

2
つ
の

約
束
は
空
文
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

9
.11
直
後
か
ら
数
週
間
に
わ
た
る
在
日
米
軍
基
地
の
動
き
が
以
下
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て

い
る
。

【毎
日
新
聞
東
京
夕
刊
2
0
0
 
1
年

10
月

3
日】

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
軍
事
報
復
、
在
沖
特
殊
部
隊
出
撃
も
…
役
割
増
す
在
日
米
軍

◇
基
地
周
辺
の
警
備
厳
戒

同
時
多
発
テ
ロ
に
対
す
る
軍
事
報
復
の
た
め
、
全
国
の
在
日
米
軍
基
地
で
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

91
年
の
湾
岸
戦
争
時
は
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空
母
「
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
」
な
ど
海
軍
の
主
要
部
隊
が
在
日
米
軍
基
地
か
ら
出
撃
し
、
多
国
籍
軍
の
＿
翼
を
担

っ
た
。
今
回
は
さ
ら
に

沖
縄
駐
留
の
特
殊
部
隊
が
作
戦
参
加
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
日
米
安
保
条
約
で
は
極
東
の
守
り
が
任
務
の
在
日
米
軍
だ
が
、
日
本

か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
の
作
戦
行
動
に
向
け
準
備
は
最
終
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

◇
基
地
の
動
き

米
軍
佐
世
保
基
地

（長
崎
県
）
で
は

2
日
、
強
襲
揚
陸
艦
「
エ
セ

ッ
ク
ス
」
な
ど
揚
陸
艦
3
隻
、
掃
海
艇
2
隻
が
出
港
し
た
。
海

上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
が
警
戒
に
あ
た
る
な
ど
、
緊
張
に
包
ま
れ
た
。
横
須
賀
基
地

（神
奈
川
県
）
か
ら
は

1
日
、
空
母
「
キ
テ
ィ
ホ
ー

ク
」
が
出
港
し
た
。
米
海
軍
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
洋
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
湾
岸
戦
争
後
の
掃
海
艇
派
遣
に
携
わ
っ
た
元
海
自
潜
水

艦
隊
司
令
官
の
西
村
義
明
さ
ん
は

「中
東
に
展
開
中
の
空
母
部
隊
の
交
代
で
、
当
面
は
後
方
に
配
置
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
推
測
す
る
。

嘉
手
納
基
地

（沖
縄
県
）
で
は

9
月
16
日
に

F
1
5
戦
闘
機
と

K
C
1
3
5
空
中
給
油
機
が
ア
ラ
ス
カ
の
基
地
に
向
か
い
、

F
1
5
戦

闘
機
は
そ
の
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
出
撃
拠
点
の
一
っ
と
な
る
ト
ル
コ
の
基
地
に
向
か

っ
た
。

三
沢
基
地

（青
森
県
）
で
は
、
地
上
攻
撃
能
力
の
高
い
米
空
軍
F
1
6
戦
闘
機
約
30
機
の
飛
行
訓
練
が
続
く
。
湾
岸
戦
争
で
三
沢
の

部
隊
は
ソ
連
を
に
ら
ん
で
中
東
派
遣
は
見
送
ら
れ
た
が
、
世
界
情
勢
の
変
化
で
今
回
は
「
参
戦
」
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

湾
岸
戦
争
後
、
財
政
上
の
理
由
や
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
噴
火

(91
年

6
月
）
で
、

米
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ク
ラ
ー
ク
空
軍
基
地
、
ス
ー

ビ
ッ
ク
海
軍
基
地
を
閉
鎖
し
た
。
湾
岸
戦
争
時
は
ク
ラ
ー
ク
基
地
が
空
軍
の
補
給
、
訓
練
基
地
だ
っ
た
。
現
在
沖
縄
に
駐
留
し
て
い

る
空
軍
特
殊
部
隊
も
、
当
時
は
ク
ラ
ー
ク
基
地
に
駐
留
し
て
い
た
。

在
日
米
軍
に
詳
し
い
非
営
利
組
織

(
N
P
o
)
「ピ
ー
ス
デ
ボ
」
代
表
の
梅
林
宏
道
さ
ん
は
「
米
軍
は
基
地
縮
小
の
流
れ
に
あ
っ
た
が
、

思
い
や
り
予
算
で
維
持
経
費
が
安
上
が
り
な
在
日
基
地
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
ク
ラ
ー
ク
基
地
な
ど
の
廃
止
で
、
湾
岸
戦
争
時
よ
り

日
本
の
基
地
の
役
割
は
増
し
て
い
る
」
と
話
す
。

◇
特
殊
部
隊
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ア
フ
ガ
ン
は
内
陸
国
で
、
山
岳
ゲ
リ
ラ
戦
に
対
応
で
き
る
特
殊
部
隊
が
投
入
さ
れ
る
と
の
見
方
が
専
門
家
の
間
で
高
ま
っ
て
い
る
。

沖
縄
に
は
米
陸
軍
「
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
」
、
海
軍
特
殊
部
隊
「
シ
ー
ル
ズ
」
、
空
軍
特
殊
部
隊
「
第
3
5
3
特
殊
作
戦
群
」
、
海
兵

隊
で
特
殊
作
戦
用
に
訓
練
さ
れ
た
「
第

3
1
M
E
u
」
が
駐
留
す
る
。
「第

3
1
M
E
u
」
は
補
給
な
し
に

30
日
間
戦
う
能
力
を
持
つ
。

こ
れ
ら
の
部
隊
が
沖
縄
か
ら
ア
フ
ガ
ン
最
前
線
に
出
撃
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
殊
部
隊
の
う
ち
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
以
外
は
湾
岸
戦

争
後
に
沖
縄
に
移

っ
た
も
の
だ
。

◇
厳
戒
の
基
地

横
田
基
地
（
東
京
都
）
で
は
、
一
時
最
高
レ
ベ
ル
「
0
」
の
蓄
戒
態
勢
が
敷
か
れ
た
。
フ
ェ
ン
ス
際
に
航
空
機
の
タ
ラ

ッ
プ
が

2

基
配
置
さ
れ

、

土
の
う
が
積
ま
れ
た
タ
ラ
ッ
プ
上
で
米
兵
が
蓄
戒
す
る

。

長
年

、

基
地
を
監
視
し
て
い
る
遠
藤
洋
一
•
福
生
市
議
は

「
こ
れ
ほ
ど
徹
底
し
た
蓄
備
は
初
め
て
」
と
話
す
。

こ
の
年
の

12
月

23
日

「
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
」
が
母
港
で
あ
る
横
須
賀
基
地
に
戻
っ

て
き
た
。
「
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
」

は

「
後
方
に
配
置
さ
れ
た
」
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
翌
日
、
朝
日
新
聞
が
次
の
よ
う
に
報
道
し
た
。

【
朝
日
新
聞
朝
刊

2
0
0
 
1
年

12
月

24
日】

キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
艦
載
機
が
ア
フ
ガ
ン
空
爆
に
参
加
後
、
横
須
賀
帰
港

米
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
に
参
加
し
て
い
た
米
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
艦
載
機
が
、
タ
リ
バ
ー
ン
や
ア
ル
カ
イ
ダ
ヘ
の
空
爆

作
戦
に
参
加
、
約
1
0
0
発
の
精
密
誘
導
爆
弾
を
投
下
し
て
い
た
こ
と
が

23
日
わ
か

っ
た
。
同
日
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
に
帰
港
し

た
カ
ン
ク
ル
空
母
群
司
令
官
が
明
ら
か
に
し
た
。
米
軍
が
同
空
母
の
艦
載
機
の
空
爆
参
加
を
確
認
し
た
の
は
初
め
て
。

ア
フ
ガ
ン
作
戦
に
参
加
し
た
艦
載
機
は

F
A
1
8
戦
闘
攻
撃
機
や

S
3
B
対
潜
哨
戒
機
な
ど
15
機
。
艦
載
機
は
空
爆
の
た
め
延
べ
約
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こ
う
し
た
実
態
に
つ
い
て

1
0
0
回
出
撃
し
た
と
い
う
。

同
空
母
は

10
月
1
日
に
横
須
賀
を
出
港
し
ア
ラ
ビ
ア
海
に
到
着
後
、
特
殊
部
隊
約

6
0
0
人
や
約

20
機
の
陸
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

発
藩
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
空
母
を
発
競
し
た
全
航
空
機
の
出
撃
回
数
は
延
べ
約

6
0
0
回
と
い
う
。

次
に
起
き
た
イ
ラ
ク
戦
争
で
も
、
在
日
米
軍
部
隊
は
事
前
協
議
な
し
に
さ
ま
ざ
ま
な
部
隊
を
出
撃
さ
せ
て
い

る
。
イ
ラ
ク
戦
か
ら
帰
港
し
た
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が
次
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

【日
本
経
済
新
聞
夕
刊

2
0
0
 
3
年

5
月

6
日】

横
須
賀
、
イ
ラ
ク
戦
か
ら
、
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が
帰
港

イ
ラ
ク
戦
争
に
参
加
し
た
米
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク

(8
万
3
9
6
0
ト
ン
）
が

6
日
朝
、
事
実
上
の
母
港
の
米
海
軍
横
須
賀
基
地
に

帰
港
し
た
。
1
月

23
日
の
出
港
以
来
、
1
0
3
日
ぶ
り
。
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
は
出
港
後
、
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
出
動
命
令
を
受
け
、
ペ
ル
シ
ャ

湾
北
部
を
拠
点
に
活
動
。
艦
載
機
が

5
0
0
か
ら

2
0
0
 
0
ポ
ン
ド

(2
2
7
か
ら

9
0
7
キ
ロ
）
の
爆
弾
や
、
子
爆
弾
が
飛
び
散
る
ク

ラ
ス
タ
ー

（集
束
）
爆
弾
を
イ
ラ
ク
に
投
下
し
た
。

「
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
」
は
大
量
の
爆
弾
を
イ
ラ
ク
に
投
下
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
の
戦
争
で
、
日
本

は
こ
う
し
て
出
撃
基
地
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
米
軍
基
地
を
あ
い
ま
い
な
基
準
に
よ
る

2
 0
0
 0億
円
以
上
の
「
思
い
や
り
予
算
」

で
支
え
続
け
て
い
る
の
が
日
本
政
府
で
あ
り
、
財
源
は
国
民
の
税

金
で
あ
る
。

2
 0
0
 
8
年

11
月
13
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
私
は
麻
生
太
郎
総
理
に
直
接
質
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問
し
た
。
以
下
が
概
要
で
あ
る
。

藤

田

幸

久

在

日

米

軍
基
地
な
く
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
い
う
も
の
は
戦
え
な
か
っ
た

と
い
う
実
態
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
実
態
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
総
理
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
認

識
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

麻

生

太

郎

総

理

在

日

米

軍
な
く
し
て
イ
ラ
ク
戦
争
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
は
成
り
立
た
な
い
み
た
い
な
お

話
、
と
い
う
現
実
が
あ
る
と
い
う
指
摘
に
は
賛
成
い
た
し
か
ね
ま
す
。
日
本
に
駐
留
す
る
米
軍
と
い
う
も
の
に

関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
日
米
安
保
条
約
の
第
六
条
、
あ
く
ま
で
も
日
本
と
、
及
び
極
東
の
平
和
と
安
全
と
い

う
維
持
の
目
的
の
た
め
に
日
本
に
駐
留
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
の
よ

う
な
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

藤
田
幸
久
日
米
安
保
条
約
の
目
的
と
は
別
に
実
態
と
し
て
、
米
軍
が
日
本
か
ら
出
撃
を
し
た
後
、
実
際
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
に
こ
う
い
っ
た
形
で
参
加
を
し
て
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
と
い
う
そ
の

部
分
の
、
実
態
と
し
て
在
日
米
軍
基
地
が
結
果
的
に
そ
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
そ
の
事
実
に
つ

い
て
は
い
か
に
認
識
さ
れ
ま
す
か
。

麻
生
太
郎
総
理
極
東
地
域
の
安
全
と
か
日
本
の
平
和
と
か
い
う
も
の
の
目
的
の
達
成
の
ほ
か
に
、
い
ろ
ん
な

意
味
で
、
以
外
の
任
務
を
有
し
て
移
動
す
る
と
か
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
行
く
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
こ
れ
が

な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
の
か
と
言
わ
れ
る
と
、
そ
れ
は
な
く
て
も
別
の
方
法
で
成
り
立
つ
よ
う
な
気
も
し
ま

す
の
で
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

藤
田
幸
久
ア
メ
リ
カ
か
ら
い
ろ
い
ろ
負
担
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
大
統
領
な
り
政
策
決
定
者
に
対
し
て
、
こ
れ
だ
け
実
態
的
に
役
に
立
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
は
、
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』、
在日米軍基地と対テロ戦争について、麻生総理に質問す

る藤田議員

ま
る
で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
せ
ん
か
、

お
っ
し

ゃ
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

お
ら
れ
ま
す
か
。

麻
生
太
郎
総
理

そ
の
部
隊
が
移
動
し
た
先
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
で
、
こ
れ
は
日
本
が
あ
っ
た
か
ら
移
動
で
き
た

と
か
言
わ
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
ほ
か
の
基
地
か
ら
も
移
動
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
存
じ
ま
す
が
。

つ
ま
り
、
在
日
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
た
後
、
米
軍
機
が
ど
こ
に
移
動
し
、
何
を
し
よ
う
と
も
関
知
し
な
い
と

い
う
、
従
来
の
日
本
政
府
の
見
解
だ
。
実
際
に
命
を
失
っ
て
い
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
何
十
万
人
の

無
実
の
市
民
や
家
族
の
前
で
、
日
本
の
首
相
は
、
こ
ん
な
無
責
任
な
こ
と
が
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
？

黙
っ
て
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第

3
章

ブ
ッ
シ
ュ
弾
劾
決
議
と
再
調
査
へ
の
要
望

ー
藤
田
幸
久
参
議
院
議
員



き
く
ち
ゆ
み
さ
ん
が
ま
と
め
て
く
れ
た
第

6
章
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
レ
イ
・
グ
リ
フ
ィ
ン
氏
に
よ
る
新
著

『
9
.
1
1

の
矛
盾
ー
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
ヘ
の
公
開
書
簡
』
(
9
¥
1

1

 
C
o
n
t
r
a
d
i
c
t
i
o
n
s
:
A
n
 
O
p
e
n
 L
e
t
t
e
r
 t
o
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 

a
n
d
 t
h
e
 P
r
e
s
s
)

で
、
多
く
の
矛
盾
に
皆
さ
ん
も
驚
か
れ
る
こ
と
と
思
う
。

し
か
し
、

9
.
1
1
に
ま
つ
わ
る
矛
盾
と
疑
問
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
私
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の

9
.
1
1

の
真
相
解
明
の
会
議
に
招
か
れ
た
折
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
元
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
総
裁
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ェ
ル
テ
ケ

氏
と
面
会
し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。
ヴ
ェ
ル
テ
ケ
氏
が

9
.
1
1
の
前
後
に
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
が
あ
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
が
最
初
に
日
本
で
報
道
さ
れ
た
の
は

2
0
0
 
1
年
9
月
25
日
だ
っ
た
。

独
連
銀
総
裁
が
指
摘

各
国
の
金
、
原
油
市
揚
で
テ
ロ
前
後
不
可
解
な
取
引

【リ
エ
ー
ジ
ュ

（
ベ
ル
ギ
ー
）
ロ
イ
タ
ー

E
S
時
事
】

ド
イ
ツ
連
銀
の
ウ
ェ
ル
テ
ケ
総
裁
は

22
日
、
米
同
時
テ
ロ
事
件
の
前
後
に
、
各
国
市
揚
で
金
や
原
油
に
関
し
「
不
可
解
な
取
引
」

が
行
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
と
述
べ

、
事
件
発
生
を
事
前
に
知
り
得
る
者
の
取
引
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
総
裁
は
「
原
油
価

格
は
テ
ロ
事
件
の
直
前
、
急
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
原
油
を
買

っ
て
、
後
で
高
値
で
売
り
抜
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
指
摘
す
る

と
と
も
に
「
金
市
場
で
も
説
明
が
必
要
な
動
き
が
あ

っ
た
」
と
語
っ
た
。
【
毎
日
新
聞
朝
刊
2
0
0
 
1
年

9
月

25
日
】

こ
の
短
い
記
事
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
イ
ト
を
探
し
て
み
る
と
、
経
済
紙
の
ブ
ル

ー

ム
バ
ー
グ
に
よ
る
詳
細
な
記
事
が
あ
っ
た
。
（ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
・
ニ
ュ
ー
ス

2
0
0
 
1
年
9
月
23
日

紙

幅

の

1

ド
イ
ツ
連
銀
総
裁
が
暴
露
し
た
株
、
金
、
原
油
市
場
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
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関
係
で
詳
細
は
割
愛
す
る
）

さ
て
、
誰
に
よ
っ
て
ど
ん
な
取
引
が
な
さ
れ
た
の
か
、
明
確
な
こ
と
は
判
ら
な
い
が
、

ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
コ

ミ
に
続
報
が
な
い
か
調
べ
て
み
る
と、

2
0
0
 
3
年

6
月
3
日
に

フ
ロ
リ
ダ
の
ニ
ュ
ー
ズ
マ

ッ
ク

ス
紙
が
ウ
ェ

ブ
・
ニ
ュ
ー
ス
で

「
ま
だ

9
.
1
1
の
株
疑
惑
に
つ
い
て
沈
黙
の
ま
ま
」
と
い

う
記
事
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

そ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

米
国
証
券
取
引
委
員
会

(S
E
C
)
も
こ
の
件
に
関
し
て
調
査
を
開
始
し
、
次
の
企
業
に

関
し
て
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
情
報
が
な
い
か
ど
う
か
を
世
界
各
地
の
証
券
取
引
所
に
問

い
合
わ
せ
た
よ
う
だ
。

米
国
証
券
取
引
委
員
会
が
各
国
に
問

い
合
わ

せ
る
際
に
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
企
業
名
が
書
か
れ
て
い
た
。

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航
空
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
航
空
、
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
ト
航
空
、

U
S
航
空
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー

チ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
コ

ッ
ク
、
メ
ッ

ト
ラ
イ
フ
、
ゼ
ヽ
不
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
、
レ
イ
セ
オ
ン
、

W
R
グ
レ
ー
ス
、

ロ
ー
ン
・
ス
タ
ー

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

バ
ン
ク
・
ワ
ン
、
シ
テ
ィ
グ
ル

ー
プ
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
モ
ー

ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
銘
柄
に
は
、
事
前
の
株
価
の
下
落
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
注
に
つ
い
て

も
通
常
の
取
引
の
中
で
よ
く
あ
る
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
証
券
取
引
委
員
会
の
調
査
範
囲

だ
け
で
は
、

9
.
1
1
を
事
前
に
知
っ
て

い
る
者
に
よ
る
、
大
掛
か
り
な
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
疑
惑
が
あ
る
か

ど
う
か
は
判
断
で
き
な
か

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
企
業
リ
ス

ト
を
作
っ
た
上
で
、

こ
う
し
た
先
物
取

引
が
行
わ
れ
て
い
る
世
界
各
他
の
証
券
取
引
所
に
問

い
合
わ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

米
国
証
券
取
引
委
員
会
と
同
様
、
ド
イ
ツ
連
銀
の
担
当
ス
タ
ッ

フ
も
、
事
件
前
後
の
株
価
の
異
常
な
動
き
を
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次
に
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
、
見
事
な
ほ
ど
に

一
斉
に
無
視
し
た
ア
メ
リ
カ
の
大
き
な
出
来
事
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
う
。

2

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
へ
の
弾
劾
決
議
が
下
院
委
員
会
に
送
付

キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
情
報
を
も
と
に
、
ヴ
ェ
ル
テ
ケ
総
裁
は
記
者
会
見
の
中
で
、
異
常
な
値
動
き

を
見
せ
た
の
は
「
石
油
と
金
、
航
空
会
社
と
保
険
」
と
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
紙
が
「
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
再
保
険
会
社
関
連
の

9
月
6
日
と

7
日
の
取
引
量
は
、
お
よ
そ
倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
」
と
報
道
し
て
い

る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
期
間
に
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
と
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
業
種
の
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ズ
マ

ッ
ク
ス
紙
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
疑
惑
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後

F
B
I
も

米
国
証
券
取
引
委
員
会
も
、
さ
ら
に
世
界
各
地
の
証
券
取
引
委
員
会
も
、
捜
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
模
様
は
な

い
そ
う
で
あ
る
。

肝
心
の
米
国
証
券
取
引
委
員
会
と

F
B
I
が
調
査
を
棚
上
げ
に
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
ず
ア
メ
リ
カ
当

局
に
圧
力
を
か
け
て
き
ち
ん
と
し
た
調
査
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
と
ア
メ
リ
カ

ン
航
空
関
連
の
株
取
引
だ
け
で
な
く
、

9
.
1
1
に
関
し
て
利
害
関
係
が
あ
る
す
べ
て
の
企
業
の
取
引
状
況
が
検

証
さ
れ
な
い
限
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
だ
け
で
も
倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
現
象
は
説
明
で
き
な
い

。

こ
と
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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2
 0
0
 
8
年

6
月

11
日
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
下
院
が
オ
ハ
イ
オ
州
選
出
の
デ
ニ
ス
・
ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
が
提

出
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
対
す
る
弾
劾
決
議
を
司
法
委
員
会
に
送
付
す
る
こ
と
を
可
決
し
た
の
で
あ
る
。
弾

劾
決
議
へ
の
賛
成
議
員
は

2
5
1
票
、
そ
れ
に
対
し
て
反
対
は

1
6
6
票
だ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
支
持

す
る
共
和
党
か
ら
も

24
人
が
離
反
し
、
弾
劾
決
議
賛
成
の
側
に
回
っ
た
の
で
あ
る
。

ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
は

2
0
0
 
4
年
の
大
統
領
選
に
民
主
党
か
ら
立
候
補
し
、
特
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
イ
ラ

ク
戦
争
政
策
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
選
挙
資
金
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
備
選
の
最
後
ま
で

戦
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
 
8
年
の
大
統
領
選
に
も
立
候
補
し
た
の
だ
が
、
オ
ハ
イ
オ
選
挙

区
で
の
下
院
議
員
選
挙
に
出
馬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
途
中
で
断
念
し
て
い
る
。

ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
が
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
弾
劾
決
議
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
民
主
党
の
ス
テ

ニ
ー
・
ホ
イ
ヤ
ー
下
院
総
務
と
ナ
ン
シ
ー
・
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
は
、
「
弾
劾
決
議
は
成
功
の
可
能
性
が
な
い
上
に
、

党
を
分
裂
さ
せ
る
」
と
し
て
、
決
議
案
を
提
案
し
な
い
よ
う
に
強
く
要
請
し
た
。
と
い
う
の
は
、
か
つ
て
共
和

党
が
、
下
院
で
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
不
倫
問
題
に
関
す
る
弾
劾
決
議
を
通
過
さ
せ
た
も
の
の
、
上
院
弾
劾
委

員
会
で
の
大
統
領
弾
劾
の
票
決
を
得
る
こ
と
が
出
来
ず
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
国
民
か
ら
の
支
持
を
大

幅
に
減
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
政
治
の
世
界
で
は
「
大
統
領
弾
劾
は
政
党
の
自
殺
行
為
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
下
院
で
の
多
数
派
と
な
っ
た
民
主
党
幹
部
は
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
同
様
の
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

実
は
ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
は

2
0
0
 
7
年

11
月
に
も
チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
の
弾
劾
決
議
を
提
出
し
、
下
院
司

法
委
員
会
に
決
議
案
を
送
付
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
司
法
委
員
会
の
ジ

ョ
ン
・
コ
ン
ヤ
ー
ズ
委

員
長
（
民
主
党
）
が
決
議
の
審
議
に
着
手
し
な
か
っ
た
の
で
、
決
議
は
お
蔵
入
り
と
な
っ
て
い
る
。
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ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
は
、
そ
う
し
た
民
主
党
幹
部
の
思
惑
を
「
な
ぜ
弾
劾
決
議
が
民
主
党
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
の
か
理
解
で
き
な
い

。
大
統
領
を
弾
劾
で
き
な
い
下
院
は
、
機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
」
と
し
て
、
今

回
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
弾
劾
の
挙
に
出
た
の
で
あ
る
。

政
府
高
官
や
裁
判
官
を
弾
劾
す
る
場
合
、
ま
ず
下
院
で
の
弾
劾
決
議
が
必
要
だ
。
下
院
で
弾
劾
決
議
が
な
さ

れ
た
場
合
に
は
司
法
委
員
会
に
送
ら
れ
て
法
案
内
容
が
審
議
さ
れ
、
さ
ら
に
上
院
に
送
ら
れ
る
。
上
院
は
弾
劾

決
議
に
関
し
て
は
裁
判
所
の
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
議
会
で
正
式
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
。
裁
判
長
は
上
院
議
長

が
務
め
る
が
、
弾
劾
の
対
象
が
大
統
領
で
あ
っ
た
場
合
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
を
裁
判
長
と
し
て
指
名
し
、

上
院
議
員
が
陪
審
員
を
務
め
る
。
上
院
で
の
裁
判
で
有
罪
の
判
決
が
下
さ
れ
れ
ば
、
大
統
領
は
た
だ
ち
に
罷
免

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
大
統
領
の
弾
劾
決
議
は
、
簡
単
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い

。
政
治
生
命
を
賭
け
た
重
大
な
決
意

が
必
要
な
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
は
捨
て
身
の
覚
悟
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
弾
劾
を
訴

え
た
の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
し
っ
か
り
し
た
理
由
を
訴
え
る
た
め
の
あ
る
秘
策
を
準
備
し
て
い
た
。

35
項

目
に
わ
た
る
弾
劾
容
疑
を
詳
述
し
た
、

3
万
2
0
0
0
語
に
わ
た
る
弾
劾
決
議
案
を
書
き
上
げ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
量
は
、
文
庫
本
一
冊
分
に
値
す
る
。
単
に
弾
劾
の
条
項
だ
け
で
は
な
く
、
証
拠
と
な
る
政
府
高
官
の

発
言
や
文
章
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
や
公
文
書
か
ら
引
用
し
、
大
統
領
は
な
ぜ
弾
劾
に
値
す
る
か
と
い
う
理
由

を
明
確
に
し
た
決
議
文
は
、
今
ま
で
に
他
の
議
員
が
提
出
し
て
き
た
箇
条
書
き
に
よ
る
決
議
文
と
は
ま
っ
た
＜

異
な
る
も
の
だ
っ
た
。

決
議
文
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
と
っ
て
否
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
数
多
く
の

証
拠
だ
っ
た
。
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彼
が
弾
劾
決
議
に
踏
み
切
っ
た
上
で
採
っ
た
作
戦
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い

。
決
議
案
を
提
案
す
る
た
め
に
、

共
同
提
案
者
の
名
前
を
署
名
す
る
の
だ
が
、
ク
シ

ニ
ッ
チ
議
員
は
決
議
と
同
時
に
署
名
を
求
め
る
と
い
う
奇
襲

作
戦
を
用
い

、
事
前
に
懐
柔
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
回
避
す
る
作
戦
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
決
議
案
提
出
当
日
の

6
月
10
日
、
ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
は
「
決
議
案
を
提
出
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
ペ
ロ

シ
議
長
の
要
請
を
蹴
り
、
決
議
案
を
読
み
上
げ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

単
に
決
議
案
を
提
出
し
た
だ
け
で
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
具
体
的
な
内
容
が
国
民
の
目
に
触
れ
な
い
ま
ま
、

審
議
が
進
ん
で
し
ま
う
。
読
み
上
げ
た
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
の
す
べ
て
が
速
記
さ
れ
て
議
事
録
に
記
録
さ
れ

て
、
世
界
中
の
人
々
が
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
そ
の
全
文
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員

に
は
、
米
国
議
会
で
の
弾
劾
決
議
の
議
案
そ
の
も
の
を
全
世
界
に
伝
え
、
ブ
ッ
シ

ュ
大
統
領
が
何
を
し
た
か
を

す
べ
て
の
人
の
目
に
触
れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
議
会
職
員
が
延
々

5
時
間
も
か
け
て
、
決
議
文
の
全
文
を
読
む

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
狙
い
通
り
、
米
国
議
会
図
書
館
の
左
記
の
サ
イ
ト
に
永
久
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

h
t
t
p
:
/
 /
t
h
o
m
a
s
.l
o
c
.g
o
v
/
c
g
i
 ,
 
b
i
n
/
b
d
q
u
e
r
y
 /
 
N
 ?
d
 
1

1

 

O
:
h
.r
e
s
.
 

1
 

2
5
8
:
 

ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
は
そ
の
後
、
コ
ン
ヤ
ー
ズ
委
員
長
を
訪
ね
、
委
員
会
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
談
判
を
続
け
た
。

そ
の
結
果
コ
ン
ヤ
ー
ズ
委
員
長
は

2
0
0
 
9
年

1
月
8
日
に
、
弾
劾
決
議
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
も
の

の、

「
ブ
ッ
シ

ュ
政
権
の
戦
争
権
力
と
市
民
的
自
由
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
作
り
、
プ
ッ
シ

ュ
大
統
領
と
チ
ェ

イ
ニ
ー
副
大
統
領
に
よ
る
職
権
乱
用
に
関
し
て
の
調
査
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

コ
ン
ヤ
ー
ズ
委
員
長
に
よ

れ
ば
、
特
別
委
員
会
で
の
調
査
対
象
と
し
て
イ
ラ
ク
戦
争
に
関
連
し
て
の
職
権
乱
用
と
拷
問
を
中
心
に
調
査
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
幅
広
い

(
w
i
d
e
r
a
n
g
e
d
)

と
い
う
言
薬
を
使
い
な
が
ら
、
ク
シ
ニ
ッ
チ
氏
か
ら
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4
.3
パ
ー
セ
ン
ト

4
.6
%
 

の
事
情
聴
取
も
あ
り
う
る
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、

部
が
調
査
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
だ
。

も
ち
ろ
ん
オ
バ
マ
政
権
は
、
共
和
党
側
が
こ
う
し
た
調
査
に
対
し
て
「
自
分
た
ち
へ
の
報
復
的
職
権
乱
用
だ
」

と
反
論
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
氏
を
逮
捕
し
て
査
問
す
る
な
ど
の
強
硬
手
段
に
出
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
論
の
後
押
し
さ
え
あ
れ
ば
、

35
の
弾
劾
項
目
の
多
く
の
部
分
が
調
査
さ
れ
、

9
.

11
に
つ
い
て
の
疑
問
に
も
か
な
り
迫
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
の
決
議
が
通
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
や
り
か
た
に
反
対
す
る
ア

メ
リ
カ
国
民
の
声
が
、
国
民
全
体
の
半
数
を
超
え
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

今
、
ア
メ
リ
カ
は
少
し
ず
つ
動
き
始
め
て
い
る
。
今
回
の
戦
争
が
生
ん
だ
弊
害
を
な
く
す
の
に
は
、
時
間
が
か

か
る
。
戦
争
と
い
う
巨
大
な
利
権
は
、
数
多
く
の
人
々
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
だ
か
ら
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
大
手
テ
レ
ビ
局

N
B
C
は
、
「
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
行
為
は
弾
劾
に
値
す
る
か
」
と
い
う
調
査
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
原
稿
を
執
箪
し
て
い
る
時
点
で
も
、
投
票
作
業
は
継
続
さ
れ
て

い

る
の
で
、
是
非
の
ぞ
い
て
欲
し
い

。

「
あ
な
た
は
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
行
動
は
弾
劾
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

2
0
0
 9
 

年

1
月
時
点
で
の
回
答
は
、

(1
)
弾
劾
す
べ
き
だ
と
思
う

8
9
%

(2
)
間
違
い
は
あ
る
が
、
弾
劾
す
る
ほ
ど
で
は
な
い

。

(3
)
弾
劾
す
べ
き
で
は
な
い

。

政
治
的
リ
ン
チ
だ

(
4
)
分
か
ら
な
い

2
.
1
%

ク
シ
ニ
ッ
チ
氏
に
よ
る
弾
劾
決
議
に
盛
ら
れ
た
内
容
の
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3
 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
を
見
る
と
ク
シ
ニ

ッ
チ
議
員
の
提
案
こ
そ
が
、

確
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.m
s
n
b
c
.m
s
n
.c
o
m
/
i
d
/
1
0
5
6
2
9
0
4
 

ア
メ
リ
カ
国
民
の
世
論
を
的

テ
ロ
の
事
前
情
報
を
無
視
し
て
予
防
し
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ

ブ

ッ
シ
ュ
政
権
が
事
前
に
ア
ル
カ
イ
ダ
の
テ
ロ
攻
撃
情
報
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
事
前
に
防
止
し
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
は
、
数
多
く
の
人
々
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
疑
問
を
、
政
府
高
官
で
あ
っ

た
当
事
者
の
立
場
か
ら
は
っ
き
り
と
肯
定
し
た
の
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
テ
ネ

ッ
ト
元

C
I
A
長
官
で
あ
る
。

テ
ネ
ッ
ト
氏
は
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
時
代
か
ら

7
年
間
に
わ
た
っ
て

C
I
A
長
官
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
フ
セ
イ
ン
政
権
と
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
関
係

が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
辞
任
を
迫
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。

そ
の
彼
が

2
0
0
 
7
年

4
月
に
出
版
し
た

『嵐
の
中
で
』
と
い
う
回
想
録
の
中
で
、
自
分
は

2
0

0

 
1
年

7

月

10
日
に
ラ
イ
ス
国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
と
緊
急
会
議
を
開
き
、
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
テ
ロ
の
危
険
が
直

前
に
迫
っ
て
い
る
と
伝
え
た
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の

7
月

10
日
の
ラ
イ
ス
氏
と
テ
ネ

ッ
ト
氏
と
の
緊
急
会
議
に
つ
い
て
は
、
有
名
な
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の

記
者
ボ
ブ
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
が

2
0
0
 
4
年
に
書

い
て
邦
訳
も
さ
れ
て
い
る

『ブ
ッ
シ
ュ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
刊
）
の
中
で
、
す
で
に
指
摘
し
て
い
た
。
だ
が
、
ラ
イ
ス
氏
は
そ
の
本
が
出
た
後
も
、
テ
ロ
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職
員

の
警
告
に
関
し
て
は
、
テ
ネ
ッ
ト
氏
か
ら
は
一
切
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
否
定
し
続
け
て
い
る
。

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
記
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
緊
急
会
議
の
中
で
ラ
イ
ス
氏
は
、
テ
ネ
ッ
ト
氏
が
提
示
し
た
「
テ
ロ

が
差
し
迫
っ
て
い
る
」
と
の
発
言
を
は
ね
つ
け
、
す
で
に
一
貫
し
た
対
策
プ
ラ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
と
反
論
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
ラ
イ
ス
氏
が
主
張
し
続
け
る
「
一
切
聞
い
て
い
な
い
」
と
い
う
抗
弁
に
は
無
理
が
あ
る
。

9
.
11
委
員
会
の
調
査
報
告
書
で
は
、
テ
ネ
ッ
ト
氏
は
、
毎
日
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
会
っ
て
、
日
例
報
告
書

を
書
い
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
の
調
査
に

よ
れ
ば

2
0
0
 
1
年

1
月

20
日
か
ら

9
月

11
日

ま
で
の
日
例
報
告
書
の
中
に
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
に
関
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
文
書
が

40
点
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

ラ
イ
ス
国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
は
、
こ
う
し
た
会
議
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
同
席

し
て
お
り
、
仮
に

7
月

11
日
の
会
議
に
つ
い
て
の
記
憶
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
テ
ロ
の
脅
威
に
つ
い
て
ま
っ

た
く
知
ら
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、

2
0
0
 
4
年

7
月
に

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
が
、
「
政
府
は
テ
ロ
を
事
前
に
知
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
が
小
さ
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
報
告
書
に
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
を
批
判
す
る
声
が
ま
す
ま
す
強
く
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
中

2
0
0
 
5
年

6
月

15
日
に
は
、
タ
カ
派
と
し
て
知
ら
れ
る
カ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ド
ン
下
院
軍
事
委
員

会
副
議
長
（
共
和
党
）
が
招
聘
し
た
公
聴
会
で
、
軍
の
内
部
に
「
エ
イ
ブ
ル
・
デ
ン
ジ
ャ
ー
（
巧
み
な
危
機
）
」

と
い
う
暗
号
で
呼
ば
れ
る
秘
密
調
査
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
、
明
ら
か
に

し
た
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ル
ド
ン
副
議
長
に
、
秘
密
調
査
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
告
発
し
た
の
は
、
国
防
情
報
局

(
D
I
A
)

これだけある疑問の数々 第3章 146 



の
ア
ン
ソ
ニ
ー

・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
陸
軍
中
佐
と

3
人
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
だ
っ
た
。

こ
の
秘
密
調
査
グ
ル
ー
プ
は
、
国
防
省
統
合
参
謀
本
部
の
指
示
に
よ
っ
て

1
9
9
9
年
10
月
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
ア
ル
カ
イ
ダ
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
テ
ロ
リ

ス
ト
を
特
定
す
る
任
務
を
持
っ
て
い
た
。
い
わ
ば
サ
イ
バ
ー
警
察
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
エ
イ
プ
ル

・
デ
ン

ジ
ャ
ー
」
の

20
人
の
秘
密
チ
ー
ム
は
、
膨
大
な
容
量
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、

1
9
9
3
年
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク

で
起
き
た
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
爆
破
事
件
と
、

1
9
9
5
年
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
市
の
連
邦
政
府
ビ
ル
爆
破
事
件
に

か
か
わ
っ
た
と
さ
れ
る

4
人
の
容
疑
者
を
特
定
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
タ
、
マ
ル
ワ
ン

・
ア
ル
・
シ
ェ
イ
、
ハ
リ
ド

・
ア
ル
・
ミ
ダ
ル
、
ナ
ワ
フ

・
ア
ル

・
ハ
ズ

ミ
の

4
人
で
あ
る
。

シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
中
佐
た
ち
は
、

軍
に
は
国
内
で
の
逮
捕
権
が
な
い
の
で
、
こ
の

4
人
を
逮
捕
す
る
た
め
に

2
 0
0
 
0
年
暮
れ
に

F
B
I
に
協
力
を
仰
ぎ
、

3
度
に
わ
た
っ
て
合
同
会
議
を
開
い
て
い
る
。

し
か
し
国
防
省
は
逮
捕
を
見
送
る
こ
と
を
決
定
し
、

2
0
0
 
1
年
春
に
な
る
と
「
エ
イ
ブ
ル
・
デ
ン
ジ
ャ

ー
」

を
解
散
。
そ
の
後
国
防
情
報
局

(D
I
A
)が
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
蓄
積
し
た
膨
大
な
情
報
の
消
去
作
業
を
行
っ
た
。

そ
う
し
た
国
防
省
幹
部
の
や
り
方
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
中
佐
た
ち
が
、
ウ
ェ
ル
ド
ン
副
議

長
に
秘
密
調
査
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
内
部
告
発
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
公
聴
会
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ル
ド
ン
副
議
長
が
招
聘
し
た
公
聴
会
に
は
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
中
佐
ほ
か

3
人
の
軍
人
が
出
席
し
、
国
防
総

省
が
口
封
じ
を
行
っ
た
と
は
っ
き
り
と
証
言
し
、
「
自
分
た
ち
の
情
報
を
元
に
容
疑
者
た
ち
を
逮
捕
し
て
い
れ

ば、

9
.
1
1
の
悲
劇
を
回
避
で
き
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

同
じ
く
公
聴
会
に
出
席
し
た
ケ
ン
ボ
ー
ン
国
防
次
官

（
情
報
担
当
）

は
「
調
査
の
結
果
、
そ
う
し
た
秘
密
調
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査
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
事
実
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
全
否
定
し
て
い
る
。

さ
て
同
じ
頃
、

C
I
A
も
テ
ロ
容
疑
者
を
特
定
す
る
作
業
に
成
功
し
て
い
る
。

2
0
0
 
2
年

5
月
の
ニ
ュ
ー

ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
は
、

C
I
A
が
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
電
話
盗
聴
に
成
功
し
、
ハ
リ
ド
・
ア
ル
・
ミ
ダ
ル
と
ナ
ワ
フ
・

ア
ル

・
ハ
ズ
ミ
の

2
人
が

2
0
0
 
0
年

1
月
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
か
れ
る
ア
ル
カ
イ
ダ
の
秘
密
会
議
に

出
席
す
る
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

C
I
A
は
マ
レ

ー
シ
ア
政
府
の
協
力
を
得
て
、

こ
の

2
人
の
顔
写
真
を
入
手
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

実
は
こ
の

2
人
は

2
0
0
 
0
年

10
月
に
イ
エ
メ
ン
で
起
き
た
米
駆
逐
艦
コ
ー
ル
の
爆
破
事
件
の
容
疑
者
で
も

あ
り
、

C
I
A
が
逮
捕
す
る
の
は
さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
な
ぜ
か

C
I
A
は

2

人
を
追
跡
す
る
こ
と
を
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、

2
人
は

2
0
0
 
1
年

1
月
に
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
。
そ
し
て

9
.
1
1
テ
ロ
攻
撃
を
起
こ
す
こ

と
に
な
る
仲
間
た
ち
と
合
流
し
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
話
は
さ
ら
に
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

9
.
11
委
員
会
が
こ
の

2
人
に
関
し
て
奇
妙
な
報
告

を
し
て
い
る
。

2
人
が
入
国
し
て
か
ら
の
記
述
を
意
図
的
に
ゆ
が
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
発
見
し
た
の
は

26
歳
の
チ
ェ
コ
人
青
年
で
、
ア
メ
リ
カ
で
翻
訳
の
仕
事
を
し
て
い
る
ケ
ビ
ン
・

フ
ェ
ン
ト
ン
氏
だ
。

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
を
読
ん
だ
フ
ェ
ン
ト
ン
氏
は
、
報
告
書
が
採
用
し
て
い
る
「

F
B
I
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

と
い
う
捜
査
報
告
書
の
記
述
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
通
称
「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
こ
の

3
0
0
ペ
ー
ジ
弱
の
捜
査
報
告
書
は
非
公
開
に
な
っ
て
い
て
、
ど
う
し
て
も
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
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考
え
あ
ぐ
ね
た
フ
ェ
ン
ト
ン
氏
は
「
情
報
公
開
法
」

(F
O
I
A
)
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
公
開
請
求
を
し

て
み
た
。
す
る
と
意
外
に
あ
っ
さ
り
と
公
開
許
可
が
下
り
て
、

2
0
0
 
8
年
2
月
4
日
、
「

F
B
I
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」
の
全
文
を
複
写
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
入
手
し
て
み
る
と
、
文
章
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
白
抜
き
に
な
っ
て
お
り
、
一
見
し
た
だ
け
で
は

9
.
1
1

委
員
会
報
告
書
と
の
矛
盾
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

フ
ェ
ン
ト
ン
氏
は
「

F
B
I
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
丹
念
に
読
み
取
り
、
白
抜
き
の
部
分
を
他
の
文
献
の
情
報

を
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、

9
.
1
1
委
員
会
報
告
が
特
定
の
部
分
を
故
意
に
隠
し
て
い

た
形
跡
を
発
見
し
、
そ
の
い
く
つ
か
を
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
ハ
リ
ド
・
ア
ル
・
ミ
ダ
ル
と
ナ
ワ
フ
・
ア
ル

・
ハ
ズ
ミ
の

2
人
に
つ
い
て

9
.
1
1

委
員
会
報
告
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
1
月
15
日
、
ミ
ダ
ル
（
邦
訳
で
は
ミ
フ
ダ
ル
）
と
ハ
ズ
ミ
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
到
着
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
移

る
前
の
約

2
週
間
を
そ
こ
で
す
ご
し
て
い
る
」

（日
本
語
訳
報
告
書

l
3
0
ペ
ー
ジ
。
日
本
語
訳
で
は
、
在
日
ア

ラ
ビ
ア
人
に
監
修
し
て
も
ら
い
原
音
に
近
い
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
し
て
い
る
）

ま
た
委
員
会
報
告
書
で
は
、
最
初
の

2
週
間
に
つ
い
て
具
体
性
に
欠
け
た
報
告
と
な
っ
た
理
由
を
次
の
よ
う

に
解
説
し
て
い
る
。

「
合
衆
国
で
の
最
初
の

2
週
間
、
ハ
ズ
ミ
と
ミ
ダ
ル
の
行
動
に
つ
い
て
、
我
々
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
期
間
に
彼
ら
を
助
け
た
か
も
し
れ
な
い
者
た
ち
の
正
体
を
隠
す
た
め
に
仕
組
ま
れ
た
、

ア
ル
カ
イ
ダ
の
工
作
の
せ
い
で
あ
ろ
う
」

（日
本
語
訳
報
告
書

1
3
2
ペ
ー
ジ
）

し
か
し
「

F
B
I
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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「
貨
貸
契
約
書
に
よ
れ
ば
、

2
0
0
 
0
年

2
月
5
日
に
パ
ー
ク
ウ
ッ
ド
・
ア
パ
ー
ト

1
5
0
号
室
を
借
り
る
前

に
は
、
ア
ル
・
ミ
ダ
ル
と
ア
ル
・
ハ
ズ
ミ
は
【
削
除
】
と
共
に
、
同
じ
ア
パ
ー
ト
内

1
5
2
号
室

に

1
月
15
日

か
ら

2
月
2
日
ま
で
住
ん
で
い
た
」

さ
ら
に
「

F
B
I
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を

2
ペ
ー
ジ
め
く
る
と
、

さ
れ
て
い
る
。

今
度
は
同
じ
ア
パ
ー
ト
名
が
住
所
入
り
で
記

「
ア
ル

・
ミ
ダ
ル
と
ナ
ワ
フ
・
ア
ル
・
ハ
ズ
ミ
は
、
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
‘
‘
コ
の
マ
ウ
ン
ト
・
エ
イ
ダ
通

り

6
4
0
1
号
、
パ
ー
ク
ウ
ッ
ド
・
ア
パ
ー
ト

1
5
0
号

室
に
住
ん
で
い
た
。
ア
パ
ー
ト
借
用
の
保
証
署
名
人
は

【削

除
】
で
あ
っ
た
。
賃
貸
契
約
書
に
よ
れ
ば
ア
ル

・
ミ
ダ
ル

と
ナ
ワ
フ
・
ア
ル
・
ハ
ズ
ミ
は
、

1
5
0
号
室
を
借
り
る

前
に
は

【削
除
】
と
共
に
住
ん
で
い
た
」

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書

で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
た

2
人
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の

2
週
間
の
足
取
り
が
は
っ
き
り
し
な
い

の
は
、

2
人
を
助
け
た
人
物
を
隠
す
た
め
に
ア
ル
カ
イ
ダ

が
工
作
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「

F
B
I
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
実
物

か
ら
読
み
取
れ
る
通
り
、

F
B
I
は
最
初
か
ら

2
人
が
ロ
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サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
な
く
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
住
ん
で
い

た
こ
と
を
掴
ん
で

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
奇
妙
な
こ

と
に、

2
人
の
保
証
人
で
あ
り
、

最
初
の

2
週
間
一
緒
に
住
ん
で

い
た
人
物
の
名
前
を
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て

F
B
I
が
消
し
た
こ
の
人
物
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
人
物
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
専
門
家
の
多

く
が
オ
マ
ー
ル
・
ア
ル
・
バ
ユ
ー
ミ
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
バ
ユ
ー
ミ
は
実
は

C
I
A
か
ら
も
マ

ー
ク
さ
れ
て

い
て
、

一
度

ロ
ン
ド
ン
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
が
介
入
し
て
釈
放
さ
れ
、

現
在
は
母
国
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
暮
ら
し
て
い
る
。

ア
ラ
ビ
ア
語
専
門
の
調
査
官
で
、
後
に
映
画
の
シ

ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
に
な

っ
た
元

C
I
A
の
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ー

ア
氏
は
、

9
.
11
委
員
会
報
告
書
が
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
バ

ユ
ー
ミ
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
諜
報
員
で
あ
り
、

在
米
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
夫
人
か
ら
預
か
っ

た
資
金
を

2
人
に
渡
し
て
い
た
と
主
張
し
て
き
た
。
ま
た
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
犯
と
さ
れ
て
い
る

19
人
の
う
ち

15
人
が
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
国
籍
を
持
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
関
与
を
強
く
疑
っ
て
い

た
。

も
ち
ろ
ん
在
米
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
館
の
報
道
担
当
官
は

ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
の
度
重
な
る
取
材
に
対

し
て
「
調
査
の
結
果
、
そ
う
し
た
事
実
は
な
い

。
濡
れ
衣
で
あ
る
」
と
否
定
し
続
け
て

い
る
の
だ
が
、
母
国
に
帰
っ

た
肝
心
の
バ
ユ
ー
ミ
を
聴
取
し
て
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
な
ど
の
作
業
は
行

っ
て
い
な
い

。

で
は

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
は
バ

ユ
ー
ミ
に
つ
い
て
ど
う
解
説
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
当
時

42
歳
の
バ
ユ
ー
ミ
（
邦
訳
で
は
バ
ユ
ム
ニ
ー
）
は
、

20
年
以
上
働
い
て
い
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
民
問
航

空
局
の
請
負
業
者
か
ら
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
う
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
学
生
と
し
て
、
合
衆
国
に
滞
在
し
て
い
た
。

9
.

11
以
降
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
大
き
な
疑
惑
の
的
と
な
っ
た
彼
は
、

自
分
の
悪
評
を
重
く
心
に
と
ど
め
つ
つ
、
現

在
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
暮
ら
し
て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
と

F
B
I
は
彼
を
尋
問
し
、
彼
に
つ
い
て
の
証
拠
を
調
べ
あ
げ
た
。
バ
ユ
ー
ミ
は
世
話
好
き
で
杜

交
的
な
、
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
。
彼
は
余
暇
の
多
く
を
宗
教
の
勉
強
や
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
か
ら
約

15

マ
イ
ル
離
れ
た
エ
ル
カ
ホ
ン
に
あ
る
モ
ス
ク
運
営
の
手
助
け
に
費
や
し
て
い
た
。
た
ぶ
ん
疑
い
を
避
け
る
た
め
、

彼
が
話
の
一
部
分
を
い
つ
わ
っ
た
可
能
性
も
確
か
に
あ
ろ
う
。

一
方
、
彼
が
暴
力
的
な
過
激
主
義
を
信
じ
て
い

た
り
、
意
図
的
に
過
激
な
グ
ル
ー
プ
を
援
助
し
て
い
た
と
い
う
確
た
る
証
拠
を
わ
れ
わ
れ
は
発
見
で
き
て
い
な

い
。
彼
に
直
接
か
か
わ
っ
た
り
、
彼
の
背
景
を
調
べ
た
り
し
た
わ
れ
わ
れ
の
調
査
官
た
ち
は
、
彼
が
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
と
秘
密
裏
に
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
を
も
つ
人
物
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
」
（
日
本
語

訳
報
告
書

l
3
6
ペ
ー
ジ
）

「

F
B
I
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
記
述
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
の
部

分
の
矛
盾
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

F
B
I
が
消
去
し
た
人
物
は
確
実
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
犯
と
さ
れ
る

2
人
を
最
初
か
ら
支
援
し
た
人
物
な
訳
だ
が
、
こ
の
人
物
が
バ
ユ
ー
ミ
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

9
.
1
1
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
信
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

鳴
り
物
入
り
で
発
表
さ
れ
た

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
は
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
こ
に
書
か
れ
て

い
る
矛
盾
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
委
員
会
の
議
長
、
副
議
長
な
ど
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、

C
I
A
、

F
B
I
な
ど
が
非
協
力
的
だ
っ
た

の
で
報
告
書
が
あ
い
ま
い
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
も
ア
メ
リ
カ
政
府
に
は
、

9
.
1
1
に
関
し
て
の
疑
問
に
は
っ
き
り
と
答
え
る
た
め
の
再
調
査
を

開
始
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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9
.
1
1
が
な
ぜ
防
御
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
こ
う
し
た
大
惨
事
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
原
点
を
考
え
る

意
味
で
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
崩
壊
の
原
因
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

事
件
が
起
き
た
直
後
に
、
日
本
建
築
学
会
の
メ
ン
バ
ー
に
働
き
か
け
て
、
い
ち
は
や
く
崩
壊
原
因
を
究
明
し

よ
う
と
し
た
東
京
工
業
大
学
の
和
田
章
教
授
が

2
0
0
 
9
年

2
月
、
私
の
事
務
所
を
訪
れ
て
崩
壊
の
原
因
に
対

す
る
見
解
を
語
っ
て
く
れ
た
。

事
件
を
知
っ
た
直
後
、
和
田
教
授
は
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
ふ
た
つ
の
ビ
ル
が
あ
っ
け
な
く
倒
壊
し
た
事
実

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
建
築
構
造
の
専
門
家
と
し
て
事
実
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
日
本
建

築
学
会
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
調
査
団
を
派
遣
す
る
こ
と
は
予
算
的
に
難
し
か
っ
た
の
で
、
ご
自
身
で
の
現
地
調

査
に
加
え
て
、
連
邦
緊
急
事
態
管
理
局

(
F
E
M
A
)
や
ア
メ
リ
カ
土
木
学
会

(
A
S
C
E
)
と
コ
ン
タ
ク
ト

す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
被
害
者
の
証
言
を
何
百
件
も
拾
う
な
ど
、
約

1
0
0
人
近
く
の
学
会
員

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら
れ
、

2
年
か
け
て

3
0
0
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。

「
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
が
倒
壊
し
た
の
は
西
洋
人
の

D
N
A
に
よ
る
建
築
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
た
か
ら
だ

と
い
え
ま
す
。
日
本
の
建
築
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
清
水
寺
の
舞
台
を
支
え
て
い
る
骨
組
の
よ
う
に
、
柱
と
梁

を
し
っ
か
り
と
組
み
合
わ
せ
て
地
震
が
起
き
て
も
倒
壊
し
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
地
震
に

対
す
る
対
応
の
必
要
が
な
か
っ
た
西
洋
の
建
築
は
、
石
を
積
み
重
ね
て
、
石
の
強
さ
で
建
物
を
支
え
、
石
の
重

さ
で
建
物
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
で
で
き
て
い
る
の
で
す
。
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
も
石
が
鉄
に
変
わ
っ

た
だ
け
で
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
」

4

日
本
の
専
門
家
た
ち
に
よ
る
様
々
な
現
地
調
査
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世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
は
日
系
の
建
築
家
ミ
ノ
ル
・
ヤ
マ
サ
キ
の
設
計
と
し
て
有
名
だ
が
、

実
際
の
構
造
設
計

を
し
た
の
は
和
田
教
授
と
も
親
し
い
レ
ス
リ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
博
士
。

2
0

0

 
8
年

8
月
に
竣
工
し
た
上
海

の

1
0
1
階
建
て
の
超
高
層
ビ
ル
、
上
海
森
ビ
ル
な
ど
を
手
が
け
て
き
た
超

一
流
の
建
築
構
造
家
で
あ
る
。

「
問
題
は
ふ
た
つ
の
ビ
ル
は
、
鉄
工
所
や
高
等
学
校
の
体
育
館
の
屋
根
を
支
え
る
の
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る

ト
ラ
ス
と
い
う
鉄
材
で
作
ら
れ
た
梁
に
支
え
ら
れ
た

1
0
2
枚
の
床
を
、
外
周
の
柱
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
室
の
周

り
の
コ
ア
ー
に
あ
る
太
い
柱
に
引
っ
掛
け
て
載
せ
た
だ
け
の
構
造
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ト
ラ
ス

と
柱
と
の
間
は
、
溶
接
な
ど
を
せ
ず
に
簡
単
に
ボ
ル

ト
で
留
め
て
あ
る
だ
け
で
す
。
外
周
の
柱
は

40
セ
ン
チ

x

40
セ
ン
チ
の
細
い
も
の
で
、
四
角
形
の
建
物
の
各
辺
に

1
メ
ー
ト
ル
間
隔
で

60本
以
上
並
ん
で
い
ま
す
。
」

林
立
し
た
柱
が
壁
の
よ
う
に
見
え
る
ベ
ア
リ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
こ
う
し
た
建
築
物
は
、
い
わ
ば

鳥
か
ご
の
よ
う
な
建
築
物
だ
が
、
ト
ラ
ス
に
よ
る
床
構
造
は
柱
に
支
え
ら
れ
て
存
在
し
、
長
さ

4
0
0
メ
ー
ト

ル
の
柱
は
こ
の
床
構
造
に
よ
っ
て
倒
れ
ず
安
定
し
て
建
っ
て
い
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
互
い
に
持
ち
つ
持
た

れ
つ
の
関
係
を
保
つ
と
い
う
建
築
構
造
の
知
恵
の
産
物
だ
っ
た
。

し
か
し
こ
こ
に
飛
行
機
が
突
入
し
た
こ
と
で
、
林
立
し
た
柱
の
上
層
部
の
多
く
が
飛
ば
さ
れ
、
多
く
の

ト
ラ

ス
と
床
が
同
時
に
飛
ば
さ
れ
、
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
に
な

っ
た
。
続

い
て
各
階
に
伝
播
し
て
い
っ
た
火
災
に
よ
り
、

各
階
の
床
を
支
え
る
ト
ラ
ス
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
し
ま
い
、
柱
か
ら
外
れ
、
床
を
失
っ
た
細
長
い
柱
は
安
定
を

失
っ
て
崩
壊
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う
。
鉄
筋
を
曲
げ
て
作
っ
た
ト
ラ
ス
は

5
0
0
度
程
度
の
熱
で
も
柔
ら
か
く

な
っ
て
し
ま
い
、
床
を
支
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
次
々
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
上
か
ら
下
に

一
気
に
崩
れ
る
結
果

と
な
っ
た
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

「
む
し
ろ
、
あ
れ
だ
け
の
時
間
崩
壊
に
耐
え
た
の
は
、
屋
上
か
ら

96
階
ま
で
突
き
刺
さ
っ
て
い
た
巨
大
な
テ
レ
ビ
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塔
の
柱
と
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
上
層
部
が
補
強
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
切
れ
た
柱
が
支
え
る
べ
き
建
物
の

重
さ
を
切
れ
て
い
な
い
柱
に
持
ち
替
え
る
役
目
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で

1
時
間
持
っ
た
の
で
す
」

和
田
教
授
は
、
崩
壊
の
原
因
を
探
る
た
め
に
学
生
と
共
に
同
じ
構
造
の
模
型
を
作
り
、
ト
ラ
ス
と
床
が
崩
れ

る
と
ど
う
な
る
か
の
実
験
を
し
て
い
る
。
模
型
実
験
で
は
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
同
時
に
建
物
を
支
え
て
い
た

柱
が
崩
壊
し
、
建
物
中
間
部
の
柱
が
外
部
に
跳
ね
て
飛
び
出
し
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
崩
壊
時
の
テ
レ
ビ
映
像

と
そ
っ
く
り
の
現
象
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

倒
壊
の
原
因
が
爆
発
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
関
し
て
は
、

「
そ
れ
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
し
爆
発
な
ら
全
面
倒
壊
の
前
に

一
部
が
倒
壊
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
爆
薬
を

し
か
け
て
制
御
解
体
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
の
ほ
う
こ
そ
、
科
学
的
根
拠
に
欠
け
る
考
え
方
だ

と
言
え
ま
す
」
と
否
定
し
て
お
ら
れ
る
。

和
田
教
授
の
建
築
の
哲
学
は
「
愛
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
人
々
は
そ
の
愛
に
よ
っ
て
支
え
あ
っ

て
き
た
の
に
、

一
方
で
は
富
裕
層
が
生
ま
れ
、
そ
の
象
徴
と
し
て
高
層
建
築
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
片
や
そ
の

日
の
食
糧
に
も
事
欠
く
、
高
層
建
築
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
な
人
々
も
い
る
。

今
回
の
事
件
は
、
そ
う
し
た
富
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
報
復
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

。
和
田
教
授
は
そ

う
し
た
反
省
に
立
っ
て
、
建
築
と
い
う
も
の
が
人
類
が
自
然
の
中
で
長
い
歴
史
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
知
恵
に

反
し
な
い
こ
と
を
切
実

に
願

っ
て
い
る
。

今
回
の
教
訓
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
ト
ラ
ス
エ
法
で
床
を
支
え
る
建
築
物
を
禁
止
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
他
の
都
市
に
は
そ
う
し
た
教
訓
は
伝
わ
っ
て
い
な
い

。
そ
の
意
味
で
も
、
和
田
教
授
た
ち
が
行
っ
た
検

証
は
、
さ
ら
に
幅
広
く
継
続
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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高
層
建
築
に
よ
っ
て
経
済
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
現
代
文
明
。

9
.
1
1
は
そ
う
し
た
人
類
の
知
恵
を
あ
ざ
笑

う
か
の
よ
う
に
発
生
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
敵
が
誰
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
た
だ
ち
に
「
報
復
」
を
開
始

し
た
。
そ
の
「
報
復
」
の
対
象
が
明
確
に
敵
に
向
か
っ
て
い
る
の
な
ら
、
ま
だ
し
も
救
い
が
あ
る
が
、
戦
争
に
よ
っ

て
命
を
奪
わ
れ
る
の
は
国
に
命
を
捧
げ
た
兵
士
た
ち
で
あ
り
、
不
幸
に
も
爆
撃
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
市

民
た
ち
な
の
で
あ
る
。

和
田
教
授
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
日
本
建
築
学
会
の
検
証
は
、
人
類
の
知
恵
が
傲
慢
な
も
の
に
な
ら
な
い

た
め
に
日
本
の
プ
ロ
た
ち
が
い
ち
早
く
対
応
し
た
行
動
で
あ
る
と
言
え
る
。

F
E
M
A
と

A
S
C
E
の
調
査
資

料
に
基
づ
く
検
証
作
業
な
の
で
、
現
地
捜
査
が
伴
わ
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
形
で
の
民

間
の
活
動
に
は
、
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
和
田
教
授
の
見
解
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
崩
壊
説
が
、

世
界
中
の
専
門
家
、
学
者
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
も
、
和
田
教
授
の
日
本
建
築
学
会
以
外
に
も
、

文
部
科
学
省
に
よ
る
「
米
国
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
被
害
拡
大
過
程
、
被
災
者
対
応
等
に
関
す
る
緊
急
調

査
研
究
」
、
消
防
庁
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
文
部
科
学
省
の
調
査
に
は
、
実
際
に
は
国
土
交
通
省

の
専
門
家
が
多
く
参
加
し
て
い
る
が
、
和
田
教
授
の
見
解
と
は
異
な
る
視
点
も
存
在
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
後

2
0
0
 
4
年
に
発
表
さ
れ
た
米
国
の

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
こ
そ
が
真
相
究
明

の
原
点
で
あ
る
。
そ
の
報
告
書
に
各
国
か
ら
多
く
の
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
政
府
と
し
て
も
こ
の
報

告
書
に
対
す
る
独
自
の
検
証
を
行
う
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
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「
対
テ
ロ
戦
争
」
と

24
名
の
日
本
人
犠
牲
者
を
出
し
た

9
.
1
1
の
攻
撃
に
関
す
る
審
議
を
行
っ
て
き
た
日
本
国

国
会
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
私
は
、
貴
殿
に

9
.
1
1
事
件
の
調
査
委
員
会
の
共
同
議
長
と

し
て
の
役
割
に
関
し
て
幾
つ
か
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
ケ
イ
ン
知
事
に
は

直
接
お
目
に
か
か
る
光
栄
の
機
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
下
院
議
員
に
は
、

4
年
前
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
で
日
本
の
民
主
党
代
表
団
を
お
迎
え
項
い
た
際
に
、
お
目
に
か
か
る
光
栄
に
浴
し
て
お

り
ま
す
。

私
の
関
心
は
、
貴
殿
は
現
時
点
で

『
9
.
11
調
査
委
員
会
報
告
書
」

（
以
下
「
報
告
書
」
）
の
信
頼
性
を
ど
う

お
考
え
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
参
議
院
の
委
員
会
で
私
は
指
摘
し
ま
し
た
が
、
貴
殿
は
、
信
頼
性
に
欠
け
る
情

報
が
調
査
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
理
由
で
「
報
告
書
」
に
関
す
る
疑
い
を
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
存

じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
そ
れ
ら
を
超
え
て
、
こ
れ
ま
で
に
私
の
目
に
止
ま
っ
た
他
の
問
題
に
関
す
る

貴
殿
の
ご
意
見
も
伺
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
私
は

8
つ
の
質
問
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ケ
イ
ン
元
知
事
お
よ
び
ハ
ミ
ル
ト
ン
元
下
院
議
員
殿

こ
れ
ま
で
の
国
会
質
問
な
ど
を
踏
ま
え
、
私
は

2
0
0
 
8
年

12
月
10
日
に
、

9
.
1
1
調
査
委
員
会
の
共
同
議

長
で
あ
る
ケ
イ
ン
元
知
事
お
よ
び
ハ
ミ
ル
ト
ン
元
下
院
議
員
に
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
委
員
と
し
て
、
以

下
の
よ
う
な
趣
旨
の
質
問
状
を
送
っ
た
。

5

国
際
的
な
「
9
.
1
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」
の
登
場

157 第 3迂 これだけあ る疑問の数々



第

1
問
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が

9
.
1
1
事
件
の
背
後
に
い
た
と
い
う
「
報
告
書
」

今
で
も
支
持
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

第

2
問
委
員
会
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゼ
リ
コ
ウ
事
務
局
長
が
述
べ
た
幾
つ
か
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
彼
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
報
告
書
」

が
、
信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
る
と

貴
殿
は
今
で
も
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

第

3
問

連

邦

航

空

局

(F
A
A
)
が
、
関
係
し
た
旅
客
機
に
つ
い
て
報
告
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
時
系
列
）
が
、

「
報
告
書
」
で
は
、
北
米
航
空
宇
宙
防
衛
司
令
部

(
N
O
R
A
D
)
か
ら
入
手
し
た
テ
ー
プ
に
基
づ
い
て
改
訂
さ

れ
て
い
ま
す
。
貴
殿
は
今
で
も
、

そ
の
改
訂
が
正
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

第

4
問

9
.
1
1
当
日
の
朝
の
ド
ナ
ル
ド
・
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
の
行
動
に
つ
い
て
、

述
は
正
確
で
あ
る
と
、
貴
殿
は
今
で
も
確
信
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

第

5
問
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
司
令
官
の

9
.
1
1
当
日
朝
の
行
動
に
つ
い
て
、
「
報
告
書
」
の
記
述
が
正

確
で
あ
る
と
、
貴
殿
は
今
で
も
確
信
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

第

6
問

つ
い
て
、

チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
が
大
統
領
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

(
P
E
O
C
)

「
報
告
書
」
の
説
明
は
正
確
で
あ
る
と
今
も
確
信
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

の
推
定
を
、
貴
殿
は

「
報
告
書
」
の
記

に
到
着
し
た
と
き
の
状
況
に
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第

7
問
旅
客
機
の
多
く
の
乗
客
が
携
帯
電
話
を
使
っ
て
、
家
族
な
ど
に
電
話
を
か
け
た
と
い
う
話
が
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

F
B
I
は
そ
の
事
実
を
否
定
し
ま
し
た
。
「
報
告
書
」
は
な
ぜ
そ
の
事
実
を
知
ら
せ

な
か
っ
た
の
か
、
理
由
を
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

第

8
問
テ
ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン
氏
は
、
「

77
便
に
乗
っ
て
い
た
妻
の
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン
夫
人
か
ら

2
回
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
、
飛
行
機
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
と
聞
い
た
」
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
「
報
告
書
」
は
な
ぜ

オ
ル
ソ
ン
氏
の
話
を
支
持
し
た
の
か
、
説
明
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

私
が
送
っ
た
質
問
状
の
全
文
と、

2
0
0
 
9
年

2
月
に
送
ら
れ
て
き
た
回
答
は
、

6
章
の
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士

に
よ
る
「

9
.
1
1
調
査
委
員
会
報
告
書

へ
の

2
5
の
疑
問
」
と
の
重
複
掲
載
を
避
け
る
た
め
に
、
巻
末
の
補
完

稿
ー
に
掲
載
し
た
。
そ
の
回
答
は
、
満
足
い
く
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
公
式
に

9
.
1
1
調
査

委
員
会
と
書
簡
を
交
わ
し
た
外
国
の
国
会
議
員
は
他
に
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、

2
0
0
 
9
年
に
は
、
オ
バ
マ
政
権
誕
生
を
受
け
て
、
大
俄
な
き
戦
争
と
金
融
危
機
を
も
た
ら
し
た

ブ
ッ
シ
ュ
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
政
権
の

8
年
間
を
見
直
す
動
き
が
、
米
国
議
会
や
国
連
関
係
者
を
含
む
各
国
の
指
導

者
達
か
ら
強
ま
っ
て
き
た
。

私
が
参
加
す
る
国
際
的
な
「

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」
も
活
動
を
開
始
し
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
主
導
し
た

9
.
1
1
調
査
委
員
会
で
は
な
く
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
委
員
会
に
よ
る
再
調
査

を
オ
｀
‘
ハ
マ
政
権
に
求
め
る
の
が
、
こ
の
活
動
の
目
的
だ
。
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9
.
1
1
の
検
証
は
、
こ
れ
ま
で
情
報
を
支
配
し
、
操
作
し
て
き
た
政
治
や
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン

ト
に
風

穴
を
開
け
る
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
数
十
億
人
の
市
民
が
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ

て
情
報
を
共
有
す
る
時
代
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
隠
し
通
せ
た
情
報
を
隠
し
切
る
こ
と
は
で
き
な
い

。
映
像
や
画

像
を
公
開
し
、
発
言
メ
デ
ィ
ア
を
推
進
し
、
検
閲
が
で
き
な
い
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
発
信
力
を
高
め
、
市
民
が
自

ら
ア
ク
セ
ス
し
た
情
報
で
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ま
さ
か
そ
こ
ま
で
は
し
な
い
だ
ろ
う
」
、
「
世
界
は
思
っ
た
以
上
に
悲
惨
だ
」
、
「
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

解
け
て
き
た
」
と
い
っ
た
市
民
の
新
し
い
情
報
体
験
が
、
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

9
.
1
1
の
直
視
と

再
考
は
、
そ
の
新
し
い
世
界
へ
の
道
案
内
で
も
あ
る

最
後
に

2
0
0
 
8
年

3
月
に
誕
生
し
た
「

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」
の
主
旨
と
請
願
書

を
掲
載
し
て
、
私
の
稿
を
終
わ
り
と
し
た
い

。

「
9
.
1
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」

h
t
t
p
://
w
w
w
.p
l
9
1
1
tr
u
t
h
.c
o
m
 

建
築
家
、
科
学
者
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
消
防
士
、
情
報
部
員
、
弁
護
士
、
医
療
専
門
家
、
軍
の
将
校
、
哲
学
者
、

宗
教
指
導
者
、
物
理
学
者
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
を
含
む
様
々
な
専
門
的
知
識
や
技
能
を
持
つ
学
者
な
ら
び
に
専

9
.
1
の
検
証
は
、
情
報
操
作
や
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
打
破
の
歴
史
の
始
ま
り
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門
家
た
ち
が
、

9
.
1
1
の
攻
撃
に
関
す
る
公
式
見
解
と
、
独
立
し
た
研
究
者
と
し
て
彼
ら
が
到
達
し
た
見
解
と

の
あ
い
だ
に
極
め
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
、
発
言
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
、

9
.
11
の
公
式
見
解
が
何
ら
の
正
当
な
疑
い
も
な
く
偽
り
で
あ
り
、
よ
っ
て
公
式
の
「
調
査
」
が

実
は
隠
蔽
工
作
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
今
ま
で
、
こ
れ
に
対
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
の
首
都
の
、
政
治
的
指
導
者

た
ち
か
ら
は
何
ら
の
反
応
も
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
「

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」
は
、

こ
う
し
た
反
応
を
引
き
出
す
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、

9
.
1
1
に
関
す
る
真
実
は
ー
今
か
ら

50
年
後
の
歴
史
書

の
脚
注
に
記
さ
れ
る
の
で
は
な
く
ー
今

明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

9
.
1
1
の
攻
撃
に
関
す
る
ブ
ッ

シ
ュ
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
政
権
の
解
釈
に
基
づ
い
た
政
策
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

従
っ
て
私
た
ち
は
、
独
立
し
た
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
た
が
、
各
国
政
府
や
主
流
メ
デ
ィ
ア
に
無

視
さ
れ
続
け
て
き
た
証
拠
を
も
考
慮
に
入
れ
た

9
.
11
の
新
た
な
、
ま
た
独
立
し
た
調
査
を
要
求
い
た
し
ま
す
。

「
独
立
し
た
」
調
査
と
は
、
具
体
的
に
は
、

9
.
11
以
前
お
よ
び

9
.
1
1
攻
撃
当
時
政
権
の
座
に
あ
っ
て
、
何
か

隠
す
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
米
国
政
権
か
ら
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
紙
の
記
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
シ
ェ
ノ
ン
が

2
0
0
 
8
年
の
著
書
で
述
べ
た
よ
う
に
、

9
.
1
1
委

員
会
は
事
務
局
長
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゼ
リ
コ
ウ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
し
た
が
、
彼
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
非
常

に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
崩
壊
に
関
す
る
公
式
報
告
を
発
表
し
た
米
国

標
準
・
技
術
院

(N
I
S
T
)
は
米
商
務
省
の
機
関
で
あ
り
、
こ
の
報
告
が
書
か
れ
て
い
る
あ
い
だ
、

N
I
S
T

は
プ
ッ
シ
ュ
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
政
権
下
の
機
関
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
達
に
は
、
そ
う
し
た
公
私
混
同
の
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な
い
調
査
が
必
要
な
の
で
す
。

も
し
あ
な
た
が
、
米
国
か
そ
れ
以
外
の
国
で
政
治
家
と
し
て
の
役
職
に
あ
る
、
あ
る
い
は
、
あ
っ
た
な
ら
ば
（
選

挙
で
選
ば
れ
た
に
せ
よ
、
任
命
さ
れ
た
に
せ
よ
）
、
ど
う
ぞ
私
た
ち
の
請
願
書
に
署
名
に
し
て
く
だ
さ
い
(
「

9
.

11
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」
へ
の
参
加
は
、

9
.
1
1
の
真
実
を
広
め
る
た
め
の
さ
ら
な
る
活
動
は

も
ち
ろ
ん
歓
迎
し
ま
す
が
、
請
願
書
に
署
名
す
る
時
間
以
上
の
お
手
間
は
取
ら
せ
ま
せ
ん
）
。

も
し
あ
な
た
が
「

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」
へ
参
加
し
、
請
願
書
に
署
名
で
き
る
よ
う

で
し
た
ら
、
「
請
願
書
に
署
名
す
る
」
ペ

ー
ジ
に
行
き
、
あ
な
た
の
名
前

（あ
な
た
が
望
む
表
記
で
）
と
政
治
家

と
し
て
の
役
職
を
記
入
し
、
そ
の
ほ
か
何
で
も

9
.
1
1
に
関
し
て
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
と
、
あ
な
た
が
こ
れ

に
署
名
す
る
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。

9
.
1
1
攻
撃
に
関
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
政
権
の
公
的
な
解
釈
が
、

主
と
し
て
否
定
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
攻
撃
に
関
す
る
公
式
な
調
査
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
政
権
と
密
接
に
連

携
し
て
い
た
り
、
雇
用
す
ら
さ
れ
て
い
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、

こ
れ
ら
調
査
の
結
果
が
、
様
々
な
専
門
的
知
識
を
持
ち
、

請
願
書

米
国
お
よ
び
世
界
全
体
に
厳
し
く
、

か
つ
独
立
し
た
研
究
者
た
ち
が
到
達
し
た
も
の
と
根
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「
9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
建
築
家
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
」
、
「

9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
消
防
士
た
ち
」
、
「
9
.
1
1

の
真
実
を
求
め
る
法
律
家
た
ち
」
、
「

9
.11
の
真
実
を
求
め
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
」
、
「

9
.
1
1
の
真
実
と
正
義

を
求
め
る
学
者
た
ち
」
、
「

9
.11
の
真
実
を
求
め
る
退
役
軍
人
た
ち
」
、
「
9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
宗
教
指
導

者
た
ち
」
「
9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
医
療
専
門
家
た
ち
」
を
含
む
、
そ
う
し
た
研
究
者
た
ち
の
組
織
が
新
た
な
、

真
に
独
立
し
た
調
査
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

そ
う
し
た
要
求
に
、
政
治
指
導
者
た
ち
は
も
っ
と
以
前
か
ら
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
っ
た
と
信
じ
る
が
ゆ
え
に
、

よ
っ
て
、
こ
こ
に
署
名
し
た
「

9
.
11
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導
者
た
ち
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、

9
.
1
1
に
何

が
起
こ
っ
た
の
か
を
究
明
す
る
た
め
の
新
た
な
、

真
に
独
立
し
た
調
査
を
オ
バ
マ
政
権
が
承
認
す
る
よ
う
、
要

求
す
る
。

設
立
署
名
者
一
覧

元
環
境
大
臣
、
下
院
議
員
（
英
国
）

欧
州
議
会
議
員
（
イ
タ
リ
ア
選
出
）

元
国
会
議
員
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
ベ
リ
ッ
ト
・
オ
ー
ス

元
研
究
技
術
大
臣
、
元
国
防
政
務
次
官
（
ド
イ
ツ
）

か
ん
が

本
的
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

マ
イ
ケ
ル
・
ミ
ー
チ
ャ
ー

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
キ
エ
ザ
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Profile 

藤田幸久
ふじ たゆきひさ

1950年茨城県生まれ。水戸一

高慶應大学哲学科卒。世界的

な紛争解決NGOの国際 MRA
や難民を助ける会などで、これ

までに世界45ヶ国を訪問。各地

でボランティア活動。森進一さ

んの「じ ゃがいもの会」の難民

支援プロジェクトをアフリカで

立ち上げ。カンボジア和平、日米

欧の労使関係、通商問題、企業

倫理の国際会議を主宰。1996

年から初の国際NGO出身政治

家として衆議院議員を 2期務

める （東京比例区・東京12区）。

対人地雷禁止活動を推進。官僚

の天下りや不正入札問題を追

及。民主党国際局長としてイラ

ク日本人人質事件やスマトラ沖

津波で、現地に飛び支援活動。

2007年参議院議員当選（茨城

選挙区）。民主党ネクスト防衛副

大臣として防衛省不祥事問題

やクラスター爆弾禁止条約など

に取り組む。現在、参議院北朝

鮮による拉致問題等に関する

特別委員会委員長。聖学院大

学非常勤講師。著書に「政治家

になりたくなかった政治家 NGO
が政治を変える」（ジャパンタイム

ズ）、「国連と地球市民社会の新

しい地平」（共著、東進堂）、 翻訳

書に「日本の進路を決めた10年」

（ジャパンタイムズ）、「ソ連の反

体制派たち」（サイマル出版会）

がある。

参
議
院
議
員
（
日
本
）
藤
田
幸
久

元
下
院
議
員
（
米
国
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
）

参
議
院
議
員
（
日
本
）
犬
塚
直
史

元
欧
州
議
会
議
員
（
ベ
ル
ギ
ー
選
出
）
ポ
ー
ル
・
ラ
ノ
イ

元
下
院
議
員

（米
国
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
選
出
）
シ
ン
シ
ア
・
マ
ッ
キ
ニ
ー

元
ミ
ネ
ソ
タ
州
知
事
（
米
国
）
ジ
ェ
シ

ー
・

ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ

元
州
上
院
議
員

（米
国
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
選
出
）

カ
レ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

カ
ナ
ダ
行
動
党
党
首

（カ
ナ
ダ
）

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
モ
ー
ル
デ
ン

ダ
ン
・
ハ
ン
バ
ー
グ
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第

4
章

9
.
1へ
の
鮮
明
な
疑
問

童
子
丸
開
著
述
家
・
翻
訳
家



い
っ
た
い
誰
が
犯
人
な
の
か
？

F
B
ー
が
断
定
し
た
突
入
犯
人
の

8
人
が
生
き
て
い
る

n

9
.
1
1
同
時
多
発
テ
ロ
攻
撃
を
計
画
し
実
行
し
た
主
体
は
、
オ
サ
マ

（
ウ
サ
マ

）
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
率
い
る
ア

ル
カ
イ
ダ
で
あ
る
と
世
界
の
多
く
の
人
々
が
確
信
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

9
.
1
1
委
員
会
報
告
で
も
そ
の

見
解
が
貰
か
れ
て
い
る
。
当
然
の
ご
と
く
、
「

F
B
I
が
彼
を

9
.
1
1
事
件
の
犯
人
と
し
て
国
際
指
名
手
配
し
て

い
る
は
ず
だ
」
と
、
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は

F
B
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
よ
う
。
国
際
指
名
手
配
者

U
s
a
m
a
B
i
n
 L
a
d
e
n
 (
写
真

4
_
1
)

の
説
明
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
は
、

1
9
9
8
年

8
月

7
日
に
起
き
た
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
と
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
で
の
米
国
大
使
館

爆
破
に
関
連
し
て
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
攻
撃
に
よ
っ
て

2
 0
0
名
を
超
え
る
人
が
死
亡
し
た
。
加
え
て
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ

ン
は
世
界

中
の
そ
の
他
の
テ
ロ
攻
撃
で
も
容
疑
者
と
な

っ
て
い
る
。

9
.11
事
件
が
ど

こ
に
も
な
い

！

写真 4-1 (参照／巻頭

口絵 2ページ ・ロ絵写

真 A)

ー

ま

さ

か

！

し

か

し

F
B
I
の
レ
ッ
ク
ス
・
ト
ゥ
ー

F
B
1
は
ピ

‘Wフ
デ
ィ
ン
を

9
.
1の
犯
人
と
は
し
て
い
な
い
！
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ム
広
報
担
当
官
は

2
0
0
 
6
年

6
月
5
日
に
「

F
B
I
は
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と

9
.
1
1
と
を
結
び
付
け

る
確
た
る
証
拠
を
有
し
て
い
な
い

」
と
語
っ
た
。

F
B
I
は
い
ま
だ
公
式
に
彼
を
こ
の
事
件
の
犯
人
と
は
見
な

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
そ
ん
な
馬
鹿
な
！
」
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
事
実
な
の
で
あ
る
。

F
B
I
は、

2
0
0
 
2
年

2
月
6
日
に
米
国
議
会
で
、

9
.
1
1
を
ア
ル
カ
イ
ダ
及
び
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
と
結

び
付
け
る
証
拠
は
明
確
で
あ
り
反
証
不
能
で
あ
る
、
と
証
言
し
た
。
し
か
し

F
B
I
は
そ
の

「
反
証
不
可
能
な

ほ
ど
に
明
確
な
証
拠
」
を
い
ま
だ
に
見
つ
け
て
い
な
い
よ
う
だ
。

「
9
.
1
1
テ
ロ
実
行
犯
」

し
か
し
、

F
B
I
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
現
在
も
な
お

真
と
名
前
を
掲
げ
て
い
る
。

2
 0
0
 
1
年

9
月
11
日
の
午
前

7
時
59
分
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ヘ
向
け
て
ボ
ス
ト
ン
の
ロ
ウ
ガ
ン
空
港
を
離
陸

し
た
ア
メ
リ
カ
ン

航
空

(
A
A
)
1
1
便
（
ボ
ー
イ
ン
グ

B
7
6
7
)
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
に
遭
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

(
W
T
C
)
第

1
ビ
ル

（北
タ
ワ
ー
）

に
激
突
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。

F
B
I
は
、
サ

タ
ム
・
ス
カ
ミ
、
ワ
レ
エ

ド
・
ア
ル
・
シ
ェ
イ
、
ワ
イ
ル
・
ア
ル
・
シ
ェ
イ
、
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
タ
、
ア
ブ
ド
ゥ

ル
・
ア
ジ
ズ

・
ア
ル

・オ
マ
リ
の

5
人
の
ア
ラ
ブ
青
年
を

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー
と
し
た
。
主
犯
グ
ル

ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

は
モ
ハ
メ

ッ
ド

・
ア
タ
で
あ
り

A
A
1
1
便
の
操
縦
梓
は
彼
が
握
っ
た
と
さ
れ
る
。

次
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

(
U
A
)
1
7
5
便

（ボ
ー
イ
ン
グ

B
7
6
7
)
も
同
日
午
前

8
時
14
分
に
同
じ

ボ
ス
ト
ン
の
ロ
ウ
ガ
ン
空
港
を
飛
び
立
ち
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
向
か
う
と

こ
ろ
だ

っ
た
が
、
途
中
で
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

F
B
1

が
指
定
し
た
「
乗
っ
取
り
犯
」
の
う
ち
8

人
が
生
き
て
い
た
F
~

と
し
て

19
人
の
青
年
の
顔
写
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ク
さ
れ

W
T
C
第

2
ビ
ル

（南
タ
ワ
ー
）
に
激
突
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

F
B
I
は
マ
ル
ワ
ン
・
ア
ル
・
シ
ェ
イ
‘

フ
ァ
イ
エ
ズ
・
ラ
シ
ド
、
ア
ー
メ
ッ
ド
・
ア
ル
・
ガ
ム
デ
ィ
、
ハ
ム
ザ
・
ア
ル
・
ガ
ム
デ
ィ
、
モ
ハ
ン
ド

・
ア
ル
・

シ
ェ
ヒ
の

5
人
を
乗
っ
取
り
犯
と
し
た
。

ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
に
激
突
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

(
A
A
)
7
7
便
（
ボ
ー
イ
ン
グ

B
7
5
7
)
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は

8
時
20
分
に
ダ
ラ
ス
空
港
を
発
っ
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
向
か
う
途
中
で
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
。

F
B

I
に
よ
っ
て
犯
人
と
さ
れ
た
の
は
ハ
リ
ド
・
ア
ル
・
ミ
ダ
ル
、
マ
ジ
エ
ド
・
モ
ケ
ド
、
ナ
ワ
フ
・
ア
ル
・
ハ
ズ
ミ
、

サ
レ
ム
・
ア
ル
・
ハ
ズ
ミ
、
ハ
ニ
・
ハ
ン
ジ
ュ
ー
ル
の

5
名
で
あ
る
。
操
縦
席
に
座
っ
た
の
は
ハ
ニ

・
ハ
ン
ジ
ュ
ー

ル
と
さ
れ
た
。

最
後
に
、

8
時
42
分
に
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
を
出
発
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か
う
途
中
で
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

さ
れ
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
シ
ャ
ン
ク
ス
ビ
ル
に
墜
落
し
た
と
さ
れ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

(
U
A
)
93
便

（ボ
ー

イ
ン
グ

B
7
5
7
)
を
乗
っ
取
っ
た
の
は
サ
イ
ー
ド
・
ア
ル
・
ガ
ム
デ
ィ
、
ア
ー
メ
ド
・
ア
ル
・
ハ
ズ
ナ
ウ
イ
‘

ア
ー
メ
ド
・
ア
ル
・
ナ
ミ
、
ジ
ア
ド
・
サ
ミ
ル
・
ジ
ャ
ル
ラ
フ
の

4
人
で
あ
る
と
決
め
ら
れ
た
。

F
B
I
は
事

件
わ
ず
か

3
日
後
の

9
月
14
日
に
、
こ
れ
ら

19
人
の
氏
名
と
写
真
を
発
表
し
た
の
だ
。
な
ん
と

い
う
早
業
！
し
か
し
、
い
ま
だ
か
つ
て
犯
人
指
名
の
根
拠
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
「
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

で
武
装
し
た
」

19
人
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
、

3
つ
の
空
港
で

1
名
た
り
と
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ず
に
悠
々
と

4
つ
の

飛
行
機
に
乗
り
込
ん
だ
こ
と
だ
け
で
も
実
に
驚
く
べ
き
話
だ
が
、
驚
き
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

。

こ
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー
公
表
後
す
ぐ
に
、
ア
ラ
ブ
各
国
で
「
私
は
生
き
て
い
る
。
私
は
テ
ロ
リ
ス
ト
な
ん
か

じ
ゃ
な
い
」
と
名
乗
り
出
て
米
国
大
使
館
・
領
事
館
に
抗
議
す
る
人
が
続
々
と
登
場
し
た
の
だ
。

A
A
1
1
便
を

乗
っ
取
っ
た
と
さ
れ
る
ワ
レ
エ
ド
・
ア
ル

・
シ
ェ
イ
、
ワ
イ
ル
・
ア
ル

・
シ
ェ
イ
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ア
ジ
ズ
・
ア
ル

・
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ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
の
う
ち
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
と
さ
れ
た
者
た
ち
は
セ
ス
ナ
程
度
の
小
型
飛
行
機
の
操
縦
免
許

を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、
そ
ん
な
程
度
の
者
に

B
7
5
7
や

B
7
6
7
と
い
っ
た
大
型
旅
客
機
の

操
縦
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
法
律
に
基
づ
く
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
参
照
す
る
の
は
独
立
行
政
法
人
航
空
大
学
校

(h
t
t
p
:/
 
＼
 

w
w
w
.k
o
u
k
u
 ,
 
d
a
i
.a
c
.j
p
 ¥
 tr
a
i
n
i
n
g
 ¥
 l.
h
t
m
l
)

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。

こ
の
学
校
で
は
操
縦
士
を
目
指
す
人
た
ち
が
寮
生
活
の
厳
し
い
訓
練
を
受
け
る
。
ま
ず
セ
ス
ナ
を
操
縦
で
き

る
自
家
用
操
縦
士
に
相
当
す
る
技
術
訓
練
を

10
ヶ
月
か
け
て
行
い
、
そ
の
後
さ
ら
に

14
ヶ
月
を
か
け
て
徐
々
に

機
種
を
大
き
く
複
雑
な
も
の
に
変
え
て
訓
練
し
、
全
て
に
合
格
し
た
ら
航
空
大
学
卒
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

彼
ら
に
ジ
ャ
ン
ポ
機
の
操
縦
が
で
き
た
の
か
？

オ
マ
リ
。

U
A
1
7
5
便
を
乗
っ
取
っ
た
と
さ
れ
る
マ
ル
ワ
ン
・
ア
ル
・
シ
ェ
イ
。

A
A
7
7
便
を
乗
っ
取
っ
た

と
さ
れ
る
サ
レ
ム
・
ア
ル
・
ハ
ズ
ミ
、
ハ
リ
ド
・
ア
ル
・
ミ
ダ
ル

。
そ
し
て

U
A
9
3
便
を
乗
っ
取
っ
た
と
さ
れ

る
サ
イ
ー
ド
・
ア
ル
・
ガ
ム
デ
ィ
、
ア
ー
メ
ド
・
ア
ル
・
ナ
ミ
。
合
計

8
人
。
自
殺
攻
撃
を
し
た
は
ず
の
ハ
イ
ジ
ャ

ッ

カ
ー
が
生
き
て
い
た
？

こ
れ
ら
は

B
B
C
、

C
B
S
、

L
A
タ
イ
ム
ズ
な
ど
欧
米
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
同
姓
同
名
は
大
い
に
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー

19
人
の
う
ち
、
氏
名
ば
か
り
で
な
く
顔
写

真
や
経
歴
ま
で
そ
っ
く
り
の
者
が
、

8
人
も
い
た
の
は
少
々
出
来
す
ぎ
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
何
と
も
釈
然
と

し
な
い
話
だ
が
、
現
在
に
至
る
ま
で

F
B
I
は
犯
人
指
名
を
訂
正
し
よ
う
と
し
な
い
。
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卒
業
時
の
取
得
資
格
は
「
事
業
用
操
縦
士
（
単
発
・
多
発
）
」
の
資
格
と
「
計
器
飛
行
証
明
」
で
あ
る
。
そ
れ
が

エ
ア
ラ
イ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
た
め
の
最
低
限
の
基
本
だ
が
、
こ
こ
ま
で
に
合
計

2
年
を
か
け
る
の
だ
。

卒
業
生
の
多
く
は
民
間
の
各
航
空
会
社
に
就
職
す
る
が
、
そ
こ
で

2
1
3
年
か
け
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
に
よ

る
訓
練
を
積
ん
だ
う
え
で
よ
う
や
く
副
操
縦
士
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に

8
年
か
ら

10
年
の
飛
行
経
験
を
経

て
や
っ
と
操
縦
士
（
機
長
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
機
種
変
更
時
や
機
長
へ
の
昇
格
時
は
も
ち

ろ
ん
、
半
年
ご
と
に
技
術
と
健
康
状
態
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。

こ
れ
が
大
型
旅
客
機
の
操
縦
士
な
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、

9
.
1
1
で
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
操
縦
席
に
座
っ
た
と
さ
れ
る
者
達
が
そ
う
い
っ
た
厳
し
い
訓
練
を
受

け
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

A
A
7
7
便
を
操
縦
し
て
ペ
ン
タ
‘
‘
コ
ン
に
突
入
し
た
と
さ
れ
る
ハ
ニ
・
ハ
ン
ジ
ュ
ー
ル
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

彼
は
確
か
に
軽
飛
行
機
の
操
縦
免
許
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
彼
が

2
0
0
 
1
年

2
月
に
セ
ス
ナ
機
を

借
り
よ
う
と
し
た
と
き
に
そ
の
操
縦
の
腕
前
を
テ
ス
ト
し
た
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
航
空
学
校
の
教
官
は
、
彼
の
技

術
が
あ
ま
り
に
も
お
粗
末
で
あ
り
、
お
ま
け
に
英
語
が
ま
と
も
に
話
せ
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。

(
C
a
p
e
C
o
d
 

T
i
m
e
s
 2
 0
0
 
1
年

10
月

21
日、

C
B
S
N
e
w
s
 2
 0
0
 
2
年

5
月

10
日、

N
e
w
s
d
a
y
紙

2
0
0
 
2
年

6
月

4
日、

な
ど
）も

ち
ろ
ん
彼
が
セ
ス
ナ
機
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
わ
ず
か
半
年
は
ど
後
で
ハ
ン

ジ
ュ
ー
ル
は
ボ
ー
イ
ン
グ

7
5
7
型
機
を
操
縦
し
て
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
に
突
っ
込
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
ど
う
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？
ま
た
実
行
犯
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
さ
れ
る

モ
ハ
メ
ッ

ド
・
ア
タ
に
し
て
も
、

A
A
1
1
便

(
B
7
6
7
)
を
操
縦
し
て
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
第

1
ビ
ル
の
壁
の
真
ん
中

に
激
突
で
き
る
ほ
ど
の
操
縦
技
術
訓
練
を
受
け
た
形
跡
は
全
く
存
在
し
な
い

。
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「
セ
ス
ナ
の
免
許
し
か
持
っ
て
い
な
く
て
も
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
半
年
ほ
ど
も
訓
練
す
れ
ば
ジ
ャ
ン

ボ
旅
客
機
を
操
縦
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
発
言
す
る
よ
う
な
人
に
は
、

実
際
に

(9
.
1
1
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー

と
さ
れ
る
者
以
外
で
）
そ
の
例
を

1
つ
で
も
示
し
て
証
明
し
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
プ
ロ
の
ジ
ャ

ン
ボ
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る
信
頼
で
き
る
証
言
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

9
.
1
1
の
犯
人
と
さ
れ
る
者
た
ち
に
大
き
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い

。

一
体
何
が
そ
の
「
確
た

る
根
拠
」
な
の
か
？
ま
た
、
も
し
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
主
犯
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
い
っ
た
い
誰
が
主
犯
な
の

か
？12

こ
こ
は
本
当
に
U
A
9
3
便
の
墜
落
現
場
な
の
か
？

草
一
本
折
ら
ず
に
大
型
旅
客

機
が
「
消
滅
し
た
」n
~

無
い
無
い
尽
し
の
「

93便
墜
落
現
場
」
、
あ
る
の
は
《
言
葉
》
だ
け
！

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

(
U
A
)
93
便
は
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
シ
ャ
ン
ク
ス
ビ
ル
の
露
天
掘
り
鉱
山
跡
の
草

原
に
墜
落
し
た
と
さ
れ
る
。
本
書
で
は
、
紙
面
の
関
係
で
そ
の
墜
落
現
場
の
十
分
な
映
像
資
料
を
お
目
に
か
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
う
か
次
の
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト
で
写
真
を

ご
確
認
い
た
だ
き
た
い

。

D
id
 F
l
i
g
h
t
 9
3
 C
r
a
s
h
 i
n
 
S
h
a
n
k
s
v
i
l
l
e
?
 

I
m
a
g
e
 G
a
l
l
e
r
y
 

(
h
t
t
p
:/
 
＼
 t
h
e
w
e
b
f
a
i
r
y
.c
o
m
 ¥
 kill t
o
w
n
 ¥
 fl
i
g
h
t
9
3
 ¥
 ga
l
l
e
r
y
.h
t
m
l
)
 

U
A
9
3
便
が
墜
落
し
た

2
0
0
 
1
年

9
月
11
日
午
前
10
時
過
ぎ
に
、
住
民
が
爆
発
を
目
撃
し
写
真
に
収
め
た
。
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写真 4-2 奇妙な凹みと草しか見えない「UA93便墜落地点」

uscourts.govより

http://www. vaed. uscourts.gov I no tab I ecases/ moussaou i / 

exhibits/prosecution/P200057.html 

し
か
し
そ
れ
は
空
に
浮
か
ぶ
ア
ド
バ
ル
ー
ン
の
よ
う
な
大
き
な
球
形
を
し
た
黒
い
煙
の
塊
だ
け
で
あ
る
。
「
き
の

こ
雲
」
と
言
う
に
し
て
は
余
り
に
も
そ
の
「
柄
」
の
部
分
が
細
す
ぎ
る
の
だ
。
と
う
て
い
、
航
空
機
墜
落
に
付

き
物
の
燃
料
火
災
が
爆
発
に
引
き
続
い
て
起
こ
っ
て
い
る
様
子
に
は
見
え
な
い
。

上
空
か
ら
の
映
像
で
そ
の
「

U
A
9
3
便
の
墜
落
現
場
」
を
眺
め
た
と
き
に
、
誰
で
も

一
目
で
そ
の
異
常
さ
に

気
付
く
（
写
真
4ー

2
)。
直
径

1
0
m
足
ら
ず
、
深
さ

3
m
ほ
ど
の
円
形
の
奇
妙
な
穴
が
開
き
、
そ
の
両
脇
に
鳥
が

羽
根
を
広
げ
た
よ
う
な
形
の
浅
い
凹
み
が
あ
る
だ
け
な
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
周
辺
に
は
飛
行
機
の
残
骸
も
破
片

も
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
火
災
の
跡
も
、
何

―
つ
無
い
。

地
上
か
ら
の
写
真
で
も
や
は
り
残
骸
や
火
災
の
跡
は
確
認

で
き
な
い

。
た
だ
背
の
低
い
半
分
枯
れ
た
よ
う
な
草
群
が
周

辺
を
覆
い
尽
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
中
継
し
た
テ
レ
ビ
の

レ
ポ
ー
タ
ー
や
記
者
た
ち
も
「
飛
行
機
の
姿
は
全
く
見
え
な

い
し
火
も
見
え
な
い
」
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
が
本
当
に

大
型
機
の
墜
落
現
場
な
の
か
？

こ
の
奇
妙
奇
天
烈
な
「

U
A
9
3
便
墜
落
現
場
」
に
報
道
関

係
者
が
近
寄
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
付
近
は
、
現
在

も
な
お
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。

2
千
数
百
名
が
亡

く
な
っ
た

W
T
C
地
区
は
さ
っ
さ
と
整
地
さ
れ
て
新
し
い
ビ

ル
の
建
築
が
は
じ
ま
っ
た
の
に
、
な
ぜ
こ
こ
に
近
づ
い
て
は

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

9.11への鮮明な疑問 第4茸 172 



93
便
は
秒
速

2
6
0
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
ス
ピ
ー
ド

で
墜
落
し
た
際
に
そ
の
機
体
前
部
が
粉
砕
さ
れ
、
破
片

と
乗
客
の
遺
品
が
墜
落
現
場
の
横
に

あ
る
森
に
飛
び
散

り
、
そ
の
森
で
火
災
が
発
生
し
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

（図
4
1
1
)。
し
か
し
墜
落
地
点
の
周
囲
の
草
原
に
焼
け

跡
も
機
体
の
破
片
や
乗
客
の
遺
品
も
無
か
っ
た
。

つ
ま
り
そ
れ
ら
は
こ
の
航
路
か
ら
大
き
く
斜
め
に
外

れ
た
森
だ
け
に
飛
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
の
森
に

火
災
が
発
生
し
た
か
ら
に
は
燃
料
の
一
部
が
燃
え
な
が

ら
飛
ん
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
途
中
の
枯
れ

か
け
た
草
に
は
何
の
焼
け
焦
げ
跡
も
無
い

。
そ
ん
な
こ

と
が
物
理
的
に
可
能
な
の
か
？

ま
た
そ
の
森
に
は
確
か
に

5
0
x
5
0
メ
ー
ト
ル
は
ど
の

広
さ
で
火
災
の
跡
が
あ
り
、
焼
け
焦
げ
た
姿
の
木
々
が

見
え
る
。
中
に
は
幹
と
太
い
枝
だ
け
を
残
し
て
全
部
焼
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
木
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
相
当
に
集
中
し
た
火
災
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
墜
落
後
数
時
間
内
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
い
か
な
る
写
真
に
も
赤
い
炎
は
全
く
写
っ
て
い

な
い
の
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ご
く

一
部
に
う
っ
す
ら
と
く
す
ぶ
り
の
煙
が
見
え
る
だ
け
で
、
墜
落
後
に
発
生

し
た
は
ず
の
山
林
火
災
現
場
の
ほ
と
ん
ど
が
、
す
で
に
冷
え
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
消
火
活
動
な

凰
ここにだけ！

残骸と燃料が

飛んだ？

工
残骸も焼け跡も無し

み

ス

凹と

コ

[:‘ 

•••••••• F
 CD 

図4-1 
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ど
も
行
わ
れ
て
い
な
い

。

い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

後
に
、
こ
の
森
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
る
機
体
の
一
部
や
乗
客
・
乗
員
の
持
ち
物
と
思
わ
れ
る
書
類
や
本
、

プ
ラ

ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
な
ど
の
写
真
が
捜
査
当
局
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
上
記
の
よ
う
な
あ
ま
り
に
も
信

用
し
難
い
「
墜
落
地
点
」
の
様
子
を
忘
れ
て
そ
の
発
表
だ
け
を
信
じ
ろ
と
い
う
こ
と
な
の
か
？

加
え
て
言
え
ば
、
こ
の
墜
落
地
点
か
ら
ず
っ
と
先
、
距
離
約

13
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
幅
広
い
地
域
に

点
々
と
「

93
便
の
残
骸
」
が
散
ら
ば
っ
て
い
た

(
C
N
N
ニ
ュ
ー
ス

2
0
0
 
1
年

9
月
13
日
）
。

い
く
ら
激
し
く

粉
砕
さ
れ
た
と
し
て
も
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
米
国
政
府
の
説
明
は
無
い

。

さ
ら
に
公
式
の
説
明
に
よ
れ
ば
機
体
後
部
の

3
分
の

2
が
地
中
深
く
に
埋
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
潰

さ
れ
て
土
の
中
に
深
さ

10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ス
ッ
ポ
リ
と
潜
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
地
中

か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
ア
ル
ミ
合
金
の
機
体
や
機
械
類
、
座
席
な
ど
の
機
内
設
備
と
い
っ
た
、
全
部
で
数
十
ト
ン

は
あ
る
は
ず
の
大
き
な
残
骸
の
写
真
や
ビ
デ
オ
は

一
っ
た
り
と
も
存
在
し
な
い

。
せ
め
て

2
ト
ン
か

3
ト
ン
程

度
の
大
型
残
骸
を
公
開
し
て
報
道
陣
に
見
せ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
実
物

の
公
開
は
全
く
無
か
っ
た
。
さ
ら
に
捜
査
当
局
に
よ
る
機
体
の
状
態
の
詳
し
い
分
析
報
告
す
ら
無
い
の
だ
。
た

だ
「
残
骸
の
ほ
と
ん
ど
が
発
見
さ
れ
た
」
と
い
う
言
薬
だ
け
が
発
表
さ
れ
た
。
後
に
も
先
に
も
、
た
っ
た
そ
れ

だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

森
や
地
中
か
ら
は
乗
客
乗
員
ほ
ぼ
全
員
の

D
N
A
が
発
見
さ
れ
た
と
公
表
さ
れ
た
。

た
だ
し
遺
体
の
写
真
は
無
い

。
ま
た
地
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
機
内
電
話
な
ど
の
小
型
の
器
具
や
乗

客
の
遺
品
の
写
真
が
公
表
さ
れ
、

2
0
0
 
6
年
の
ム
サ
ウ
イ
（
事
件
の
主
犯
格
と
し
て
無
期
懲
役
の
判
決
を
受

け
た
）
裁
判
の
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー
の
パ
ス
ポ
ー
ト
（
口
絵
写
真
D
.
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こ
の
廃
坑
埋
立
地
の
土
は
機
体
が

10
メ
ー
ト
ル
以
上
も
潜
り
込
む
ほ
ど
に
柔
ら
か
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
公
式

の
説
明
に
基
づ
い
て
、
燃
料
を
満
載
し
た

U
A
9
3
便
の
主
翼
と
最
後
尾
の
垂
直
尾
翼
は
そ
の
柔
ら
か
い
土
に
激

突
し
て
「
消
滅
し
た
」
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

消
滅
げ

あ
の
大
き
な
ア
ル
ミ
合
金
の
塊
が
ど
う
や
っ
て
消
滅
で
き
る
の
か
？
物
理
・
化
学
的
に
可
能
な
の
か
？

も
ち
ろ
ん
い
ま
だ
に
そ
の
可
能
性
を
科
学
的
に
証
明
し
た
者
は
い
な
い

。

そ
れ
に
し
て
も
、
最
後
に
地
面
に
激
突
し
て
機
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
は
ず
の
垂
直
尾
翼
は
ど
こ
に
激
突
し

た
の
だ
ろ
う
か
？
よ
く
よ
く
目
を
凝
ら
し
て
写
真
を
見
る
と
、
幅
ー
ー

2
メ
ー
ト
ル
で
深
さ
が
せ
い
ぜ
い

50

セ
ン
チ
ほ
ど
の
か
す
か
な
溝
の
よ
う
な
凹
み
が
目
に
映
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
ど
う
見
て
も
草
が
生
え
て
い
る
。

消
滅
す
る
ほ
ど
に
激
し
く
地
面
に
ぶ
つ
か
っ
た
は
ず
の
箇
所
が
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
の
だ
。

で
は
い
っ
た
い

垂
直
尾
翼
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？

「
主
翼
激
突
箇
所
」
に
生
い
茂
る
草
！

巻
頭
口
絵

3
ペ
ー
ジ
参
照
）
や
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
バ
ン
ダ
ナ
（
口
絵
写
真
C
．
巻
頭
口
絵

3
ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
事
件
後
に
生
存
が
確
か
め
ら
れ
た
サ
イ
ー
ド
・
ア
ル
・
ガ
ム
デ
ィ
の
も

の
で
あ
る
。
ま
た
赤
い
バ
ン
ダ
ナ
は
新
品
同
様
に
し
か
見
え
な
い

。
カ
バ
ン
に
入
っ
て
い
た
の
で
損
傷
を
免
れ

た
と
い
う
人
も
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
他
に
「
発
見
さ
れ
た
」
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
激
し
い
損

傷
を
う
け
て
い
る
上
に
、
そ
の
持
ち
主
で
あ
る
ア
ラ
ブ
青
年
は
肉
体
の
形
す
ら
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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一
方
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
満
載
し
た
主
翼
が
「
消
滅
す
る
ほ

ど
猛
烈
に
地
面
に
激
突
し
た
」
と
さ
れ
る
箇
所
に
は
確
か
に
翼

の
よ
う
な
形
を
し
た
凹
み
が
つ
い
て
い
る
。
深
い
場
所
で
は

2

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
そ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
事
件
当
日
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
（
写
真
4
|
3
)

に
は
、
そ
の
斜
面
と
底
に
生
い
茂
る

夏
草
の
姿
が
明
ら
か
に
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
！

U
A
9
3
便
の
主
翼
は
草
原
に
激
突
し
、
草

1
本
折
る
こ
と
な

し
に

（！
）
深
い
窪
み
を
作
っ
た
う
え
で
、
草

1
本
折
る
こ
と
な

し
に
（
！
）「
目
に
見
え
な
い
は
ど
の
微
粒
子
に
粉
砕
さ
れ
た
」
と

で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
？

こ
こ
ま
で
の
事
実
を
知
っ
て
も
な
お
か
つ
我
々
は
「
こ
こ
が

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

93
便
墜
落
現
場
で
あ
る
」
と
信
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
？

な
お
、
こ
う
い
っ
た

U
A
9
3
便
墜
落
現
場
に
関
し
て
、
米
国
の

一
部
の
科
学
者
や
著
名
な
科
学
雑
誌
に
よ
れ
ば
、
「
秒
速

2
7
0

メ
ー
ト
ル
近
い
速
度
で
墜
落
し
た
場
合
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
う
る
」
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
彼
ら
は

そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
の
い
か
な
る
実
証
的
な
デ
ー
タ
も
提
供
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
激
突
跡
の
無
い
垂
直
尾

翼
の
消
滅
」

や

「
激
突

・
消
滅
跡
に
茂
る
草」

は
完
全
に
無
視
し
て
い
る
。
こ
の
科
学
者
達
に
と
っ
て
「
あ
る

が
ま
ま
の
事
実
」

は
、
よ
ほ
ど
厳
重
な
タ
ブ
ー
な
の
だ
ろ
う
。

写真 4-3(口絵写真 B・ 巻頭口絵 3ページ参照）
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と
こ
ろ
で
科
学
者
や
専
門
家
と
い
え
ば
、
と
ん
で
も
な
い
「
前
科
」
が
あ
る
の
だ
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
崩
壊

し
た
後
の
こ
と
、
世
界
中
で
大
勢
の
理
学
や
工
学
の
博
士
号
を
持
っ
た
科
学
者
や
専
門
家
達
が
「
ジ
ェ
ッ
ト
燃

料
の
火
災
で
ビ
ル
の
鋼
材
が
熔
け
た
」
と
公
言
し
、
そ
れ
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
さ
も
真
相
で
あ
る
か
の
よ
う
に

報
道
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
建
築
用
の
鋼
鉄
が
熔
け
る
温
度
は
約

1
5
0
0
℃
で
あ
り
、
一
方
で
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
火
は
最
高

の
条
件
で
燃
え
て
も
せ
い
ぜ
い

l
o
o
o℃
ほ
ど
で
あ
る
。
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
は
家
庭
用
の
灯
油
と
は
ば
同
じ
も

の
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
ら
の
科
学
者
の
言
う
と
お
り
な
ら
、
恐
ろ
し
く
て
家
庭
で
石
油
ス
ト
ー
プ
を
使
う
こ
と

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
ア
が
意
図
的
に
無
知
な
専
門
家
だ
け
を
選
ん
だ
の
か
専
門
家
が
意
図
的
に
嘘
を
言
っ

た
の
か
は
知
ら

な
い
が
、
い
ま
だ
に
そ
れ
ら
の
科
学
者
や
専
門
家
達
が
博
士
号
を
返
上
し
た
と
は
聞
か
な
い

。
さ
て
、
こ
の
シ
ャ

ン
ク
ス
ビ
ル
で
は
い
っ
た
い
何
人
の
「
博
士
号
返
上
者
」
が
出
る
だ
ろ
う
か
？

い
か
が
だ
ろ
う
？
読
者
の
み
な
さ
ん
は
こ
う
い
っ
た

9
.
1
1
で
「
真
実
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
」

と
客
観
的
な
事
実
と
の
間
に
ど
ん
な
整
合
性
を
お
認
め
に
な
る
だ
ろ
う
か
？

こ
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
シ
ャ
ン
ク
ス
ビ
ル
に
あ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

93
便
墜
落
現
場
は
、
こ
の

9
.
1
1

の
性
格
を
最
も
象
徴
的
に
現
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
、
事
実
と
は
ま
る
で
相
容
れ
な
い
と

う
て
い
信
じ
が
た
い
「
公
式
の
説
明
」
の
矛
盾
を
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
様
々
な
解
説
者
た
ち
が
「
悲
劇
と
英
雄

話
」
で
包
ん
で
隠
し
、
そ
れ
が
「
定
説
」

と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
事
実
を
何
も
知
ら
さ
れ
な

い

一
般
の
人
々
は
、

や
は
り
そ
れ
を
信
じ
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

そ
し
て
そ
の
「
定
説
」
を
元
に

『「
9
.
1
1
は
イ
ス
ラ
ム
テ
ロ
だ
」
と
い
う
信
念
』
と、

『「
イ
ス
ラ
ム
テ

ロ
と
闘
う
」
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断
固
た
る
姿
勢
』
が
作
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
が
賞
賛
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

『信
念
』
と

『断
固
た
る
姿
勢
』

に
基
づ
い
て
こ
の
事
件
以
来
の

「対
テ
ロ
戦
争
」
が
い
ま
だ
に
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
冷
静
に
事

実
に
接
し
て
み
て
、
ど
の
よ
う
に
お
思
い
に
な
る
だ
ろ
う
か
？

〇
よ
り
詳
し
い
こ
と
は
次
の
ウ
エ

ッ
ブ
サ
イ
ト
で
お
確
か
め
い
た
だ
き
た
い
。

見
れ
ば
わ
か
る

9
1
1
研

究

メ

ニ

ュ
ー

http:
/
/
doujibar
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
O
O
m
e
n
u
.html 

物
理
的
事
実

Vs
真
っ
赤
な
嘘

http:/
/
doujibar
.ganriki
.n
e
t
/
 0
 1
c
 ,
 
p
h
y
s
i
c
a
l
e
v
i
d
e
n
c
e
.h
t
m
l
 

13

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
機
体
は
ど
こ
に
？

「
残
骸
」
の
実
物
は
ど
う
し
て
公
開
さ
れ
な
い
の
か
？

な
ぜ
ベ
ン
タ
ゴ
ン
が
易
々
と
攻
撃
さ
れ
た
の
か
？

2
 0
0
 
1
年
9
月
11
日
午
前
9
時

38
分

（現
地
時
間
、
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
当
局
に
よ
る
）
、
米
合
衆
国
国
防
総
省
、
ビ

ル
、
通
称
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ビ
ル
北
西
側
で
大
き
な
爆
発
が
起
こ
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
乗
っ
取
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ

ン
航
空

77
便
が
激
突
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
と
い
え
ば
第

2
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
を
常
に
軍
事
的
に
リ
ー
ド
し
て
き
た
米
国
軍
の
中
枢
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
世
界
中
で
最
も
警
戒
厳
重
な
場
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
に
疑
念
の
余
地
は
あ
る
ま
い
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
付
近
を
米
軍
の
軍
用
機
以
外
の
航
空
機
が
近
づ
い
た
だ
け
で
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
迎
撃
が
行
わ
れ
る
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こ
の
攻
撃
現
場
で
あ
る
ペ
ン
タ

‘`
コ
ン
の

9
月
11
日
朝
の
状
態
を
記
録
し
た
い
か
な
る
写
真
や
ビ
デ
オ
を
調
べ

て
も
、
少
な
く
と
も
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
の
壁
の
外
側
に
は
、
飛
行
機
の
も
の
と
分
か
る
形
を
と
ど
め
た
残
骸
を
発
見

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

。

最
初
に
爆
発
が
あ
っ
て
か
ら
約

20
分
後
に
、
飛
行
機
が
激
突
し
た
と
さ
れ
る
箇
所
付
近
が
大
き
く
崩
落
し
た
。

5
重
の
リ
ン
グ
状
に
な
っ
て
い
る
ペ
ン
タ

‘`コン

・
ビ
ル
の

一
番
外
側
の
部
分
だ
。

ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
当
局
か
ら
公
表

さ
れ
た
写
真
（
写
真
4
|
4
)
で
前
庭
の
芝
生
を
広
く
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
や
は
り
ど
こ
に
も
飛
行

A
A
7
7
便
は
「
壁
の
穴
」
に
入
る
の
か
？

と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

2
0
0
 
1
年

9
月
11
日
の
朝
を
除
い
て
は
…
。

と
こ
ろ
が
首
都
の
防
空
体
制
を
ゼ
ロ
に
し
た
う
え
に
、
世
界
に
冠
た
る
米
国
国
防
総
省
に
対
す
る
攻
撃
を

易
々
と
許
す
ほ
ど
の
歴
史
に
残
る
汚
点
を
作
っ
た
と
い
う
の
に
、
誰

一
人
と
し
て
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
あ
の
日
本
軍
に
よ
る
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃

の
際
で
す
ら
、
米
海
軍
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
ら

2
名
が
防
衛
責
任
へ
の
怠
慢
を
理
由
に
退
役
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
。

ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
、
ウ
ォ
ル
フ
ォ

ヴ
ィ

ッ
ツ
副
長
官
以
下
の
幹
部
が
、
誰
一

人
と
し
て
そ
の
任
を
解
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
さ
ら
に
政
府
関
係
者

も
マ
ス
コ
ミ
も
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
巨
大
な
タ
ブ
ー
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
全
く
と
言

っ
て
よ

い
ほ

ど
彼
ら
の
責
任
を
問
う
声
を
上
げ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
？
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
防

衛
体
制
は
な
ぜ
ゼ
ロ
に
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
ま
た
、
誰
に
よ

っ
て
ゼ
ロ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
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機
は
見
当
た
ら
な
い

。

要
す
る
に

77
便
の
機
体
の
ほ
と
ん
ど
が
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
の
外
壁
を
突
き

破
っ
て
ス
ッ
ポ
リ
と
全
部
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
外
壁
に
飛
行
機
が
入
り
き
る
だ
け

の
穴
が
開
い
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
に
激

突
し
た
飛
行
機
の
翼
は
鋼
鉄
の

外
固
支
柱
に
見
事
な
切
り
口
を

つ
け
、
飛
行
機
は
ほ
ぼ
完
全
に

ビ
ル
の
中
に
入
り
込
ん
だ
。

さ

て
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
で
は
？

A
A
7
7
便
（
ボ
ー
イ
ン
グ

B

7
5
7
)
と
外
壁
の
損
傷
と
を

比
較
し
て
み
よ
う
。
米
国
標
準
・

技
術
院

(
N
I
S
T
)
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
4ー

1)

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

。
点
線
と
文
字
は
私
が
書
き
加
え
た
も
の
だ
。

1
階
と

2
階
に
見
え
る
濃
い
グ
レ
ー
の
部
分
が
外
壁
の
失
わ
れ
た
箇
所
、

黒
く
塗
ら
れ
た
柱
は
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
崩
落
が
起
こ
る
以
前
に

写真 4-4(口絵写真 E・巻頭口絵 4ページ参照）

グラフィ ック4-1 fire.nist.govより：点線と説明を付加

http:/ /fire.nist.gov/bfrlpubs/build03/PDF /b0301 7.pdfより
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写真 4-5 DoD (米国国防総省）lmagenaryServerより

拡大、線と説明を付加

http://www.defendamerica.mi I/images/photos/ 

pi092401 b1 .jpgより

（口絵写真 J、K・巻頭口絵 6ページ参照）

撮
影
さ
れ
た
写
真
で
調
べ
て
み
る
と
、
間
違
い
な
く
外
壁
の
こ
の
範
囲
が
「
穴
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

1
階
部
分
に
胴
体
と
エ
ン
ジ
ン
を
含
む

B
7
5
7
の
主
要
な
部
分
が
吸
い
込
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
の
図
で
は
左
エ
ン
ジ
ン
が
地
面
と
激
突
す
る
。
も
う
少
し
機
体
を
上
に
上
げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
飛
行
機
の
主
要
部
分
を
こ
の

「
穴
」

に
合
わ
せ
て
ど
の
よ
う
に
位
置
を
変
え
て
み
て
も
、
左
右
の
主

翼
の
半
分
と
垂
直
尾
翼
だ
け
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

。
そ
れ
ら
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
写
真
に
残
ら
な
い
よ
う

な
場
所
に
で
も
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
そ

れ
な
ら
せ
め
て
激
突
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、

（
写
真
4
1
5
)
の
と
お
り
、
高
さ

8
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ

る
垂
直
尾
翼
が
激
突
し
た
は
ず
の
付
近
で
は
壁
が
ほ
と

ん
ど
壊
れ
て
お
ら
ず
、
窓
に
は
ガ
ラ
ス
が
は
ま
っ
て
い

る
の
だ
。

左
右
の
主
翼
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
紙
面
の
関

係
上
省
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
激
突
し
た
は

ず
の
箇
所
は
せ
い
ぜ
い
表
面
の
石
灰
石
の
板
が
剥
が
れ

た
程
度
で
あ
り
、
ど
こ
に
も
秒
速

2
0
0
メ
ー
ト
ル
で

衝
突
し
た
と
言
え
る
よ
う
な
傷
跡
が
無
い
の
だ
。
ガ
ラ

ス
が
は
ま
っ
て
い
る
窓
す
ら
あ
る
。

い
っ
た
い
ぜ
ん
た

い
主
翼
の
先
半
分
と
垂
直
尾
翼
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
？

当
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
当
局
の
説
明
は
の
通
り
だ
が
、
描

部分を
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か
れ
て
い
る
飛
行
機
は
翼
が
や
け
に
短
い
う
え
に
尾
翼
は

斜
め
に
曲
が
っ
て
い
る

（写
真
4
|
6
)。
「
主
翼
の
半
分
と

尾
翼
は
失
わ
れ
て
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
見
当
た
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
な
ら
、
は
っ
き
り
そ
う
言
え
ば
い
い
の
だ
。
米
国

国
防
総
省
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
姑
息
な
ご
ま
か
し
を

行
う
の
だ
ろ
う
か
？

あ
の
大
型
旅
客
機

B
7
5
7
の
機
首
を
、
地
面
ス
レ
ス

レ
で
ち
ょ
う
ど

1
階
の
部
分
に
激
突
さ
せ
る
た
め
に
は
、

非
常
に
高
い
技
術
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
前
述

し
た
よ
う
に
、
こ
の

A
A
7
7
便
を
操
縦
し
た
と
さ
れ
る
ハ

ニ
・
ハ
ン
ジ
ュ
ー
ル
は
わ
ず
か
半
年
前
に
は
セ
ス
ナ
機
す

ら
ロ
ク
に
操
縦
で
き
な
い
人
物
だ
っ
た
の
だ
。
ど
れ
ほ
ど

に
大
連
続
す
る
偶
然
を
考
え
た
と
し
て
も
、
到
底
信
じ
が

た
い
話
で
は
な
い
の
か
？

ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
内
部
で
撮
影
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ジ
ェ
ッ
ト
・
エ
ン
ジ
ン
の

一
部
や
着
陸
装
置
の
部
品
、
着
陸

用
の
車
輪
と
思
わ
れ
る
写
真
が
あ
る
。
し
か
し
事
件
以
来
一
度
た
り
と
も
こ
の
よ
う
な
残
骸
の
実
物
や
詳
し
い

残
骸
の
実
物
は
ど
う
し
て
公
開
さ
れ
な
い
の
か
？

1/ 
写真 4-6 defenselink.milより http://www.defenselink.mil/ 

DODCMSShare/briefingsl ide/ 129/020307-D-6570C-003.jpg.JPG 

（口絵写真F・巻頭口絵 4ページ参照）
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分
析
結
果
が

一
般
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
な
い

。
あ
る
の
は
写
真
の
み
で
あ
る
。
公
式
の
説
明
で
は
、
ペ
ン
タ

ゴ
ン
内
部
の
火
災
に
よ
る
大
変
な
高
熱
の
た
め
に
突
入
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
機
体
の
ほ
と
ん
ど
が
「
蒸
発
し
て

（
目
に
見
え
な
い
は
ど
の
微
粉
末
に
な
っ
て
？
）
」
消
え
、
わ
ず
か
に
こ
の
よ
う
な
熱
に
強
い
部
品
だ
け
が
残
さ

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
の

「
機
体
消
滅
」

の
可
能
性
を
実
験
と
実
証
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
科
学
的
に
証
明
し
た
科
学

者
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
登
場
し
て
い
な
い

。

そ
し
て
そ
の
「
大
型
旅
客
機
の
機
体
を
消
失
さ
せ
る
ほ
ど
の
高
熱
」
の
中
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
の
乗
員
乗
客
の

D
N

A
が
「
発
見
さ
れ
た
」
と
発
表
さ
れ
た
。
ま
た

A
A
7
7
便
の
乗
っ
取
り
犯
の

一
人
と
さ
れ
る
ナ
ワ
フ
・
ア
ル
・
ハ
ズ
ミ

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

I
D
カ
ー
ド
（
口
絵
写
真
ー
・
巻
頭
口
絵

5
ペ
ー
ジ
参
照
）
も
「
発
見
さ
れ
」
写
真
が
公
表
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
飛
行
機
を
雲
散
霧
消
さ

せ
た
高
熱
の
中
で
顔
写
真
の
部
分
を
き
れ
い
に
残
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る

の
だ
！
い
く
ら
ア
メ
リ
カ
製
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
優
秀
だ
と
は
い
え
、
こ
れ
は
い
く
ら
な
ん
で
も
優
秀
す
ぎ

る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

9
.
1
1
委
員
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
灼
熱
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
内
部
か
ら
犯
人
の
一
人

で
あ
る
マ
ジ
ェ
ド
・
モ
ケ
ド
の
名
前
が
書
か
れ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
学
生
カ

ー
ド
も
発
見
さ
れ
た
ら
し
い
。

我
々
は
や
は
り
そ
れ
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

と
こ
ろ
で
、
先
ほ
ど
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ビ
ル
の
外
で
は
残
骸
が
見
当
た
ら
な
い
と
申
し
上
げ
た
が
、
実
は
事
件
当

日
に
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
前
庭
に
は
何
か
の
残
骸
・
破
片
と
思
わ
れ
る
多
数
の
物
体
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に

は
赤
・
白
•
水
色
に

塗
り
分
け
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
機
体
の
破
片
と
思
わ
れ
る

写
真
も
複
数
存
在
す
る

。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト
よ
り
も
北
側
で
撮
影
さ
れ
た
（図
4
ー
2
次
ペ
ー
ジ
）
も
の
で
あ
る
。

不
思
議
な
こ
と
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
南
側
の
激
突
地
点
に
近
い
場
所
に
は
残
骸
ら
し

い
物
体
が
全
く
と
い
っ
て
良
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い
ほ
ど
見
当
た
ら
な
い
の
だ
。

A
A
7
7
便
が
激
突
し
た
と
い
わ
れ
る
箇
所
に
は

改
装
工
事
用
の
ト
レ
ー
ラ
ー
が
駐
車
し
て
あ
っ
た

の
で
、
そ
の
破
片
が
主
に
北
側
に
向
か
っ
て
飛
び

散
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し

77

便
に
は
大
き
な
胴
体
だ
け
で
は
な
く
、
上
下
左
右

に
広
が
る
主
翼
も
尾
翼
も
あ
っ
た
。
そ
の
破
片
が

ヘ
リ
ポ
ー
ト
よ
り
南
側
で
全
く
見
当
た
ら
な
い
の

は
極
め
て
不
自
然
な
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
前
に
は
数
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の

真
裏
側
の
壁
ぎ
わ
、
激
突
箇
所
か
ら
見
れ
ば
、
完

全

に
影

に
な
っ
て
し
ま
う
箇
所
に
さ
え
赤
・
白
・

水
色
に
塗
り
分
け
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
機

体
の
破
片
と
見
ら
れ
る
物
体
が
数
個
ま
と
ま
っ
て

「
落
ち
て
い
る
」
の
だ
。
偶
然
に
し
て
は
少
々
出
来

過
ぎ
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る
。

と
こ
ろ
で
ペ
ン
タ

‘`コ
ン
か
ら
拾
い
集
め
ら
れ
た
数
多
く
の
「
残
骸
」
そ
れ
自
体
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
た
の

だ

ろ

う

か

？

誰

も

知

ら

な

い
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
内
部
で
写
真
撮
影
さ
れ
た
物
体
と
同
様
に
、

F
B
I
か
ら
も
ペ

道路 ー北． 
． ＼ 推定飛行． ．．コース
・・.. 

＼ 残骸が． 
＼ 見あたらない

工事用三
ペンタゴン ・ピル

「77便残骸」と認識できる物体のうち

FBIによる回収作集の以前から

存在したと確認できるものの位置

図 4-2 激突箇所から見れば高さ数メートルのヘリボートタワーの影になってしま

う箇所にさえ、赤・白・水色に塗り分けられたアメリカン航空の機体の破片と見ら

れる物体が数個まとま って「落ちている」のだ。偶然にしては少々出来過ぎではない

かという気もする（口絵写真 G、H・巻頭口絵 5ページ参照）
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ブ
ラ
ッ
ク
ポ
ッ
ク
ス
の
記
録
は
ま
る
で
食
い
違
っ
て
い
る
！

ン
タ
｀
‘
コ
ン
当
局
か
ら
も
実
物
の
公
開
や
詳
し
い
分
析
結
果
の
公
表
は
い
ま
だ
か
つ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い

。

な
ぜ
か
？
そ
し
て
そ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
誰
に
も
分
か
ら
な
い

。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
物
体
の
写
真

だ
け
を
元
に
「
本
物
だ
！
」
「
い
や
偽
物
だ
！
」
と
い
う
論
争
ば
か
り
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
い
か
な
る
立
場
を

と
る
に
せ
よ
、
ま
ず
米
国
の
当
局
者
に
実
物
と
分
析
記
録
の
公
開
を
要
求
す
る
方
が
先
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ど
ち
ら
が
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
つ
い
て
は
そ
の
他
に
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
発
表
の
ビ
デ
オ
映
像
、
ビ
ル
内
部
の
壁
に
開
い
た
奇
妙

な
穴
、
街
灯
の
倒
れ
方
、
工
事
用
の
発
電
車
両

（ジ

ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
）
な
ど
、
数
多
く
の
疑
問
点
が
あ
る
の
だ
が
、

ペ
ー
ジ
数
の
関
係
か
ら
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い

。
し
か
し
最
後
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

1
つ
あ
る
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ビ
ル
の
中
か
ら

A
A
7
7
便
の
フ
ラ
イ
ト
・
レ
コ
ー
ダ
ー
（
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
）
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

N
T
S
B
（
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
）

が

77
便
の
飛
行
に
つ
い
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
発
表
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
当
局
や

N
I
S
T
に
よ
っ
て
断
定
さ

れ
て
い
る
飛
行
コ
ー
ス
と
が
、
完
全
に
食
い
違
っ
て
い
る
の
だ
！

違
っ
て
い
た
の
は
方
向
ば
か
り
で
は
な
い

。
突
入
直
前
の
飛
行
高
度
も

77
便
が
ぶ
つ
か
っ
た
は
ず
の
照
明
塔

よ
り

90
メ
ー
ト
ル
以
上
高
い
の
だ
。
そ
の
ま
ま
の
角
度
で
進
む
と
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
の
屋
上
の

30
メ
ー
ト
ル
上
空
を

通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
？

ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
当
局
発
表
と
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
デ
ー
タ
と
、
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ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
全
面
崩
壊
か
ら

7
時
間
も
後
の
午
後

れ
と
も
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
ど
こ
か
ら
も
何
の
コ
メ
ン
ト
も
な
い

。

も
し
公
式
の
説
明
の
通
り
だ
と
し
た
ら

9
.
1
1
事
件
は

「
摩
詞
不
思
議
と
奇
跡
の
集
合
体
」
と
呼
ん
で
も
差
し

支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

い
っ
た
い
何
を
ど
う
信
じ
ろ
と
言

い
た
い
の
だ
ろ
う
か
？

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
は
た
だ
数
々
の
矛
盾
に
満
ち
た
発
表
と
隠
蔽
と
疑
問
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。

0
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト

見
れ
ば
わ
か
る

9
1
1
研
究

（
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン

77
便
激
突
」
）

http:/ /
d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
 0
 O
m
e
n
u
.h
t
m
l
 

ペ
ン
タ
ゴ
ン
徊
g
然
の
砦

http:/
/
d
o
u
j
i
b
a
r
.ganriki
.n
e
t
/
z
a
n
t
e
i
 ,
 
?
.h
t
m
l
 

14

飛
行
機
の
突
入
な
し
で
「
沈
ん
だ
」
第
7
ビ
ル

20
年
間
建
ち
続
け
た
ビ
ル
が
＿
瞬
で
抵
抗
ゼ
ロ
？

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
崩
壊
と
奇
妙
な
『予
言
』

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

(
W
T
C
)
第

7
ビ
ル
は
、

1
9
8
3
年
に
着
工
、

1
9
8
7
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

他
の

W
T
C
ビ
ル
群
よ
り

15
年
も
新
し
い
ビ
ル
だ
っ
た
。

こ
の
ビ
ル
に
は

C
I
A
、
米
国
証
券
取
引
委
員
会
、

一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
緊
急
事
態
管
理
事
務
所
な
ど
の
機
関

国
税
庁
、
国
防
総
省
、
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
一

も
ま
た
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入

っ
て

い
た
。

そ
し
て

2
0
0
 
1
年

9
月
11
日
に
そ
の
第

7
ビ
ル
が
、
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も
ち
ろ
ん
飛
行
機
の
激
突
は
な
か
っ
た
。
7
時
間
ほ
ど
続
い
た
火
災
は
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
の
影
響
で
発
電

用
の
重
油
が
燃
え
だ
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
階
に
分
散
し
た
、
ビ
ル
火
災
と
し
て

は
特
別
に
大
き
い
と
も
言
え
な
い
も
の
だ
。
さ
ら
に
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
に
伴
う
損
傷
は
南
側
面
下
部
に
限
ら

れ
て
お
り
、
ビ
ル
を
全
面
崩
壊
さ
せ
る
よ
う
な
規
模
で
は
あ
り
え
な
い
。

ヽ,, 

写真4-7 ~ 10 NIST Video The Collaose 

of World Trade Center? による

http://www.nist.gov/pub I ic_affairs/ 

releases/wtc_ videos/wtc_ videos.htm Iで
見られるビデオのスチル写真より

こ
の
崩
壊
は

9
.
1
1
の
中
で
最
も
ミ
ス

5
時
20
分
に
、
世
に
も
不
思
議
な
全
面
崩
壊
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

テ
リ
ア
ス
な
出
来
事
の
1
つ
だ
。

そ
の
崩
れ
方
は
見
る
者
を
唖
然
と
さ
せ
る
。
（写
真
4

ー

7
ー
10)
で
見
る
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に
立
っ
た
ま
ま
、
ま

る
で
水
の
中
に
そ
の
ま
ま
の
姿
で
沈
み
込
む
よ
う
に
、
あ
る
い
は
地
面
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
猛
ス
ピ
ー
ド

で
落
ち
た
。
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し
か
し
問
題
は
「
火
災
や
損
傷
の
規
模
が
ど
う
な
の
か
」
で
は
な
い

。
た
と
え
ビ
ル
全
体
が
猛
火
に
包
ま
れ

て
い
よ
う
が
傷
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
で
ど
う
し
て
「
こ
ん
な
崩
壊
の
仕
方
を
す
る
の
か
？
」
と

い
う
点
な
の
だ
。

第

7
ビ
ル
全
面
崩
壊
の
不
思
議
さ
は
単
に
そ
う
い
っ
た
物
理
的
な
面
だ
け
で
は
な
い

。
消
火
に
あ
た
っ
て
い

た
消
防
士
た
ち
が
昼
ご
ろ
に
突
然
引
き
揚
げ
の
命
令
を
受
け
た
。
彼
ら
は
引
き
揚
げ
る
際
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の

前
で
「
あ
の
ビ
ル
は
じ
き
に
崩
れ
落
ち
る
だ
ろ
う
」
と
奇
妙
な

『予
言』

を
し
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て

『予
言
』

ど
お
り
に
な
っ
た
。
消
防
士
た
ち
は
い
っ
た
い
誰
か
ら
そ
れ
を
聞
い
た
の
か
？
彼
ら
に
そ
う
伝
え
た
者
は
数

時
間
後
の
ビ
ル
の
崩
壊
を
な
ぜ
予
知
で
き
た
の
か
？

さ
ら
に
英
国

B
B
C
、
米
国

F
o
x
5
テ
レ
ビ
、
米
国

C
N
N
テ
レ
ビ
が
崩
壊
の
以
前
に
「
崩
壊
し
た
」
と

報
道
し
て
い
た
。

C
N
N
の
場
合
、
実
際
の
崩
壊
の

1
時
間
以
上
も
前
に
キ
ャ
ス
タ
ー
が
「
こ
こ
で
新
し
い
情
報
が
入
り
ま
し

た
。
第

7
ビ
ル
が
崩
壊
し
ま
し
た
」
と
伝
え
た
が
、
健
在
な
第

7
ビ
ル
の
映
像
に
気
付
き
即
座
に
「
あ
る
い
は

い
ま
崩
壊
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」
と
言

い
換
え
た
。

と
こ
ろ
が
な
か
な
か
崩
れ
そ
う
に
な
い

。
哀
れ
な
キ
ャ
ス
タ
ー
氏
は
舌
を
も
つ
ら
せ
な
が
ら
、
大
慌
て
で
ビ

ル
の
紹
介
を
繰
り
返
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
少
し
遅
れ
て
画
面
に
現
れ
た
説
明
に
は
「
第

7
ビ
ル
が
火
事
で
あ

り
崩
壊
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
彼
が
そ
れ
か
ら

1
時
間
、
ど
う
や
っ
て
間
を
も
た
せ
た

の
か
は
知
ら
な
い

。

F
o
x
5
テ
レ
ビ
の
場
合
、
女
性
キ
ャ
ス
タ
ー
が
「
新
た
に
ビ
ル
が
崩
壊
し
ま
し
た
。

47
階
建
て
の
ビ
ル
で
…
」

と
言

い
か
け
て
ま
だ
建
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
う
ろ
た
え
た
彼
女
は
途
方
に
く
れ
る
男
性
キ
ャ
ス
タ
ー
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つ
ま

の
隣
で
「
え
え
と
…
、
い
ま
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
…
煙
が
激
し
く
出
て
い
て
…
、
え
え
と
…
」

と
、
何
と
か
し
ば
ら
く
話
を
つ
な
い
だ
。
そ
し
て

30
秒
後
に
や
っ
と
崩
壊
し
た
と
き
に
、

二
人
は
ホ
ッ
と
し
た

声
で
「
ほ
ら
、
画
面
を
見
て
！
」
「
あ
あ
、
い
ま
崩
壊
し
ま
し
た
…
」
と
述
べ
た
。

B
B
C
で
は
キ
ャ
ス
タ
ー
が
実
際
の
崩
壊
の

13
分
前
に
「
ソ
ロ
モ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
ビ
ル

（第

7
ビ
ル
の
別
称
）

が
崩
壊
し
ま
し
た
」
と
語
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
リ
ポ
ー
タ
ー
嬢
を
呼
び
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
ろ
に

第

7
ビ
ル
の
姿
が
大
き
く
映
し
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
そ
れ
が
「
ソ
ロ
モ
ン

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
ビ
ル
」
で
あ
る
と
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
彼
女
は
そ
の
ま
ま
崩
壊
報
道
を
続
け
た
。

ろ
が
、
い
き
な
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
中
継
画
面
が
乱
れ
、
接
続
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
間
違
い
」

い
た
上
層
部
が
慌
て
て
中
継
を
打
ち
切
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

3
つ
の
大

T
V
局
が
そ
ろ
い
も
そ
ろ
っ
て
同
時
に
「
単
な
る
勘
違
い
」
を
す
る
の
か
？

も
誰
か
が
「
予
告
」
の
連
絡
を
事
前
に
入
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

第

7
ピ
ル
全
面
崩
壊
の
諸
特
徴

こ
こ
で
そ
の
崩
壊
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

特
徴
ー
／
極
端
に
短
い
時
間

崩
壊
に
か
か
っ
た
時
間
は

6
.
5ー

6
.7
秒
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第

7
ビ
ル
と
同
じ
古
向
さ
か
ら

《
空

気
抵
抗
も
無
い
状
態
で
〉
物
体
を
落
下
さ
せ
る
自
由
落
下
よ
り
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
け
長
い
時
間
だ
。
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
空
気
抵
抗
の
中
で
同
じ
高
さ
か
ら
鋼
材
を
落
と
し
た
場
合
よ
り
も
短
い
時
間
で
は
な
い
の
か
？

そ
れ
と

と
こ

に
気
付
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り
あ
ら
ゆ
る
抵
抗
を
は
と
ん
ど
何
も
示
す
こ
と
な
く
、
足
下
か
ら
頭
の
天
辺
ま
で
の
全
て
が
崩
れ
去
っ
た
の
で

あ
る
。
あ
の
鉄
骨
構
造
の
ビ
ル
が
何
の
抵
抗
も
無
し
に
、
下
か
ら
順
番
に
、
そ
の
構
造
の
ど
の
部
分
に
も
偏
り

無
く
、
こ
と
ご
と
く
崩
壊
し
尽
く
し
た
（
！
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
物
理
的
に

可
能
な
の
か
？

特
徴
2
／
ほ
ぼ
完
璧
な
左
右
対
称

部
分
的
な
例
外
を
除
き
、
ビ
ル
全
体
が
ほ
と
ん
ど
左
右
対
称
に
、

込
む
よ
う
に
下
の
方
か
ら
崩
壊
し
た
。
あ
の
幅
広
い
ビ
ル
全
体
が

起
こ
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？

真
っ
直
ぐ
に
、
ス
ト
ン

と
そ
の
ま
ま
沈
み

「
左
右
す
べ
て
均
等
に
構
造
的
な
劣
化
」
を

特
徴
3
／
途
中
で
何
の
引
っ
か
か
り
も
無
く
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
崩
壊
し
た

2
箇
所
の
頑
丈
な
メ
カ
ニ
カ
ル
・
フ
ロ
ア
ー
が
何
の
役
も
果
さ
な
か
っ
た
う
え
に
、
火
災
の
箇
所
や
損
傷
の

箇
所
と
は
全
く
無
関
係
な
様
子
の
崩
壊
だ
っ
た
。
あ
の
縦
に
長
い
ビ
ル
全
体
が
ど
の
部
分
も
「
上
下
す
べ
て
均

等
に
骨
抜
き
状
態
に
」
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

特
徴
4
／
屋
上
に
あ
る
構
造
が
真
っ
先
に
崩
壊
し
た

ビ
ル
屋
上
の
東
側
に
あ
っ
た
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
が
他
の
部
分
よ
り
も

6
ー

7
秒
も
早
く
落
ち
た
。

こ
れ
は
そ
れ

ら
を
支
え
て
い
た
コ
ア
の
支
柱
が
真
っ
先
に
破
壊
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
次
に
コ
ア
支
柱
が
最
も
密
集
し

て
い
た
中
心
部
に
あ
る
屋
上
構
造
が
外
周
よ
り
も
わ
ず
か
に
早
く
崩
落
し
始
め
た
。
部
分
的
な
不
完
全
燃
焼
の
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炎
が
コ
ア
の
鋼
鉄
支
柱
構
造
を
ど
れ
ほ
ど
弱
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
か
？

特
徴

5
／
ビ
ル
の
鋼
材
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
建
っ
て
い
た
場
所
の
上
に
高
く
積
も
っ
た

こ
れ
は
人
為
的
に
中
央
部
を
周
辺
よ
り
や
や
早
め
に
崩
壊
さ
せ
て
周
辺
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
制
御
解
体

（
爆
破
解
体
）
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ラ
ン
ダ
ム
に
起
こ
っ
て
い
た
火
災
の
熱
な
ど
で
ど
う

や
っ
て
起
こ
る
の
か
？

再
度
申
し
上
げ
る
が
、
問
題
は
「
火
災
や
損
傷
の
規
模
が
ど
う
な
の
か
」
で
は
な
い
。
た
と
え
、
ビ
ル
全
体
が

猛
火
に
包
ま
れ
て
い
よ
う
が
傷
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
が
元
で
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
崩
壊
の
仕
方

を
す
る
の
か
？
」
と
い
う
点
な
の
だ
。

米
国
研
究
機
関
の
お
手
上
げ
状
態

上
記
の
特
徴
に
対
し
て
米
国
の
公
的
機
関
の
説
明
は
？

F
E
M
A
（
連
邦
危
機
管
理
局
）
は
そ
の

2
0
0
 
2
 

年
の
報
告
書
で
、
第

7
ビ
ル
全
面
崩
壊
の
原
因
を
一
応
「
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
に
よ
る
衝
撃
と
火
災
の
影
響
」

と
推
測
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
他
の
研
究
機
関
に
究
明
の
下
駄
を
預
け
て
し
ま
っ
た
。

W
T
C
第

7
ビ
ル
の
火
災
の
特
質
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ビ
ル
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
は
、
現

在
の
時
点
で
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
燃
料
オ
イ
ル
は
合
計
し
て
巨
大
な
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
は
い

た
の
だ
が
、
最
も
良
い
仮
定
を
し
て
も
（
崩
壊
が
）
起
こ
る
確
率
は
ほ
ん
の
小
さ
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
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そ
し
て
下
駄
を
預
け
ら
れ
た
形
の

N
I
S
T
は

2
0
0
 
8
年

8
月
に
第

7
ビ
ル
崩
壊
に
関
す
る
最
終
報
告
書

を
公
開
し
た
。
事
件
か
ら
す
で
に

7
年
も
過
ぎ
て
い
た
。
責
任
者
の
シ
ャ
イ
ア
ム
・
サ
ン
ダ
ー
博
士
は
火
災
と

崩
壊
の
様
子
に
つ
い
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
す
る
。

紙
面
の
関
係
で
省
略
す
る
が
火
災
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

だ
け
で
も
疑
問
だ
ら
け
だ
。

し
か
し
そ
の
崩
壊
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
も
は
や

「
疑
問
」
を
通
り
越
す
。

サ
ン
ダ
ー
博
士
は
説
明
す
る
。
「
12
階
の
火
災
に
よ
っ
て

東
側
の
コ
ア
支
柱
が
崩
れ
床
の
崩
落
が

一
斉
に
起
こ
り
、
そ

れ
が
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
を
落
下
さ
せ
た
の
だ

（写
真
4ー

11
)」
と
。

問
題
は
東
側
の
外
周
壁
の
鉄
骨
構
造
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ペ

ン
ト
ハ
ウ
ス
の
崩
落
の
最
中
も
そ
の
後
も
い
つ
も
と
変
わ
ら

ず
真

っ
直
ぐ
な
平
面
を
見
せ
て
立
ち
続
け
て
い
た
の
だ
。

N

I
S
T
は
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
で
「

1
つ
の
階
で
起
こ
っ
た
床
の

崩
落
が
外
周
支
柱
を
内
側
に
引
き
込
み
こ
れ
が
ビ
ル
の
崩
壊

を
開
始
さ
せ
た
」
と
い
う
説
明
を
し
た
。
そ
の
同
じ

N
I
S
T

が
、
第

7
ビ
ル
で
は

12
階
か
ら

47
階
ま
で
の
床
が

一
斉
に
崩

落
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
外
周
支
柱
は
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た

写真 4-11 
による

http:/ /www.nist.gov/public_affairs/releases/wtc_videos/ 

wtc_videos.htmlで見られるビデオのスチル写真より

NIST VideoThe Collaose of World Trade Center? 

件
を
解
決
す
る
た
め
に
は
更
な
る
研
究
と
調
査
と
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
。
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グラフィ ック4-2 NIST Video The Collaose of World Trade 

Center? による

http:/ /www.nist.gov/public_affairs/releases/wtc_videos/wtc_ 

videos.html で見られるビデオのスチル写真より

もしサンダー博士の説明どおりなら、東西の崩壊に差が出てくるのが

当然であろう。支柱の崩壊が「連鎖反応を起こした」ことも理解しが

たいが、どれほど速くそれが伝わ ったとしても弾丸よりも素早か った

とは信じがたい話だ

（げ

）
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
サ
ン
ダ
ー
博
士
は
「
東
側
で
発
生
し
た
コ
ア
支
柱
の
崩
壊
が
西
側
に
向
け
て
急
速
に
連
鎖
反
応
的
に
伝

わ
り
ビ
ル
の
支
柱
構
造
が
全
面
的
に
崩
壊
し
た
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
4
1
2
)」
と
説
明
す
る
。

実
際
に
は
、
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
が
崩
落
し
て
約

6
秒
後
に
屋
上
の
構
造
物
が
沈
み
始
め
た
。
次
の
瞬
間
に
、
ビ

ル
の
東
側
と
西
側
が
同
時
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
落
下
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
第

7
ビ
ル
は

東
西
の
高
さ
を
同
じ
に
し
た
ま
ま
、

真

っ
直
ぐ
に
沈
み

込
ん
で
い
っ
た
。
ビ
ル
の
中
央
部
よ
り
や
や
東
側
が
最

も
速
く
沈
ん
だ
が
そ
れ
は
中
央
部
に
わ
ず
か
の
凹
み
を

作
っ
た
だ
け
で
、
ど
の
部
分
も
落
下
速
度
に
ほ
と
ん
ど

差
が
見
ら
れ
な
い

。
そ
し
て
崩
壊
の
後
半
に
は
や
や
南

側
に
傾
い
て
い
っ
た
。

も
し
サ
ン
ダ
ー
博
士
の
説
明
ど
お
り
な
ら
、
東
西
の

崩
壊
に
差
が
出
て
く
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
支
柱
の

崩
壊
が
「
連
鎖
反
応
を
起
こ
し
た
」
こ
と
も
理
解
し
が

た
い
が
、
ど
れ
ほ
ど
速
く
そ
れ
が
伝
わ
っ
た
と
し
て
も

弾
丸
よ
り
も
素
早
か
っ
た
と
は
信
じ
が
た
い
話
だ
。
最

初
か
ら
「
中
身
が
カ
ラ
ッ
ポ
」
に
な
っ
て
い
た
東
側
と
、

新
た
に
崩
落
が
「
伝
播
」
し
た
西
側
が
全
く
同
じ
速
度
で

落
ち
て

い
く
な
ど
、
ど
う
み
て
も
奇
妙
な
話
で
あ
る
。
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N
I
S
T
は
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
含
め
た
全
資
料

を
世
界
に
向
か
っ
て
公
開
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
も
う

そ
の
必
要
な
ど
無
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
彼
ら
が
勇
気
を
奮

っ
て
公
開
し

て
く
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
画
面
に
は
、

事
実
と
は
ま
る
で
か
け
離
れ
た
「
第

7‘
ビ
ル
崩
壊
」
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
（
グ

ラ
フ
ィ

ッ
ク
4ー

3
)。

先
ほ
ど
の

（写
真
4
|
7
S
1
0
)
と
比
較
し
て
い
た
だ
き
た
い

。
も
は
や
「
全
く
別
の
ビ
ル
の
崩
壊
」
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い

。
ビ
ル

上
層
部
が
グ
チ
ャ
リ
と
変
形
し
て
つ
ぶ
さ
れ
、
そ
の
う
え
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
ビ
ル
全

体
の
落
下
を
開
始
し
な
い
の
で
あ
る
！

そ
し
て
彼
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
。
も
う
こ
こ
か
ら
先
の
シ
ー
ン
は
と
て

も
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
徹
底
し
て
事
実
を
無
視
し
て
「
結
論
を
出
す
」
の

だ
か
ら
、
も
う

「
ご
立
派
」
と
い
う
以
外
に
言
葉
が
あ
る
ま
い

。
彼
ら
に
と
っ
て
崩
壊
途
中
の
事
実
は
何
よ
り

も
恐
ろ
し
い
タ
ブ
ー
な
の
だ
ろ
う
。

N
I
S
T
は
間
違
い
な
く
、

「
ビ
ル
の
構
造
が
持
つ
破
壊
に
対
す
る
抵
抗
が

一
瞬
に
し
て
ゼ
ロ
に
な
ら
な
け
れ

ば
事
実
ど
お
り
の
崩
壊
は
起
き
な
い
」
こ
と
を
最
初
か
ら
知
っ
て
い
た
の
だ
。

つ
ま
り

「
ビ
ル
内
の
荷
重
を
支

・-----------一----- I 
グラフィ ック4-3 NIST Video The 

Collaose of World Trade Center? 

による

http://www.nist.gov/public_affairs/ 

releases/wtc_ videos/wtc_ videos 

html で見られるビデオのスチル写真

より
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え
る
構
造
が
あ
ら
ゆ
る
箇
所
で
同
時
に
完
全
に
破
壊
さ
れ
な
け
れ
ば
決
し
て
実
際
に
起
き
た
よ
う
な
全
面
的
崩

壊
は
あ
り
え
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。

知
っ
て
い
な
が
ら
長

い
間
そ
れ
に
対
し
て
は
言
葉
を
濁
し
て
き
た
。

一
瞬
に
し
て
「
ゼ
ロ
抵
抗
」
に
な
っ
た

原
因
を
口
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
決
し
て

『自
然
に
は
起
こ
り
え
な
い
11
人
為
的

な
も
の
』

で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
こ
で
彼
ら
は
第

7
ビ
ル
を
無
理
や
り
に

『カ
ラ
ッ
ポ
の
箱
』

に
す
る
こ
と
で

『ゼ
ロ
抵
抗
』
を
説
明
し
よ

う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
し
か
し
、
彼
ら
が
い
く
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
も

『カ
ラ
ッ
ポ
の
箱
」
が
下

か
ら
整
然
と
沈
む
よ
う
に
崩
れ
落
ち
る
様
子
を
再
現
で
き
な
か
っ
た
。
ま
だ
事
実
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
か
ら

今
の
と
こ
ろ
は
無
事
に
済
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。
第

7
ビ
ル
崩
壊
の
事
実
が
人
々
に
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
れ

ば
彼
ら
は
即
刻
立
場
を
失
う
だ
け
で
あ
ろ
う
。

F
E
M
A
に
続
い
て

「
お
手
上
げ
」
を
言
う
こ
と
の
で
き
な
い
立
場
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
が
、
膨
大
な

国
家
予
算
を
使
い
な
が
ら

6
年
も
か
け
て
行
っ
た
仕
事
の
結
論
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
お
粗
末
な
も
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
崩
壊
中
の
事
実
の

一
切
を
無
視
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
無
意
味
な
動
画
を
作
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

そ
れ
な
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
プ
ロ
に
で
も
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
の
だ
。
こ
れ
も
ま
た
事
実
上
の
お
手
上
げ
宣
言
と

し
か
言

い
よ
う
が
あ
る
ま
い

。

な
お
、

N
I
S
T
は
こ
の
「
最
終
報
告
」
発
表
の
後
に
、
一
部
の
物
理
学
者
の
質
問
に
答
え
て
、
第

7‘
ビ
ル

が
崩
壊
を
開
始

l
.
8
秒
後
か
ら
の
約

2
.
2
秒
間
、
自
由
落
下
速
度
で
落
ち
た
こ
と
を
初
め
て
認
め
た
。

い
か

に

「空
の
箱
」
に
な
ろ
う
が
、
構
造
的
な
抵
抗
は
も
ち
ろ
ん
空
気
抵
抗
も
あ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
自

然
界
に
あ
る
力
だ
け
で
は
起
こ
り
え
な
い
こ
と
は
、
少
し
で
も
科
学
に
触
れ
た
人
な
ら
す
ぐ
に
分
か
る
だ
ろ
う
。
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世
界
の
多
く
の
人
々
が

こ
の
よ
う
な
事
実
を
知
っ

た
と
き
に
、
こ
の
ビ
ル
が

「
火
災
で
崩
壊
し
た
」
と
主
張
し

続
け
て
い
る
人
々
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
答
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

第

7
ビ
ル
崩
壊
の
事
実
を
よ
り
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
私
の
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
訪
問
い
た
だ

き
た
い

。
ま
た
下
記
の
拙
著
を
ご
参
照
願
い
た
い

。

0
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト

見
れ
ば
わ
か
る

9
1
1
研
究

（「
W
T
C
第

7
ビ
ル
全
面
崩
壊
」
）
http:
/
 /doujibar
.ganriki
.n
e
t
/
O
O
m
e
n
u
.html 

拙
著

『
「
W
T
C
ビ
ル
崩
壊
」
の
徹
底
究
明
』

（社
会
評
論
社
）
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第

5
章

ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
全
面
崩
壊
へ
の
明
確
な
視
点

童
子
丸
開
著
述
家
・
翻
訳
家



2
 0
0
 
1
年

9
月
11
日
午
前

9
時

59
分
、
わ
ず
か

56
分
間
の
火
災
の
果
て
に

W
T
C
第

2
ビ
ル
（
南
タ
ワ
ー
）

が
そ
の

4
0
0
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
巨
体
を
宙
に
舞
わ
せ
た
。
ま
た
同
第

1
ビ
ル
（
北
タ
ワ
ー
）
は
午
前

10
時

28
分
に

1
時
間

42
分
続
い
た
火
災
の
後
に
あ
っ
け
な
く
塵
と
消
え
う
せ
た
。
し
か
し
紙
の
上
で
お
伝
え
で
き
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
ど
う
か
以
下
の
私
の
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
で
は
の
豊
富
な

カ
ラ
ー
画
像
と
そ
の
分
析
を
通
し
て

9

.
11
の
事
実
に
つ
い
て
お
調
べ
い
た
だ
き
た
い

。
ま
た
左
記
の
拙
著
も

ご
参
照
願
い
た
い
。

見
れ
ば
わ
か
る

9
1
1
研
究

拙
著

『
「
W
T
C
ビ
ル
崩
壊
」

http:/ /
d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
 0
 O
m
e
n
u
.h
t
m
l
 

の
徹
底
究
明
』

（
社
会
評
論
社
）

最
初
に
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
こ
う
。
問
題
は
「
飛
行
機
の
衝
撃
と
火
災
の
熱
で
ビ
ル
が
崩
壊
す
る
の

か
し
な

い
の
か
」
で
は
な
い
の
だ
。
「
ど
う
し
て

『
こ
の
よ
う
な
崩
壊
の
仕
方
』
を
す
る
の
か
」
こ
そ
が
本
当
の
問
題
点

な
の
で
あ
る
。

2
つ
の
タ
ワ
ー
は
と
も
に
、
ビ
ル
上
ー
中
層
部
は
も
と
よ
り
下
層
部
に
至
る
ま
で
、
立
体
的
な
構
造
を
何
ひ

と
つ
つ
残
す
こ
と
な
く
、

全
て
の
部
分
が
等
し
く
分
解
さ
れ
て

し
ま

っ
た
。
崩
れ
そ
こ
ね
た
塊
状
の
部
分
は
ど

異
常
な
ま
で
に
完
璧
な
「
全
面
的
崩
壊
」

11

消
え
た
上
層
階
と
巨
大
な
「
ガ
レ
キ
の
噴
水
」

「
重
力
に
よ
る
崩
壊
」
は
不
可
能
！
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こ
に
も
見
当
た
ら
ず
、
外
周
の
鉄
骨
構
造
の
大
部
分
が
ビ
ル
か
ら
遠
く
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
コ
ア
（
中
心
部
）

の
巨
大
な
鉄
骨
構
造
は

1
本

1
本
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
い
た
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

が
微
粉
末
に
ま
で
砕
か
れ
た
。

ま
た
、
ど
ち
ら
の
タ
ワ
ー
と
も
自
由
落
下
を
思
わ

せ
る
ほ
ど
の
速
度
で
、
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
、
ど
の
方
角

に
も
等
し
く
そ
の
足
下
ま
で
崩
壊
を
進
め
た
。
か
か
っ
た
時
間
は
ビ
デ
オ
で
観
察
す
る
限
り
先
に
崩
壊
し
た
第

2
ビ
ル
が

12
ー

13
秒
、
後
の
第

1
ビ
ル
が

15
ー

16
秒
で
あ
ろ
う
。
途
中
で
崩
壊
の
速
さ
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
と
変
化

す
る
様
子
は
見
え
ず
、
加
速
を
つ
け
た
崩
壊
が

一
気
に
付
け
根
ま
で
進
行
し
た
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
に
は
途
中
で

3
箇
所
の
メ
カ
ニ
カ
ル
フ
ロ
ア
ー
と
呼
ば
れ
る
特
別
に
頑
丈
に
作
ら
れ
窓
も
無
い
部
分
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
す

ら
も
ス
ム
ー
ズ
な
崩
壊
の
進
行
に
な
ん
ら
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
無
か
っ
た
。
ま
た
上
下
方
向
だ
け
で
は
な

＜
、
方
角
に
よ
る
崩
れ
方
の
違

い
も
な
か
っ
た
。

こ
れ
ほ
ど
に
完
璧
な

『全
面
的
崩
壊
』

は
か
つ
て
無
か
っ
た

し
今
後
も
起
こ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ
と
写
真
を
元
に
そ
の
様
子
を
描
写
し
て
み
た
い

。

ま
ず
第

2
ビ`
ル

（南
タ
ワ
ー
）
か
ら
で
あ
る
。

1
1
0
階
建
て
の
ビ
ル
の

80
階
付
近
を
中
心
に
し
て
飛
行
機

が
激
突
し
た
の
だ
が
、
そ
の
箇
所
は
ビ
ル
の
東
側
に
大
き
く
偏
っ
て
い
た
。
崩
壊
は

81
階
の
東
向
き
の
面
が
内

側
に
向
け
て
つ
ぶ
れ
る
よ
う
な
形
で
始
ま
り
、
逆
側
の

85
階
付
近
を
支
点
に
し
て
上
層
階
が
傾
き
始
め
た
。
だ

が
そ
の
傾
き
は
す
ぐ
に
上
層
階
全
体
の
大
き
な
回
転
運
動
に
変
わ
り
、

1
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
上
層
階

は
回
転
し
な
が
ら
下
か
ら
つ
ぶ
さ
れ
ス
ル
ス
ル
と
短
く
な
っ

て
い
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
崩
壊
開
始
箇
所
よ
り
下
の
部
分
の
崩
壊
は
始
ま
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
つ
ぶ
れ
つ
つ
あ

る
上
層
階
の
各
所
か
ら
噴
煙
が
爆
発
的
に
噴
き
出
し
、
変
形
を
起
こ
し
て
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
光
景
す
ら
見
ら
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して砕 し卜 気 崩ら
く吹さそくルそに壊れ
‘きれれ周 .___.., し加開る

上飛た以囲でて速始が
かばコ降に猛次し 4'
らさン‘吹烈の‘秒そ
ビれクあきな瞬開前れ
ルたリ↑こ飛爆間始後は
の ゜ 1 か
付そ卜も

ば発 '5 で頑
さが上秒上丈

けしお 巨 れ起 層 後層な
根てょ大 fここ階に階作
にそびな °
向の鉄噴

りがははり

忠
ヘ 姿噴回の

か 一 目水 写を煙転
つ吹万を 真消の

メ

てき激見 5 
をヵ

‘ しる 1 
し中止ニ

飛
途ばくさ

1 たにめヵ
- 付姿たル

切しビ？ 膨近をが
れ ー ルに 大 へ 消‘

フ

きが力》大 公地し下ロ
-とら 旱 上たか

ア
小

との周の の約 ら
I 

な方囲ガ ガ 2 の ＾ 下察でのが開 常れ
＜角に レ 5

..,_, 41 
レ

朋＼のさ確崩連始崩なる
‘に向キ キ 0 壊44方れ 認 壊続箇壊出 ゜

大もか がメ か でるすがし所開来明
き 等 つ砂 激 l — 警単 ゜ る始てよ始事ら

独まとま起り 3 がか
で
は

にた壁っこも秒起に
爆崩のたり下を-上

喜発壊各 0 ' 側過つ層
的中所拡こできて階

門なので大こ激たい内
―粉箇激．でしあな部
起 —

幽-一、塵所しスやいた て
写真 5-2 巨大な噴水のようにガレキを周 '- 0) よ い ロ

っ つ粉り 何
囲に吹き飛ばしながら崩壊する第 2ピル ： 哨［り 松~ I と盟iか ら
映画「911の嘘をくずせ （ルーズ・チェイン て
ジ）」より：線と文字を付加： 2本の白線は し、

出ず光ビ中のら か

手前側に向いた面の両端を表す る
がつがデ層噴崩 の

。見と観オ階出 壊 異

写真 5-1 激しく爆発して飛び散るツイン

タワー第2ビル （南タワー）上層階：何のカ

がこんな現象を引き起こしたのだろうか？

（口絵写真 L・巻頭口絵 7ページ参照）

以
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一
方
の
第

1
ビ
ル
（
北
タ
ワ
ー
）
で
は
、
飛
行
機
が
北
面

96
階
付
近
の
壁
の
ほ
ば
中
央
部
に
激
突
し
た
。
崩

壊
は

97
階
付
近
か
ら
開
始
し
た
が
、
第

2
ビ
ル
と
同
様
に
そ
の
上
層
階
は
見
る
見
る
う
ち
に
短
く
な
り

3
.
5
秒

ほ
ど
で
姿
を
消
し
た
（
写
真
5
1
3
ー
5
)
。
そ
し
て
そ
の
後
は
第

2
ビ
ル
と
同
様
に
水
平
方
向
へ
の
爆
発
的
な
ガ

レ
キ
の
噴
出
が
、
上
か
ら
下
に
急
速
に
連
続
し
て
進
行
し
た
。

そ
の
一
方
で

5
秒
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
ビ
ル
の
周
辺
に
ま
る
で
巨
大
な
滝
の
よ
う
に
大
量
の
ガ
レ
キ
が
な

だ
れ
落
ち
て
い
く
の
が
観
察
で
き
る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
最
初
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
上
層
階
の
名
残
で

あ
ろ
う
。
両
ビ
ル
崩
壊
の
重
要
な
共
通
点
は
、
と
も
に
崩
壊
開
始
箇
所
よ
り
も
上
に
あ
っ
た
部
分
が
真
っ
先
に

姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
に
大
量
の
ガ
レ
キ
が
激
し
く
周
辺
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
動
き
が
上
か
ら
下

に
向
か
っ
て
連
続
し
た
こ
と
で
あ
る
。

rコ・
写真 5-3~5 映画「911

の嘘をくずせ（ルーズ・チェ

インジ）より：部分拡大

な
加
速
を
つ
け
て
、
進
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

。

（
写
真5
—

2
)
は
崩
壊
開
始
約
9

秒
後
だ
が
、
下
の
方
に
あ

る

2
本
の
縦
の
白
線
は
ビ
ル
の
手
前
側
の
面

（南
面
）
の
両
端
の
位
置
、
左
右
の
矢
印
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
ガ

レ
キ
群
の
先
頭
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
ガ
レ
キ
が
す
で
に
水
平
方
向
に

1
0
0
メ
ー
ト
ル
を
越
す
距
離

ま
で
飛
ば
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
に
関
す
る
公
式
の
説
明
に
つ
い
て
は
本
章
の

『
4
、
存
在
し
な

い

「ツ

イ
ン
タ

ワ
ー
崩

壊
の
公
式
見
解
」
』
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た

い
が
、
そ
れ
よ
り
も
先
に
、
現
在
の
米
国
で
「
唯
一
最
後
の
崩
壊
理
論
」

と
断
定
し
て
も
よ
い
説
に
つ
い
て
申
し
上
げ
て
お
き
た
い

。
そ
れ
を
世
界
の
大
多
数
の
学
者
や
専
門
家
が
受
け

入
れ
て

い
る
の
だ
。

米
国
標
準

・
技
術
院

(
N
I
S
T
)
の
関
係
者
で
元
米
国
土
木
学
会
の
幹
部
ズ
デ
ィ
ネ
ッ
ク

・
バ
ザ
ン
ト
博

士
は
論
文

W
h
y
D
id
 t
h
e
 W
o
r
l
d
 T
r
a
d
e
 C
e
n
t
e
r
 C
o
ll
a
p
s
e
?
 |
 S
i
m
pl
e
 A
n
a
ly
s
i
s
 
(
初
稿
は
2
0
0
 
2
 

年

1
月
）
の
中
で
、
崩
壊
開
始
か
ら
そ
れ
が
ビ
ル
の
付
け
根
ま
で
進
行
し
て
い
く
プ

ロ
セ

ス
を
説
明
し
て
い
る
。

そ
し

て
N
I
S
T
も
そ
れ
を
無
条
件
に
採
用
し
て
い
る
。
簡
単
に

ご
紹
介
し
よ
う
。

バ
ザ
ン
ト
は
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
鉄
骨
構
造
が
元
々
か
ら
ほ
と
ん
ど
無
抵
抗
で
変
形
し
う
る
も
の
だ

っ
た
と
断

言
す
る
。
そ
の
説
明
に
は
首
を
か

し
げ
ざ
る
を
得
な
い
が
こ

こ
で
は
そ
れ
は
置
い
て
お

こ
う
。
崩
壊
の
進
行
は

次
の
と
お

り
で
あ
る
（
図
解
5ー

1
)
。

崩
壊
し
よ
う
に
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
が
無
い
！

0
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ

ッ
ブ
サ
イ
ト

第
1

ビ
ル
~
上
層
階
の
消
減

(1
)
http:
/
 /d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
 0
 4
w
t
c
1
 ,
 
u
p
p
e
r
f
l
o
o
r
s
.h
t
m
l
 

第
1

ビ
ル

~
上
層
階
の
消
滅

(2
)
h
t
t
p
:/ /
d
o
u
j
i
b
a
r
.ganriki
.n
e
t
/
 0
 4
w
t
c
1
 ,
 
u
p
p
e
r
f
l
o
o
r
s
2
.h
t
m
l
 

第
2

ビ
ル
〗
崩
壊
開
始
時
の
奇
妙
さ

h
t
t
p
:

/
/
d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
1
 O
w
t
c
2
 ,
 
b
e
g
i
n
n
i
n
g
.h
t
m
l
 

第
2

ビ
ル

~
上
層
階
の
回
転
と
消
減

h
t
t
p
:
//
d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
1
1
 w
t
c
2
 ,
 
u
p
p
e
r
f
l
o
o
r
s
.h
t
m
 
I
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①
飛
行
機
の
衝
撃
と
火
災
で
構
造
が
劣
化
し
た
階
で
外
周
支
柱

の
崩
壊
が
起
こ
る

②
そ
の
階
の
コ
ア
構
造
が
荷
重
に
耐
え
切
れ
ず
崩
壊
す
る

③
ビ
ル
上
層
階
の
落
下
に
よ
っ
て
そ
の
下
の
階
が
ほ
ぼ
無
抵
抗

に
破
壊
さ
れ
る

④
し
た
が
っ
て
落
下
す
る
階
は
加
速
を
つ
け
次
の
階
に
激
突
す

る⑤
加
速
を
つ
け
た
上
層
階
は
同
様
に
次
々
と
最
下
層
ま
で
ビ
ル

を
破
壊
し
て
い
く

こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
落
下
す
る
上
層
階
」

11

「
巨

大
な
ビ
ル
の
塊
」
が
ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
の
全
面
的
な
崩
壊
の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
」
つ
ま
り
「
真
犯
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
実
際
に
は
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
上
層
階
は
ど
ち
ら
の
ビ
ル
と

も
真
っ
先
に
消
え
て
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ビ
ル
を
崩
壊
さ

せ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
が
存
在
し
な
い
の
だ
！

こ
の
バ
ザ
ン
ト
説
を
弁
護
す
る
人
々
は
「
い
や
、
上
層
階
は

失
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
分
厚
い
粉
塵
の
中
に
姿
を
隠
し
て
い
る
だ
け
だ
！
」
と
強
弁
す
る
。
し
か
し
彼
ら
は

自
分
の
主
張
を
裏
付
け
る
事
実
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い

。
あ
ら
ゆ
る
ビ
デ
オ
と
写
真
は
最
初
の
数
秒
間
で
タ

ワ
ー
上
層
階
が
急
速
に
消
え
て
い
く
姿
を
明
確
に
映
し
出
し
て
い
る
の
だ
。

NISTが全面的に採用している

Zバサント博士によるツインタワー全面崩壊の説明

ー 2
 

3
 

4
 

5
 

•.. 
図 5-1
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さ
ら
に
ビ
デ
オ
映
像
と
写
真
は
決
定
的
な

実
を
記
録
し
て
い
る
。
両
タ
ワ
ー
と
も
そ
の

「
分
厚
い
粉
臨
」

の
上
側
か
ら
大
小
の
ガ
レ
キ

（粉
砕
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨
群
）
を
巨
大
な
噴
水
の
よ
う
に
激
し
く
吹

き
飛
ば
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
―
つ
で

1
0
0
ト
ン
は
ど
に
も
お
よ
ぶ
巨
大
な
外
周
鉄
骨
構
造
も
多
く
混
じ
っ

て
い
た

（後
述
）
。

そ
れ
ら
が
噴
出
し
て
い
る
場
所
の
上
に
あ
る
も
の
は
空
気
と
煙
だ
け
で
あ
る
（
写
真
5
_
6
.
7
)。
バ
ザ
ン
ト

説
に
従
う
な
ら
、
崩
壊
は
「
巨
大
な
ビ
ル
の
塊
」
の
下
側
で
し
か
起
こ
り
得
ず
、
ガ
レ
キ
も
そ
の
部
分
で
し
か
作

写真5-6,7 粉塵の上側から激しく噴出する巨大なガレキ群

映画 「911の嘘を くずせ （ルーズ・チ ェインジ）」 より

粉臨に隠れる「巨大なピルの塊」？

図 5-2
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し
か
し
こ
れ
は
も
は
や
議
論
の
対
象
に
す
ら
な
る
ま
い

。

し
か
も
、
断
面
が

6
3
x
6
3
メ
ー
ト
ル
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の

中
央
部
に
は

40
x
26
メ
ー
ト
ル
も
の
巨
大
な
コ
ア
の
鉄
骨
構

造
が
あ

っ
た
（写
真
5

ー

8
)。
そ
れ
が
両
‘ビ
ル
と
も
、
周
辺
の

フ
ロ
ア
ー
部
分
が
崩
壊
し
た
後

に

2
5
0
メ
ー
ト
ル
以
上
も
の

高
さ
で
十
数
秒
間
立
っ

た
ま
ま
残
っ
て
い
た
の
だ
（写
真
5

ー

9
)。
そ
の
「
ビ
ル
の
塊
」

が、

巨
大
な
コ
ア
構
造
に
串
剌
し
に
さ
れ
た
ま
ま
周
囲
の
フ
ロ
ア
ー
部
分
だ
け
を

ほ
ぼ
無
抵
抗
に
下
ま
で
押
し
潰
し
た
と
い
う
の
な
ら
、
も
は
や

「グ
ロ
テ
ス
ク
な
冗

談
」

と
言
う
他
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、

事
実
を
こ
と
ご
と
く
無
視
し
、
無
い
も
の
を
「
有
る
」
、
有
る
も
の
を

「
無
い

」
と
強
弁
す
る
こ
と
で
初
め
て
成
立
す
る
虚
論
を
、
な
ぜ
世
界
中
の
学
者
や

写真 5-8 ビル重量の60バーセントを支えた巨大なコア構造

Studyof911.comより ：部分拡大

http://www.studyof911.com/gallery/display1mage 

php?album=27 &pos=2より

_: 訟

ら
れ
な
い

。
も
し
そ
の

「
分
厚

い
粉
塵
」
の
中
に

「
巨
大
な
ビ

ル
の
塊
」
が
存
在
し
て
ビ
ル
の
各
階
を
次
々
と
上
か
ら
押
し

潰
し
て
い
た
と
い
う
の
な
ら
、
そ
の
ガ
レ
キ
が
何
十
メ
ー
ト

ル
も
飛
び
上
が
り
、

「
ビ
ル
の
塊
」
の
内
部
を
無
抵
抗
で
く
ぐ

り
抜
け
て
、
そ
の
天
辺
か
ら
ど
ん
ど
ん
と
自
由
に
飛
び
出
し

て
い
っ
た

（？
）（
図
解
5
|
2
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
？
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専
門
家
が
受
け
入
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
き
っ
と
彼
ら
は
一
度
も
ビ
デ
オ
や
写
真
で
客
観
的
に
記
録
さ

れ

た
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
の
事
実
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う
…
、
と
い
う
以
外
に
言
薬
が
無
い
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
「
重
力
で
崩
壊
し
た
」
の
で
は
あ
り
え
な
い
！
そ
の
崩
壊
に
必
要
な
「

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

が
ど
こ
に
も
無
い
の
だ
。
崩
壊
箇
所
よ
り
上
の
部
分
が
先
に
崩
れ
去
っ
た
事
実
、
お
よ
び
そ
れ
以
後
に
大
小
の

ガ
レ
キ
が
崩
壊
進
行
中
の
箇
所
の
上
側
か
ら
激
し
く
水
平
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い
っ
た
事
実
を
、
無
理
な
く
説

明
で
き
る
力
だ
け
が
崩
壊
の
理
由
と
な
り
う
る
。

な
お
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
で
崩
壊
開
始
箇
所
よ
り
上
の
部
分
が
、
破
壊
に
対
す
る
抵
抗
を
一
瞬
に
し
て
失
っ
た

よ
う
に
、
下
の
方
か
ら
ス
ル
ス
ル
と
ま
る
で
沈
み
込
む
よ
う
に
消
え
去
っ
た
様
子
は
、
前
章
で
述
べ
た

W
T
C

第

7
ビ
ル
全
面
崩
壊
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
こ
の

3
つ
の

W
T
C
ビ
ル
に
共
通
す
る
特
徴
が
こ
こ
に
は
っ
き
り

と
現
れ
て
い
る
。

繰
り
返
そ
う
。
「
ど
う
し
て

『
こ
の
よ
う
な
崩
壊
の
仕
方
』
を
す
る
の
か
」
こ
そ
が
本
当
の
問
題
点
な
の
で
あ
る
。

こ
の
バ
ザ
ン
ト
の
虚
論
こ
そ
、

3
7
0
0
人
近
い
事
件
犠
牲
者

（日
本
人

24
人
を
含
む
）
に
対
す
る
最
大
の

冒
涜
で
あ
ろ
う
！

0
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト

第
1
ビ
ル
}
小
平
崩
壊
！

http:/ /
d
oujibar
.ganriki.net/ 0
 5
w
t
c
1
 ,
 
horizontalcol lapse
.html 

第

2
ビ
ル

9

水
平
崩
壊
！

http:/ /
d
oujibar
.ganriki.net/12wtc2 ,
 
horizontalco =
 
a
p
s
e
.html 
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な
ぜ
こ
ん
な
巨
大
な
も
の
が
こ
ん
な
遠
く
に
？

1
5
0メ
ー
ト
ル
も
飛
散
し
た
巨
大
な
鉄
骨
群

W
T
Cタ
ワ
ー
の
「
水
平
崩
壊
」
！

第

1‘
ビ
ル
か
ら
通
り
を
挟
ん
で
西
側
に
世
界
金
融
セ
ン
タ
ー
第

3

（
ア
メ
リ
カ
ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス
）
、
ビ
ル
‘

同
第

2

（メ
リ
ル
リ
ン
チ
）
ビ
ル

と
い
う
高
さ

1
9
6
メ
ー
ト
ル
の
古
向
層
ビ
ル
が
そ
び
え
る
。
そ
の
間
に
温
室

の
つ
い
た
ウ
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
い
う
背
の
低
い
建
物
が
あ
る
が
、
そ
の
入
り
口
付
近
、
第

1
ビ
ル
か
ら

1
3
0
¥
l
5
0
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
古
四
さ

30
メ
ー
ト
ル

(
8
階
分
）

ほ
ど
の
真
っ
直
ぐ
に
つ
な
が
っ
た
第

1

ビ
ル
外
周
壁
の
鉄
骨
構
造
が
も
た
れ
か
か
っ
て
い
た

（口
絵
写
真
M
・
巻
頭
口
絵
7
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

鋼
材
の
形
か
ら

7
4
¥
7
7
階
に
あ
っ
た
メ
カ
ニ
カ
ル
フ
ロ
ア
ー
（
ビ
ル
管
理
・
維
持
用
の
機
械
類
な
ど
を
収
め

る
階
）
お

よ
び
ス
カ
イ
ロ
ビ
ー
と
い
う
特
別
に
頑
丈
に
作
ら
れ
窓
も
無
い
階
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
そ
の
奥
に
は
膨
大
な
量
の
第

1
ビ
ル
の
外
周
鋼
材
が
積
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
ン
エ
キ
ス
プ
レ

ス
・
ビ
ル
の
壁
、
高
さ

60
¥
7
0
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
数
ト
ン
も
の
巨
大
な
鉄
骨
が
突
き
剌
さ
っ
た
ま

ま
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
鋼
材
は
、
崩
壊
開
始
後

5
ー

7
秒
に
か
け
て
、
第

1
ビ
ル
西
面
の
地
上

2
6
0
ー

3
3
0
メ
ー
ト

ル
付
近
か
ら
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
そ
の

一
部
は

1
7
0
メ
ー
ト
ル
は
ど
離
れ
た
ウ
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
温
室

に
大
き
な
穴
を
開
け
た
。
ま
た
外
周
を
覆
っ
て
い
た
ア
ル
ミ
建
材
が

2
0
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
散
乱
し

て
い
る
。
鋼
材
だ
け
で
も
合
計

2
0
0
ト
ン
で
す
む
と
は
思
え
な
い
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
膨
大
な
物
体
群
が

2
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写真 5-10 巨大な板状で吹き飛ばされる外壁

映画「911の嘘をくずせ （ルーズ・チェインジ）」

より

いったい何の力がこんなことをしたというのだ？

周囲が切り離された

30m
の
壁
の
全
面
で

直
角
に
、
ほ
ぼ
均
等
に
、

巨
大
な
力
が
動
い
た
1

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
ま
で
飛
ば

さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？

第

1
ビ
ル
の
崩
壊
が
進
行

す
る
箇
所
か
ら
は
、
様
々
な

大
き
さ
の
ガ
レ
キ
が
あ
ら
ゆ

る
方
角
に
向
か
っ
て
激
し
く

吹
き
飛
ば
さ
れ
た
の
だ
が
、

中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
ウ

イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
あ
っ

た
壁
面
で
あ
る
。
そ
の
、

30

x
2
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
巨
大
な
板
状
で
空
中
を
飛
ぶ
姿
は
、
多

く
の
ビ
デ
オ
や
写
真
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
写
真
5
_
10)
。

し
か
し
そ
れ
ほ
ど
に

巨
大
な
板
状
の
物
体
が
秒
速

20
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
速
度
で
水
平
方
向
に
ビ
ル
か
ら
飛
ば
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
、
ど
う
し
て
起
こ
り
う
る
の
だ
ろ
う

か
？
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
運
動
量
を
与
え
た
も
の
は
一
体
何
な
の
か
？
（
図
解
5
|
3
)

前
項
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
上
か
ら
落
ち
て
く
る
「
巨
大
な
ビ
ル
の
塊
」
な
ど
は
ど
こ
に
も
無
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
物
体
（
群
）
は
崩
壊
中
の
箇
所
を
包
む
「
分
厚
い
粉
塵
」
の
上
部
か
ら
飛
び
離

れ
て
い
っ
た
の
だ
。
何
が
こ
の
巨
大
な
板
を
周
囲
と
床
か
ら
切
り
離
し
、
壁
面
に
直
角
方
向
の
膨
大
な
力
を
全

面
に
は
ば
均
等
に
か
け
た
の
か
？
し
か
も
外
周
鋼
材
の

3
ー

4
倍
も
の
重
量
を
持
つ
膨
大
な
体
積
の
コ
ン
ク

＞ 

＞ 

＞ 

＞ 
床から切り離された

I 

図 5-3

巨水秒
大平速

→『は・か

［ら

建材が粉々に砕かれ、一緒に吹き飛ばされた l
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立
ち
残
っ
て
最
後
に
崩
れ
た
コ
ア
構
造
の
謎

リ
ー
ト
な
ど
の
建
材
が
粉
砕
さ
れ
て
、
鋼
材
群
と
い
っ
し
ょ
に
激
し
く
ビ
ル
か
ら
噴
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
何
だ
っ
た
の
か
？
何
が
そ
の
運
動
量
を
与
え
た
と
い
う
の
か
？
自
然
界
に
そ
の
原
因
が

無
い
な
ら
ば
、
人
為
的
な
も
の
以
外
に
解
答
が
あ
る
の
か
？

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト

0
第

1
ビ
ル
}
小
平
崩
壊

http:
/
/doujibar
.ganriki
.n
e
t
/
 0
 5
w
t
c
1
 ,
 
h
o
r
i
z
o
n
t
a
l
c
o
 =
 
a
p
s
e
.h
t
m
l
 

第

1
ビ
ル
西
委
U

飛
ば
さ
れ
た
巨
大
な
壁

http:/
/doujibar
.ganriki.net/ 0
 6
w
t
c
1
 ,
 
b
l
a
s
t
e
d
w
a
 =
 
.h
t
m
l
 

第

2
ビ
ル

3

水
平
崩
壊

http:
/
/
doujibar
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
1
2
w
t
c
2
 ,
 
horizontal c
o
 =
 
a
p
s
e
.h
t
m
l
 

ど
う
し
て
せ

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
で
特
に
目
を
引
く
も
の
の

1
つ
に
、
周
辺
の
フ
ロ
ア
ー
部
分
が
全
て
崩
れ
落
ち
た
後
に

コ
ア
の
支
柱
構
造
（
写
真
5
|
8
.
p
2
0
5
参
照
）
が
十
数
秒
間
立
ち
残
り
最
後
に
崩
れ
落
ち
た
現
象
が
あ
る
（
写

真
5
|
9
.
p
2
0
5
参
照
）。
も
ち
ろ
ん
こ
の
事
実
は
「
落
下
す
る
巨
大
な
ビ
ル
の
塊
」
を
完
全
に
否
定
す
る

（前
述
）
。

第

2
ビ
ル
で
は
お
よ
そ

2
5
0
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
や
や
傾
い
た

コ
ア
の
姿
が
写
真
で
確
認
で
き
る
。
第

1

ビ
ル
で
は
最
高
地
点
で
お
よ
そ

2
8
0
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
第

2
ビ
ル
の
コ
ア
の
崩
壊
は
確
認
で
き
な
い
が
、

第

1
ビ
ル
の

コ
ア
の
崩
れ
方
は
多
く
の
ビ
デ
オ
で
そ
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
南
東
側
に
向
か
っ
て
数
本

の
巨
大
な
支
柱
が
本
体
か
ら
離
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
い
き
、
そ
の
や
や
後
で
下
の
方
か
ら
破
壊
が
始
ま
っ

た
ら
し
く
、
そ
の
ま
ま
ス
ル
ス
ル
と
真
下
に
落
ち
て
粉
塵
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。

大
き
な
疑
問
が
あ
る
。

コ
ア
の
名
残
は
ど
う
し
て
最
終
的
に
全
面
崩
壊
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
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め
て

1
0
0
メ
ー
ト
ル
分
で
も

50
メ
ー
ト
ル
分
で
も
残
ら
な
か
っ
た
の
か
？
ど
う
し
て
下
の
方
か
ら
崩
れ
た

の
か
？
ま
た
ど
う
し
て
中
層
部
の
コ
ア
が
横
に
倒
れ
て
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

両
ビ
ル
崩
壊
跡
地
の
様
子
を
見
る
と
、
巨
大
な
コ
ア
の
支
柱
は
ビ
ル
が
元
々
建
っ
て
い
た
付
近
に
雑
然
と
折
り

重
な
っ
て
横
た
わ
る
。
み
ご
と
に

1
本

1
本
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
立
体
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
た

鉄
骨
構
造
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
は
ど
残
ら
な
か
っ
た
。
計
画
的
で
人
為
的
な
解
体
以
外
の
ど
の
よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
そ
う
い
う
崩
れ
方
が
で
き
る
の
か
？

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
ビ
ル
全
体
の
構
造
で
、
最
大
に
見
積
も
ら
れ
る
静
的
荷
重
の

5
倍
と
動
的
荷
重
の

3
倍
も

の
力
に
耐
え
る
設
計
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
特
に
タ
ワ
ー
下
層
階
の
コ
ア
は
中
層
階
以
上
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
の
頑
丈
な
構
造
だ
っ
た
。
断
面
が

1
3
7
x
5
6
セ
ン
チ
の
巨
大
な
箱
形
支
柱
（
ボ
ッ
ク
ス
コ
ラ
ム
）

が
大
量
に
使
わ
れ
、
梁
も
特
別
に
太
く
頑
丈
な
も
の
が
使
用
さ
れ
、

30
年
間
も
強
風
に
耐
え
て
ビ
ル
の
重
量
の

60
％
を
支
え
続
け
て
き
た
の
だ
。
何
の
力
が
そ
の
下
層
階
の
コ
ア
す
ら
何
の
名
残
も
留
め
る
こ
と
を
許
さ
ず
破

壊
し
つ
く
し
た
と
い
う
の
か
？

あ
ら
ゆ
る
ビ
デ
オ
に
残
さ
れ
誰
で
も

一
目
で
分
か
る
特
徴
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩

壊
」
を
口
に
す
る
世
界
中
の
学
者
や
専
門
家
は
ま
る
で
最
初
か
ら
コ
ア
な
ど
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
慇
懃
無
礼

に
無
視
し
続
け
て
い
る
の
だ
。

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
理
由
が
こ
の
あ
ま
り
に
も
明
ら
か
な
現
象
か
ら
こ
れ
ら

の
専
門
家
達
の
目
を
背
け
さ
せ
て
い
る
の
か
？

0
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ

ッ
ブ
サ
イ
ト

第
1

ビ
ル
~
立
ち
残
る
コ
ア

h
t
t
p
:
/

/doujibar
.ganriki.net/ 0
 7
w
t
c
1
 ,
 
c
o
r
e
s
p
i
r
e
.h
t
m
l
 

第
2

ビ
ル
~
立
ち
残
る
コ
ア

h
t
t
p
:
/

/doujibar
.ganriki
.n
e
t
/
1
4
w
t
c
2
 ,
 
c
o
r
e
t
o
w
e
r
 .h
t
m
l
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ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
は
次
の

3
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め
て
み
よ
う
。

l
ビ
ル
の
例
）

①
上
層
階
が
潰
れ
た

（開
始

4
秒
以
内
）

②
崩
壊
開
始
箇
所
よ
り
下
の
部
分
が
、
上
か
ら
次
々
と
水
平
方
向
に
大
き
く
ガ
レ
キ
を
噴
き
飛
ば
し
な
が
ら
、

一
番
下
ま
で
破
壊
さ
れ
た
（
開
始

3
ー

16
秒）

③

コ
ア
の
部
分
が

2
5
0
メ
ー
ト
ル
以
上
立
ち
残
っ
た
が
結
果
と
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
崩
れ
落
ち
て
い
っ
た
（
観

察
で
き
る
の
は
開
始

15
ー
30
秒
）

ガ
レ
キ
が
ビ
ル
の
建
っ
て
い
た
場
所
で
最
も
高
く
積
も
っ
て
い
た
と
い
う
説
明
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
鋼

材
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
説
明
は
鋼
材
よ
り
圧
倒
的
に
大
き
な
体
積
を
持
っ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
の
建
材
を
無
視
し
た
単
な
る
誤
魔
化
し
に
す
ぎ
な
い

。

事
件
後
の
航
空
写
真
で
確
認
す
る
と
、
数
多
く
の
巨
大
な
板
状
の
外
周
壁
鋼
材
群
が
ビ
ル
か
ら
離
れ
た
場
所

に
折
り
重
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
崩
壊
し
た
コ
ア
部
分
の
鋼
材
を
除
い
て
、
垂
直
に
落
ち
た
ビ
ル
建
材
は
極
め

て
少
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
の
何
よ
り
の
証
拠
は
、
崩
壊
の
後
で
各
タ
ワ
ー
か
ら

1
0
0
ー

1
5
0
メ
ー
ト
ル
の
場
所
を
中
心
に
し
て

巨
大
な
山
の
よ
う
に
盛
り
上
が
る
粉
塵
の
「
雲
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
項
目
で
説
明
す
る
が
、
粉
砕
さ
れ
て

ビ
ル
周
辺
に
飛
ば
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
膏
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
建
材
が
地
面
と
激
突
し
た
際
に
形
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
粉
塵
の
「
雲」

は
タ
ワ
ー
が
建
っ
て
い
た
場
所
か
ら
は
発
生
し
な
か
っ
た
（
図
解

ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
は
『水
平
に
崩
壊
し
た
！
」

（
時
間
は
第
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コンクリートはツインタワーで

最大の体積を持つ建材だった。

その他に石膏、ガラス、

家具の木材などもビル内に

大量に存在した。

それらの物体は

粉砕されてビルから

吹き飛ばされ、

地面と激突して

火砕流状の「雲」を

形作った。
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0
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト

第
1

ビ
ル
〗
崩
壊
の
全
体
像

h
t
t
p
:
/

/
d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
 0
 3
w
t
c
1
 ,
 
g
e
n
e
r
a
l
.h
t
m
l
 

第

2
ビ
ル
』
崩
壊
の
全
体
像

http:/
/
d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
 0
 9
w
t
c
2
 ,
 
g
e
n
e
r
a
l
 .h
t
m
 
I
 

超
微
粒
子
の

《火
砕
流
》

http:/
/
d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.
n
e
t
/
1
9
w
t
c
 ,
 
d
u
s
t
c
l
o
u
d
s
.h
t
m
l
 

図 5-4

5
1
4
)
。

タ
ワ
ー
跡
地
の
写
真
で
も
撤
去
作

業
員
の
証
言

で
も
、
鋼
材
以
外
に
塊
状
で
残

さ
れ
た
建
材
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
コ
ア
の
鋼
材
以
外
の
建
材
が
ほ
と

ん
ど
全
て
ビ
ル
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
ま

で
飛
ば
さ
れ
た
こ
と
を
確
実
に
証
明
す
る
事

実
で
あ
る
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
「
垂
直
崩
壊
」

で
は
な
く

『水
平
に
崩
壊
し
た
』
の
で
あ
る
！

そ
の
水
平
方
向
の
運
動
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
と

力
を
与
え
た
も
の
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
？

い
っ
た
い
何
が
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
そ
の
付

け
根
ま
で

『
こ
の
よ
う
な
崩
壊
の
仕
方
』

を

さ
せ
た
の
か
？
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20
万
ト
ン
近
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
微
粉
末
と
化
し
た
「
火
砕
流
」

上
か
ら
下
ま
で
微
粒
子
に
砕
か
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
？

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
崩
壊
す
る
際
に
外
側
に
飛
ば
さ
れ
た
大
量

の
ビ
ル
建
材
は
、
地
面
と
激
突
し
た
後
に

一
気

に
膨
れ
上
が
り
、
ま
る
で
火
山
の
火
砕
流
を
思
わ
せ
る
激
し
い
「
粉
塵
の
雲
」
の
流
れ
を
形
作
っ
た
。
そ
の
膨

張
の
仕
方
は
、
第

2
ビ
ル
南
東
側
の
場
合
、
ガ
レ
キ
が
地
面
と
激
突
し
て
十
数
秒
内
で
古
向
さ

2
0
0
メ
ー
ト
ル

に
達
す
る
ほ
ど
速
い
も
の
だ
っ
た

（口
絵
写
真
N
・
巻
頭
口
絵

8
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

タ
ワ
ー
を
離
れ
た
と
き
の
建
材
は
ま
だ
全
て
が
微
粉
末
に
ま
で
砕
か
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い

。
か
な
り
大

き
な
ス
ピ
ー
ド
で
落
ち
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
直
径
の
平
均
が

60
ミ
ク
ロ
ン

(0
.
0
6
ミ
リ
）
と
い
う
微
細
な
粉
末
と
な
っ
て
い
た
（
口
絵
写
真
0
・
巻
頭
口
絵
7
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
膨
大
な
量
の
微
粒
子
が
作
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
「
雲
」
が
ど
う
し
て
こ
れ
は

ど
に
急
激
な
膨
張
の
仕
方
を
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
様
子
が
火
砕
流
に
も
似
た
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
状
の
独
特
の
形

を
と
っ
て
膨
ら
ん
だ
の
か
、
こ
れ
も
ま
た

W
T
C
タ
ワ
ー
崩
壊
の
重
大
な
特
徴
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
ホ
コ
リ
を
地
面
に
ぶ
ち
ま
け
た
」
際
に
出
来
る
も
の
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
周
辺
の
空
気
を
巻

き
込
ん
で
膨
ら
む
に
し
て
は
余
り
に
も
膨
張
が
速
す
ぎ
る
。
さ
ら
に
、
小
麦
粉
を
床
に
落
と
し
た
と
き
の
よ
う

な
粉
の
山
を
残
さ
ず
、
爆
発
的
な
急
膨
張
に
よ
っ
て
広
い
面
積
に
ほ
と
ん
ど
均
等
に
撒
き
散
ら
さ
れ
た
。

そ
れ
は
内
部
に
抱
え
て
い
た
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

一
気
に
吐
き
出
す
か
の
よ
う
に
自
ら
激
し
く
膨
ら
ん
で

3
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い
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
「
粉
麿
の
雲
」
は
発
生

30
秒
ほ
ど
で
膨
張
速
度
を
落
と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
周
辺
の

空
気
の
中
に
散
っ
て
い
き
、
や
が
て
南
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
全
域
を
覆
い
尽
く
し
た
。

そ
の
成
分
の
分
析
か
ら
そ
れ
は
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
作
っ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（各
タ
ワ
ー
に

9
万
ト
ン
ほ
ど
、

両
方
で

20
万
ト
ン
に
も
近
い

量
が
使
わ
れ
て
い
た
）、

ガ
ラ
ス
、
石
膏
、
家
具
類
な
ど
で
あ
る
と
わ
か
る
。

コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
建
築
鋼
材
よ
り
や
や
少
な
い
重
量

で
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
比
重
が
鋼
鉄
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
い

た
め
体
積
的
に
は
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
最
大
の
建
材
で
あ
っ
た
。
ま
た
テ
ナ
ン
ト
の
家
具
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
木

材
や
壁
紙
、
布
類
ま
で
が
顕
微
鏡
で
や
っ
と
見
え
る
細
か
い
繊
維
に
ま
で
砕
か
れ
た
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。

し
か
し
オ
フ
ィ
ス
内
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
紙
片
は
砕
か
れ
ず
に
粉
塵
と
一
緒
に
舞
い
散
っ
て
い

た
。
激
し

い
上
昇
気
流
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
「
粉
塵
の
雲
」

は
常
温
よ
り
か
な
り
高
い
温
度
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
温

度
は
紙
を
焦
が
す
は
ど
に
は
高
く
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
れ
は
、
紙
片
の
よ
う
な
し
な
や
か
な
も
の
に
は
効
果
的

で
は
な
い
種
類
の
力
が
働
い
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。

い
っ
た
い
何
が
原
因
と
な
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
建
材
が
こ
の
よ
う
な
微
粉
末
に
砕
か
れ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
い
っ
た
い
何
が
あ
の
火
砕
流
の
よ
う
に
急
激
に
膨
れ
上
が
る
「
雲
」

を
作
っ
た
の
か
。

こ
の
事
実
に
つ
い
て
の
公
式
の
説
明
は
全
く
存
在
し
な
い

。

こ
の
粉
塵
の

「
雲
」
発
生
に
関
す
る
貴
重
な
試
算
を
行
っ
た
人
物
が
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
師
で
ウ
エ
ッ

ブ
サ
イ
ト
9
¥
1
1
 
R
e
s
e
a
r
c
h
を
中
心
的
に
支
え
る
ジ
ム
・
ホ
フ
マ
ン
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
そ
の
発
生
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
タ
ワ
ー
の
位
置

エ
ネ
ル
ギ
ー

（物
体
が
落
ち
る
と
き
に
運
動
な
ど
に
変
化
す
る
潜
在
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
）

の
25
倍
、
最
も
遠
慮
し
た
数
値
を
使
っ
て
も

10
倍
を
超
え
る
も
の
と
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
そ
れ

は
人
為
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
以
外
に
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
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0
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ

ッ
ブ
サ
イ
ト

超
微
粒
子
の

《
火
砕
流
》

http:/
/
d
o
u
j
i
b
a
r
.g
a
n
r
i
k
i
.n
e
t
/
1
9
w
t
c
 ,
 
d
u
s
t
c
l
o
u
d
s
.h
t
m
l
 

T
h
e
 N
o
r
t
h
 T
o
w
e
r
,
 s
 D
u
s
t
 C
l
o
u
d
 
http:
/
/
9
1
1
r
e
s
e
a
r
c
h
.w
t
c
7
.n
e
t
/
p
a
p
e
r
s
/
d
u
s
t
v
o
l
u
m
e
/
v〇
l
u
m
e
v
3
.h
t
m
l

W
T
C
ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
全
面
崩
壊
の
跡
地
も
ま
た
目
を
見
張
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
重
ね
て
申
し
上
げ
る

が
、
外
周
壁
下
部
の

一
部
分
を
除
き
、
立
っ
て
い
る
も
の
が
何

―
つ
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
全
て
が
バ
ラ

バ
ラ
に
解
体
さ
れ
た
。
猛
烈
な
空
爆
を
受
け
た
と
し
て
も
、
外
的
な
力
に
よ
っ
て
は
お
そ
ら
く
こ

こ
ま
で
完
璧

に
破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
当
然
予
想
さ
れ
た
大
小
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か
け
ら
は
ど
こ
を
探
し
て
も
見
当
た
ら
な
い

。
そ
れ

は
上
か
ら
下
ま
で
こ
と
ご
と
く
平
等
に
微
粉
末
と
化
し
た
。

3
0
0
メ
ー
ト

ル
上
か
ら
、

1
0
0
メ
ー
ト
ル
上

か
ら
、
そ
し
て

50
メ
ー
ト
ル
や

10
メ
ー
ト
ル
を
落
ち
て
地
面
に
着
い
た
も
の
も
、
全
て
等
し
く
、
何
の
固
ま
り

も
残
さ
ず
に
粉
砕
さ
れ
て
い
た
の
だ
！
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
主
原
因
の
破
壊
で
は
あ
り
え
な
い

。

繰
り
返
す
が
「
落
下
す
る
巨
大
な
ビ
ル
の
塊
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

で
は
何
の
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

『
こ

の
よ
う
な
仕
方
で
」
ビ
ル
の
建
材
を
打
ち
砕
き
遠
く
に
ま
で
吹
き
飛
ば
し
た
の
か
？
公
式
の
説
明
と
そ
れ
を

擁
護
す
る
論
調
の
中
で
、
誰

一
人
、
た
だ
の

一
度
と
し
て
、
こ
の
問
い
に
答
え
た
こ
と
は
無
い

。
白
々
と
し
た

沈
黙
と
無
視
だ
け
が
続
く
。
お
そ
ら
く
皆
「
正
解
」
を
知
っ
て
い
る
の
だ
！
知
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
事
実
か

ら
目
を
そ
む
け
て
黙
り
こ
ん
で
い
る
の
だ
！

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
と
周
辺
ピ
ル
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周
辺
の
ビ
ル
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
ガ
レ
キ
の
た
め
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
。
第
ー
ビ
ル
北
西
側
の
ウ
イ
ン

タ
ー
ガ
ー
デ
ン
付
近
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
。
同
じ
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
敷
地
内
の
第

5
ビ
ル
と
第

6
ビ

ル
は
屋
根
に
巨
大
な
穴
を
開
け
ら
れ
た
。
な
お
第

6
ビ
ル
は
爆
破
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
以
前

か
ら
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
大
き
な
穴
な
の
だ
。

ま
た
北
側

l
o
oメ
ー
ト
ル
は
ど
に
あ
っ
た
ヴ
ェ
ラ
イ
ゾ
ン
・
ビ
ル
な
ど
も
壁
に
大
き
な
損
傷
を
受
け
た
。

第

2
ビ
ル
の
ガ
レ
キ
は
そ
の
南
側
に
あ
っ
た
セ
ン
ト
・
ニ
コ
ラ
ス
教
会
を
全
壊
さ
せ
、
南
東
に

1
6
0
メ
ー
ト

ル
も
離
れ
た
ワ
ン
・
リ
バ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ

・
ビ
ル
の

10
階
を
越
え
る
高
さ
の
面
ま
で
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

ビ
デ
オ
に
は
第
2
ビ
ル
か
ら

1
3
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
チ
ャ
ー
チ
通
の
は
る
か
上
空
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ん
で

い
く
無
数
の
建
材
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
第

2
ビ
ル
南
側
80
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
旧
ド
イ
ツ
銀
行
ビ
ル

（バ
ン
カ
ー
ズ
ト
ラ
ス
ト

・
ビ
ル

）
北
側
面

の
地
上

70
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
外
壁
に
、

3
つ
つ
な
が
っ
た
十
数
ト
ン
の
第

2
ビ
ル
外
周
ユ
ニ
ッ
ト
が
飛
来
し
て

そ
の
ま
ま
ず
り
落
ち
な
が
ら
突
き
刺
さ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
ビ
ル
の
屋
上

（地
上

l
7
1
メ
ー
ト
ル
、
第
2
ビ

ル
か
ら
の
距
離
80ー

1
3
0
メ
ー
ト
ル

）
か
ら
は
、
事
件
後

4
年
以
上
も
た
っ
て
犠
牲
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る

人
骨
破
片
が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
。

痛
ま
し
い
こ
と
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

1
セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き
さ
に
砕
か
れ
て
い
た
。

一
体
何
が
人
間
の
骨

を
こ
こ
ま
で
細
か
く
砕
い
た
う
え
で
そ
の
よ
う
な
場
所
に
飛
ば
し
た
の
か
？
答
え
る
人
は
い
な
い
。
み
な
そ

の
よ
う
な
事
実
が
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
黙
り
続
け
る
。
物
言
わ
ぬ
骨
片
だ
け
が
こ
の
史
上
希
な
る
重
大
犯
罪

を
告
発
し
て
い
る
。
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そ
の
粉
塵
と
空
気
に
は
、
簡
単
に
肺
の
奥
に
入
り
込
む
微
粉
末
や
基
準
の

3
倍
と
い
う
ア
ス
ベ
ス
ト
の
ほ
か

に
、
米
国
の
実
質
安
全
量
の
5
0
0
0
倍
以
上
も
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
そ
の
他
、
発
が
ん
性
を
心
配
さ
れ
る
べ

ン
ゼ
ン
類
な
ど
の
危
険
な
化
学
物
質
が
大
量
に
混
じ
っ
て
い
た
。

当
初
か
ら
そ
の
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
は

「
安
全
宣
言
」
を
出
し
て
「

W

T
C
地
区
の
ガ
レ
キ
撤
去
」
を
最
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
撤
去
作
業
員
や
消
防
士
、

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
、
警
官
な
ど
に
対
す
る
安
全
指
導
も
マ
ス
ク
の
配
布
も
極
め
て
ず
さ
ん
で
あ
っ
た
。

そ
の
ガ
レ
キ
は
主
に
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
と
第

7
ビ
ル
の
鉄
骨
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
こ
の
重
大
犯
罪
の
最
も
貴
重

な
物
的
証
拠
の
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
そ
の
鉄
骨
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
に
破
格
の

値
段
で
売
り
飛
ば
し
、

二
度
と
よ
み
が
え
る
こ
と
の
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
処
分
と
し
て
し
ま
っ
た
。

売
り
物
に
な
ら
な
い
ガ
レ
キ
に
は
犠
牲
者
の
遺
体
も
大
量
に
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
北
側
に
あ
る
埋
立
地
に
投
げ
捨
て
た
。
そ
の
作
業
は
上
記
の
よ
う
な
劣
悪
な
条
件
の
下
で
行
わ
れ
、
搬

出
の
ト
ラ
ッ
ク
は
行
く
先
を
告
げ
ら
れ
ず
に

G
P
S
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
。
運
転
手
に
昼
食
を
取
る
時
間
も
十

分
に
与
え
な
い
ほ
ど
の
強
硬
な
作
業
が
数
ヶ
月
間
昼
夜
兼
行
で
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
で
も

1
万
人
を
超
え
る
撤
去
作
業
員
、
消
防
士
、
警
察
官
、
付
近
住
民
な
ど
が
呼
吸
器
障

害
や
が
ん
な
ど
に
苦
し
み
、

2
0
0
 8年
1
月
の
段
階
で

2
0
8
名
が
死
亡
し
た
と
い
う
報
道
が
あ
る
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ポ
ス
ト
紙

2
0
0
 
8
年
1
月

6
日）
。

ま
た
粉
塵
の
影
響
を
受
け
た
地
区
に
住
ん
で
い
た
多
く
の
子
供
達
も
呼
吸
器
障
害
に
苦
し
む
割
合
が
高
い
と

障
害
に
悩
み
癌
死
を
恐
れ
る
消
防
士
、
撤
去
作
業
員
、
警
官
、
住
民
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ど
う
し
て
「崩
壊
開
始
」
し
か
言
わ
な
い
の
か
？

言
わ
れ
る
。
人
々
は
特
に
が
ん
を
恐
れ
て
い
る
。
入
り
込
ん
だ
有
毒
物
質
が
じ
わ
じ
わ
と
体
を
蝕
み
や
が
て
が

ん
が
現
れ
る
の
で
は
な
い
か
…
。
実
際

2
0
0
 6年
6
月
の
あ
る
調
査
に
よ
る
と

2
8
3
名
が
が
ん

に
か
か
り
、

そ
の
う
ち

33
名
が
そ
の
時
点
で
死
亡
し
て
い
た
。
肺
が
ん
の
ほ
か
に
白
血
病
、
リ
ン
パ
腫
、
骨
髄
腫
な
ど
が
数

え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
ど
ん
な
物
質
の
ど
の
よ
う
な
働
き
で
起
こ
っ
た
も
の
な
の
か
い
ま
だ
に
明
ら
か
で

は
な
い

。
た
だ
た
だ
、
苦
し
み
と
不
安
だ
け
が
、
彼
ら
を
さ
い
な
み
続
け
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
大
量
の
犠
牲
の
も
と
に
、
飛
行
機
激
突
と
W

T

C
破
壊
の
物
的
証
拠
が
米
国
ブ
ッ
シ

ュ
政
権
自

ら
の
手
に
よ
っ
て
強
引
に
消
滅
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
も
メ
デ
ィ
ア
も
政
治
・

法
曹
関
係

者
も
、

い
ま
だ
に
そ
の
責
任
と
犯
罪
性
を
問
お
う
と
し
な
い

。
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
？

14

存
在
し
な
い
「ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
の
公
式
見
解
」

崩
壊
開
始
以
後
の
事
実
を
タ
ブ
—
に
す
る
虚
構

2
 0
0
 
2
年

5
月
に

F
E
M
A
は

W
o
r
l
d
T
r
a
d
e
 C
e
n
t
e
r
 B
u
i
l
d
i
n
g
 P
erfor
m
a
n
c
e
 S
t
u
d
y
 (
W
T

C
ビ
ル

挙
動
研
究

・
仮
訳
）
を
発
表
し
そ
の
中
で
崩
壊
開
始
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
崩
壊
が
ビ
ル

全
体
で
上
か
ら
下

に
次
々

と
連
続
し
て
起
こ
っ
た
と
語
る
の
み
で
、
崩
壊
開
始
以
後
に
起

こ
っ
た
前
述
の
様
々
な
現
象
の
分
析
を

回
避
し
た
。
そ
し
て
飛
行
機
激
突
の
衝
撃

に
よ
っ
て
「
ビ
ル
構
造
の
全
体
的
な
強
度
が
激
し
く
低
下
し
」
わ
ず
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か
の
衝
撃
で
も
崩
壊
す
る
危
険
が
あ
っ
た

こ
と
を
実
証
抜
き

に
漠
然
と
示
唆
し
て
、
ほ
と
ん
ど
無
抵
抗
に
続
い

た
連
続
崩
壊
の
理
由
を
暗
示
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

一
方
の
N
I
S
T
は

F
E
M
A
の
説
を
批
判
し、

2
0
0
 
5
年

6
月
に

F
i
n
a
l
R
e
p
o
r
t
 of 
t
h
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
 

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 S
a
f
e
t
y
 T
e
a
m
 o
n
 t
h
e
 C
o
l
l
a
p
s
e
s
 of t
h
e
 W
o
r
l
d
 T
r
a
d
e
 C
e
n
t
e
r
 T
o
w
e
r
s
 
(
W
T
C
 

タ
ワ
ー
崩
壊
に
関
す
る
最
終
報
告
扁
認
恥
）
を
公
表
し
た
。
し
か
し
彼
ら
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
崩
壊
開
始
の
原

因
に
終
始
し
、
そ
れ
以
後
の
「
全
面
的
崩
壊
の
必
然
性
」
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
の
行
を
割
い
て
バ
ザ
ン
ト
の
言

う
「
ビ
ル
の
塊
の
落
下
」
（
前
述
）
を
示
唆
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら

2
つ
の
公
的
機
関
の
説
明
は
共
通
し
て
崩
壊
途
中
や
崩
壊
直
後
に
具
体
的
に
起
こ
っ

た
事
実

に
基
づ
く
説
明
を
し
よ
う
と
し
な
い
。

国
家
機
関
ば
か
り
で
は
な
い

。

2
0
0
 
7
年

6
月
に
パ
ー
デ
ュ
ー
大
学

の
研
究
チ
ー
ム
が
公
開
し
た
精
緻
を

極
め
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
飛
行
機
に
よ
る
激
突
箇
所
付
近
の
被
害
状
況
と
火
災
の

発
生
」
を
説
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
激
突
箇
所
」
よ
り
下
の
部
分
に
関
し
て
は
触
れ
よ
う

と
し
な
か
っ
た
の
だ
。

ま
た
我
国
の
鹿
島
建
設
の
技
師
た
ち
が

2
0
0
 
3
年

11
月
に
作
成
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析
結
果
も
、
ま

た
飛
行
機
激
突
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
実
際
に
検
証
し
た
の
は
「
飛
行
機
激
突
で
は
崩
壊
に
い

た
ら
な
か
っ
た
」
点
で
あ
り
、
火
災
の
影
響
や
崩
壊
の
途
中
で
起
き
た
現
象
に
つ
い
て
は
何
の
解
析
も
行
わ
れ

て
い
な
い
。

医
療
に
た
と
え
よ
う
。
も
し
医
者
が
発
病
中
の
症
状
を
観
察
も
分
析
も
し
よ
う
と
せ
ず
、
発
病
前
の
患
者
の

様
子
だ
け
で
病
名
と
治
療
法
を
決
定
し
、
そ
れ
を
頑
固
に
変
え
よ
う
と
し
な
い
場
合
、
そ
の
医
者
の
判
断
を
信
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用
す
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

同
様
に
、
「
崩
壊
の
開
始
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
な
ぜ
大
量
の
建
材
を
吹
き
飛
ば
し
な
が
ら
付
け
根
ま
で
急
速
に

全
面
的
に
崩
壊
し
た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
、
共
に
具
体
的
に
答
え
ら
れ
る
も
の
だ
け
が
「
ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
崩

壊
の
説
明
」
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
機
関
や
団
体
や
個
人
の
研
究
が
、
「
崩
壊

途
中
」
と
「
崩
壊
以
後
」
を
タ
ブ
ー
と
し
て
避
け
続
け
て
い
る
の
だ
。
い
っ
た
い
何
の
理
由
が
あ
る
と
い
う
の
か
？

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
「
飛
行
機
の
衝
撃
に
よ
っ
て
全
面
崩
壊
が
必
然
的
だ
っ
た
」
か
ら
な
の
か
。
で
は
仮
に
飛

行
機
激
突
に
よ
る
衝
撃
が
ビ
ル
全
体
の
構
造
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
た
と
し
よ
う
。
そ
れ
は
必
ず
「
歪
み
の
集

中
し
た
部
分
」
と
「
歪
み
の
起
こ
ら
な
か
っ
た
部
分
」
を
作
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
第

1
ビ
ル
と
第

2
ビ
ル
で
は
、

飛
行
機
が
激
突
し
た
高
さ
も
位
置
も
ビ
ル
に
対
す
る
飛
行
機
の
進
行
方
向
も
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

当
然
だ
が
歪
み
の
集
中
の
し
方
も
ビ
ル
に
よ
っ
て
相
当
に
異
な
っ
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
前
述

の
通
り
ど
ち
ら
の
ビ
ル
も
極
め
て
均
等
に
崩
壊
し
、
し
か
も
両
ビ
ル
の
崩
壊
の
仕
方
に
何
ら
の
基
本
的
な
相
違

も
無
か
っ
た
。
「
飛
行
機
の
衝
撃
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
現
れ
た
」
と
言
え
る
特
徴
が
具
体
的
に
何
か
―
つ
で
も

あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
「
崩
壊
途
中
」
と
「
崩
壊
以
後
」
を
見
る
な
ら
ば
「
飛
行
機
激
突
の
衝
撃
」
が
「
全

面
的
崩
壊
の
必
然
性
」
に
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
専
門
家
達
は
漠
然
と

（た
だ
し
語
気
を
強
め
て
）
「
激
し
い
衝
撃
！
」
と
語
る
の
み
で
、
今
ま
で
誰

一
人
と
し
て
、
そ
の
衝
撃
と
実
際
の
崩
壊
の
仕
方
を
結
び
付
け
て
具
体
的
に
分
析
・
検
証
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
最
初
か
ら
そ
の
無
意
味
さ
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

中
に
は
、

2
0
0
 
7
年
米
国
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
橋
の
落
下
事
件
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
「
歪
み
の

蓄
積
に
よ
っ
て
は
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
起
こ
り
う
る
」
と
言
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
あ
の
橋
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に
し
て
も
、
や
は
り
脆
弱
化
し
た
箇
所
に
破
壊
が
集
中
し
た
部
分
的
な
崩
壊
だ
っ
た
の
だ
。

全
面
的
な
崩
壊
と
は
比
較
の
対
象
に
な
ら
な
い

。

再
度
強
調
し
た
い

。
「
『
こ
の
よ
う
な
崩
壊
の
仕
方
』

の
原
因
は
何
か
」
こ
そ
が
本
当
の
問
題
点
な
の
だ
。

か
な
る
説
明
や
仮
説
で
あ
ろ
う
と
、
こ
の
問
題
に
答
え
な
い
も
の
は
無
価
値
で
あ
ろ
う
。

0
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
問
題
点
の
超
整
理

「
崩
壊
理
論
」
の
崩
壊

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の

http:/ /doujibar
.ganriki.net/ 0
 Of
o
c
u
s
s
e
d
q
u
e
s
t
i
o
n
.h
t
m
l
 

F
E
M
A
の
説
明
は
、
床
を
支
え
る
鋼
材

（ト
ラ
ス
）
が
火
災
の
熱
に
よ
っ
て
膨
張
し
て
外
周
支
柱
を
外
側

に
押
し
曲
げ
た
結
果
ト
ラ
ス
が
落
ち
、
そ
れ
が
下
の
階
の
ト
ラ
ス
に
当
た
っ
て
そ
の
落
下
を
引
き
起
こ
し
、
こ

れ
が

「
必
然
的
に
」
次
か
ら
次
へ
と
連
続
し
て
全
体
が
崩
壊
し
た
、
と
い
う

「
ト
ラ
ス
崩
壊
説

（一

般
的
に
は
「
パ

ン
ケ
ー
キ
崩
壊
説
」
）」

で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
説
明
は
多
く
の
難
点
を
含
ん
で
い
た
。
ま
ず
図
解
の
無
用
な
誇
張
や
省
略
に
よ
る
誤
誘
導
の
疑

い
が
あ
る
。
ま
た
幅

18
メ
ー
ト
ル
と

11
メ
ー
ト
ル
の
箇
所
を
持
つ
フ
ロ
ア
ー
部
分
の
床
が
な
ぜ
同
じ
よ
う
に
崩

落
し
た
の
か
、
場
所
に
よ

っ
て
温
度
差
が
か
な
り
あ
っ
た
は
ず
の
床
が
ど
う
し
て
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
崩
落
を

起
こ
し
た
の
か
、
床
の
崩
落
が
ほ
ば
無
抵
抗
に
下
ま
で
連
続
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
な
ど
の
説
明
に
大
き
な
無
理

が
あ
る
。
致
命
的
な
こ
と
に

F
E
M
A
は
、
第

2
ビ
ル
崩
壊
開
始
の
前
に
外
周
支
柱
が
外
側
に
で
は
な
く
内
側

に
湾
曲
し
て
い
た
事
実
を
見
落
と
し
た
。

t、
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こ
の

F
E
M
A
に
よ
る
説

明

は

N
I
S
T
に
よ

っ
て

「パ

ン
ケ
ー
キ
崩
壊
の
い
か
な
る
根
拠
を
見
出
す
こ
と

も
で
き
な
い

」

と

批

判

を

受

け

、

現

在

で
は
米
国
の
主

要

な
政
府
系
の
研
究
者
の
間
で
す
ら
信
用
を
失
っ
て
い

る
。

し
か
し

F
E
M
A
自

体

は

も

は
や
そ
れ
以
上
何
を
語
ろ
う
と
も
し
な
い

。

で
は
、

一
方
の

N
I
S
T
が

2
0
0
 
5
年

に

作

成

し

た

「

W
T
C
タ
ワ
ー
崩
壊
に
関
す
る
最
終
報
告
」
に
目

を
通
し
て
み
よ
う
。

6
.
4
.
3
 
損
傷
の
分
析

(90
ペ
ー
ジ
）

熱
膨
張
に
よ
る
塗
料
の
ひ
び
割
れ
の
観
察
。
16
の
外
周
支
柱
パ
ネ
ル
で

1
7
0
箇
所
以
上
を
検
査
し
た
結
果
、
わ
ず
か
に

3
つ
に

そ
の
鋼
鉄
が

2
5
0
℃
に
達
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
が
あ
る
の
み
だ

っ
た
0

[第
1
ビ
ル
]
東
面
98
階
の
内
側
部
分
、

92
階
床
の
内

側
部
分
、
そ
し
て
北
面
98
階
の
床
ト
ラ
ス
と
の
接
続
部
分
で
あ

っ
た
。
わ
ず
か

2
本
の
コ
ア
支
柱
見
本
が
こ
の
分
析
を
行
う
の
に
＋

分
な
塗
料
を
残
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
温
度
は

2
5
0
℃
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。（
中
略
）

鋼
鉄
の
微
細
構
造
の
観
察
。
火
事
に
よ
っ
て
起
こ
る
よ
う
な
高
い
温
度
の
さ
ら
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ス
チ
ー
ル
の
基
本
的
な
構
造

と
力
学
的
な
性
質
が
変
化
す
る
。
メ
タ
ロ
グ
ラ
フ
を
用
い
た
分
析
に
よ

っ
て
、
N
ー
S
T
は
あ
ら
ゆ
る
サ
ン
プ
ル
で
温
度
が

6
0
0
℃
 

以
上
に
達
し
た
証
拠
は
無
い
と
判
断
し
た
。

8
.
3
.
4

火
災
の
復
元

(
1
8
3
ペ
ー
ジ
）

両
タ
ワ
ー
で
、
火
災
は
飛
行
機
か
ら
の
ジ
ェ

ッ
ト
燃
料
の
＿
部
に
よ
り
複
数
の
階
で
同
時
に
始
ま
っ
た
。
最
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料

に
よ
る
火
災
自
体
が
続
い
た
の
は
せ
い
ぜ
い
数
分
間
で
あ

っ
た
。（
中
略
）

W
T
C
第
1
ビ
ル
の
火
災
は
空
気
の
補
給
が
限
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
火
災
は
窓
が
壊
れ
る
の
と
同
じ
程
度
の
速
さ
で
し
か
燃
え

広
が
ら
な
か

っ
た
。
室
内
の
可
燃
物
が
飛
行
機
の
残
骸
に
よ

っ
て
取
り
除
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
所
で
は
、
そ
れ
は
お
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そ
の
う
え
で

N
I
S
T
は
「

W
T
C
タ
ワ
ー
崩
壊
の
最
終
報
告
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

「

9
.
1
公
式
見
解
」
は
虚
構
で
あ
り
政
治
神
話
で
あ
る
！

N
I
S
T
は
こ
の
最
終
報
告
書
の
中
で
、
明
ら
か
な
不
完
全
燃
焼
と
可
燃
物
の
不
足
を
知
り
な
が
ら
、
炎
の

温
度
が

1
0
0
0
℃
を
越
え
る
と
い
う
想
定
を
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
同
時
に
、
ビ
ル
の
構
造
を
崩
壊
に

ま
で
追
い
込
む
ほ
ど

の
高
熱
が
あ
っ
た
根
拠
を
何
―
つ
持
っ
て

い
な
い
の
だ
。
さ
ら
に
、

N
I
S
T
の
報
告
書

に
あ
る
第

1
ビ
ル
崩
壊
直
前
の

96
階
支
柱
の
温
度
想
定
図
を
見
る
と
、
飛
行
機
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た

40
本
以
上
の
コ
ア
支
柱
の
中
で
、
建
築
用
鋼
材
の
強
度
が
半
分
に
な
る

6
0
0
℃
を
超
え
た
も
の
は
わ
ず
か

2

本
、
大
部
分
が

2
0
0
℃
未
満
で
あ
る
。

で
は
ど
う
し
て
こ
の
コ
ア
の
支
柱
構
造
が
一
瞬
に
し
て
全
て
崩
壊
し

た
の
か
？

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い

。

N
I
S
T
は
火
災
に
よ
っ
て
鉄
骨
構
造
が
大
き
く
変
形
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
実
験
を
重
ね
た
が
、
そ
れ
に
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
そ
の
実
験
の
結
果
と
デ
ー

タ
を
全
て
無
視
し
た
う
え
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
を
用
い
て
、
床
の
鋼
材
が
熱
で

変
形
し
て
外
周
支
柱
を
内
側
に
引
き
込
み
そ
れ
が
崩
壊
を
開
始
さ
せ
た
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
し
か
し

N
I

S
T
は
そ
の

「
崩
壊
開
始
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
い
ま
だ
に
部
外
者
に
公
開
で
き
な
い
。
彼
ら
の
「
崩
壊

理
論
」
は
最
初
か
ら
崩
壊
し
て
い
る
。

よ
そ

2
0
分
間
で
燃
え
尽
き
た
可
能
性
が
高
い
。
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最
終
報
告
書
82
ペ
ー
ジ
注
釈

こ
の
研
究
の
焦
点
は
、
飛
行
機
に
よ
る
衝
撃
の
瞬
間
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ワ
ー
の
崩
壊
開
始
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
出
来
事
で
あ
っ

た
。
こ
の
報
告
の
短
さ
の
た
め
に
、
こ
の
＿
連
の
出
来
事
は
「
可
能
性
あ
る
一
連
の
崩
壊
」
と
い
う
形
で
言
及
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は

実
際
に
は
、
崩
壊
開
始
の
条
件
が
整
い
崩
壊
が
不
可
避
と
な
っ
て
以
後
の
タ
ワ
ー
の
構
造
的
な
振
る
舞
い
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。

崩
壊
開
始
以
後
は
研
究
し
な
か
っ
た

1
•

も
は
や
職
務
放
棄
と
し
か

言
い
よ
う
が
あ
る
ま
い

。

N
I
S
T

は

こ
の
「
崩
壊
の
最
終
報
告
」
の
作
成
に

3
年
の
時
間
と

2
0
0
0
万
ド
ル
の
国
家
予
算
を
使
っ
た
の
だ
。
以
後
、

彼
ら
は
時
お
り
あ
の
バ
ザ
ン
ト
の
冒
涜
的
な
虚
論
を
ち
ら
つ
か
せ
る
の
み
で
、
結
局
、

2
0
0
 
7
年

9
月
に

W

T
C
犠
牲
者
遺
族
と
報
告
書
に
疑
問
を
持
つ
科
学
者
達
に
対
し
て
、
文
書
で
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。
『我
々
は

(W
T
C
タ
ワ
ー
の
）
全
面
的
な
崩
壊
の
説
明
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
』。

再
度
申
し
上
げ
る

。

「
崩
壊
」
と
は
「
前

・

開
始
・
途
中
•
以
後
」
の
全
て
を
含
む
過
程
な
の
だ

。

米
国
の
公

的
機
関
で
あ
る

F
E
M
A
と
N
I
S
T
は
共
に
「
崩
壊
開
始
」
に
す
ら
満
足
に
答
え
ら
れ
ず
「
崩
壊
途
中
」
「
崩

壊
以
後
」
の
事
実
は
無
視
し
追
究
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。

は
っ
き
り
と
真
摯
に
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。
ど
れ
は
ど
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
ど
れ
は
ど
信

じ
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
ま
ぎ
れ
も
無
い
現
実
な
の
だ
。
「
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
に
つ
い
て
の
公
式

見
解
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
ど
こ
に
も
存
在
し
て
い
な
い
！

こ
の

W
T
C
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
全
面
崩
壊
は

9
.
1
1
の
中
心
で
あ
り
、
巨
大
な
心
理
的
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
出
発
点
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「

9
.
1
1
の
公
式
見
解
の
中
心
部
」
は
空
っ
ぽ

だ
っ
た
。
そ
れ
は
巨
大
な
空
洞
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
そ
こ
に
は
「
崩
壊
途
中
」
「
崩
壊
以
後
」
の
事
実
を
タ
プ
ー
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と
す
る
巨
大
な
圧
力
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
諸
事
実
は
、

な
手
段
以
外
で
は
起
こ
り
え
な
い
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に
示
し
て
い
る
。

第

4
章
と
第

5
章
で
述
べ
て
き
た
事
実
か
ら
、
明
ら
か
に
言
え
る
こ
と
が
あ
る
。

9
.
1
1
の
犯
人
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
シ
ャ
ン
ク
ス
ビ
ル
の

U
A
9
3
便
墜
落
現
場
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の

A
A
7
7

便
激
突
現
場
、
さ
ら
に

W
T
C
第

7
ビ
ル
、
そ
し
て
こ
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
…
。
「
9
.
1
1
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
」

の
公
式
な
説
明
お
よ
び
そ
れ
を
擁
護
す
る
論
調
は
、
単
に

《
嘘
と
矛
盾
と
タ
ブ
ー
だ
ら
け
の
空
虚
な
作
り
話
》

で
し
か
な
い
。
そ
の
空
ろ
な
中
身
を
、

93
便
の
乗
客
や
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
な
ど
の
英
雄
諏
、
犠
牲
者
や
そ
の
遺

族
の
悲
劇
を
強
調
す
る
こ
と
で
包
み
隠
し
、
「
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
11

ア
ル
カ
イ
ダ
11

イ
ス
ラ
ム

・
テ
ロ
」
で
飾
り
付

け
る
虚
構
11

政
治
神
話
に
他
な
ら
な
い

。
こ
れ
こ
そ
、
日
本
人

24
人
を
含
む
事
件
犠
牲
者
、
そ
し
て
「
対
テ
ロ

戦
争
」
犠
牲
者
に
対
す
る
最
大
の
冒
涜
、
永
久
に
許
さ
れ
ぬ
侮
辱
に
他
な
ら
な
い
の
だ
！

そ
れ
は
、
タ
ブ
ー
を
忠
実
に
守
る
専
門
家
た
ち
ゃ
マ
ス
コ
ミ
・

言
論
界
の
者
た
ち
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ

に
対
す
る
異
議
を
「

0
0論
」
「
反

x
x
」
と
分
類
し
社
会
的
に
排
除
し
よ
う
と
す
る
「
タ
ブ
ー
の
番
人
」
、
「
政

治
神
話
の
憲
兵
」
た
ち
に
よ
っ
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
虚
構
11

政
治
神
話
が
、
事
件
遺
族
を
含
む
世
界
中
の
人
の
心
を
も
て
あ
そ
び
、
世
界
を
戦
争
へ
と
導
き

無
数
の
人
間
を
殺
し
傷
つ
け
国
を
破
壊
す
る
。
人
々
を
威
嚇
し
操
り
統
制
す
る
。
そ
し
て
虚
構
を
擁
護
し
事
実

を
無
視
す
る
人
々
だ
け
が
大
き
な
声
を
許
さ
れ
る
…
。
我
々
は
い
ま
と
ん
で
も
な
い
虚
構
の
時
代
に
生
き
て
い

る
の
だ
。
事
実
を
タ
ブ
ー
に
す
る
時
代
は
、
同
時
に
抑
圧
と
管
理
、
強
制
と
排
除
、
破
壊
と
暴
力
、
詐
欺
と
略

奪
の
跳
梁
す
る
時
代
で
も
あ
る
。

い
つ
ま
で
続
く
の
だ
？

こ
の
全
面
的
崩
壊
が
人
為
的
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15

広
が
る
「
公
式
の
説
明
」
へ
の
疑
問

事
実
を
伝
え
る
市
民
た
ち
、
事
実
を
受
け
止
め
る
専
門
家
た
ち

驚
く
ほ
ど
多
く
の

「爆
発
」
の
証
言

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
崩
壊
す
る
際
に
「
爆
発
が
起
こ
っ
た
」
「
大
き
な
爆
発
音
を
聞
い
た
」
「
閃
光
を
見
た
」

と

い
う
テ
ナ
ン
ト
企
業
の
生
存
者
、

ビ
ル
管
理
会
社
の
社
員
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
消
防
隊
員
と
警
察
官
た
ち
に

よ

る
目
撃
者
の
証
言
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
達
に
よ
る
証
言
の
大
半
が
事
件
当
時
の
テ
レ
ビ
番

組
で
語
ら
れ
た
も
の
だ
。
テ
レ
ビ
中
継
を
し
て
い
た
レ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
も
数
多
く
の
「
爆
発
が
あ
っ
た
」
と

い

う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第

1
章
で
紹
介
さ
れ
た
英
語
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト

P
a
t
rio
t
s
Q
u
e
s
tio
n
 

(h
t
t
p
:/
/w
w
w
.p
a
t
r
i
o
t
s
q
u
e
s
ti
o
n
9
l
l
.
c
o
m
 ¥
）
に
は
、

50
名
を
超
え
る
証
言
者
の
氏
名
や
写
真
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
い

っ
た
証
言
に
対
し
て
「
あ
れ
ほ
ど
の
巨
大
な
崩
壊
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
爆
発
の
よ
う
な
音

や
火
花
な
ど
は
当
然
だ
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
れ
が
、
崩
壊
よ
り
も

ず
っ
と
以
前
に
、
し
か
も
崩
壊
開
始
箇
所
か
ら
は
る
か
に
離
れ
た
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
下
層
階
や

ロ
ビ
ー
、

地
下

で
の
も
の
で
あ
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
？
ど
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
可
能
だ
ろ
う
か
？
実
際
に
ツ
イ
ン
タ
ワ

ー
の

地
下
、
ビ
ル
の
基
礎
部
分
や
下
層
階
で
、
飛
行
機
の
激
突
直
前
か
ら
何
回
も
爆
発
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
様

子
は
ビ
デ
オ
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

数
多
く
の
爆
発
音
、
そ
れ
に
驚
く
消
防
隊
員
や
市
民
達
の
姿
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
も
複
数
存
在
す
る
。
爆
発
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続
々
と
立
ち
上
が
る
理
工
系
の
専
門
家

の
目
撃
者
も
数
多
い

。
来
日
し
た
こ
と
も
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。

し
か
し
、

9
.11
委
員
会
を
含
む
米
国
の
公
的
機
関
は
も
と
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
マ
ス
コ
ミ
、
有
カ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム

、
そ
し
て
学
者
・
専
門
家
た
ち
は
、
事
件
以
降
こ
の
よ
う
な
証
言
を
無
視
し
続
け
て
い
る
。
当
日
の

T
V
番
組
で
中
継
さ
れ
た
爆
発
に
関
す
る
証
言
が

T
V
画
面
に
登
場
す
る

こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら

は
今
日
に
至
る
ま
で
厳
重
な
タ
ブ
ー
な
の
で
あ
る
。

最
近
で
は
ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
お
よ
び
第

7
ビ
ル
の
崩
壊
の
仕
方
を
根
本
的
に
疑
う
理
工
系
の
学
者
や
技
術
者
の

数
が
非
常
に
増
え
て
き
た
た
め
、
そ
の
全
員
は
と
て
も
ご
紹
介
し
き
れ
な
い

。
先
ほ
ど
の

P
a
t
r
i
o
t
s
Q
u
e
s
t
i
o
n
 

に
も
大
勢
の
専
門
家
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
米
国
の
建
築
と
工
学
の
専
門
家
た
ち
が
作
る

A
r
c
h
i
t
e
c
t
s

&
 E
n
g
i
n
e
e
r
s
 
f
o
r
 
9
 ¥
 
1

1

 

T
r
u
t
h
 

(
9
.11
の
真
実
を
求
め
る
建
築
士
と
技
師
た
ち

http:
/＼
 w
w
w
.a
e
9
l
l
t
r
u
t
h.o
r
g
 ¥
）
が
主
催
す
る
米
国
議
会

へ
の

9
.
1
1
事
件
再
調
査
請
求
の
呼
び
か
け
に
は
、

6
0
0
人
に
近
い
正
式
な
資
格
を
持
っ
た
建
築
士
と
工
学

技
師
、
お
よ
び

3
0
0
0
人
を
超
す
他
分
野
の
専
門
家
や
学
生
と
一
般
市
民
が
署
名
し
て
お
り

(
2
0
0
 
9
年

2
月
現
在
）
、
そ
の
数
は
増
え
続
け
て

い
る
。
ま
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
航
空
技
術
関
係
者
で
作
る

Pilots
f
o
r
 
9
 ¥
 11 

T
r
u
t
h
 
(
9
.11
の
真
実
を
求
め
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち

http:/＼
 w
w
w
.p
i
l
o
t
s
f
o
r
9
l
l
t
r
u
t
h.o
r
g
 ¥
）
の
活
躍
も

特
筆
す
べ
き
も
の
だ
。

「
公
式
な
説
明
」
に
あ
る
矛
盾
を
指
摘
す
る
と
、
「
奇
人
・
変
人
」
は
お
ろ
か
「
売
国
奴
、
テ
ロ
リ
ス
ト
、
陰
謀
論
者
」
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扱
い
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、

『
お
か
し
な
も
の
は
お
か
し
い
』
と
発
言
す
る
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
で
あ
る
。

実
際
に
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
ズ
研
究
所
で
主
任
を
務
め
て
い
た
ケ
ビ
ン

・
ラ
イ
ア
ン
は
、
彼
の
研
究
所
が

N

I
S
T
か
ら
受
注
を
受
け
て
行
っ
た
実
験
結
果
を
、

N
I
S
T
が
全
く
無
視
し
た
こ
と
に
疑
問
を
発
し
た
た
め

に
解
雇
さ
れ
た
。
ま
た
彼
と
と
も
に

S
c
h
o
l
a
r
s
for 9
 ¥
 11 T
r
u
t
h
 &
 Ju
s
t
i
c
e
 
(
9
1
1
の
真
実
と
正
義
を
求
め

る
学
者
た
ち

http:/＼
 stj911.org \）
の
創
始
者
と
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
プ
ン

•
E

・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
物
理
学
博
士

は
「
公
式
の
説
明
」
に
異
議
を
唱
え
、

W

T

C
ビ
ル
の
人
為
的
な
制
御
解
体
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
た
め
、
不

当
な
政
治
的
圧
力
を
か
け
ら
れ
、
終
身
教
授
と
し
て
身
分
を
保
証
さ
れ
て
い
た
プ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
を
辞
め

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず

9
.
1
1
へ
の
疑
問
は
科
学
・
技
術
分
野
の
研
究
者
の
中
で
急
速

に
膨
ら
み
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
中
で
W

T

C
崩
壊
の
真
相
を
追
及
す
る
科
学
技
術
分
野
の
人
々
か
ら
代
表
的
な
ご
く

一
部
を

取
り
上
げ
て
簡
単
に
ご
説
明
し
て
お
き
た
い

。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
名
は
神
学
者
デ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
レ
イ

・
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
と
と
も
に
す
っ
か

り
有
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
彼
が
そ
の
記
念
す
べ
き

W
h
y
I
n
d
e
e
d
 D
i
d
 t
h
e
 
W
T
C
 Bu
i
l
d
i
n
g
s
 
C
o
l
l
a
p
s
e
?
 

（
本
当
は
な
ぜ
W

T

C
ビ
ル
が
崩
壊
し
た
の
か
？
）
の
初
稿
を
発
表
し
た
の
が

2
0
0
 
5
年
の
秋
だ
っ
た
。
そ

の
後
改
稿
を
進
め
最
近
の
稿
は
日
本
語
訳
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
次
の
サ
イ
ト
ま
で
。

ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
サ
ー
マ
イ
ト
仮
説
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ゲ
イ
ジ
、
そ
の
他
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(http:/
/
w
w
w
1
7
.plala
.o
r
.j
p
 ¥
 d_
s
p
e
c
t
a
t
o
r
 ¥
）
 

彼
の
「
サ
ー
マ
イ
ト

(t
h
e
r
m
i
t
e
:
t

口
本
で
は
通
常
テ
ル
ミ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
）
仮
説
」
は
完
全
に
検
証
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い

。
し
か
し
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
崩
壊
に
関
す
る
特
徴
的
な
い
く
つ
か
の
事
実
を
合
理
的
に
説

明
で
き
る
唯

一
の
説
で
あ
る
。
サ
ー
マ
イ
ト
は

2
0
0
0
℃
を
越
す
高
熱
で
鋼
材
を
焼
き
切
る
薬
剤
で
、
熔
け

た
鉄
と
真

っ
白
い
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
煙
を
産
む
。

た
と
え
ば
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
第

2
ビ
ル
が
崩
壊
す
る
直
前
に
熔
け
た
金
属
の
よ
う
に
見
え
る
灼
熱
に
光
る
流
体

が
崩
壊
開
始
箇
所
付
近
か
ら
大
量

に
流
れ
落
ち
て
い
た
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
こ
の
灼
熱
の
流
体
を
、
コ
ア
支
柱
を
あ

ら
か
じ
め
破
壊
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
サ
ー
マ
イ
ト
反
応
の
副
産
物
で
あ
る
熔
け
た
鉄
で
は
な
い
か
と
疑
う
。

ま
た
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
と
第

7
ビ
ル
の
崩
壊
跡
地
の
地
下
に

「
灼
熱
に
熔
け
て
流
れ
る
金
属
が
あ
っ
た
」
と
い

う
多
く
の
目
撃
証
言
が
あ
り
、

1
0
0
0
℃
前
後
の
高
温
で
光
る
金
属
と
思
わ
れ
る
物
体
が
写
る
写
真
も
複
数

あ
る
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
こ
れ
も
サ
ー
マ
イ
ト
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て

N
I
S
T
は
科
学
的
に

筋
の
通
っ
た
説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。

さ
ら
に
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
軍
用
に
開
発
さ
れ
た
ナ
ノ

・
サ
ー
マ
イ
ト
に
注
目
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ナ
ノ
単
位
の

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
粉
末
を
用
い
た
も
の
で
爆
発
的
な
反
応
に
よ
り
発
熱
効
率
が
圧
倒
的
に
高
い
も
の
だ
。
も
し
こ

れ
が
使
用
さ
れ
た
の
な
ら
軍
の
関
与
の
可
能
性
も
出
る
。
実
際
に
ナ
ノ
・
サ
ー
マ
イ
ト
の
名
残
と
思
わ
れ
る
物

質
が
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
塵
埃
の
中
に
見
つ
か
っ
て
い
る
。
前
述
の
ケ
ビ
ン

・
ラ
イ
ア
ン
に
よ
る
と
、
軍
事
用

の
ナ
ノ
・
サ
ー
マ
イ
ト
の
開
発
に

N
I
S
T
が
主
要
に
関
与
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
活
躍
す
る
全
米
建
築
士
協
会
会
員
リ
チ
ャ

ー
ド

・
ゲ
イ
ジ
は

A
r
c
h
i
t
e
c
ts

&
 

E
n
g
i
n
e
e
r
s
 f
o
r
 9
 ¥
 11 
T
r
u
t
h
の
創
始
者
の

一
人
で
、

W
T
C
崩
壊
の
仕
方
を
根
本
的
に
疑
う
技
術
者
の
代
表
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前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
我
々
は
い
ま
と
ん
で
も
な
い
虚
構
の
時
代
に
生
き
て
い
る
。

こ
の
事
件
と
日
本
と
の

関
わ
り
は
、
そ
こ
で

24
名
も
の
日
本
人
同
胞
の
命
が
奪
わ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い

。

9
.
1
1
を
口
実
に
し
て
い

わ
ゆ
る
「
対
テ
ロ
戦
争
」
が
始
ま
り
、
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
戦
争
の
間
に
日
本
は
巨
大
な
額
の
米
国

国
債
を
購
入
し
て
、
米
国
の
戦
争
経
済
を
支
え
続
け
て
い
る
。

9
.
1
1
以
前
の

2
0

0

 1年
3
月
で
さ
え
も

日
本
人
に
と
っ
て
9
.
1
と
は
？

格
で
あ
る
。
そ
の
ウ
エ
ッ
プ
サ
イ
ト
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
画
面
で
制
御
解
体
仮
説
の

優
位
が
説
明
さ
れ
る
。

彼
は

2
0

0

 
8
年
11
月
に
欧
州
各
国
で
講
演
会
を
連
続
し
て
開
い
た
。

ロ
ン
ド
ン
、
マ
ド
リ
ッ
ド
、
パ
リ
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど

9
都
市
の
会
場
は
い
ず
れ
も
満
員
の
盛
況
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
マ
ド
リ
ッ
ド

で
行
わ
れ
た
講
演
の
際
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
大
手
全
国

T
V
ネ
ッ
ト

T
e
l
e
5
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
ゲ
イ
ジ
と
そ
の

活
動
を
伝
え
た
。

そ
の
他
、
英
国
で
精
力
的
な
活
動
を
行
う
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ゴ
ー
ド
ン
・
ロ
ス
、
前
述
の
ジ
ム
・
ホ
フ
マ

ン
な
ど
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
も
千
人
近
い
科
学
・
技
術
分
野
の
発
言
者
が
い
る
の
だ
が
、
お
そ
ら

＜
潜
在
的
に
は
世
界
中
に
そ
の
何
十
倍
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

残
念
な
こ
と
に
現
在
の
と
こ
ろ
、
日
本
人
の
科
学
技
術
関
係
者
の
中
で
声
を
上
げ
る
者
は
極
め
て
少
な
い

。

専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
持
つ
人
々
に
必
要
な
も
の
は
お
か
し
な
も
の
を
見
て
「
お
か
し
い
」
と
叫
ぶ
の
ほ
ん

の
少
し
の
勇
気
と
良
心
だ
け
だ
ろ
う
。
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Profile 

童子丸
どう じまる

開
あきら

1950年、福岡県生。南欧バル

セロナ市在住。

2003年以来、ネット掲示板“飼

修羅”にて「バルセロナより愛

をこめて」の名で数多くの論評、

英語・スペイン語からの翻訳文

を投稿、現在も継続中。季刊

「真相の深層J誌 （木村書店）に

て「聖なるマフィア」シリーズ、311

マドリ ッド列車爆破事件や911

事件の真相追究の他、Jベ トラ

ス、I.シャミール、Mチョスドフ

スキー他の英語論文とスペイン・

中南米作家のスペイン語論文

を数多く翻訳、寄稿。2008年

11月3日東京で行われた第2回

911真相究明国際会議に講師

として参加。自著としては「「WTC

ビル崩壊」の徹底究明」（社会評

論社、2007年）がある。

3
 0
0
 0億
ド
ル
で
圧
倒
的
に
世
界

一
の
購
入
額
だ
っ
た
の
が
、

2
0
0
 
3
年

10
月
に
は

5
0
0
 
0
億
ド
ル
を

突
破
し
、

2
0
0
 
4
年

8
月
に
は
ほ
と
ん
ど

7
0
0
 0億
ド
ル
に
ま
で
な
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
莫
大
な
額

の
国
家
予
算
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
展
開
す
る
米
軍
の
た
め
の
給
油
活
動
に
使
わ
れ
続
け
る
。

本
来
な
ら
日
本
人
の
福
祉
に
回
さ
れ
、
年
金
を
補
填
し
健
康
保
険
を
充
実
さ
せ
、
最
低
生
活
の
保
障
に
生
か

さ
れ
購
買
力
を
維
持
し
て
日
本
経
済
を
安
定
さ
せ
る
べ
き
資
金
が
、
こ
の
事
件
か
ら
出
発
し
た
「
テ
ロ

と
の
戦

い
」
の
中
に
消
え
失
せ
て
い
る
の
だ
。

ど
う
し
て
日
本
人
が
こ
の

9
.
1
1
の
虚
構
に
無
関
心
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

私
は
、

9
.
11
の
再
調
査
を
要
求
す
る
こ
と
は
日
本
人
の
生
活
の
根
幹
に
ま
で
関
わ
る
重
大
問
題
で
あ
る
と

申
し
上
げ
た
い

。
日
本
列
島
に
生
き
る
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
に
お
願
い
す
る
。
も
う
こ
れ
以
上
、
祖
国
を
こ

の
よ
う
な
虚
構
と
タ
ブ
ー
の
犠
牲
者
に
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い

。
嘘
の
無
い
自
由
、
嘘
の
無
い
平
和
、
嘘
の

無
い
繁
栄
こ
そ
日
本
の
将
来
像
、
世
界
に
誇
り
未
来
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
理
念
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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第

6
章

日
本
の
9
.
1真
相
究
明
運
動
と
9
.
1調
査
委
員
会
報
告
書
へ
の
25の
疑
問

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
レ
イ
・
グ
リ
フ
ィ
ン
神
学
博
士
著

き

く

ち

ゆ

み

著

作

・

翻

訳

家

／
平
和
活
動
家
著
・
訳



9
.
1
1
の
真
実
を
求
め
る
仲
間
た
ち
と
私
は
、
日
本
で

初
め
て
「
第

1
回
9
1
1
真
相
究
明
国
際
会
議
．

m
東
京
」
を

開
催
し
た
。

2
0
0
 6年
10
月
7
日
の
こ
と
で
あ
る
。
会

場
の
東
京
・
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
室

に
は
、
複
数
の
講
演
者
が
国

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
。
海
外
か
ら
は
、

9

.11
の
再
調
査

を
求
め
る
「
R
e
O
p
e
n
9
1
1

」
の
創
設
者
で
ア
メ
リ
カ
人
の

大
富
豪
で
あ
る
ジ
ミ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
氏
と
、
ノ
ー
ス
タ

ワ
ー
か
ら
の
最
後
の
脱
出
生
存
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
氏
を
招
聘
し
、
講
演
し
て
も
ら
っ
た
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
は
、
元
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
保
守
管
理

人
で
映
画

『L
a
s
t
M
a
n
 O
u
t』
の
主
役
で
も
あ
る
）
。

ま
た
、

9
.
1
1
の
真
相
を
追
い
続
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ル
フ
ォ
ー
ド
氏
、
週
刊
金

曜
日
の
成
澤
宗
男
氏
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
よ
る
被
害
を
調
査
し
告
発
す
る
ロ
ー
レ
ン
・
モ
レ
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
発
言
し
た
。

こ
の
会
議
に
関
す
る
事
前
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
皆
無
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
は
開
催
の

1

時
間
以
上
前
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
国
際
交
流
棟
前
に
、
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
長
年

N
G
o
で

環
境
や
平
和
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
き
た
が
、
こ
ん
な
体
験
は
初
め
て
だ
っ
た
。

結
局
、
定
員
の
倍
の

5
0
0
名
が
殺
到
し
た
た
め
に
、
私
た
ち
は
急
遠
も
う

1
つ
会
場
を
用
意
し
て
対
応
す

る
こ
と
に
し
た
。
日
本
で
も
、

9
.
1
1
の
真
相
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
出
来
事
だ
っ
た
。

写真 6-1 世界貿易センターの崩壊から最

後の生存者ウィリアム・ロドリゲス氏。イペ

ント会場で彼は多くの人を助けたタワーのマ

スターキーを公開した。
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第

1
回
目
の
会
議
で
圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
結
婚
し
た
ば
か
り
の
妻
と
二
人
で
日
本
に
来
て
く
れ
た
ロ
ド
リ
ゲ

ス
氏
の
証
言
だ
。
彼
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。
「
あ
の
日
ノ
ー
ス
タ
ワ
ー
の
地
下

1
階
に
い
た
が
、
階
下

で
す
ご
い
爆
発
が
あ
っ
て
体
が
上
に
飛
ば
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

6
秒
ぐ
ら
い
し
て
上
層
階
で
何
か
が
ぶ
つ
か
っ

た
。
そ
れ
が

1
機
目
の
飛
行
機
だ
っ
た
」

く
つ
が
え

こ
れ
が
本
当
の
話
な
ら
、

9
.
1
1
の
公
式
説
は
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
。
彼
は
事
件
発
生
時
に
ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

の
地
下

1
階
に
い
た
。
だ
が
、
爆
発
が
あ
っ
た
の
は
も
っ
と
下
の
階
で
、
そ
こ
で
火
傷
を
負
っ
た
人
た
ち
が
這

い
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
を
助
け
た
の
だ
っ
た
。
あ
る
男
性
は
顔
の

一
部
が
吹
き
飛
ん
で
お
り
、
あ
る
人
は
火

傷
で
手
の
皮
が
は
が
れ
て
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
は
、
こ
れ
ら
の
被
災
者
を
救
出
し
た
後
も
、
何
度
も
ノ
ー
ス
タ
ワ
ー
に
戻
り
、
清
掃
の
仕
事

の
際
に
使
用
し
て
い
た
マ
ス
タ
ー
キ
ー
を
使
っ
て
、
数
多
く
の
人
々
を
助
け
出
し
た
の
だ
っ
た
。
政
府
は
彼
を

「
9
.
11
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
し
て
表
彰
し
た
。
そ
の
後
、
政
治
家
に
な
る
よ
う
誘
わ
れ
る
が
、
そ
の
誘
い
も
「

l

機
目
の
飛
行
機
の
激
突
の
前
に
地
下
で
爆
発
が
あ
っ
た
」
と
い
う
、
不
都
合
な
真
実
を
語
り
出
す
ま
で
だ
っ
た
。

彼
の
話
は
、
具
体
的
で

一
貰
性
が
あ
り
、
と
て
も
作
り
話
と
は
思
え
な
い

。

こ
の
会
議
の
詳
細
は
、
ロ
ド
リ

ゲ
ス
氏
の
講
演
を
中
心
に

『
9
.
1
1

マ
ス
タ
ー
キ
ー
か
ら
何
が
見
え
る
』
と
い
う
小
冊
子
（
憲
法

9
条
メ
ッ
セ
ー

ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
行
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
ほ
し
い

。

そ
の
後
私
は
、

2
0
0
 
7
年
の
第

4
回
東
京
平
和
映
画
祭
で
、

9
.
1
1
の
真
相
を
追
及
し
た
米
国
映
画
の
日

本
語
版
に
な
っ
て
い
る
作
品
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
翌
年
の
第

5
回
東
京
平
和
映
画
祭
で
も
「

9
1
1
と
つ
く
ら

れ
る
戦
争
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
上
映
と
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、
全
国
各
地
で
年
間
........ 

o
o回
近
く
講
演
し
、

9
.

11
事
件
の
公
式
説
に
は
数
多
く
の
疑
問
点
が
あ
る
こ
と
を
、
映
像
と
と
も
に
紹
介
し
て
き
た
。
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2
 0
0
 
8
年

1
月

10
日
に
は
、

9
.
1
1
の
公
式
説
に
対
し
て
、
民
主
党
の
藤
田
幸
久
参
議
院
議
員
が
、
国
会

で
初
め
て
疑
問
を
呈
し
た
。

2
月
に
は
欧
州
議
会
で
、
イ
タ
リ
ア
の
キ
エ
ザ
議
員
が
監
督
を
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画

『N
E
R
O』

(
9
.
1
1
公
式
説
に
対
す
る
政
治
家
や
著
名
人
の
疑
問
の
声
の
集
積
）
の
上
映
会
と
公

聴
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
藤
田
議
員
も
招
聘
さ
れ
て
証
言
す
る
な
ど
、

9
.
1
1
の
真
相
究
明
は
、

国
際
政
治
の
場
で
も
進
展
が
あ
っ
た
。
民
間
の
立
場
で
あ
る
私
た
ち
も
同
様
で
あ
る
。
「
第

2
回

9
1
1
真
相
究

明
国
際
会
議
．

m
東
京
」
を

2
0
0
 
8
年

11
月

3
日
に
永
田
町
の
三
宅
坂
ホ

ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第

2
回
目
の
国
際
会
議
は
広
報
に
力
を
入
れ
、

P
R
会
社
の
協
力
で
マ
ス
コ
ミ
全
社
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、

記
者
会
見
、
担
当
記
者
へ
の
ブ
リ
ー
フ

ィ
ン
グ
な
ど
手
を
尽
く
し
た
が
、
事
前
の
告
知
記
事
は
、
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
l
紙
の
小
さ
な
記
事
を
除
い
て
一
切
な
か
っ
た
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
の
問
題
の
重
要
性
に
気
づ
い
て

い
な
い
か
、
知
っ
て
い
て
も
書
け
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
な
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
当
日
は

5
0
0
名
の
人
が
集
ま
り
、
午
前

10
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で

9
.
1
1
の
真
相
に
つ
い
て
数
々

の
映
像
と
講
演
を
通
し
て
学
び
、
あ
る
い
は
再
確
認
を
し
た
。
第

一
部
で
は
わ
た
し
の

9
.11
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
解
説
に
続
き
、
「
対
テ
ロ
戦
争
と
金
融
危
機
」
を
テ
ー
マ
に
青
木
秀
和
さ
ん
、
「

9
1
1
の
物
理
的
事

実
と
真
っ
赤
な
嘘
」
を
テ
ー
マ
に
、
童
子
丸
開
さ
ん
が
講
演
を
行
っ
た
。
第

2
部
は
デ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
レ
イ
・
グ

リ
フ
ィ
ン
博
士
（
以
下
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
）
の
基
調
講
演
で
、
第

3
部
は
藤
田
幸
久
議
員
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

フ
ル
フ
ォ
ー
ド
氏
、
成
澤
宗
男
氏
を
迎
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
だ
っ
た
。

多
く
の
人
が
こ
の
事
件
の
真
相
が
明
る
み
に
出
る
こ
と
で
、
対
テ
ロ
戦
争
が
早
く
終
結
す
る
こ
と
へ
の
希
望

を
胸
に
帰
路
に
つ
い
た
と
思
う
。

8
時
間
を
越
え
る
会
議
の
完
全
記
録

D
V
D
(
2
7
1
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
制
作
す

る
予
定
な
の
で
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
す
べ
て
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
国
際
会
議
の
中
心
と
な
っ
た
基
調
講
演
は
『

9
.11
事
件
は
謀
略
か
「

21
世
紀
の
真
珠
湾
攻
撃
」

と
ブ

ッ

シ
ュ
政
権
』
他、

9
.
1
1
の
公
式
発
表
に
異
議
申
し
立
て
を
し
た
数
多
く
の
著
作
を
持
つ
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
に

お
願
い
し
た
。
彼
の
真
摯
で
徹
底
し
た
仕
事
ぶ
り
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
世
界
で
も

9
.
1
1
の
公
式
説
に
疑
問
を

持
つ
人
を
増
や
し
て
い
る
。
か
く
言
う
私
も
そ
の

1
人
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
は

9
.
1
1

真
相
究
明
運
動
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
は

2
0
0
 
8
年

10
月
末
に
来
日
し
、
秋
田
、
神
戸
、
大
阪
、
名
古
屋
、
東
京
で
講
演
を
し

た
。
連
日
の
講
演
と
移
動
で
大
変
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
始
終
冗
談
を
言

っ
て

私
を
笑
わ
せ
て
く
れ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
人
柄
で
あ
っ
た
。
こ
の
章
は
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
の
最
新
著
作

『9
¥

11 

C
o
n
t
r
a
d
i
c
t
i
o
n
s
:
 A
n
 O
p
e
n
 L
e
t
t
e
r
 to C
o
n
g
r
e
s
s
 a
n
d
 t
h
e
 P
r
e
s
s
』
(
9
¥
1
1
の
予
勺
店
旧~率成
ムH
と
マ
ス
コ
ミ
に

対
す
る
公
開
質
問
状
・
未
邦
訳
）
か
ら
、
も
っ
と
も
重
大
と
思
わ
れ
る
疑
問
点
を
私
が
ま
と
め
た
も
の
だ
。

政
治
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
恐
れ
る
レ
ッ
テ
ル
の
―
つ
に
「
陰
謀
論
者
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ

て
、
こ
の
レ

ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と
と

「
信
用
を
失
う
」

こ
と
は
、
ほ
ば
同
義
語
で
あ
る
。
実
際
、

ア
メ
リ

カ
で

9
.
1
1
の
公
式
発
表
に
疑
問
を
呈
し
た
報
道
キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
次
々
と
降
板
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
や
が

て
誰
も
が
口
を
閉
ざ
し
、

9
.
1
1
の
真
相
は
、
闇
に
包
ま
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。

そ
の
間
、

9
.11
の
真
相
を
追

い
続
け
、

着
々

と
事
実
を
積
み
上
げ
て
き
た
の
は
レ
ッ
テ
ル
張
り
を
恐
れ
な

い
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
無
名
の
研
究
家
や
活
動
家
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
の
真
摯
な
仕
事
の
一
部
は
、
幾

多
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
集
積
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
触
れ
て
目
を
開
か

さ
れ
た

1
人
が
、
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
は

9
.
1
1
事
件
に
関
し
て
す
で
に

『T
h
e
N
e
w
 P
e
a
r
l
 H
a
r
b
o
r
』
（
邦
訳

『
9
.
1
1
事
件
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は
謀
略
か
』）
、
『T
h
e
9
 ¥
 1
1
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 R
e
p
o
r
t
:
 O
m
i
s
s
i
o
n
s
 a
n
d
 Distortions 
(
9
.
1
1
委
員
今
王
報
告
書

省
略
と
歪
曲
・
未
邦
訳
）
』
、
『9
＼

11 
a
n
d
 A
m
e
r
i
c
a
n
 E
m
p
i
r
e
 
(
9
.
1
1
と
ア
メ
リ
カ
帝
国
・
未
邦
訳
）
』
、

『

D
e
b
u
n
k
i
n
g
9
 ¥
 11 
D
e
b
u
n
k
i
n
g
:
 A
n
 A
n
s
w
e
r
 to 
P
o
p
u
l
a
r
 M
e
c
h
a
n
i
c
s
 a
n
d
 0
 th
e
r
 D
e
f
 en
d
e
r
s
 of t
h
e
 

0
 fficial 
C
o
n
s
p
i
r
a
c
y
 T
h
e
o
r
y
 
(
9
.
1
1の
吉
〖
実
を
虚
偽
と
す
る
説
の
嘘
を
暴
く
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
メ
カ
ニ
ク

ス
と
公
式
説
擁
護
者
へ
の
回
答
、
い
ず
れ
も
邦
訳
な
し
）
』
な
ど
、
公
式
説
に
異
論
を
呈
す
る
著
作
を
次
々
と
発

表
し
て
い
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る

『9
¥

11 
C
o
n
t
r
a
d
i
c
t
i
o
n
s
』
に
は
い
わ
ゆ
る
「
陰
謀
論
」
も
な
い
し
、
推
論
す
ら
も
な
い
。

た
だ
、
互
い
に
矛
盾
す
る
政
府
高
官
の
発
言
や

9
.
11
委
員
会
報
告
書
の
内
容
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
丹
念
に
調

べ
あ
げ
、

25
の
疑
問
点
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
だ
。

グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
は
神
学
者
ら
し
い
厳
粛
さ
と
謙
虚
さ
、
そ
し
て
類
い
稀
な
責
任
感
を
も
っ
て
、

9
.
1
1
に
関
す

る
玉
石
混
涌
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
歴
史
の
精
査
に
堪
え
得
る
作
品
に
昇
華
さ
せ
た
。
こ
の

『9
¥

11 Contradictions
』

に
納
め
ら
れ
た
質
の
高
い
情
報
が
、
日
米
の
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
携
わ
る
人
々
の
責
任
感
を
刺
激
し
、

9
.
1
1

を
も
う
一
度
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
再
調
査
す
る
よ
う
に
立
ち
上
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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(
1
)
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
教
室
に
ど
れ
く
ら
い
長
く
い
た
の
か
？

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
軍
幹
部
に
関
す
る
疑
問

9
/
 
1

1

 

Contradictions: 

A
n
 O
p
e
n
 Letter to C
o
n
g
r
e
s
s
 a
n
d
 t
h
e
 P
r
e
s
s
 

9
1
1
の
矛
盾

議
会
と
マ
ス
コ
ミ
ヘ
の
公
開
質
問
状
・
未
邦
訳

※
グ
リ
フ
ィ
ン
博
士
が
著
述
し
た

25
の
疑
問
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
項
目
を
著
者
が
抄
訳
し
、
そ
れ
以
外
は
要
約
に
留
め
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が

9
月
11
日
の
事
件
当
日
、
新
し
い
教
育
方
針
「
ど
の
子
も
落
ち
こ
ぽ
れ
さ
せ
な
い
教
育

(N
o
 Ch
i
l
d
 L
e
f
t
 B
e
h
i
n
d
)
」
を
広
め
る
た
め
に
、
フ
ロ
リ
ダ
州
サ
ラ
ソ
タ
に
あ
る
小
学
校
に
い
た
こ
と
は
、
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
彼
は
小
学
校
に
午
前

8
時

55
分
に
到
着
し
て
、
そ
の
時
に

1
機
目
の
飛
行
機
が
世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
突
っ
込
ん
だ
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
大
統
領
は
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
ミ
ス
っ
た
」
と
思
っ
た

そ
う
だ
。
そ
の
後
、

9
時

3
分
か
ら

2
年
生
の
教
室
に
行
っ
た
。
予
定
通
り
子
ど
も
た
ち
は
朗
読
を
始
め
、
そ

の
数
分
後
、
お
そ
ら
く

9
時

6
分
か

7
分
に
、
大
統
領
首
席
補
佐
官
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ド
が
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
の
耳
元
で
「
第

2
機
目
の
飛
行
機
が

2
つ
目
の
タ
ワ
ー
に
突
っ
込
み
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
さ
れ

て
い
ま
す
」
と
告
げ
た
。
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こ
こ
ま
で
は
話
が

一
致
し
て
い
る
。
問
題
は
そ
の
あ
と
大
統
領
が
ど
れ
く
ら
い
長
く
教
室
に
留
ま
っ
て
い
た

の
か
、
だ
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

2
つ
の
ま
っ
た
く
違
う
話
が
あ
る
。

―
つ
目
は
カ
ー
ド
に
よ
る
も
の
で
、

9
.
1
1
の
1
周
年
に
彼
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
紙
上
に

て
語
っ

た
も
の
だ
。
彼
に
よ
る
と
、
第

2
機
目
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
、
大
統
領
は
一
瞬
上
を
見
た
。
そ
れ
は

数
秒
か
数
分
か
に
も
思
え
た
が
、
先
生
と
生
徒
た
ち
に
お
礼
を
い
い
、
教
室
を
去
っ
た
、
と
い
う
。
こ
の
こ
と

に
カ
ー
ル
・
ロ
ー
ブ
も

N
B
C
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
同
意
し
て
い
る
し
、

A
B
C
の

一
周
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も

カ
ー
ド
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ブ
ソ
ン
、
カ
ー
ル
・
ロ
ー
ブ
の

3
人
が
、
大
統
領
が

2
機
目
の
こ
と
を
知
っ
て
、

ま
も
な
く
教
室
を
出
た
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の

1
つ
目
の
話
は
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
話
と
、
ま
た
あ
と
で
有
名
に
な
っ
た

『華
氏

9
1
1
』

の
映
像
と
も

一
致
し
な
い
。
タ
ン
パ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
の

2
0
0
 
2
年
9
月
1
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
は
カ
ー
ド
か
ら
耳
に
打
ち
明
け
ら
れ
た
あ
と
、

30
秒
ぐ
ら
い
沈
黙
し
、
そ
の
あ
と

8
分
か
ら

9
分
ぐ
ら

い
教
室
に
い
て
、

子
ど
も
た
ち
が
教
科
書
を
読
む
の
を
聞

い
て
い
た
」
と
い
う
。
ま
た
そ
の
と
き
の
映
像
が
、

2
 0
0
 
4
年
に
公
開
さ
れ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『華
氏
9
1
1
』
で
公
に
な
る
と
、

1
つ
目
の
話
は
映
像
と

一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

問
題
は
、
大
統
領
に
身
の
危
険
が
及
び
そ
う
だ
と
い
う
の
に
、
な
ぜ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
す
ぐ
に
大

統
領
を
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
カ
ー
ド
ら
が
主
張
し
た
「
大
統

領
は
す
ぐ
に
教
室
を
去
っ
た
」
と
い
う
話
は
後
に
間
違
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ど
う
し
て
そ
も

そ
も
、

3
人
は
口
を
揃
え
て
嘘
を
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の
こ
と
を
追
及
す
べ
き
で
あ
る
。
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(
2
)
チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
は
い
つ
地
下
の
バ
ン
カ
ー

(
P
E
O
C
)
に
入
っ
た
の
か
？

チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
が
、
午
前

9
時

3
分

（
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
に
旅
客
機
が
突
っ
込
ん
で
間
も
な
く
）
か
ら

午
前

10
時
ま
で
の
間
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
東
ウ
イ
ン
グ
地
下
に
あ
る
、
通
称
「
バ
ン
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
大

統
領
緊
急
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

(P
E
O
C
)
に
降
り
て
い
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
誰
も
が
合
意
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
が
そ
こ
に
入
る
や
否
や
、
指
揮
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
意
見
が

一
致
し
て
い
る
。

実
際
、

9
.
1
1
の

5
日
後
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
自
身
が

N
B
C
の

M
e
e
t
T
h
e
 P
r
e
s
s
と
い
う
番
組
で
「
私
は
入
っ

て
く
る
全
て
の
情
報
や
報
告
を
見
て
、
そ
れ
を
元
に
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
い
た
」
と
語
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
が
正
確
に
い
つ

P
E
O
C
に
入
っ
た
の
か
に
関
し
て
は
、
大
き
な
不

一
致
が
あ
る
。

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
(
9
¥
1

1

 C
o
m
i
s
s
i
o
n
 
R
e
p
o
r
t
)
で
は
チ
ェ
イ
ニ
ー
の
到
着
時
間
は
午
前

10
時
ち
ょ
っ

と
前
、
お
そ
ら
く

9
時

58
分
ご
ろ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
間
は
、
ノ
ー
マ
ン
・
ミ
ネ
タ
運
輸
長
官

（
以
下
ミ
ネ
タ
）
の
「
わ
た
し
が

P
E
O
C
に
到
着
し
た

9
時

20
分
よ
り
前
に
副
大
統
領
は
入
っ
て
い
た
」
と
い

う
話
と
、
少
な
く
と
も

40
分
も
食
い
違
う
。
こ
の

40
分
の
違
い
は
重
要
で
あ
る
。
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
攻
撃
さ
れ
た
と

き
、
あ
る
い
は

93
便
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
近
づ
い
て
い
る
間
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
が
指
揮
を
と
っ
て
い
た
か
ど
う
か

に
か
か
わ
る
か
ら
だ
。

ミ
ネ
タ
長
官
は

2
0
0
 
3
年

5
月
23
日
に

9
.
11
委
員
会
で
証
言
を
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
副
大
統
領

は

9
時

20
分
に
は

P
E
O
C
に
い
て
、
既
に
指
揮
を
と
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
軍
の
若
者
が

3
回
ぐ
ら
い
入
っ
て

き
て
チ
ェ
イ
ニ
ー
に
「
す
べ
て
の
命
令
は
今
で
も
有
効
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
と
き
、
彼
は
「
有
効
だ
」
と
答
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え
た
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く

「
9
時

25
分
か

26
分
ぐ
ら
い
」
と
い
う
。
彼
が
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
複
数
の
命
令

を
出
し
て
い
た
と
な
る
と
、
ミ
ネ
タ
長
官
が
到
着
し
た

9
時

20
分
の
数
分
前
に
は
す
で
に
命
令
が
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
副
大
統
領
の

P
E
O
C
到
着
は

9
時

15
分
ぐ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場

合
は
、

43
分
も

9
l
l
委
員
会
報
告
書
と
食
い
違
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
説
明
す
る

―
つ
の
方
法
は
、
ミ
ネ
タ
長
官
が
間
違
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ミ
ネ
タ

の
話
は
、
デ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
ボ
ー
ラ
ー

（
チ
ェ
イ
ニ
ー
直
属
の
カ
メ
ラ
マ
ン
）
、
「
A
g
a
i
n
s
t
All E
n
e
m
i
e
s
」
の
著

者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
ク
前
大
統
領
特
別
顧
問

（以
下
ク
ラ
ー
ク
）
、
コ
ン
ド
リ
ー
サ
・
ラ
イ
ス
、
カ
ー
ル
・

ロ
ー
ブ
の
証
言
、
そ
し
て

A
B
C
、

B
B
C
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
報
道
、
さ
ら
に
は
チ
ェ

イ
ニ
ー
自
身
の
話

（あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
少
な
く
と
も

一
度
は
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
話
）
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
ノ
ー
マ
ン
・
ミ
ネ
タ
運
輸
長
官
と
い
う
重
要
人
物
の
証
言
が
、
な
ぜ

9

.
11
委
員
会
報
告
書
に
含
ま
れ
て

い
な
い
の
か
。

そ
し
て
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
が

P
E
O
C
に
到
着
し
た
の
が
、

9
時

10
分
頃
、

9
時

36
分
頃
、

9
時

43
分
頃
、

9

時

58
分
頃
と

4
つ
の
違
っ
た
時
間
が
存
在
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
こ

の
疑
問
を
す
ぐ
に
解
明
す
べ
き
だ
。

(3)
チ
ェ
イ
ニ
ー
は
警
戒
解
除
命
令
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
を
目
撃
さ
れ
た
か
？

前
項

(2
)
で
示
し
た
よ
う
に
、
ミ
ネ
タ
の
証
言

で
は
彼
が

P
E
O
C
に
到
着
し
た

9
時

20
分
頃
に
す
で
に
チ
ェ

イ
ニ
ー
は
指
揮
権
を
と
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
証
言
の
中
で
ミ
ネ
タ
は
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
。
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ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
飛
行
機
が
向
か

っ
て
い
る
間
、

P
E
O
C
に
若
い
男
が
入
っ
て
き
て
、
副
大
統
領
に
「
飛
行

機
が

50
マ
イ
ル
ま
で
接
近
」
「
飛
行
機
が
30
マ
イ
ル
ま
で
接
近
」

「
飛
行
機
が

10
マ
イ
ル
ま
で
接
近
」
と
報
告
し
た
。

3
回
目
に
若
い
男
は
「
命
令
は
ま
だ
有
効
で
す
か
」
と
確
認
し
た
。
副
大
統
領
は

「
有
効
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ

な
い
か
。
君
は
何
か
違
う
こ
と
で
も
聞
い
た
の
か
」
と
答
え
た
。

こ
の
会
話
が
い
つ
頃
さ
れ
た
か
に
関
し
て
は
、
ミ
ネ
タ
は
「

P
E
O
C
に
到
着
し
て
お
そ
ら
く

5
、
6
分
後
」

と
答
え
て
い
る
か
ら
、

9
時

25
分
か

26
分
頃
と
い
う
計
算
に
な
る
。
こ
の
話
は
重
要
だ
。
チ
ェ
イ
ニ
ー
と
米
軍
は
、

飛
行
機
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
攻
撃

(
9
時

39
分
）
の

12
分
前
ほ
ど
前
に
、
知
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、ペ

ン
タ
ゴ
ン
に
飛
行
機
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
軍
は
飛
行
機
が
突
っ

込
む

2
、
3
分
前
の

9
時

36
分
頃
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
と
す
る
公
式
説
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。

両
方
の
話
が
真
実
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
が
、
ミ
ネ
タ
に
は
嘘
を
つ
く
動
機
が
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
の

証
言
が
も
っ
と
も
真
実
に
近
い
と
思
え
る
。
も
し
ミ
ネ
タ
の
証
言
が
正
し
い
と
な
る
と
、
誰
が
嘘
の
話
を
捏
造

し
た
の
か
を
、
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

(
4
)
チ
ェ
イ
ニ
ー
は
す
べ
て
の
航
空
機
の
着
陸
命
令
を
出
し
た
の
を
見
た
の
か
？

す
べ
て
の
航
空
機
の
着
陸
命
令
を
出
し
た
の
は
誰
か
と
い
う
疑
問
に
関
し
て
、
ミ
ネ
タ
と
ジ
ェ
ー
ン
・
ガ
ー

ビ
ー
は
ミ
ネ
タ
が

（
チ
ェ
イ
ニ
ー
の
前
で
）
そ
の
命
令
を
出
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

9
.
1
1
委

員
会
は
、
ベ
ン
・
ス
ラ
イ
ニ
ー
に
よ
る
決
定
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
食
い
違
い
が
存
在
す
る
。
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2
 0
0
 
1
年
9
月
11
日
、
リ
チ
ャ
ー
ド

・
マ
イ
ヤ
ー
（
以
下
マ
イ
ヤ
ー
）
は
統
合
参
謀
本
部
議
長
代
理
だ
っ
た
。

ヒ
ュ
ー

・
シ
ェ
ル
ト
ン
が
ま
だ
統
合
参
謀
本
部
議
長
で
、
マ
イ
ヤ
ー
は
彼
の
後
任
に
指
名
さ
れ
て
い
た
が
、
ま

だ
指
名
承
認
公
聴
会
が
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
シ
ェ
ル
ト
ン
は
こ
の
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
向
か
っ
て
い
た
。
議

長
代
理
と
し
て
マ
イ
ヤ
ー
は
ペ
ン
タ
ゴ
ン
で
最
高
ラ
ン
ク
の
軍
人
だ
っ
た
の
で
、
彼
が
ど
こ
に
い
る
の
か
を
何

十
名
も
が
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
彼
が
ど
こ
に
い
た
か
に
つ
い
て

2
つ
の
相
反

す
る
話
が
あ
る
。

マ
イ
ヤ
ー
自
身
と
委
員
会
報
告
書
は
、

8
時
40
分
か
ら

9
時
40
分
ぐ
ら
い
ま
で
米
国
連
邦
議
会
に
い
て
、
マ
ッ

ク
ス
・
ク
レ
ラ
ン
ド
上
院
議
員
を
訪
ね
て
い
た
と
い
う
。
ク
レ
ラ
ン
ド
議
員
の
事
務
所
に
入
る
直
前
に
、
テ
レ

ビ
報
道
で
最
初
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
ヘ
の
攻
撃
を
知
っ
た
と
い
う
。
そ
の
ま
ま
ク
レ
ラ
ン
ド
の
事
務
所

に
入
り
会
議
を
し
た
が
、
そ
の
間
に
第
2
機
目
の
攻
撃
が
あ
っ
た
こ
と
は
誰
も
彼
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

会
議
終
了
後
に
初
め
て
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
も
攻
撃
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
後
間
も
な
く
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が

(6)
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
ー
空
軍
大
将
は
ど
こ
に
い
た
の
か
？

チ
ェ
イ
ニ
ー
が
迎
撃
許
可
命
令
を
出
し
た
時
間
に
関
し
て
、
「
チ
ェ
イ
ニ
ー
は

10
時
10
分
ま
で
命
令
を
出
さ
な

か
っ
た
」
と

9
.
1
1
委
員
会
は
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

93
便
の
激
突
以
前
に
、
迎
撃
命
令

を
受
け
取
っ
た
と
す
る
ク
ラ
ー
ク
と
数
人
の
軍
幹
部
の
報
告
に
、
食
い
違
い
が
存
在
す
る
。

(
5
)
 
い
つ
チ
ェ
イ
ニ
ー
は
迎
撃
命
令
を
出
し
た
の
か
？
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攻
撃
さ
れ
た
、
と
い
う
。

委
員
会
報
告
書
は
こ
の
話
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
は
妥
当
性
に
欠
け
る
。
統
合
参
謀
本
部
議

長
代
理
（
米
軍
の
最
古
向
ラ
ン
ク
の
指
揮
官
）
で
あ
る
マ
イ
ヤ
ー
が
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
最
初
の
攻
撃

を
知
っ
た
あ
と
、
そ
の
ま
ま
予
定
通
り
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

2
機
目
の
攻
撃

が
あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
も
、
誰
も
マ
イ
ヤ
ー
に
連
絡
せ
ず
、
議

員
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
続
け
た
な
ん
て
こ
と
が
あ
り
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
ク
ラ
ー
ク
は
別
の
証
言
を
し
て
い
る
。
彼
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ビ
デ
オ
・
テ
レ
ビ
会
議
室

に
て
ビ
デ
オ
会
議
を

9
時

10
分
ご
ろ
か
ら
運
営
し
て
い
た
。
間
も
な
く
そ
こ
に
や
っ
て
き
た
ミ
ネ
タ
長
官
と
言

莱
を
交
わ
し
、
ミ
ネ
タ
は
そ
の
あ
と

9
時

20
分
頃
ま
で
に
地
下
の

P
E
O
C
へ
向
か
っ
た
。

こ
こ
は
ミ
ネ
タ
の

証
言
と
ク
ラ
ー
ク
の
証
言
が

一
致
し
て
い
る
。

P
E
O
C
で
は
既
に
チ
ェ
イ
ニ
ー
が
指
揮
を
と
っ
て
い
た
。

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
は
ク
ラ
ー
ク
の
本

『A
g
a
i
n
s
t
All 
E
n
e
m
i
e
s』
や
証
言
内
容
を
完
全
に
無
視
す
る
こ

と
で
、
こ
の
食
い
違
い
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
ビ
デ
オ
会
議
が
開
始
さ
れ
た
時
間
を

9
時

25
分
ぐ

ら
い
か
ら
と
し
、
さ
ら
に
は
、

9
時

37
分
、
つ
ま
り
ペ
ン
タ
‘
‘
コ
ン
が
攻
撃
さ
れ
た
時
間
直
前
ま
で
、
ち
ゃ
ん
と

始
ま
ら
な
か
っ
た
、
と
付
け
加
え
た
。

こ
の
ビ
デ
オ
会
議
に
は
す
で
に
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
に
到
着
し
て
い
た
マ
イ
ヤ
ー
が
参
加
し
て
い
た
の
だ
が
、
委
員

会
報
告
書
で
は
「
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
か
ら
は
誰
が
こ
の
ビ
デ
オ
会
議
に
出
席
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
」
と
な
っ
て

い
る
。
わ
か
ら
な
い
な
ら
、
ビ
デ
オ
会
議
を
仕
切
っ
て
い
た
ク
ラ
ー
ク
に
一

言
聞
け
ば
い
い
よ
う
な
も
の
だ
が
。

さ
ら
に
報
告
書
は
「
最
初
の

1
時
間
は
危
機
管
理
が
で
き
る
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
人
間
は
い
な
か
っ
た
」
と
書
い
て

い
る
。

こ
れ
も
不
可
解
だ
。
誰
が
出
席
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
の
に
、
危
機
管
理
者
が
い
な
い
、
と
い
う
判
断
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ク
ラ
ー
ク
が
す
で
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
彼
が
ビ
デ
オ
会
議
に
入
っ
た

9
時

10
分
頃
、
す
で
に
そ
こ
に
は
「
ド

ナ
ル
ド
・
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
が
国
防
総
省
に
、
そ
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
・テ
ネ
ッ
ト
が

C
I
A
に
い
た
」
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
は
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
自
身
の
話
と
矛
盾
し
て
い
る
。
彼
が

2
0
0
 
4
年

3
月
2
3
日
に

9
.11

委
員
会
に
伝
え
た
話
で
は
、

9
時

10
分
頃
、
彼
は
自
分
の
部
屋
で
日
課
で
あ
る

C
I
A
の
報
告
を
受
け
て
い

た

と
い
う
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く

9
時

38
分
頃
、
ペ
ン
タ
‘
‘
コ
ン
が
揺
れ
、
何
か
爆
発
の
よ
う
な
も
の
が
起
き
た
の

で
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
は
確
か
め
よ
う
と
外
に
出
て
現
場
に
行
き
、
ケ
ガ
人
を
担
架
に
載
せ
る
手
伝
い
を
し
た
。

そ
こ
に
は
あ
ま
り
長
く
は
留
ま
ら
ず
、

10
時
ち
ょ
っ
と
前
に
は
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
緊
急
行
動
チ
ー
ム
と
共
に
い
た
、

ぅ

と
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
の
こ
の
話
は
後
に
「
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
中
枢
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
の
に
，
現
場
に
出
か
け

て
ケ
ガ
人
を
助
け
る
な
ん
て
こ
と
は
米
軍
を
統
率
す
る
立
場
に
あ
る
国
防
長
官
自
身
が
す
る

こ
と
な
の
か
。
現

場
の
視
察
や
救
助
は
部
下
に
や
ら
せ
、
国
防
長
官
は
す
ぐ
に
大
統
領
や
副
大
統
領
と
連
絡
を
と
り
、
指
揮
を
す

べ
き
だ
っ
た
」
と
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。

(
7
)
ド
ナ
ル
ド
・
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
は
ど
こ
に
い
た
の
か
？

を
ど
う
や
っ
て
下
し
た
の
か
？

こ
の
他
に
も
マ
イ
ヤ
ー
が

9
月
11
日
の
朝
、
い
つ
、
ど
こ
に
い
た
の
か
に
関
し
て
、
複
数
の
内
部
矛
盾
が
存

在
す
る
が
、
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
マ
イ
ヤ
ー
、
ク
レ
ラ
ン
ド
上
院
議
員
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
、
ク
ラ
ー
ク
証
言
と

の
食
い
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
結
論
を
導
く
べ
き
だ
。
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こ
の
批
判
の
あ
と
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
の
話
は
二
転
三
転
す
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
問
題
は
、

9
時

10

分
か
ら

40
分
の
間
に
（
ペ
ン
タ
ゴ
ン
攻
撃
は

9
時

38
分
）
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
は
ビ
デ
オ
会
議
に
参
加
し
て
い
た

の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
も
し
ク
ラ
ー
ク
の
話
が
正
し
け
れ
ば
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
は

9
時

15
分
ま
で

に
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
突
っ
込
ん
だ

2
機
の
飛
行
機
が
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
さ
れ
て

い
た
こ
と
や
、
他
に
も

11
機

が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
上
空
の
飛
行
機
も
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
攻
撃
さ
れ
る
前
に
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

し
か
し
委
員
会
報
告
書
で

は
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
が
こ
れ
ら
の
こ
と
を
把
握

し
た
の
は

10
時

39
分
ご
ろ
と

な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
ク
ラ
ー
ク
の
話
が
嘘
に
な
る
。

い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
真
実
に
近
い
の
か
。

こ
れ
を
調
べ
る
の
は
比
較
的
簡
単
で
、
ク
ラ
ー
ク
が
参
加
し
て
い
た
ビ
デ
オ
会
議
の

テ
ー
プ
を
提
出
し
て
も

ら
え
ば
い
い

。

メ
デ
ィ
ア
と
議
会
は
す
ぐ
に
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
べ
き
た
。

(8)
テ
ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン
は
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン
か
ら
電
話
を
受
け
た
の
か

テ
ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン

（
以
下
テ
ッ
ド
）
は、

一
期
目
の
ブ
ッ
シ
ュ
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
政
権
で
司
法
省
訟
務
長
官

を
務
め
て
い
た
。
そ
の
前
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
と
‘
‘
コ
ア
の
大
統
領
選
挙
の
と
き
、
ブ

ッ
シ

ュ
側
の
弁
護
士
と
し
て
、

裁
判
で
ブ
ッ
シ
ュ
を
勝
利
に
導

い
た
功
績
も
あ
る
。

9
月
11
日
の
午
後
、
保
守
派
の
論
客
と
し
て
著
名
な
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン

（
以
下
、

バ
ー
バ
ラ
夫
人
。
バ
ー

バ
ラ
は
、
テ
ッ
ド
の
妻
で
あ
る
）
が
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た

77
便
の
中
か
ら
、

テ
ッ
ド
ヘ
電
話
を
か
け
て
い

た
と
い
う
速
報
が
流
れ
た
。

テ
ッ
ド
は

2
回
電
話
を
受
け
て
お
り
、
バ
ー
バ
ラ
夫
人
か
ら
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
含
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で
テ
ッ
ド
は
、

妻
は
座
席
に
つ
い
て
い
る

む
乗
客
全
員
が
機
内
後
部
に
集
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
の
武
器
が
ナ
イ
フ
と
開
梱
用
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
だ
け
だ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
と

C
N
N
は
報
道
し
た
。

テ
ッ
ド
の
報
告
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
が
午
前

9
時
頃
に
連
邦
航

空

局

(
F
A
A
)
の
レ
ー
ダ
ー
か
ら
消
え
た
後
も
、
依
然
と
し
て
空
中
に
あ
っ
た
唯

一
の
証
拠
と
な
っ
た
た
め

極
め
て
重
要
だ
っ
た
（
レ

ー
ダ
ー
か
ら
消
滅
後
、

77
便
が
オ
ハ
イ
オ
州

・
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
州
境
に
墜
落
し
た
と
い

う
報
道
も
あ
っ
た
）
。

ま
た
バ
ー
バ
ラ
夫
人
が

C
N
N
で
著
名
な
解
説
者
だ
っ
た
の
で
、
彼
女
が
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
さ
れ
た
飛
行
機
の

中
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
報
道
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」

に
対
す
る
国
民
の
支
持
を
獲
得
す
る

上
で
、

1
つ
の
重
要
な
要
素
だ
っ
た
。

テ
ッ
ド
の
話
は
、
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
カ
ー
が
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
、
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
る

情
報
の
唯

一
の
根
拠
で
も
あ
り
、
そ
の
点
で
も
重

要
だ
。

し
か
し
、
こ
の
話
は
後
に

二
転
三
転
す
る
。
携
帯
電
話
か
ら
か
け
て
き
た
と
い
う
最
初
の
話
か
ら

3
日
後
の

9
月

14
日
に
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
出
演
し
た
テ
ッ
ド
は
「
バ
ー
バ
ラ
は
機
内
電
話
か
ら
司
法
省
に
コ
レ

ク
ト
コ
ー
ル
を
か
け
て
き
た
」
と
言

っ
た
。
そ
の
わ
け
は
「
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
が
な
か
っ
た
か
ら
、
コ
レ
ク

ト
コ
ー
ル
だ
っ
た
」
か
ら
だ
と
い
う
。

し
か
し
同
日
、

C
N
N
の
ラ
リ
ー
キ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
は

「
2
回
目
の
電
話
は
突
然
に
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
お

そ
ら
く
携
帯
の
電
波
が
悪
か
っ
た
か
ら
」
と
発
言
し
た
。
バ
ー
バ
ラ
夫
人
か
ら
電
話
を
受
け
た
際
の
状
況
を
説

明
す
る
話
は
、
最
初
の
話
に
戻
っ

て
い
る
。

さ
ら
に

2
ヶ
月
後
の
「
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン
を
偲
ぶ
講
演
会
」
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機
内
電
話
か
ら
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
を
か
け
て
き
た
、
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

2
0
0
 
2
年

3
月

の
ロ
ン
ド
ン
・
デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
で
も
「
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
だ
っ
た
の
は
、
彼
女
が
財
布
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
」
と
同
じ
説
明
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
な
い
と
、
そ
も
そ
も
機
内
電
話

を
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
点
で
も
こ
の
話
は
お
か
し
い
が
。

こ
れ
ら
の
話
の
矛
盾
に
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
コ
ミ
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
と
い
う
の
は
、

一
年
経
っ

た

2
0
0
 
2
年

9
月
11
日
も
、

C
N
N
は
バ
ー
バ
ラ
夫
人
が
携
帯
電
話
を
使
っ
て
電
話
を
し
て
き
た
と
伝
え
て
い

た
か
ら
だ
。

テ
ッ
ド
自
身
の
二
転
三
転
し
た
話
は
、
そ
の
後
、
飛
行
中
の
機
中
か
ら
携
帯
電
話
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
技

術
論
争
を
か
も
し
た
あ
げ
く
、
バ
ー
バ
ラ
夫
人
が
「
機
内
電
話
を
使
っ
て
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
を
法
務
省
に
し
て
き

た
」
と
い
う
こ
と
で
一
旦
落
ち
着

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
話
は
後
に
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
そ
の
も
の
に
よ
っ
て

否
定
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
が
ボ
ー
イ
ン
グ

7
5
7
型
機
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
あ
る

9
.
1
1
研
究
者
が
、

ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
同
社
の

7
5
7
型
機
に
は
客
席
電
話
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
に
連
絡
を
取
り
、
「

2
0
0
 
1
年

9
月
11
日
も

そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
質
問
を
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
は
「
そ
の
と
お
り
で
す
。

弊
社
の
ボ
ー
イ
ン
グ

7
5
7
に
は
電
話
を
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

77
便
の
乗
客
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
攻
撃
時
に

は
、
ご
自
分
の
携
帯
電
話
を
使
っ
て
通
話
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
答
え
た
。

こ
の
新
事
実
に
対
し
て
、
公
式
説
明
を
擁
護
す
る
人
々
は
「
テ
ッ
ド
の
最
初
の
話
は
明
ら
か
に
正
し
い
。
バ
ー
バ

ラ
は
自
分
の
携
帯
電
話
を
使
っ
た
の
だ
」
と
答
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、

2
0
0
 
1
年
当
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時
に
使
わ
れ
て
い
た
携
帯
電
話
技
術
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が

2
0
0
 
6
年
に

F
B
I
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
。

20
人
目
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー
と
さ
れ
る
ザ
カ
リ
ア
ス
・
ム
サ
ウ
ィ
の
裁
判
で
、

2
0
0
 
6
年
に

F
B
I
が
提

出
し
た
証
拠
に
は
、

9
月
11
日
の
飛
行
機
四
機
全
て
の
電
話
通
話
に
関
す
る
報
告
が
含
ま
れ
て
い
た
。

ア
メ
リ

カ
ン
航
空

77
便
に
関
す
る
報
告
で

F
B
I
は
、
バ
ー
バ
ラ
夫
人
は

一
度
だ
け
電
話
し
た
と
し
て
お
り
、
し
か
も

そ
れ
は
継
続
「

0
秒
」
の

「
接
続
さ
れ
な
か
っ
た
発
信
」
だ
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

F
B
I
に
よ
れ
ば
テ
ッ

ド
は
妻
か
ら
の
電
話
な
ど

一
度
も
受
け
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

9
月
11
日
に

F
B
I
は
テ
ッ
ド
を
尋
問
し
た
が
、
そ
の
報
告
書
は
、
テ
ッ
ド
が

F
B
I
捜
査
員
た
ち
に
、
バ
ー

バ
ラ
夫
人
が

77
便
か
ら

2
度
電
話
を
か
け
て
き
た
と
語
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、

2
0
0
 
6
 

年
の

F
B
I
報
告
書
は
、
そ
の
よ
う
な
通
話
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
驚
く
べ
き
展
開
だ
。

F
B
I
は
司
法
省
の
一
部
門
な
の
に
、
そ
の
報
告
書
が
元
司
法
訟
務
長
官
の
有

名
な
主
張
を
台
無
し
に
し
た
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
ン
航
空
、
そ
し
て
特
に

F
B
I
に
よ
る
テ
ッ
ド
の
話
の
否
定
は
、

こ
の
上
な
く
重
要
だ
。
バ
ー
バ
ラ
夫
人
か
ら
の
も
の
だ
と
さ
れ
る
複
数
の
通
話
以
外
に
、

77
便
が
ワ
シ
ン
ト
ン

に
戻
っ

た
と
い
う
証
拠
は
な
い
か
ら
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
深
く
追
及

し
、
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
。

(9)
い
つ
軍
は
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

1
便
に
つ
い
て
通
告
を
受
け
た
か
？

ア
メ
リ
カ
ン
航
空

11
便
に
つ
い
て
、

8
時

38
分
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

9
.
1
1
委
員
会
は
、
軍
が
最
初
に

F
A
A
か
ら
通
告
を
受
け
た
時
間
は

こ
れ
に
は
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
軍
の
対
応
に
関
わ
っ
て
い
た
多
く

日本の9.11真相究明運動と 9.11調査委員会報告内への25の疑問 第6i;t 250 



の
当
事
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
構
成
さ
れ
た

2
0
0
2
年
の

A
B
C
番
組
で
は
、
通
告
が

8
時

31
分
頃
だ
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
，

F
A
A
ボ
ス
ト
ン
セ
ン
タ
ー
連
絡
将
校
の
コ
リ
ン
・
ス
コ
ギ
ン
ズ
は
、
北
東
防
衛
軍

(
N

E
A
D
)
へ
の
最
初
の
電
話
は

8
時

30
分
前
だ
っ
た
よ
う
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

(10)
い
つ
軍
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

1
7
5便
に
つ
い
て
通
告
を
受
け
た
か
？

ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空

l
7
5
便
に
つ
い
て
軍
が
最
初
に
通
告
を
受
け
た
時
間
に
関
し
て
、

9
.
1
1
委
員
会
は
、

こ
の
便
が
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
に
激
突
し
た

9
時

3
分
ま
で
こ
の
通
達
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

2
 0
0
 
3
年

5
月
2
2
日
の

F
A
A
の
メ
モ
が
示
し
て
い
る
こ
と
及
び

2
0
0
 
1
年

9
月
1
8
日
の
北
米
航
空
宇
宙

防
衛
司
令
部

(N
O
R
A
D
)
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（時
間
経
過
）
と
国
家
軍
事
指
導
セ
ン
タ
ー

(N
M
o
c
)
の

モ
ン
タ
ー
ギ
ュ
・
ウ
ィ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
准
将
お
よ
び

N
O
R
A
D
の
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
大
尉
と
は
っ

き
り
食
い
違
う
。

(
1
)
 
い
つ
軍
は
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77便
に
つ
い
て
通
告
を
受
け
た
か
？

ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
を
軍
が
最
初
に
知
ら
さ
れ
た
時
間
に
関
し
て
、

9
.
1
1
委
員
会
は
、

軍
は
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
が
攻
撃
さ
れ
る
ま
で
通
達
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
立
場
を
守
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
、

N
O
R
A
D
の
9
月
1
8
日
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（時
間
経
過
）、

2
0
0
 
1
年

9
月
1
5
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム

ズ
記
事
、

F
A
A
の
2
0
0
 
3
年
メ
モ
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
副
長
官
の
発
言
と
食
い
違
う
。
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(12) 
い
つ
軍
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
93
便
に
つ
い
て
通
告
を
受
け
た
か
？

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

93
便
に
つ
い
て
軍
が
最
初
に
知
ら
さ
れ
た
時
間
に
つ
い
て
、

9
.
1
1
委
員
会
は
、
軍
は

そ
れ
が
激
突
す
る
ま
で
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、

N
O
R
A

D
の
2
0
0
 
1
年
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（時
間
経
過
）
、
（
チ
ェ
イ
ニ
ー
を
含
む
）
2
0
0
 
2
年
の
幾
人
か
の
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
関
係
者
、
ク
ラ
ー
ク
及
び
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ー
大
佐
、
ラ
リ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
将
軍
、
モ
ン
タ
ー
ギ
ュ
・

ウ
ィ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
准
将
を
含
む
何
人
か
の
軍
関
係
者
の
発
言
と
食
い
違
う
。

米
軍
が
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空
93
便
を
撃
墜
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
関
し
て
、

9
.
1
1
委

員
会
の
主
張
は
、

撃
墜
で
き
る
立
場
に
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
、
ク
ラ
ー

ク
、
ポ
ー
ル
・
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ウ
ィ

ッ
ツ
副
国
防
長
官
、
及
び
マ
ー
大
佐
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
ー
将
軍
、
ア
ー

ノ
ル
ド
将
軍、

ウ
ィ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
准
将
、
マ
イ
ク
・
ホ
ー
ゲ
ン
少
将
、
ア
ン
ソ
ニ
ー

・
ク
イ
ジ
ン
ス
キ
ー
少

尉
を
含
む
何
人
か
の
軍
関
係
者
の
発
言
と
食
い
違
う
。

(
1
4
)
9
.
1
事
件
の
よ
う
な
攻
撃
は
想
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
？

9
.
1
1
の
よ
う
な
攻
撃
が
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、

(13)
軍
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
93
便
を
撃
墜
で
き
た
の
か
？

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
ペ
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ン
タ
｀
‘
コ
ン
、

9
.
1
1
委
員
会
は
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
多
く
の
政
府
と

軍
関
係
者
か
ら
の
声
明
と
食
い
違
う
。
ま
た
、

9
.
1
1
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
た
い
く
つ
か
の
軍
の
演

習
の
報
告
が
存
在
す
る
。

(15)
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
タ
と
他
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
は
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
っ
た
の
か
？

旅
客
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
と
さ
れ
る
男
た
ち
、
と
く
に
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
タ
が
本
当
に
敬
虔
な
る
モ
ス

リ
ム
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、

9
.
1
1
調
査
委
員
会
の
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
は
、
説
得
力

に
欠
け
る
。
彼
ら
の
性
的
行
動
と
ア
ル
コ
ー
ル
飲
用
、
麻
薬
使
用
に
関
す
る
数
多
く
の
報
告
は
、
敬
虔
な
イ
ス

ラ
ム
教
徒
が
守
り
通
し
て
い
る
戒
律
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
。

(16)
当
局
は
宝
の
山
と
も
い
え
る
ア
タ
の
情
報
を
ど
こ
で
み
つ
け
た
の
か
？

9

.
11
に
関
す
る
公
式
説
明
の
中
核
は
、
こ
の
日
衝
突

・
墜
落
し
た
四
機
の
旅
客
機
は
、
ア
タ
が
率
い
る
ア

ル
カ
イ
ダ
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー
た
ち
ょ
っ
て
乗
っ
取
ら
れ
た
と
い
う
主
張
だ
。
こ
の
主
張
に
対
す
る
証
明
は
こ

れ
ま
で
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
様
々
な
種
類
の
証
拠
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の
は
、

オ
サ
マ
・
ピ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
に
関
す
る
疑
問
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攻
撃
後
ア
タ
の
荷
物
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
だ
。

こ
の
荷
物
中
の
資
料
は
、
飛
行
機
が
ア
タ
や
仲
間

の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
た
ち
に
よ
っ
て
乗
っ
取
ら
れ
た
と
い
う
疑
惑
を
確
認
す
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
ジ
ョ
エ
ル
・

ァ
ッ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
、

2
0
0
 
1
年

9
月

16
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の
記
事
で
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

「
ア
タ
は
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
に
最
初
に
突
入
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

11
便
を
操
縦
し
て
い
た

と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
の
ロ
ー
ガ
ン
空
港
に
あ
っ
た
彼
の
荷
物
の
中
に
残
さ
れ
た
ア
タ
が
書
い
た
手

紙
に
は
、
彼
が
殉
教
者
と
し
て
天
国
に
行
け
る
た
め
に
、
自
殺
を
計
画
し
て
い
る
と
書

い
て
あ
っ
た
。
荷
物
に

は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、
国
際
運
転
免
許
証
、
ボ
ー
イ
ン
グ
旅
客
機
操
縦
法
の
ビ
デ
オ
教
本
と
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
お
祈
り
の
時
間
表
が
あ
っ
た
」

(""Y
o
u
N
e
v
e
r
 I
m
a
g
i
n
e
,
 A
 H
i
j
a
c
k
e
r
 N
e
x
t
 
Door

.~ 

「
隣
人

が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー
だ
な
ど
と
夢
に
も
思
わ
な
い
」
）

こ
の
発
見
は
明
ら
か
に
、
ア
タ
と
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
事
件
を
立
件
す
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
だ
が
、
な

ぜ
ア
タ
の
荷
物
が
、
そ
こ
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
？
ア
ッ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
こ
う
言
っ
て
い
た
。

「
当
局
は
、
ア
タ
と
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ア
ジ
ズ
・
ア
ル
・
オ
マ
リ
が
、
ボ
ス
ト
ン
で
車
を
借
り
、
メ
イ
ン
州
ポ

ー
ト

ラ
ン
ド
ま
で
運
転
し
て
行
き
、
月
曜
日
夜
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
イ
ン
の
部
屋
を
借
り
た
…

二
人
は
更
に
、
火
曜

日
朝
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら
ボ
ス
ト
ン
の
短
距
離
便
に
搭
乗
し
、

11
便
に
乗
り
継
い
だ
と
考
え
て
い
る
」

だ
が
一
体
な
ぜ
ア
タ
の
荷
物
は
、

11
便
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？

9
．
11
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
の

証
言
は
、
余
裕
の
な
い
乗
り
継
ぎ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

へ

の
寄
り
道
の
せ
い
で
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
、
ア
タ
と
オ
マ
リ
が
ボ
ス
ト
ン
を
発
つ

11
便
に
間
に
合
わ
な
く
な

る
と
こ
ろ
で
し
た
。
実
際
、
彼
等
が
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
で
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
し
た
荷
物
は
飛
行
機
に
間
に
合
い
ま
せ

ん
で
し
た
」

（
ス
タ
ッ

フ
供
述

N
o
.
1
6

2
 0
0

 
4
年

6
月

16
日）
。
し
か
し
、
翌
月

9
.
1
1
委
員
会
報
告
が
出
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さ
れ
た
時
に
は
、
こ
の
示
唆
は
消
え
て
い
た
。
実
際
、
委
員
会
は
「
ア
タ
と
オ
マ
リ
は
ボ
ス
ト
ン
に

6
時

45
分

に
到
着
し
た
」
と
書
い
た
後
で
、
「
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の

11
便
は

7
時

45
分
に
離
陸
予
定
だ
っ
た
」
と
補
足
し
た

(
9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
）
。

も
し
、
荷
物
を
運
ぶ
の
に
約

一
時
間
ほ
ど
あ
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ
そ
れ
が
積
み
残
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
？
・
地

上
職
員
の
ミ
ス
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
は
こ
う
報
じ
て
い
る
。
「
ア
タ

は
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

11
便
の

81
人
の
乗
客
の
中
で
、
荷
物
が
便
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、
た
っ
た
一
人
の
客

だ
っ
た
」
（
ポ
ー
ル
・
ス
ペ
リ
ー
、

W
orld.N etDaily.c
o
m
 
2
 0
0
 
2
年

9
月
11
日
）

さ
ら
に
不
可
解
な
謎
が
あ
る
。
も
し
も
ア
タ
が

9
月
10
日
に
既
に
ボ
ス
ト
ン
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
わ

ざ
わ
ざ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ま
で

1
泊
の
旅
に
出
か
け
、
早
朝
の
定
期
便
に
乗
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
？
も

し
も
こ
の
定
期
便
が

1
時
間
遅
れ
て
い
れ
ば
、
ア
タ
と
オ
マ
リ
は
、
接
続
便
に
乗
り
損
ね
て
い
た
は
ず
だ
。
も

し
乗
り
遅
れ
た
と
し
た
ら
、
わ
ず
か

3
人
で

11
便
を
乗
っ
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
お
ま

け
に
ア
タ
は
、

11
便
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
後
、
こ
の
便
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
指
名
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
彼
は
、
何
年
間
も
か
け
て
計
画
し
た
全
体
の
作
戦
の
首
謀
者
だ
っ
た
の
に
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ヘ
の
旅

で
作
戦
中
止
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
さ
え
あ
っ
た
の
だ
。

一
体
な
ぜ
彼
が
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
高
い
旅
を
し
た
の
か
、
全
く
説
明
さ
れ
て
い
な
い

。
攻
撃
か
ら

1
年

後、

F
B
I
長
官
ロ
バ
ー
ト
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
、

9
.
1
1
の
議
会
共
同
公
聴
会
で
証
言
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
攻
撃
の
前
日
、
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
タ
は
…
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ア
ジ
ズ
と
落
ち
合
い
…
メ
イ
ン
州
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド

ま
で
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
し
た
。
二
人
は
、
南
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
イ
ン
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
…
二

人
が
そ
こ
に
で
か
け
た
理
由
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
不
明
の
ま
ま
で
す
」

（
「
記
録
の
た
め
の
証
言
」

共
同
イ
ン
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4
機
の
旅
客
機
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
と
い
う
話
の
根
拠
は
、
乗
客
が
機
内
か
ら
家
族
や
政
府
機
関
に
か

け
た
携
帯
電
話
で
、
中
東
出
身
の
人
物
ら
し
き
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
の
存
在
を
報
告
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
の
存
在
は
機
内
電
話
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は

携
帯
電
話
か
ら
の
報
告
だ
っ
た
。
例
え
ば

9
月
13
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン
ボ
ス
ト
で
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
レ
ー
ン
と

ジ
ョ
ン
・
ミ
ン
ツ
記
者
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
93
便
の
乗
客
だ
っ
た
グ
リ
ッ
ク
か
ら
の
携
帯
電
話
と
他
の
同
様
な
電
話
連
絡
が
、
火
曜
日
の
あ
の
恐
ろ
し
い

朝
に
、

4
機
も
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
が
、
ど
の
よ
う
に
起
き
た
の
か
に
関
す
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
」

同
様
に
携
帯
電
話
か
ら
の
報
告
が
、

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

だ
が
、
な
ぜ
か
最
初
に
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
突
っ
込
ん
だ
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

11
便
か
ら
の
携
帯
電
話
の
報
告

(17) 
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
の
存
在
は
携
帯
電
話
で
報
告
さ
れ
た
の
か

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
委
員
会
公
聴
会
、

2
0
0
 
2
年

9
月
2
6
日）

2
年
後
、

9
.
1
1
委
員
会
は
書
い
て
い
る
。
「
な
ぜ
ア
タ
と
オ
マ
リ
は
、

9
月
10
日
の
朝
ボ
ス
ト
ン
か
ら
メ
イ

ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ま
で
車
で
出
か
け
、
結
局
は
た
だ
ロ
ー
ガ
ン
に
、

9
月
11
日
朝
、

5
9
3
0
便
で
戻
る
だ

け
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
説
得
力
の
あ
る
説
明
と
な
る
、
物
理
的
、
理
論
的
、
あ
る
い
は
分
析
的
証
拠
は
皆
無

で
あ
る
」

(
9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
4
5
1
n
l
)

つ
ま
り
、
ミ
ス
テ
リ
ー
は

2
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。

一
体
な
ぜ
ア
タ
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ヘ
の
リ
ス
ク
の
あ
る

旅
を
し
た
の
だ
ろ
う
？
そ
し
て
、
な
ぜ
彼
の
荷
物
は
、

11
便
に
搭
載
さ
れ
そ
こ
ね
た
の
だ
ろ
う
？
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は
な
い
。
し
か
し
他
の

3
便
か
ら
は
携
帯
電
話
の
報
告
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
で
は
、
電

話
を
受
け
た
人
が
、
電
話
を
か
け
た
人
に
よ
っ
て
携
帯
電
話
で
か
け
て
い
る
と
告
げ
ら
れ
た
か
、
ま
た
は
、
着

信
番
号
表
示
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
携
帯
電
話
か
ら
だ
と
認
識
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、

2
0
0
 
6
年
に
ザ
カ
リ
ア
ス
・
ム
サ
ウ
ィ
の
裁
判
で
、

F
B
I
が
提
出
し
た
報
告
を
見
る
と
、

驚
く
べ
き
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
前
の
話
と
矛
盾
す
る
の
だ
。
し
か
し
こ
の
数
年
の
間
、

F
B
I
は
、
機
内

の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
の
存
在
を
報
告
す
る
の
に
携
帯
電
話
が
使
わ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
新
聞
報
道
や

9
.
1
1

委
員
会
報
告
書
を
否
定
し
な
か
っ
た
。

F
B
I
の
ム
サ
ウ
ィ
裁
判
の
飛
行
機
か
ら
の
電
話
に
関
す
る
報
告
は
、
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン
、
ト
ム
・
バ
ー

ネ
ッ
ト
そ
し
て
他
の
た
く
さ
ん
の
乗
客
か
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
る
電
話
に
関
し
て
問
題
を
引
き
起
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
報
告
は

F
B
I
自
身
に
関
す
る
問
題
も
引
き
起
し
て
い
る
。

(
8
)
で
見
た
よ
う
に
、
ム
サ
ウ
ィ
の
裁
判
で

2
0
0
 
6
年
に
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
通
話
記
録
は
、
も
と

も
と

2
0
0
 
1
年

9
月
20
日
の
時
点
で
完
成
し
て
い
た
。
も
し
そ
う
な
ら
、

F
B
I
は
こ
の
証
拠
が
、
実
際
携

帯
電
話
を
か
け
た
シ
ー
シ
ー

・
ラ
イ
ル
ズ
と
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ェ
ル
ト
を
除
き
、
ト
ム
・
バ
ー
ネ

ッ
ト
や
そ
の

他
の
報
告
さ
れ
て
い
る
通
話
を
支
持
し
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

F
B
I
は
す
ぐ
に
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
を
出
し
て
誤
り
を
訂
正
す
べ
き
だ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
し
な
い
ま
ま
93
便
に
何
が
起
き
た
か
に
関

し
て
マ
ス
コ
ミ
が
嘘
の
描
写
を
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
。
F
B
I
は
ど
う
し
て
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
か
問

わ
れ
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン
に
関
す
る

F
B
I
の
説
明
は
、

(
8
)
に
報
告
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
声
明
に
照

ら
し
合
わ
せ
る
と
問
題
が
あ
る
。
F
B
I
に
よ
れ
ば
、
テ
ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン
の
証
言
に
反
し
て
バ
ー
バ
ラ
夫
人
は
ア
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メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
か
ら

9
時
18
分
58
秒
に
司
法
省
へ

電
話
を
か
け
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
通
じ
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
電
話
を
つ
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

93
便
に
関
す
る

F
B
I
の

報
告
で
、
携
帯
電
話
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
す
べ
て
の
電
話
は
機
内
電
話
か
ら
で
あ
る
。

F
B
I

は
バ
ー
バ
ラ
夫
人
が
か
け
よ
う
と
し
た
電
話
は
携
帯
か
ら
で
あ
る
と
指
定
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
う
や
ら
機
内

電
話
か
ら
か
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

2
0
0
 
6
年
に
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
代
理
人

の
声
明
に
よ
る
と
、

(
8
)
で
解
説
し
た
通
り

77
便
に
は
機
内
電
話
は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。

一
般
市
民
は
新
聞
報
道
や
映
画
や

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書

に
よ
っ
て
、

3
機

(1
7
5
便、

77
便、

93
便
）

の
乗
客
た
ち
が
携
帯
電
話
を
使
っ

て
愛
す
る
人
た
ち
に
、
飛
行
機
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
と

信
じ
こ
ま
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
電
話
を
受
け
取
っ
た
何
人
か
は
そ
れ
が
携
帯
電
話
か
ら
で
あ
る

こ
と
を
信
じ
る
に
足
る
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。

電
話
を
か
け
た
人
が
そ
う
言

っ
た
か
、
ま
た
は
着
信
番
号
表
示
に
よ
り
携
帯
番
号
を
確
認
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ム
サ
ウ
ィ
の
裁
判
で

2
0
0
 
6
年
に

F
B
I
が
提
出
し
た
証
拠
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
ど
の

便
か
ら
誰
も
関
係
者
に
電
話
を
す
る
の
に
携
帯
を
使
っ
て
い
な
い

。
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の
矛
盾
が
ど
う
し

て
存
在
す
る
の
か
調
査
す
べ
き
だ
。

議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
ま
た

F
B
I
に
対
し
て
も
い
く
つ
か
質
問
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
マ
ス
コ
ミ
が
こ

の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
と
報
道
し
続
け
る
の
を
許
し
た
の
か
。
な
ぜ

2
0
0
 
6
年
ま
で
待
っ
て
裁
判
所
に
証

拠
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
、
す
べ
て
の
通
話
の
う
ち
携
帯
電
話
か
ら
の
も
の
は

2
通
話
し

か
な
か
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
の
か
。
な
ぜ
そ
の
と
き
に
な
っ
て
さ
え
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
出
し
て
誤
り
を
正

す
と
い
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
う
や
っ
て
バ
ー
バ
ラ
夫
人
が

77
便
か
ら
電
話
を
か
け
よ
う
と
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し
た
と
結
論
し
た
の
か
、
な
ど
だ
。

重
要
な
問
題
は
、
報
道
さ
れ
た
携
帯
電
話
か
ら
の
通
話
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ア
ル
カ
イ
ダ
の
工
作
員

が
飛
行
機
を
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
し
た
と
い
う
主
張
を
確
立
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
議
会
と
マ
ス

コ
ミ

は
、
ど
う
し
て

F
B
I
は

5
年
も
た
っ
て
か
ら
目
立
た
な
い
よ
う
に
、
真
実
で
な
い
と

一
般
市
民
に
公
表
し
た

の
か
調
査
す
べ
き
だ
。

(18)
ピ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
確
固
と
し
た
証
拠
は
あ
る
の
か
？

9
.
1
1
の
政
府
公
式
説
の
中
で
は
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
攻
撃
の
首
謀
者
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。

こ
の
話
は
政
府
高
官
や
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
確
固
た
る
証
拠
が
あ
る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
。
そ

の
よ
う
な
証
拠
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
と
な
く
暗
示
さ
れ
た
が
、
し
か
し

一
度
も
明
確

な
提
供
は
な
さ
れ
て
い
な
い

。
さ
ら
に
は
、

F
B
I
の
報
道
官
は

F
B
I
が
そ
の
よ
う
な
証
拠
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
説
に
反
論
し
て
い
る
。

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
は
、
完
全
に
、ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が

9
.
1
1
攻
撃
の
責
任
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
立
脚
し

て
い
る
。
そ
れ
は

1
9
9
8
年
に
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
、
「
こ
の
地
球
の
い
か
な
る
場
所
で
も
ア
メ
リ
カ
人
を
殺
す

こ
と
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
義
務
で
あ
り
、
そ
れ
を
求
め
る
」
と
い
う
フ

ァ
ト
ゥ
ワ
（
イ
ス

ラ
ム
法
に
甚
づ
く
宣
言
）

9
.
1委
員
会
の
立
場
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を
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

(
5
)
で
は
カ
リ
ド
・
シ
ー
ク
・

モ

ハ
メ
ッ
ド
（
報
告
書
で
は
単
に

K
S
M
と
記
述
さ

れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
記
述
し
た
後
、
彼
が

9
.
1
1
攻
撃
の
立
案
者
で
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
許
可
を
与
え
た
と
言

っ

た
と
さ
れ
る
声
明
に
基
づ
い
て
、
い
く
つ
も
の
断
定
を
し
て
い
る
。

9
.
1
1
委
員
会
は
攻
撃
が
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
、
一
部
は
計
画
さ
れ
た
と
書
い
て
い
る
。

こ

の
よ
う
な
態
度
は
プ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
証
拠
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
確
固
た
る
証
拠
を
提
供
し
た
か

2
 0
0
 
1
年

9
月

23
日
に

N
B
C
の
「
M
e
e
t
t
h
e
 P
r
e
s
s
」
と
い
う
番
組
に
出
演
し
た
コ
リ
ン
・
パ
ウ
エ
ル

国
務
長
官
と
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
テ
ィ
ム
・
ラ
ン
セ
ッ
ト
と
の
や
り
と
り
で
、
パ
ウ
エ
ル
は
「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が

ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
こ
の
攻
撃
を
結
び
つ
け
る
は
っ
き
り
し
た
証
拠
を
、
近
い
将
来
提
出
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
語

り
、
翌
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
も
「
プ
ッ
シ
ュ
政
権
は
ア
ル
カ
イ
ダ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
テ
ロ
攻
撃
に

関
連
し
て
い
る
と
い
う
、
は
っ
き
り
と
し
た
証
拠
を
近
い
将
来
公
開
し
、
世
界
と
特
に
イ
ス
ラ
ム
諸
国
に
対
し

て
、
軍
事
行
動
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
さ
れ
る
よ
う
努
力
を
す
る
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、

9
月
24
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
は
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
は
極
秘
で
あ
り

発
表
で
き
な
い
と
話
を
覆
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
確
固
た
る
証
拠
が
な
い
た
め
に
そ
の
よ
う
な
書
面
を
発
表
で

き
な
い
と
い
う

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』

の
記
事
が
出
た
。

C
N
N
も
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
自
身
が
こ
の
事
件
と
関
係

あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
や
、
「
も
し
証
拠
を
見
せ
て
く
れ
れ
ば
、
協
力
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
い
う
タ

リ
バ
ン
高
官
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
る
。
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F
B
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
最
重
要
指
名
手
配
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
い
う
ペ

ー
ジ
が
あ
る
。

F
B
_
…
確
固
た
る
証
拠
は
な
い

そ
れ
か
ら

5
週
間
た
っ
て
、
こ
の
証
拠
に
関
す
る
問
題
を

A
P
通
信
の
キ
ャ
シ
ー
・
ギ
ャ
ノ
ン
が
取
り
上
げ

た
。
タ
リ
バ
ン
高
官
の
ム
タ
キ
が
「
我
々
は
戦
い
た
く
な
い
。
交
渉
す
る
が
、
独
立
国
の
よ
う
に
扱
っ
て
ほ
し
い

。

我
々
は
命
令
を
下
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
地
方
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
関
わ
っ
た
と
い
う
証
拠

を
見
せ
て
ほ
し
い
と
言

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
拒
否
し
た
。
ど
う
し
て
な
の
か
」
と

A
P
通
信
に
語
っ
た
の
だ
。

2
 0
0
 
1
年

11
月
に
な
っ
て
も
証
拠
を
提
出
し
て
い
な
い
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
「
我
々
は
テ
ロ
リ
ス
ト
と
交
渉

し
な
い
」
と
し
、
証
拠
を
提
出
す
る
必
要
が
な
い
の
だ
、
と
主
張
し
た
の
だ
っ
た
。

ブ
レ
ア
政
権
は
ピ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
責
任
を
証
明
す
る
確
固
た
る
証
拠
を
提
供
し
た
か
？

10
月

4
日
に
ブ
レ
ア
政
権
は
「
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
テ
ロ
攻
撃
の
責
任
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
書
面
を
提
出

し
，
政
府
が
明
ら
か
に
到
達
し
た
結
論
は
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
彼
が
率
い
る
ア
ル
カ
イ
ダ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が

2
0
0
 
1
年

9
月

11
日
の
事
件
を
計
画
し
実
行
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
書
類
は
、
英
国
政
府
自
身
が
裁
判
に
耐
え
得
る
ほ
ど
の
確
固
た
る
証
拠
で
は
な
い
こ
と
を
認
め

て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
戦
争
を
始
め
る
に
は
十
分
な
書
類
で
あ
る
が
、

9
.
1
1
事
件
の
責
任
者
が
ビ
ン
ラ
デ
ィ

ン
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
確
固
た
る
証
拠
を
提
供
し
て
い
な
い

。

そ
こ
に
ビ
ン
ラ
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結
論

デ
ィ
ン
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
罪
状
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
国
外
に
お
い
て
の
ア
メ
リ
カ
人
の
殺
害
、
連
邦

政
府
施
設
へ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
死
者
を
出
し
た
」
と
あ
る
。
そ
の
下
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
．

「
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
は

1
9
9
8
年

8
月

7
日
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ケ

ニ
ア
の
米
国
大
使
館
爆
破
事
件
に
関
連
し
て

指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
爆
破
事
件
で

2
0
0
人
以
上
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

は
世
界
中
の
テ
ロ
攻
撃
に
関
し
て
容
疑
が
あ
る
」
（
口
絵
写
真
A
・
巻
頭
口
絵

2
ペ
ー
ジ
参
照
）

F
B
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
容
疑
に

9
.
1
1
事
件
の
記
述
が
な
い
こ
と
に
疑
問
を
も
っ
た

「
マ
ッ
ク
レ
イ
カ
ー
レ
ポ
ー
ト
」
編
集
者
の
エ
ド
・
ハ
ー
ス
は
、

F
B
I
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
、
当
時

F
B
I
の

主
席
調
査
報
道
官
で
あ
っ
た
レ
ッ
ク
ス
・
ト
ゥ
ー
ム
に
そ
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
。
彼
の
回
答
は
「
最
重
要
指
名

手
配
の
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
ペ
ー
ジ
に

9
.
1
1
事
件
の
容
疑
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

F
B
I
が
確
固
た
る

証
拠
を
も
っ
て
い
な
い
か
ら
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
、

9
.
1
1
攻
撃
の
責
任
者
だ
と
す
る
確
固
た
る
証
拠
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と

9
.
1
1
調
査
委
員
会
は
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
が
あ
る
か
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

だ
が
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が

9
.
1
1
攻
撃
の
責
任
者
で
あ
る
と
い
う
確
固
た
る
証
拠
が
な
い
と
言
明
し
て
、
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
を
容
疑
者
と
す
る
テ
ロ
行
為
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

9
.
1
1
を
リ
ス
ト
に
載
せ
て
い
な
い

F
B
I
と

食
い
違
う
。
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
存
在
す
る
の
か
、
そ
し
て
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に

せ
よ
、

9
.
11
後
に
採
用
さ
れ
た
政
策
を
正
当
化
す
る
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
ア
ル
カ
イ
ダ
の
責
任
を
裏
づ
け
る
十
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(
2
0
)
C
リ
ン
グ
壁
の
穴
は
ど
う
や
っ
て
で
き
た
の
か
？

(19)
ハ
ニ
・
ハ
ン
ジ
ュ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
77
便
を
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
っ
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
？

ハ
ニ
・
ハ
ン
ジ
ュ
ー
ル
が
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
を
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ま
で
操
縦
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と

9
.
1
1
調
査
委
員
会
は
、
彼
が
そ
う
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、
ア
メ
リ

カ
ン
航
空

77
便
が
最
後
の
数
分
間
に
た
ど
っ
た
と
さ
れ
る
軌
道
を
考
え
れ
ば
、
彼
は
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
ど

こ
ろ
か
、
単
発
エ
ン
ジ
ン
機
さ
え
操
縦
す
る
技
術
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
、
主
要
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ

れ
た
様
々
な
証
拠
と
食
い
違
う
。

こ
れ
に
つ
い
て

9
.
1
1
調
査
委
員
会
も
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
メ
カ
ニ
ッ
ク
ス
も
こ
の
矛
盾
を
解
決
し
て
い
な
い

。

議
会
と
メ
デ
ィ
ア
は
な
ぜ
こ
の
矛
盾
が
あ
る
の
か
、
な
ぜ

9
.
1
1
調
査
委
員
会
が
そ
れ
を
未
解
決
の
ま
ま
に
し

て
い
る
の
か
追
及
す
べ
き
で
あ
る
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
の

C
リ
ン
グ

（建
物
名
称
）

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
関
す
る
疑
問

に
で
き
た
穴
の
原
因
に
関
し
て
、

分
な
証
拠
が
本
当
に
あ
る
の
か
ど
う
か
調
査
す
べ
き
だ
。

ド
ナ
ル
ド
・
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
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と
リ
ー
・
イ
ー
ビ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
の
機
首
に
よ
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、
ペ
ン
タ

ゴ
ン
ビ
ル
の
仕
様
書

で
は
、
航
空
機
の
前
部
は
衝
突
の
際
に
分
解
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

メ
カ
ニ
ッ
ク
ス
は
、
穴
は
（
機
首
で
は
な
く
）
そ
の
代
わ
り
に
飛
行
機
の
着
陸
ギ
ア
で
で
き
た
と
主
張
し
て
い
る
。

C
リ
ン
グ
の
穴
の
原
因
を
探
る
中
で
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
現
れ
て
き
た
。
も
し
そ
れ
が

77
便
の
機
首
に
よ

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
そ
れ
が
リ
ー

・
イ
ー
ベ
イ
の
言
う
よ
う
に
穴
か
ら
突
き
出
し
て
い
た
か
わ
り
に
、
ケ

ビ
ン
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
の
言
う
よ
う
に

B
リ
ン
グ
壁
に
寄
り
か
か
っ
て
い
た
の
か
？
ま
た
、
も
し

A
S
C
E

の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
建
造
物
仕
様
報
告
書
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
着
陸
ギ
ア
が

C
リ
ン
グ
手
前

10
フ
ィ
ー
ト
ま
で

し
か
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ
少
な
く
と
も
ふ
た
り
の
軍
将
校
が

A
ー

E
ド
ラ
イ
ブ
に
そ
れ
が
あ
っ

た
と
報
告
し
て
い
る
の
か
？
し
か
し
、
も
っ
と
も
肝
心
な
疑
問
は
、
米
国
土
木
学
会

(
A
S
C
E
)
報
告
書
が

示
し
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
メ
カ
ニ
ッ
ク
ス
が
は
っ
き
り
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
し

77
便
の
機
首
が
穴
の
原
因
で

な
い
の
な
ら
、
こ
の
機
首
は

C
リ
ン
グ
に
到
達
す
る
ま
で
に
分
解
し
て
い
た
は
ず
な
の
だ
か
ら
、
な
ぜ
ラ
ム
ズ

フ
ェ
ル
ド
と
イ
ー
ベ
イ
は
機
首
部
分
が
穴
を
開
け
た
だ
け
で
な
く
、
後
で
も
ま
だ
そ
れ
が
見
え
る
な
ど
と
報
告

し
た
の
だ
ろ
う
か
？
議
会
と
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
こ
と
や
他
の
矛
盾
点
の
理
由
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。

(21)
ベ
ン
タ
コ
ン
攻
撃
の
間
、
軍
の
戦
闘
機
が
ワ
シ
ン
ト
ン
上
空
を
飛
ん
だ
の
か
？

ペ
ン
タ
ゴ
ン
攻
峡
時
の
除
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
上
空
で
見
ら
れ
た
飛
行
機
の
正
体
に
関
し
て
、
米
軍
は
「
軍

の
飛
行
機
で
は
な
い
」
と
否
定
し
て
い
る
。
だ
が
、

E
ー

4
B
空
軍
機
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

C
N
N
の
飛
行

機
の
映
像
と
食
い
違
う

（元
軍
幹
部
も
こ
の
件
に
つ
い
て
同
意
し
て
い
る
）
。
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9
月

11
日
の
朝
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ヘ
の
攻
撃
以
前
に
ワ
シ
ン
ト
ン
上
空
に
特
殊
な
機
能
を
も
つ
軍
用
機
が
あ
っ

た
こ
と
は
衆
知
の
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
議
会
と
メ
デ
ィ
ア
は
軍
用
機
が
何
を
し
て
い
た
の
か
、
何
を
見

て
い
た
の
か
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
な
ぜ

F
A
A
と
軍
は
下
院
議
員
の
質
問
に
ウ
ソ
の
回
答
を
し
た

の
か
、
そ
し
て
な
ぜ

9
.
1
1
調
査
委
員
会
は
こ
の
こ
と
を
問
題
に
し
な
か
っ
た
の
か
も
同
様
に
追
及
す
る
必
要

が
あ
る
。

(22) 
ル
デ
ィ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
は
ど
う
し
て
タ
ワ
ー
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
知
っ
た
の
か
？

ル
デ
ィ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
）
が
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
こ
と
に
関
し
て
、
タ
ワ
ー
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
予
想
す
る
歴
史
的
根
拠
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、

現
場
に
い
た
数
多
く
の
専
門
家
た
ち
と
、
そ
し
て
す
べ
て
の
消
防
士
た
ち
と
の
証
言
と
食
い
違
う
。

9
.
1
1
口
述
記
録
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
重
要
な
事
実
は
、
タ
ワ
ー
が
崩
壊
す
る
と
言
う
言
葉
が
、
明
ら
か
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
緊
急
管
理
事
務
局

(
O
E
M
)
に
端
を
発
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
務
局
と
ジ
ュ
リ

ア
ー
ニ
は
ど
う
い
う
関
係
な
の
だ
ろ
う
？
当
時
0
E
M
長
官
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ェ
イ
ラ
ー
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ー

ニ
に
直
接
報
告
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、

75
バ
ー
ク
レ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
い
た
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
と
他
の
人
々
は
、
タ
ワ
ー
が
崩
壊
す

る
と
言
わ
れ
た
の
だ
と
彼
は
証
言
し
た
。
だ
が
、
そ
う
言

っ
た
の
は
彼
自
身
の
ス
タ
ッ
フ
な
の
だ
。
タ
ワ
ー
が

完
全
に
崩
壊
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
確
信
は
、
実
際
誰
で
も
持
っ
て
い
た
こ
と
な
の
に
、
ど
う
し

て
彼
ら
は
崩
壊
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
？
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9
.
1
1
委
員
会
と

N
_
S
T
（米
国
標
準
・
技
術
院
）
の
見
解

議
会
と
メ
デ
ィ
ア
は

9
.
1
1
調
査
委
員
会
が
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ジ

ュ
リ

ア
ー
ニ
に
、
彼
と
彼
の

O
E
M
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
、
ほ
か
の
人
た
ち
が
知
り
え
な
い
何
を
知
っ
て
い
た
の
か

聞
く
こ
と
だ
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
崩
壊
は
政
府
、
公
式
報
告
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
飛
行
機
の
衝
突
と
そ
れ
に
よ
る
火
災

か
ら
の
損
傷
に
よ
る
結
果
と
さ
れ
て
い
る
。
タ
ワ
ー
内
の
爆
発
は
、
す
べ
て
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
火
災
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
崩
壊
の
原
因
だ
っ
た
と
さ
れ
る
爆
弾
や
爆
発
物
が
あ
っ
た
と
い
う
説
は
、
そ
れ
が
明
白
で

あ
ろ
う
と
、
ほ
の
め
か
す
だ
け
で
あ
ろ
う
と
、
否
定
さ
れ
て
い
る
。

(23)
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
で
爆
発
が
あ
っ
た
の
か
？

な
ん
の
証
拠
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
は
、
タ
ワ
ー
内
の
爆
発
の
証
言
に
つ
い
て
な
に
も
書
い
て
い
な
い
。
た
だ
、
サ
ウ
ス

タ
ワ
ー
が
崩
壊
し
た
時
、
ノ
ー
ス
タ
ワ
ー
の
何
人
か
の
消
防
士
が
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
分
か
ら
ず

”爆
弾
が

爆
発
し
た
“
と
推
定
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

2
 0
0
 
6
年、

9
.
1
1
委
員
会
の
共
同
議
長
で
あ
る
リ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
カ
ナ
ダ
放
送
局
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

の
な
か
で
、
制
御
解
体
説
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
こ
う
答
え
て
い
る
。

「
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
非
常
に
注
意
深
く
そ
れ
を
調
べ
ま
し
た
が
…
、
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(
N
I
S
T
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
、

し
た
。
見
つ
か
っ
た
証
拠
は
す
べ
て
、
飛
行
機
に
よ
る
も
の
で
し
た
…
。
建
物
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、

要
約
す
れ
ば
、
超
高
温
に
熱
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
が
こ
れ
ら
の
建
物
の
ス
テ
ィ
ー
ル
製
超
構
造
を
溶
解
し
、
崩

壊
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
す
」

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
が
ス
テ
ィ
ー
ル
を
溶
解
し
た
と
述
べ
た
こ
と
で
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は

9
.
l
l
委
員
会
が
前
提
と

し
た
説
さ
え
も
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
さ
ら
け
出
し
た
。
そ
の
説
に
よ
れ
ば
、
火
災
で
は
ス
テ
ィ
ー
ル
が
溶

け
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
直
に
広
が
っ
た
炭
化
水
素
火
災
は
、
ス
テ
ィ
ー
ル
を
溶
解

す
る
の
に
必
要
な
温
度

2
8
0
0
度
よ
り
少
な
く
て
も

1
0
0
0
度

（
華
氏
）

低
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

た
だ
溶
解
は
し
な
く
て
も
、
熱
に
よ
っ
て
ス
テ
ィ
ー
ル
の
強
度
を
劣
ら
せ
た
だ
け
で
崩
壊
す
る
に
充
分
で
あ
っ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
の
こ
の
点
に
お
け
る
無
知
は
、

9
・
日
委
員
会
が
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
崩
壊
に
関
し
て
、
実

質
的
に
何
も
論
じ
て
い
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
た
ぶ
ん
そ
の
説
明
責
任
は
N
I
S
T
と
し
て

一
般
に
知

ら
れ
る
米
国
標
準
・
技
術
院
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

N
I
S
T
の
最
終
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
テ
ロ
リ
ス
ト
が
建
物
に
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
満
載
し
た
旅
客
機
を
激
突

さ
せ
た
あ
と
、
飛
行
機
の
衝
撃
と
そ
れ
に
よ
る
火
災
に
よ
っ
て
タ
ワ
ー
が
崩
壊
し
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
爆
発
物
が
介
在
し
て
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
は
、
た
っ
た

1
行
だ
け
こ
う
指
摘
し
て
い

る
、
「

N
I
S
T
は、

W
T
C
タ
ワ
ー
が

2
0
0
 
1
年
9
月
11
日
以
前
に
仕
掛
け
ら
れ
た
爆
発
物
を
使
用
し
た

制
御
解
体
に
よ
っ
て
崩
壊
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
別
の
仮
説
を
裏
付
け
る
証
拠
は
見
出
せ
な
か
っ

た
」
さ
ら
に
こ
の
説
明
を
捕
捉
す
る
の
が
以
下
の
主
張
で
あ
る
。

衝
突
と
火
災
に
な
っ
た
階
の
下
の
区
域
で
は
、
い
か
な
る
爆
発
の
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港
湾
局
警
察
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
消
防
署
に
よ
っ
て
集
計
さ
れ
た
）
証
拠
は
な
か
っ
た
。

衝
突
と
火
災
に
な
っ
た
階
の
下
の
区
域
と
議
論
を
制
限
し
た
こ
と
で
、
爆
発
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

衝
突
や
火
災
に
よ
る
も
の
と
し
て
説
明
が
つ
く
と

N
I
S
T
は
考
え
た
よ
う
だ
。
他
の
爆
発
が
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
章

で
探
求
さ
れ
る
べ
き
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
疑
問
は
、
も
ち
ろ
ん
、
タ
ワ
ー
が
制

御
解
体
で
崩
壊
し
た
の
か
と
い
う
、
よ
り
根
源
的
な
問
題
に
関
連
し
て
い
る
。

証
拠
調
べ
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
よ
う
な
爆
発
は
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
が
、
現
場
に

い
た
多
く

の
人
々
、
消
防
士
、
救
急
医
療
隊
員
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
生
き
延
び
た
ノ
ー
ス
タ
ワ
ー
・
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
の

職
員
、
警
官
な
ど
の
証
言
と
食
い
違
っ
て
き
て
い
る
。

(24)
第

7
ピ
ル
で
爆
発
が
あ
っ
た
の
か
（
飛
行
機
攻
撃
を
受
け
な
い
で
倒
壊
し
た
ピ
ル
）

W
T
C
7
内
部
で
、
火
災
が
原
因
で
起
こ
り
え
る
も
の
以
外
に
、
爆
発
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
し
て、

N

I
S
T
と

9
.
1
1
委
員
会
は
、
そ
の
よ
う
な
爆
発
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
救
急
医
療
隊
員
、
警
官
、

そ
し
て
ビ
ル
内
に
い
た
二
人
の
市
職
員
の
証
言
と
食
い
違
う
。

(25)
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
瓦
礫
の
中
に
鉄
骨
が
溶
解
し
た
証
拠
が
含
ま
れ
て
い
た
か
？

W
T
C
の
が
れ
き
中
に
、
ス
テ
ィ
ー
ル

（
鉄
骨
）

が
溶
解
し
た
い
う
証
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
、

S
T
の
そ
の
よ
う
な
証
拠
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、
現
場
の
多
く
の
専
門
家
と
、

W
T
C
7
と
タ
ワ
ー

N
I
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の
ひ
と
つ
か
ら
回
収
し
た
ス
テ
ィ
ー
ル
を
調
査
し
た

3
人
の
科
学
者
の
報
告
と
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
彼
ら

の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、

W
T
C
の
が
れ
き
か
ら
回
収
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ル
は
、
硫
化
、
酸
化
、
蒸
発
し
た
証

拠
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ス
テ
ィ
ー
ル
が
溶
解
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

I
S
T
の

主
張
と
は

一
致
し
な
い
。

ま
ず

9
.
1
1
か
ら
ま
も
な
く
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
国
民
、
た
ぶ
ん
特
に
議
会
と
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て

だ
ろ
う
が
、
「

9
月
11
日
の
攻
撃
に
つ
い
て
の
と
ん
で
も
な
い
陰
謀
説
に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
発
言
し

た
。
言
う
ま
で
も
な
く
私
た
ち
は
同
意
す
る
だ
ろ
う
が
、
「

9
月
11
日
の
攻
撃
に
つ
い
て
の
と
ん
で
も
な
い
陰
謀

説
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
そ
の
ま
ま
額
面
ど
お
り
に
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

人
は
こ
れ
に
、
「
と
ん
で
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、

9
.
1
1
に
つ
い
て
の
あ
る
陰
謀
説
を
、
ほ
か
の
も
の

と
区
別
す
る
に
は
適
切
で
は
な
い
と
反
応
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
説
は
そ
も
そ
も
す

べ
て
と
ん
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
言
う

9
.
1
1
の
公
式
説
そ
の
も
の
が
陰
謀
説
で
あ

だ
よ

る
。
陰
謀
と
は
単
に
「
あ
る
不
法
で
蝙
す
行
為
、
あ
る
い
は
悪
事
の
行
為
を
共
同
で
行
う
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
」

で
あ
る
。
あ
る
事
件
に
つ
い
て
の
陰
謀
説
と
は
、
そ
の
よ
う
な
約
束
事
か
ら
生
じ
た
説
に
す
ぎ
な
い
。

9
.
1
1
攻
撃
の
公
式
説
に
よ
れ
ば
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
複
数
の
ア
ル
カ
イ
ダ
の
メ
ン
バ
ー
が
関
わ
っ
た
陰
謀

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
式
説
は
ひ
と
つ
の
陰
謀
説
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

科
学
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
良
い
理
論
と
悪
い
理
論
と
を
区
別
す
る
ふ
た
つ
の
判
断
基
準
が
あ
る
。

結
論
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第
一
に
、
理
論
は
、
そ
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
い
か
な
る
事
実
と
も
矛
盾
し
て
い
な
い
こ
と
。

9
.
1
1
の
公
式
説

の
批
判
者
の
多
く
は
、
公
式
説
が
こ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
を
責
め
て
い
る
の
だ
。
例
え
ば
、

2
機

の
旅
客
機
の
衝
突
に
よ
る
損
傷
と
火
災
で
は
、
な
ぜ
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
崩
壊
し
た
の
か
説
明
で
き
な
い
で
は
な

い
か
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
政
治
家
は
、
飛
行
機
が
、
ビ
ル
に
衝
突
し
た
ら
ビ
ル
は
ど
う
な
る
と
か
、

ス
テ
ィ
ー
ル
が
高
温
に
熱
せ
ら
れ
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
っ
た
、
科
学
的
・
技
術
的
な
知
識
が
問
わ
れ
る
よ
う

な
問
題
を
判
断
す
る
資
格
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、

良
い

理
論
の
も
う
ひ
と
つ
の
判
断
基
準
は
、

い
か
な
る
専
門
的
技
術
を
必
要
と
し
な
い
。
よ
い
理

論
は
首
尾
一
貫
し
て
い
て
、
内
部
矛
盾
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
あ
る
説
が
そ
の
内
部
で

食
い
違
い
を
含
ん
で
い
た
ら
、
そ
れ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
説
で
あ
る
。
そ
れ
が
そ
の
よ
う
な
食
い
違
い
を
非

常
に
多
く
含
ん
で
い
た
ら
、
そ
れ
は
「
と
ん
で
も
な
い
」
説
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

9
.
1
1
に
関
す
る
公
式
陰
謀
説
に
は
、
少
な
く
て
も

25
の
食
い
違
い
が
あ
る
の
で
、
「
明
ら
か
に
と
ん
で
も
な

い
」
説
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
説
が
、
ふ
た
つ
の
国
へ
の
攻
撃
を
正
当
化
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
何
千
の
ア
メ
リ
カ
人
を
含
む
、
百
万
人
以
上
の
死
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
説
は
ま
た
、

不
法
な
勾
留
、
拷
問
、
裁
判
所
か
ら
の
令
状
な
し
の
ス
パ
イ
行
為
、
人
身
保
護
令
状
請
求
権
の
否
定
と
い
っ
た

基
本
的
人
権
の
無
視
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
を
全
体
的
に
台
無
し
に
す
る

こ
と
の
正
当
化
に
も
利
用
さ
れ
た
。

9
.
1
1
の
公
式
説
と
い
う
名
の
下
に
正
当
化
さ
れ
て
き
た
違
法
行
為
を
考
え
る
と
、
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
は
こ

の
公
式
説
に
あ
る
多
く
の
矛
盾
が
、
実
は
偽
り
な
の
か
問
い
た
だ
す
必
要
が
あ
る
。

※

『9
¥1
1

 

Contradictions.]
の
日
本
語
版
は

2
0
0
 
9
年
中
に
緑
風
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
る
予
定
。
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2
 0
0
 
1
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
で
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
諮
問
委
員
長
も
務
め
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ス

テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
は
、

2
0
0
 
8
年
10
月
に
国
連
の
金
融
危
機
対
策
部
会
長
に
任
命
さ

れ
た
。

彼
は
、
「
世
界
を
不
幸
に
す
る
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
経
済
＼
イ
ラ
ク
戦
費

3
兆
ド
ル
の
衝
撃
」

（徳
間
書
店
）
の
中
で
、

「
イ
ラ
ク
で
ア
メ
リ
カ
兵
数
千
人
が
死
亡
し
、
五
万
八
千
人
以
上
が
重
軽
傷
又
は
深
刻
な
病
を
負
い
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
七
千
三
百
人
の
兵
士
が
重
軽
傷
又
は
深
刻
な
病
を
負
い
、
十
万
人
の
兵
士
が
深
刻
な
精
神
障
害
に

陥
っ
て
帰
国
し
た
。
帰
還
兵
の
補
償
金
、
恩
給
、
障
害
手
当
な
ど
も
含
む
こ
の
戦
争
の
長
年
に
わ
た
る
財
政
的
、

経
済
的
コ
ス
ト
は
約
三
兆
ド
ル
に
達
す
る
。
日
本
経
済
へ
の
負
担
は
三
十
兆
円
以
上
が
見
込
ま
れ
、
戦
争
が
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
を
悪
化
さ
せ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
名
誉
教
授
は
「
軍
事
ケ
イ

ン
ズ
主
義
の
終
焉
」

（「
世
界
」

2
0
0
 
8
年

4
月
号
）
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
肥
大
化
し
た
軍
事
支
出
が
巨
額

の
財
政
赤
字
を
も
た
ら
し
、
将
来
の
世
代
に
負
債
を
押
し
付
け
た
と
分
析
す
る
。

彼
は
巨
額
の
軍
事
費
に
支
え
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
を
「
軍
事
ケ
イ
ン
ズ
主
義
」
経
済
と
呼
び
、
戦
争
に
奪
わ

世
界
を
不
幸
に
す
る
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
経
済
と
「
戦
争
中
毒
」

あ
と
が
き

オ
バ
マ
米
国
は
変
わ
れ
る
か
？
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れ
た
人
的

・
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
は
国
内
の
長
期
的
な
繁
栄
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
戦
争
が
「
機
会
損
失
」
を

生
じ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

実
は
、
日
本
の
内
閣
府
も

2
0
0
 3年
に
イ
ラ
ク
戦
争
の
長
期
的
な
経
済
的
影
響
、
戦
費
及
び
戦
後
の

コ
ス

ト
負
担
の
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
（
「
世
界
経
済
の
潮
流
」

2
0
0
 3年
春
）
。
こ
の
論
文
で
は
、
イ
ラ

ク
戦
争
の
コ
ス
ト
が
直
接
の
軍
事
費
と
戦
後
コ
ス
ト
と
合
わ
せ
て

1
兆

9
2
4
0
億
ド
ル
に
上
る
と
い
う
米
国

の
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
教
授
の
予
測
を
紹
介
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、

2
0
0
 
8
年

3
月
22
日
号
の
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
は
「

1
2
0
兆
円
マ
ネ
ー
が
動
く
『
戦

争
ビ
ジ
ネ
ス
』
の
全
貌
」

と
い
う
特
集
を
掲
載
し
た
。

戦
争
が
増
え
る
と
巨
額
の
カ
ネ
が
転
が
り
込
む
軍
需
関
連
企
業
の
内
幕
と
、
医
療
費
高
騰
で
病
院
に
も
行
け

な
い
国
民
が
続
出
す
る

一
方
で
、
過
去

60
年
で

1
5
0
0
兆
円
以
上
も
戦
争
に
費
や
し
て
き
た
米
国
の
実
態
を

描
い
て
い
る
。

米
国
に
と
っ
て
戦
争
は
利
権
で
あ
り
、
病
理
で
あ
る
。
「
や
め
ら
れ
な
い
、
止
ま
ら
な
い
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ

の
「
紛
争
バ
ブ
ル
」
と

「
戦
争
中
毒
」
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
戦
争
中
毒
の
構
造
は

『戦
争
中
毒
ー
ア
メ

リ
カ
が
軍
国
主
義
を
脱
け
出
せ
な
い
本
当
の
理
由
』
（ジ

ョ
エ
ル
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
著
、
き
く
ち
ゆ
み
監
訳
、
合

同
出
版
）
と
い
う
マ
ン
ガ
に
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
押
し
付
け
る
の
は
軍
事
費
ば
か
り
で
は
な
い
。
米
国
政
府
が
日
本
政
府
に
対
し
て
規
制

日
本
を
不
幸
に
す
る
年
次
改
革
要
望
書
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や
制
度
の
改
革
を
求
め
る
文
書
が
年
次
改
革
要
望
書
で
、
毎
年
日
本
政
府
に
提
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

政
府
に
よ
る
日
本
改
造
要
求
で
あ
り
、
内
政
干
渉
と
思
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
国
益
の
追
求
で
、
日
本
の
国
益
に

反
す
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
郵
政
民
営
化
は
郵
便
貯
金
や
簡
易
保
険
な
ど
の
国
民
の
財
産
を
外
資
に
売
り
渡
す
側
面
が
強
く
、

三
角
合
併
解
禁
は
時
価
総
額
が
大
き
い
外
資
が
日
本
の
大
手
企
業
を
買
収
し
て
傘
下
に
贈
き
や
す
く
し
て
、
外

資

へ
の
売
国
的
行
為
と
す
る
意
見
が
あ
る
。

医
療
改
革
は
、
外
資
系
保
険
を
利
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
る

一
方
で
、
患
者
の
医
療
費
負
担
増
や
医
療
報
酬

減
額
が
医
療
崩
壊
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

1
9
9
9
年
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
に
よ
り
製
造
業
へ
の
日
雇
い
派

遣
が
原
則
解
禁
と
な
り
、
今
日
の
「
派
遣
切
り
」
を
容
易
に
し
た
。
近
年
の
要
望
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
9
9
7
年
独
占
禁
止
法
改
正
・
持
株
会
社
の
解
禁

1
9
9
8
年
大
規
模
小
売
店
舗
法
廃
止
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
成
立
、
建
築
基
準
法
改
正

1
9
9
9
年
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
、
人
材
派
遣
の
自
由
化

2
 0
0
 
2
年
健
康
保
険
に
お
い
て
本
人

3
割
負
担
を
導
入

2
 0
0
 
3
年
郵
政
事
業
庁
廃
止
、
日
本
郵
政
公
社
成
立

2
 0
0
 
4
年
法
科
大
学
院
の
設
置
と
司
法
試
験
制
度
変
更

2
 0
0
 
5
年
日
本
道
路
公
団
解
散
、
分
割
民
営
化
、
新
会
社
法
成
立

2
 0
0
 
7
年
新
会
社
法
の
中
の
三
角
合
併
制
度
が
施
行
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マ
ス
コ
ミ
支
配
の
検
証
も
大
き
な
課
題

こ
れ
ら
の
内
容
も
問
題
だ
が
、
よ
り
大
き
な
問
題
は
、
年
次
改
革
要
望
書
を
日
本
の
主
要
マ
ス
コ
ミ
が
ほ
と

ん
ど
報
道
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

2
 0
0
 
5
年

9
月
11
日
の
小
泉
総
理
に
よ
る
郵
政
選
挙
の
際
、
自
民
党
や
民
主
党
の
議
員
が
年
次
改
革
要
望

書
を
取
り
上
げ
た
が
、
テ
レ
ビ
も
全
国
紙
も
一
切
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
郵
政
民
営
化
が
国
民
の
財
産
を
外
資
に

売
り
渡
す
側
面
が
強
い
こ
と
を
国
民
に
知
ら
れ
て
は
ま
ず
い
と
マ
ス
コ
ミ
対
策
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
手
広
告
代
理
店
が
、
企
業
広
告
を
テ
コ
に
マ
ス
コ
ミ
支
配
を
し
て
い
る
こ
と
を
暴
露
し
た
政
治
評
論
家
の

森
田
実
さ
ん
は
、
以
来
テ
レ
ビ
に
出
演
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

9
.
1
1
の
真
相
究
明
活
動
も
同
じ
で
あ
る
。

2
0
0
 
8
年

1
月
10
日
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
の
私
の
質

問
は

N
H
K
テ
レ
ビ
の
中
継
が
あ
っ
た
が
、

一
般
紙
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ず
、
産
経
新
聞
の
コ
ラ
ム
で
の
宮

崎
哲
弥
さ
ん
と
週
刊
文
春
が
「
陰
謀
論
の
ト
ン
デ
モ
議
員
」
と
私
を
茶
化
し
た
記
事
を
掲
載
し
た
だ
け
で
、
後

は
無
視
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
テ
レ
ビ
局
が
私
の
取
材
を
含
む
ニ
ュ
ー
ス
の
特
集
番
組
を
決
め
て

い
た
が
、
突
如
上
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
入
っ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

今
回
の
出
版
に
当
た
っ
て
も
、
同
様
の
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
影
響
が
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
に
ま

で
深
く
浸
透
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
幸
い
大
手
新
聞
や
テ
レ
ビ
局
の
元
幹
部
ら
も
個
人
と
し
て
は
、
こ
の

出
版
や
テ
レ
ビ
取
材
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
本
書
で
述
べ
た
よ
う
に

9
.
1
1
の
真
相
究
明
の
損
益
分
岐
点

が
、
ア
メ
リ
カ
も
含
め
近
づ
い
て
来
て
い
る
と
実
惑
で
き
る
。

メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
」
と
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
が
、
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2
 0
0
 
9
年
は
国
連
に
よ
る
「
国
際
和
解
年
」
で
あ
る
。
国
連
は
「
平
和
維
持
と
平
和
構
築
、
紛
争
予
防
、

武
装
解
除
、
持
続
可
能
な
開
発
、
人
権
や
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
推
進
と
保
障
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
お
よ

び
統
治
へ
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
敬
意
と
寛
容
の
立
場
に
基
づ
く
敵
対
勢
力
間
の
対
話
が
、
和
平
と
和
解
に

不
可
欠
で
あ
る
」
と
謳
っ
て
い
る
。
そ
し
て
和
解
と
恒
久
的
平
和
の
達
成
に
真
実
と
正
義
が
欠
か
す
こ
と
の
で

「
国
際
和
解
年
」
に
ふ
さ
わ
し
い

C
h
a
n
g
e
を

大
量
破
壊
兵
器

(W
M
D
)
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
主
張
を
鵜
呑
み
に
す
る
ミ
ス
を
犯
し
た
こ
と
に
対
す

る
検
証
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
の
マ
イ
ケ
ル
・
マ
シ
ン
グ
元
編
集
主
幹
は
、
こ
の
「
メ
デ
ィ

ア
の
失
敗
」
の
理
由
と
し
て
、

①
歴
代
で
最
も
情
報
の
管
理
と
操
作
に
た
け
た
政
権
が
現
れ
た

②
イ
ラ
ク
開
戦
前
の
民
主
党
は
政
権
批
判
を
避
け
、
多
く
の
読
者
も
大
統
領
批
判
の
記
事
に
寛
容
で
は
な
か
っ
た
。

③
情
報
機
関
の
内
部
で
は
早
く
か
ら
大
量
破
壊
兵
器
情
報
の
信
頼
性
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
っ
た
の
に
、
萎
縮
と
自

己
規
制
の
結
果
、
メ
デ
ィ
ア
は
積
極
的
に
応
じ
な
か
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
（朝
日
新
聞
2
0
0
 
4
年

9
月
17
日
）。

「P
a
t
r
i
o
t
s
Q
u
e
s
t
i
o
n
 9
1
1」
（
竿El
章
）
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

C
I
A

や
F
B
I

な
ど
の
専
門
官
が

9
•
H

テ
ロ
攻
撃
の
可
能
性
を
事
前
に
警
告
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
権
首
脳
達
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ

た
か
、
無
視
し
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
の
検
証
に
加
え
、
日
本
政
府
の
対
応
の
検
証
、

そ
し
て
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
の
検
証
も
欠
か
せ
な
い
。
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変
わ
る
べ
き
ア
メ
リ
カ
の
原
点
は

9
.
1
の
直
視
と
再
考
か
ら

き
な
い
要
素
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
世
界
中
を
戦
争
に
巻
き
込
ん
だ
こ
の

8
年
間
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
検

証
、
そ
し
て
そ
の
原
点
と
し
て
の

9
.
11
の
真
実
の
追
及
こ
そ
が
未
来
へ
の
責
任
の
出
発
点
で
あ
る
。

2
 0
0
 
9
年

1
月
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
就
任
し
た
。
物
質
主
義
と
間
接
情
報
の
多
い
現
代
に
「
ヒ
ー
ロ
ー
」

が
存
在
す
る
と
い
う
感
動
を
抱
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
神
か
ら
使
わ
さ
れ
た
よ
う
な
英
雄
が
、

こ
の

8
年
間
世
界
で
最
も
嫌
わ
れ
て

い
た
国
の

一
っ
ア
メ
リ

力
に
現
れ
た
の
だ
。
民
主
党
国
際
局
長
を
努
め
て
い
た
私
は

2
0
0
 
4
年

7
月
の
ア
メ
リ
カ
民
主
党
大
会
に
当

時
の
岡
田
克
也
民
主
党
代
表
と
と
も
に
出
席
し
た
。

私
た
ち
が
ボ
ス
ト
ン
の
大
き
な
ド
ー
ム
に
入
る
と
、
丁
度
演
説
し
て
い
た
の
が
上
院
議
員
に
当
選
し
た
ば
か

り
の
無
名
の
オ
バ
マ
で
あ
っ
た
。
そ
の
飛
び
ぬ
け
た
演
説
で
売
り
出
し
中
の
彼
は
、
絶
叫
も
派
手
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

も
な
い
、
伝
道
師
の
よ
う
に
静
か
に
説
得
す
る
よ
う
な
演
説
だ
っ
た
。
「
オ
バ
マ
は
世
界
を
友
に
で
き
る
！

バ
マ
は
世
界
と
和
解
で
き
る
！
」
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
。

今
回
の
就
任
演
説
で
特
徴
的
な
の
は
、
象
徴
的
な
深
い

意
味
の
あ
る
言
葉
を
散
り
ば
め
た
こ
と
と
、
誰
に
も

意
味
が
わ
か
る
事
柄
を
敢
え
て
間
接
的
に
表
現
し
た
こ
と
だ
。

例
え
ば
、
「
私
達
の
国
は
、
暴
力
と
憎
し
み
の
際
限
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
戦
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
世
界

か
ら
嫌
わ
れ
て
し
ま

っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
失
政
を
現
し
て
お
り
、
ま
た
「
先
人
は
軍
事
力
だ
け
が
私
達
を

守
る
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
ま
た
そ
れ
を
好
き
勝
手
に
使
え
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
」
「
イ
ス

ラ
ム

世
界
と
の ォ
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Yes, h
e
 can! 
Y
e
s
.
 we
 c
a
n
 

こ
う
し
た
政
策
の

そ
し
て

関
係
で
は
、
互
い
の
利
益
と
互
い
の
敬
意
を
基
本
と
し
て
共
に
歩
む
方
法
を
探
す
」
と
は
、

転
換
を
明
確
に
表
わ
し
て
い
た
。

演
説
で
彼
が
訴
え
た
こ
と
は
「
変
え
て
は
な
ら
な
い
価
値
は
し
っ
か
り
守
り
」
、
「
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

政
策
は
し
っ
か
り
変
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

オ
バ
マ
大
統
領
の
最
初
の
外
国
首
脳
へ
の
電
話
会
談
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
ヘ
の
攻
撃
を
浴
び
て

い

た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ッ
パ
ス
首
相
で
あ
っ
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
支
援
を
無
視
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
世
界

で
真
っ
先
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
首
相
に
電
話
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
生
命
と
自
身
の
生
命
と
の
両
方
を
か
け

た
決
断
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ロ
ビ
ー
活
動
制
限
や
情
報
公
開
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員
の
給
与
カ

ッ
ト

な
ど
、
抵
抗
が
予
想
さ
れ
る
政
策
を
次
々
と
実
行
し
て
い
る
。

こ
の
オ
バ
マ
大
統
領
登
場
に
よ
っ
て
変
わ
る
べ
き
ア
メ
リ
カ
の
原
点
は
1
9
.
1
1
の
直
視
と
再
考
、

9

.
11
体
制
の
リ
セ
ッ
ト
に
あ
る
と
思
う
。

本
書
は
三
カ
国
に
在
住
す
る
人
々
と
の
緊
急
出
版
で
あ
る
。
情
報
等
の
不
十
分
な
点
は
、
是
非
読
者
か
ら

ご

教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
9
.
11
を
国
会
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
出

版
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
で
あ
る
。
今
回
そ
の
出
版
を
快
諾
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
河
西
保

夫
社
長
の
熱
意
に
敬
意
を
表
す
る
。
そ
し
て
、
資
料
収
集
を
担
当
し
て
く
れ
た
秘
書
の
小
林
史
子
さ
ん
と
長
女

の
藤
田
愛
、
そ
し
て
危
険
な
国
会
追
及
を
励
ま
し
続
け
て
く
れ
た
妻
、
藤
田
玲
子
に
心
か
ら
お
礼
を
言

い
た
い
。
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国
会
で
の
議
論
を
知
っ
て
い
た
だ
く
上
で
、
編
集
し
た
の

が
こ
の
資
料
で
あ
る
。
私
の
質
問
と
政
府
の
答
弁
の
重
要
な

部
分
だ
け
を
抜
粋
し
て
い
る
が
、
全
体
を
お
読
み
に
な
り
た

い
人
は
、
国
会
会
議
録
シ
ス
テ
ム

h
t
t
p
:
/
＼
 k
o
k
k
a
i
.ndl
.g
o
.j
 
p
 ¥
 

か
ら
検
索
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

序
章

9
ペ
ー
ジ
で
述
べ
た
、
「
テ
ロ
は
犯
罪
か
、
そ
れ
と
も

戦
争
か
」
と
い
う
福
田
総
理
に
対
す
る
質
問
の
や
り
取
り
が

以
下
で
あ
る
。
福
田
総
理
は
「
テ
ロ
は
犯
罪
」
と
明
確
に
答

え
て
い
る
が
、
「
犯
罪
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
替
察
に
よ
る
捜
査
、

さ
ら
に
犯
人
の
逮
捕
と
裁
判
と
い
う
手
続
き
が
必
要
な
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
そ
う
し
た
手
続
き
を
経
ず
に
ア

メ
リ
カ
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
戦
争
協

力
を
行
っ
て
き
た
。
泥
縄
式
の
海
外
派
兵
で
あ
る
。

F
凹

0
藤
田
幸
久
君

総
理
、
テ

ロ
リ
ズ
ム
は
犯
罪
で
す
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
、
つ

ま
り
武
力
紛
争
で
す
か
。

こ
れ
こ
そ
本
法
案
の
最
も
根
幹
を

成
す
大
前
提
で
あ
り
、
逃
げ
ず
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

も
し
犯
罪
と
す
る
な
ら
ば
、
犯
罪
者
が
潜
伏
す
る
他
国
の

政
権
を
別
の
国
の
軍
隊
が
武
力
で
倒
す
こ
と
も
容
認
す
る
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
テ
ロ
を
戦
争
と
考
え
る
と
し

て
も
、
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
て
き
た
先
制
攻
撃
に
は
、

証
拠
が
な

い
ま
ま
に
勝
手
な
言

い
訳
で
他
国
を
攻
撃
す
る
こ

と
を
認
め
る
危
険
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

総
理
、
そ
も
そ
も
テ
ロ
と
の
戦
い
と
は
だ
れ
の
だ
れ
に
対

す
る
戦
い
で
す
か
。

こ
れ
が
不
明
確
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
不

参
議
院
本
会
議

平
成

19
年

11
月
28
日
よ
り
抜
粋

国
会
質
疑
／
テ
ロ
は
犯
罪
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
か
っ
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朽
の
自
由
作
戦
、

O
E
F
が
無
差
別
、
報
復
的
に
な
り
、
市

民
に
対
す
る
大
量
破
壊
戦
争
と
化
し
た
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん

か
。
九
．
―

-
同
時
多
発
テ
ロ
を
受
け
て
採
択
さ
れ
た
国
連
決

議
一

三
六
八
は
、
テ
ロ
実
行
犯
の
引
渡
し
に
よ
る
解
決
と
正

当
防
衛
と
し
て
の
米
国
の
自
衛
権
を
認
め
た
も
の
で
、
他
国

の
体
制
変
換
を
目
的
と
す
る
戦
争
と
し
て
認
め
た
わ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
総
理
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

テ
ロ
リ
ス
ト
の
掃
討
を
目
指
す
最
近
の

O
E
F
の
軍
事
活

動
は
、
む
し
ろ
テ
ロ
を
誘
発
し
、
憎
し
み
の
連
鎖
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
対
テ
ロ
戦
争
の
在
り
方
の
検
証
と
見
直
し
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

0
内
閣
総
理
大
臣

（福
田
康
夫
君
）

テ
ロ
は
い
か
な
る
理
由
を
も

っ
て
し
て
も
正
当
化
で
き
ず
、

断
固
と
し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
際
社

会
は
、
テ
ロ
対
策
の
抜
け
穴
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
、
テ
ロ
防

止
関
連
条
約
の
作
成
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な
テ
ロ

行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
犯
罪
と
し
、
各

国
が
こ
れ
を
処
罰
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
着
実
に
整
備

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
九
．
―

-
テ
ロ
攻
撃
は、

高
度
の
組
織
性
、
計
画
性

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
通
常
の
テ
ロ
の
事
例
と
は
次
元
が
異
な

り
、
国
連
憲
章
第
五
十

一
条
に
よ
る
武
力
攻
撃
に
当
た
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

二

0
0
一
年
九
月
十
二
日
に

採
決
さ
れ
ま
し
た
決
議

一
三
六
八
に
お
い
て
、
安
保
理
は
九
・

一

の

テ
ロ
攻
撃
を
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全

に
対
す
る
脅

威
で
あ
る
と
認
定
し
ま
し
た
。

当
時
、
米
国
等
は
、
こ
の
テ
ロ
攻
撃
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
さ
れ
る
ア
ル
カ
イ
ダ
及
び
そ
れ
を
支
援
す
る

タ
リ
バ
ン
に
対
し
て
、
米
国
に
対
す
る
更
な
る
攻
撃
を
防
止

し
又
は
阻
止
す
る
た
め
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
軍
事
施
設
へ

の
攻
撃
等
の
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
こ
の
米
国
の
行
動

は
適
法
な
自
衛
権
の
行
使
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（中
略
）

こ
う
し
た
国
際
社
会
の
取
組
の

一
環
で
あ
る
不
朽
の
自
由

作
戦
下
の
米
国
の
活
動
は
、
九
．

―
一
の

テ
ロ
攻
撃
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
脅
威
を
除
去
す
る
た
め
の
活
動
で
あ
り
、
適

法

に
自
衛
権
を
行
使
す
る
も
の
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
御
指
摘
の
安
保
理
決
議
第
一

三
六
八
号

が
国
際
社
会
に
求
め
て
い
る
テ
ロ
行
為
を
防
止
し
抑
止
す
る

た
め
の
努
力
に
も
当
た
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
御
指
摘
の

よ
う
な
他
国
の
体
制
変
換
を
目
的
と
す
る
戦
争
で
あ
る
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

0
藤
田
幸
久
君

福
田
総
理
か
ら
御
自
分
の
お
言
葉
で
お
答
え
い
た
だ
き
た

＜
、
再
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

テ
ロ
の
定
義
に
つ

い
て
、
計
画
性
、
組
織
性
が
あ
る
武
力
抗
争
と
、
そ
し
て
元
々

テ
ロ
リ
ス
ト
と
い
う
も
の
は
犯
罪
性
が
あ
る
と
い
う
お
話
で

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
す
る
攻
撃
が
始

ま
っ
て
か
ら
そ
の
意
味
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
実
態
が
私
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
か
つ
て
は
タ
リ
バ
ン
の
中
に
紛
れ
て
い

た
、
し
か
し
今
は
市
民
の
中
に
点
在
し
て
い
る
ん
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
す
る
戦
争
は
、
市
民
を

こ
れ
だ
け
大
き
く
巻
き
込
ん
だ
戦
争
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
総
理
の
答
弁
の
中
に
は
、

こ
の
市
民
が
大
変
な
被
害
を

被
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
大
屎
破
壊
戦
争
的
な
戦
争
の
実

態
に
つ
い
て
の
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（中
略
）

初
め
は
テ
ロ
と
い
う
も
の
が
一
般
的
に
は
犯
罪
性
が
あ
る

け
れ
ど
も
、
今
回
の
こ
の
九
・
―一

に
は
組
織
性
、
計
画
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
対
テ
ロ
戦
争
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、

実
態
と
す
れ
ば
、
今
は
む
し
ろ
犯
罪
者
と
し
て
の
テ
ロ
リ
ス

ト
に
対
し
て
、
市
民
の
協
力
も
得
な
が
ら
こ
の
テ
ロ
リ
ス
ト

を
追
い
出
し
、
そ
し
て
テ
ロ
リ
ス
ト
の
温
床
を
、
そ
し
て
麻

薬
の
温
床
を
変
え
る
よ
う
な
、
人
道
復
興
支
援
を
中
心
と
し

た
支
援
活
動
に
大
き
な
転
換
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
福
田
総

理
か
ら
直
接
生
の
言
葉
で
お
答
え
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

0
内
閣
総
理
大
臣
（
福
田
康
夫
君
）

テ
ロ
行
為
は
こ
れ
を
犯
罪
と
す
る
と
、
こ
う
申
し
上
げ
ま

し
た
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、

一
方
で
九
．

―
-
テ
ロ
攻
繋

は
高
度
の
組
織
性
、
計
画
性
が
見
ら
れ
る
な
ど
通
常
の
テ
ロ

の
事
例
と
は
次
元
が
異
な
る
、
で
、
国
連
憲
章
第
五
十
一
条

に
よ
る
武
力
攻
撃
に
当
た
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
申
し
上

N
H
K
で
も
中
継
さ
れ
た
9
.
1
1
の
疑
問
の
数
々

げ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
私
は

答
弁
を
し
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

O
E
F
が
市
民
に
対
す
る
大
獄
破
壊
戦
争
と

化
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
の
認
識

と
は
違
い
ま
す
。
国
際
社
会
の
認
識
と
も
違
う
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う

O
E
F
が
治
安
活
動
を
す
る
上
で
市
民
に
対
し
て

危
害
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
そ
う
い
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
起
こ
り
得
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ど
う
い
う
治
安
活
動
に
お
い
て
も
そ

う
い
う
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
常
識
的
に
分

か
る
で
し
ょ
う
、
皆
さ
ん
方
も
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
増
す
、
そ
れ
を
超
え
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
お
け
る
社
会
的
な
、
経
済
的
な
、
政
治
的
な
効
果
が
発

揮
し
つ
つ
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
に
着
目
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
本
人

「
犯
罪
」
だ
と
す
る
と

「
犯
人
」
は
誰
か
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、

9
.11
の
事
件
が
あ
っ
た
日
の
夜
に
「
犯
人
は
ア
ル
カ
イ
ダ
」

だ
と
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し

「
犯
罪
」
を
捜
査
し
て
い
る

F
B
I
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の

指
名
手
配
苦
で
は
、
彼
と

9
.
1
1
テ
ロ
と
の
関
係
は
一
切
触

れ
ら
れ
て
い
な
い

。

（
巻
頭
カ
ラ
ー
ロ
絵
参
照
）

そ
も
そ
も

9
月
11
日
に
、
誰
が
何
を
し
た
の
か
、
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参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会

平
成
20
年

01
月

10
日
よ
り
抜
粋

24
人
に
何
が
起
こ
っ
た
か
の
と
い
う
基
本
的
事
実

に
つ
い
て
、

私
は
外
交
防
衛
委
員
会
と
質
問
主
意
書
で
丹
念
な
質
問
を
開

始
し
た
。

0
藤
田
幸
久
君

今
回
の
法
案
の
原
点
は
九
．
―

-
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

九
．
―

一
と
い
う
も
の
は
そ
も
そ
も
ア
ル
カ
イ
ダ
あ
る
い
は

ア
ル
カ
イ
ダ
の
み
に
よ
る
犯
行
で
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
か
ら
そ
の
根
拠
は
。
私
が
国
会
の
審
議
記
録
等
を
見
た

限
り
に
お
い
て
は
、
政
府
側
の
答
弁
と
い
う
の
は
、
こ
う
い

う
物
証
が
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
捜
査
の
報
告
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て
、
プ

ッ
シ
ュ
大
統
領
が
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ

た
、
だ
れ
が
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
ゆ
え
に
ア
ル
カ
イ
ダ
で

あ
る
と
い
う
よ
う
な
答
弁
以
外
に
客
観
性
や
説
得
力
の
あ
る

答
弁
と
い
う
の
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

改
め
て
お
伺
い
し
ま
す
が
、
九

．
―一

と
い
う
の
は
ア
ル
カ

イ
ダ
あ
る
い
は
ア
ル
カ
イ
ダ
の
み
の
犯
行
な
の
か
。
そ
の
根

拠
に
つ
い
て
総
理
か
ら
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

0
内
閣
総
理
大
臣

（福
田
康
夫
君
）

日
本
政
府
と
し
て
九
．

―
-
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
い

ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
も
っ
て
米
政
府
の
関
係
機
関
等
に
対
し

て
事
件
関
連
情
報
ま
た
各
政
府
機
関
の
対
応
に
つ
い
て
照
会

し
て
情
報
交
換
を
行

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
我
が
国
は
、

こ

の
よ
う
に
入
手
し
た
非
公
開
情
報
や
外
国
政
府
等
が
作
成
し

た
報
告
書
等
の
公
開
情
報
を
総
合
的
に
勘
案
し
ま
し
て
、
九
・

――

テ
ロ

事

件
は
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
っ
て
実

行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君

じ
ゃ
ど
う
い
う
捜
査
を

さ
れ
、
こ
れ
は
直
接
、
間
接
あ
る

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
結
論
に
至
っ

た
の
か
。
当

時

官
房
長
官
で
す
か
ら
一
番
お
分
か
り
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
総
理
に
ま
ず
お
伺
い
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

0
内
閣
総
理
大
臣

（
福
田
康
夫
君
）

政
府
は
、
九
．

―
-
テ
ロ

事
件
の
発
生
を
受
け
ま
し
て
、
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
対
策
本
部
に

昔
察
庁
の
国
際

テ
ロ
緊
急
展
開
チ
ー
ム
を
派
遣
し
ま
し
て
、

米
国
法
執
行
機
関
と
の
連
携
や
行
方
不
明
邦
人
の
身
元
確
認

等

に
関
す
る
情
報
収
集
を
当
時

い
た
し
ま
し
た
。

0
藤
田
幸
久
君

犯
罪
に
よ
る
犠
牲
者
が

二
十
数
名
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
方
々
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
勤
務
等
を
さ
れ

て
い
た
方
、
そ
れ
か
ら
数
名
は
、
四
機
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク

さ
れ

た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
の
何
機
か
に
乗
っ
て
い

た
二
名
と
か
い
う
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
具

体
的
に
邦
人
の
犠
牲
者
は
何
名
で
、
特
に
そ
の
航
空
機
に
乗
っ
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て
い
た
方
は
何
名
で
、
ど
う
い
う
方
法
で
そ
の
確
認
を
し
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
外
務
大
臣
に
お
聞
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

0
国
務
大
臣

（裔
村
正
彦
君
）

御
迫
体
が
発
見
さ
れ
た
十
三
名
と
、
そ
れ
か
ら
米
国
の
裁

判
所
で
死
亡
宣
告
が
な
さ
れ
た
十
一
名
、
計
二
十
四
名
の
邦

人
が
犠
牲
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
飛
行
機
に
搭
乗
さ
れ
て
い
た
方
は

二
名
で
あ

る
と
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君

つ
ま
り
こ
れ
は
犯
罪
で
す
ね
、
テ
ロ
で
す
か
ら
。
犯
罪
と
い

う
の
は
捜
査
で
、
し
た
が
っ
て
実
際
に
犠
牲
者
に
対
し
て
も
、

当
然
政
府
と
し
て
犠
牲
者
に
対
す
る
や
っ
ぱ
り
報
告
が
必
要

で
あ
る
と
。
そ
れ
か
ら
、
情
報
が
新
し
い
も
の
が
入
っ
て
き

た
な
ら
ば
当
然
、
た
だ
毎
年
九
．

―一

で
慰
霊
祭
等
を
さ
れ
る

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
い
う
対
応
も
し
て
こ
ら
れ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
こ
の
六
年
間
で

御
遺
族
に
対
し
て
し
っ
か
り
し
た
報
告
も
含
め
た
ケ
ア
と
い

い
ま
す
か
、
さ
れ
て
こ
ら
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
、
外
務

大
臣
。

0
国
務
大
臣

（高
村
正
彦
君
）

犠
牲
者
の
御
遺
族
に
対
し
ま
し
て
は
、
緊
密
に
報
告
、
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
御
遺
体
の
確
認
、
米
国

政
府
が
支
給
す
る
補
償
金
の
請
求
手
続
に
関
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て
は
遅
滞
な
く
実
施
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
御

迫
体
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
十
三
名
の
犠
牲
者
の
御
迫
族
に

対
し
て
は
火
葬
等
に
係
る
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

0
藤
田
幸
久
君

ま
ず
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と

パ
ネ
ル
を
ご
ら
ん
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
資
料
提
示
）

こ
れ
一
枚
目
は
、
こ
れ
は
全
部
い
ろ
い
ろ
な
映
像
そ
の
他
が

具
体
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ

れ
を
集
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
は
た
ま
た
ま

合
成
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
、
ペ

ン
タ
ゴ
ン
に
こ
れ
だ
け
の
幅
の
飛
行
機
が
突
っ
込
ん
で
い
る

ん
で
す
。

7
5
7
と
い
う
の
は
か
な
り
大
型
の
飛
行
機
で
す
。

幅
が
三
十
八
メ
ー
ト
ル

。
と
こ
ろ
が
、
実
際
ご
ら
ん
に
な
っ

て
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
飛
行
機
が
突
入
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
だ
け
の
穴
し
か
実
は
空
い
て
い
な
い
と
、

こ
れ

だ
け
の
幅
の
実
は
穴
が
空
い
て
い
な
い
と
。

そ
れ
か
ら
二
枚
目
で
す
ね
。

こ
れ
は
、
火
災
が
起
き
た
と

い
う
こ
と
で
ワ

シ
ン
ト
ン
の
消
防
士
が
消
火
活
動
に
当
た
っ

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
見
て
も
、
と
て
も
と
て
も

こ
れ
だ
け

の
幅
、
そ
れ
か
ら
尾
翼
の
高
さ
に
当
た
る
よ
う
な

建
物
が
破
壊
を
さ
れ
て
い
な
い
。
と
同
時
に
、

こ
の
手
前
の

芝
生
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
芝
生
に
も
全

然
残
骸
が
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
三
枚
目
で
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
も
や
は
り
同
じ

ペ
ン
タ
ゴ
ン
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
上
に
書
い
て
あ
り
ま
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す
け
れ
ど
も
、
屋
根
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う

に
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
局
で
字
幕
が
入
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
飛
行
機
が
突
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん

ど
こ
れ
だ
け
の
大
き
さ
の
傷
だ
け
で
、
屋
根
が
落
ち
て
い
な

い
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
次
の
写
真
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
穴
が
空
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
石
破
大
臣

よ
く
御
存
じ
の
と
お
り
、
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
と
い
う
の
は
非
常
に

強
固
な
幾
重
に
も
五
角
形
に
な
っ
て
い
る
建
物
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
こ
れ
貰
通
し
て
い
る
ん
で
す
。
御
承
知
の
と
お
り
、

飛
行
機
と
い
う
の
は
で
き
る
だ
け
機
体
を
軽
く
す
る
た
め
に

軽
い
言
わ
ぱ
材
質
で
で
き
て
い
る
も
の
が
、
こ
ん
な
に
穴
を

空
け
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
の
が
、
例
え
ば
具
体
的
に

は
こ
れ
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
物
証
と
し
て
分
か
る
こ
と
で
す
。

（
中
略
）

そ
れ
か
ら
、
御
承
知
の
と
お
り
こ
の
四
機
の
飛
行
機
の
フ

ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
も
ほ
と
ん
ど
出
て
き
て
い
な
い

。
そ
れ

か
ら
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
は
監
視
カ
メ
ラ
が
八
十
何
台
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
五
機
の
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
が
出
て
き
た
だ

け
で
、
ほ
と
ん
ど
出
て
き
て
い
な
い
。

（中
略
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い

て
飛
行
機
が
最
初
に
突
入
し
て
か

ら
一
時
間
半
ぐ
ら

い
た

っ
て
か
ら
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
飛
ん
で
い

る
わ
け
で
す
ね
、
飛
行
機
が
。
そ
の
間
、
そ
の
首
都
の
防
衛
省

に
飛
行
機
が
突
っ
込
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
ん

だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
実
際
に
こ
う
し
た
、
今
申
し
上
げ
た

よ
う
な
状
況
が
起
こ

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
大

変
航
空
機
に
も
お
詳
し
い
大
臣
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
う

い

っ
た
事
実
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
に
な
る
の
か
、
そ
れ
か

ら
こ
う
い

っ
た

こ
と
が
日
本
に
お

い
て
も
あ
り
得
る
と
す
れ

ぱ
、
あ
る
い
は
日
本
が
同
盟
と
し
て
お
り
ま
す
ア
メ
リ
カ
の

防
空
体
制
が
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
ま

し
て
、
今
申
し
上
げ
た
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
防
衛
大
臣
か

ら
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

0
国
務
大
臣
（
石
破
茂
君
）

や
っ
ぱ
り
合
衆
国
と
し
て
も
相
当
に
意
表
を
つ
か
れ
た
と

い
う
こ
と
だ
と
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

じ
ゃ
、
日
本
で
は
ど
う
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
飛
行
機
が
ど
の
国
籍
な
の
か
、
そ

れ
を
乗
っ
取
っ
て
操
縦
し
て
い
る
者
が
何
な
の
か
、
そ
の
意

図
が
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
す
る
法
制

が
異
な
る
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
日
本
国
籍
の

飛
行
機
で
な
け
れ
ば
、
領
空
侵
犯
措
置
と
い
う
の
は
外
国
の

航
空
機
と
い
う
ふ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ

は
該
当
し
な
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
に
高
度
を

ど
ん
ど
ん
下
げ
て
お
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
我
が
国
に
対
す

る
急
迫
不
正
の
武
力
攻
繋
と
い
う
ふ
う
な
法
的
な
評
価
が
で

き
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
困
難
な
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い

。
だ
と
す
れ
ば
、
ぎ
り
ぎ
り
考
え
る
と
、
航
空
自
衛
隊

に
対
し
て
治
安
出
動
を
命
令
す
る
と
い
う
こ
と
し
か
今
の
法
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体
系
で
は
難
し
か
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
閣
議
決
定
等
々
の
時

間
的
な
余
裕
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
議
論
、
そ
し
て
航
空
機

に
は
多
く
の
そ
れ
こ
そ
無
翠
の
民
が
乗
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
の
場
合
に
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
議
論
は
や

は
り
私
は
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

0
藤
田
幸
久
君

も
う

一
っ
紹
介
し
た
い
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
事
例
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
パ
ネ
ル
を
や
は
り
ご
ら
ん
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
資
料
提
示
）

一
枚
目
が
、
よ
く
出
て
く
る
写
真
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
二
つ
の
タ
ワ
ー
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
飛
行
機

に
突
っ
込
ま
れ
た
と
。
突
っ
込
ま
れ
た
直
後
な
ら
分
か
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
時
間
が
た
っ
て
か
ら
、
こ
れ
は
、
相
当
の

距
離
に
建
物
の
物
体
が
飛
来
し
て
い
ま
す
。
百
五
十
メ
ー
ト

ル
と
か
。
爆
発
し
た
か
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
、
残
骸

が
飛
ん
で
い
る
こ
の
映
像
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（中
略
）

そ
れ
か
ら
、
実
は
日
本
政
府
も
関
係
を
し
て
、
国
土
交
通

省
と
消
防
庁
の
方
々
が
参
加
を
し
た
調
査
団
が
実
は
行
っ
て

お
り
ま
す
。
調
査
団
に
参
加
を
し
た
方
々
が
日
本
人
の
女
性

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
い
た
し
ま
し
て
、
そ
う
し
ま
し
た
ら
そ

の
日
本
の
女
性
の
方
が
、
実
は
自
分
が
逃
げ
て
い
く
段
階
に

お
い
て
爆
発
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

-_
 

．
．
 

9

-

れ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
が
消
防
庁
及
び
国
土
交
通
省
が
参
加

を
し
た
報
告
書
に
も
出
て
い
る
ん
で
す
。

（中
略
）

第
七
ビ
ル
と
い
う
も
の
が
崩
壊
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
崩

壊
し
た
と
い
う
の
は
こ
れ
映
像
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
非
常
に

は
っ
き
り
す
る
ん
で
す
が
、
こ
の
写
真
で
す
け
れ
ど
も
、

こ

の
写
真
の
、
ビ
ル
が
四
十
数
階
で
す
け
れ
ど
も
、
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
‘
こ
う
い
う
形
で
落
ち
て
い
る
ん
で
す
。
五
、
六
秒
で
。

つ
ま
り
、
真
空
に
お
い
て
自
然
落
下
し
た
ぐ
ら
い
の
ス
ピ
ー

ド
で
こ
の
写
真
の
建
物
が
す
と
ん
と
、
歌
舞
伎
の
せ
り
舞
台

を
、
せ
り
が
落
ち
る
よ
う
に
す
と
ん
と
落
ち
て
い
る
ん
で
す
。

し
か
も
、
こ
の
原
形
の
ま
ま
崩
れ
ず
に
対
称
性
を
持

っ
た
ま

ま
す
と
ん
と
こ
れ
落
ち
て
い
る
ん
で
す
。
飛
行
機
は
突
っ
込

ん
で
な
い
ん
で
す
よ
。
火
災
に
よ
っ
て
七
時
間
後
に
こ
ん
な

ビ
ル
が
す
と
ん
と
落
ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
か

と
実
は
、
こ
れ
は
九
．

―
-
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
と
い
う

ア
メ
リ
カ
政
府
、
議
会
が
作
っ
た
レ
ボ
ー
ト
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
二

0
0
四
年
七
月
に
で
き
た
レ
ボ
ー
ト
で
す
。
こ
の

レ
ポ
ー
ト
に
何
と
今
私
が
申
し
ま
し
た
第
七
ビ
ル
の
崩
壊
の

こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
な
い
ん
で
す
。
こ
の
中
に
、
一
切
。

（中
略
）

実
は
、

こ
の
九
．
―一

の
直
前
に
、
つ
ま
り
九
月
の
六
、
七
、

八
、
九
の
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
ハ

イ
ジ
ャ

ッ
ク
さ
れ
た

U
A
と
い
う
航
空
機
の
会
社
と
そ
れ
か
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ら
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
そ
れ
か
ら
こ
の
ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
の
大
き

な
テ
ナ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
メ
リ
ル
リ
ン
チ
そ
れ
か
ら
も
う

一

つ
の
会
社
に
対
し
て
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
が
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
後
で
浅
尾
さ
ん
に

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
情
報
を
得
て
、

こ
の

U

A
の
株
そ
れ
か
ら

A

A
の
株

が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
ば
ろ
も
う
け
を
し
て
い
る
ん
で
す
。

し
か
も
、
ぱ
ろ
も
う
け
を
し
て
、
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
当
時
の
ド
イ
ツ
の
連
銀
総
裁
、
日

銀
総
裁
に
当
た
る
方
で
す
が
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ェ
ル
テ
ケ

と
い
う
方
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
攻
撃
に
か

か
わ
っ
た
人
々
が
欧
州
の
証
券
市
場
の
テ
ロ
・
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

取
引
に
か
か
わ
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
多
く
の
事
実
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
。
直
前
に
航
空
会
社
、
保
険
会
社
、

商
社
や
金
や
石
油
市
場
の
不
可
解
な
売
買
が
行
わ
れ
て
い
る

と
連
邦
銀
行
の
総
裁
が
こ
こ
ま
で
お
っ
し
ゃ

っ
て

い
る
ん
で

す
。そ

こ
で
、
財
務
大
臣
、
こ
う
い
う
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
が
、

こ
う
い
う

こ
と
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
大
変
重
大

な
事
実
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
担
当
で
な
か
っ

た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
政
府
と
し
て
情
報
を
お
持
ち
で
あ

っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
か
と
い
う
こ
と
を
額

賀
財
務
大
臣
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
国
務
大
臣
（
額
賀
福
志
郎
君
）

今
の
先
生
が
御
指
摘
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
報
道
が
あ
っ

た
こ
と
は
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
政
府
と

い
た
し
ま
し
て
は
、

金
融
機
関
に
対
し
ま
し
て
本
人
確
認
の

義
務
化
、
そ
れ
か
ら
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
の
義
務
化
、
そ

れ
か
ら
テ
ロ
集
団
に
対
す
る
資
金
供
与
は
犯
罪
で
あ
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
き
ち
っ
と
決
め
ま
し
て
、
国
際
金
融
｀
ソ
ス

テ
ム
が
悪
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
対
応
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君

プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
の
こ
れ
は
相
当
の
規
模

で
情
報
を
持
っ
て
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
経
験
が

あ
る
人
々
が
か
な
り
事
前
情
報
を
持
っ
て
動
か
な
け
れ
ば

こ

う
い
っ
た
こ
と
は
成
立
し
得
な
い

。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、

つ
ま
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
境
に
い
る
よ

う
な
ア
ル
カ
イ
ダ
の
テ
ロ
組
織
の
よ
う
な
、
私
は
ど
の
程
度

の
組
織
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
こ
と
を

や
る
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
だ
け
の
組
織
、
オ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

で
で
き
る
も
の
か
。

こ
れ
は
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
大
変
な

規
模
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
金
融
出
身
の
浅
尾
委
員
に
お
伺
い
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

〇
浅
尾
塵
一
郎
君
（
民
主
党
参
議
院
議
員
。
野
党
提
出
法
案

の
提
案
者
と
し
て
出
席
）

御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
と
い
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う
も
の
は
、
株
価
、
株
を
あ
る

一
定
の
価
格
で
売
る
権
利
を

買
う
商
品
だ
と
い
う
ふ
う
に
認
識
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
の
御
質
問
の
趣
旨
は
、
九
．
―一

の
前
に
、
九
・
―
―
以

降
に
そ
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
な
い
し
ア
メ
リ
カ
ン
と
い
う
航
空

会
社
の
株
価
を
、
当
然
そ
の
事
故
が
起
き
る
こ
と
を
だ
れ
も

知
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
前
提
で
売
る
権
利
を
買
っ

て
い
た
者
が
何
者
か
い
て
、
そ
し
て
九
．

―一

の
事
件
が
あ
っ

た
後
、

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
及
び
ア
メ
リ
カ
ン
の
株
価
が
暴
落
を

し
た
の
で
、
大
変
な
利
益
を
そ
の
段
階
で
上
げ
る
可
能
性
が

あ
っ
た
、
そ
う
い
う
取
引
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
御
質
問

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
オ
プ
シ
ョ
ン
を
も
し
情
報

を
持
っ
て
買
っ
て
い
る
人
が
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然

の
こ
と
で
す
け
ど
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
な
る
と
思
い
ま
す

し
、
大
変
な
こ
と
だ
ろ
う
な
と
い
う
ふ
う
な
認
識
を
持
っ
て

い
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君

総
理
大
臣
、
し
た
が
い
ま
し
て
こ
の
原
点
の
確
認
と
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
テ
ロ
と
の
戦
い
に
そ
も
そ
も
参
加
を
す
る
こ

と
の
是
非
、
方
法
、
そ
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
私
今
日

い
ろ
い
ろ
質
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
全
体

に
つ
い
て
の
今
後
の
、
本
当
に
テ
ロ
と
の
戦
い
と
い
う
も
の

に
参
加
を
す
る
根
拠
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
必
要
が
あ
る
の

か
、
そ
し
て
本
当
に
テ
ロ
を
根
絶
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
形

の
対
応
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
に
つ
い
て
お
伺
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

0
内
閣
総
理
大
臣

（福
田
康
夫
君
）

我
が
国
と
し
て
、
米
国
が
明
ら
か
に
し
た
情
報
を
含
む
各

種
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
て
九
．

―
-
同
時
多
発
テ
ロ
は
ア

ル
カ
イ
ダ
に
よ
り
実
行
さ
れ
た
も
の
と
、
こ
う
い
う
判
断
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で
な
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う

な
ア
ル
カ
イ
ダ
等

に
よ
る
テ
ロ
を
根
絶
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
国
際
社
会
は
そ
の
た
め
に
結
束
し
て
テ
ロ
と
の
戦

い
に
努
力
を
傾
注
し
て
い
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。

国
会
で
は
本
会
議
や
委
員
会
で
の
質
問
以
外
に
、
内
閣
に

文
書
で
質
問
を
行
い
回
答
を
得
る
「
質
問
主
意
書
」
と
い
う

手
段
が
あ
る
。
私
の
場
合
江
田
参
議
院
議
長
の
名
前
で
内
閣

総
理
大
臣
に
質
問
の
文
書
を
提
出
し
、
内
閣
は
質
問
を
受
け

取
っ
て
か
ら
約

一
週
間
以
内
に
江
田
議
長
を
通
じ
て
回
答
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
国
会
議
員
に
与
え
ら

れ
た
有
効
な
手
段
と
も
な
っ
て
い
る
。

私
は
、

2
0
0
 
9
年

1
月
10
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
質

問
し
切
れ
な
か
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
質
問
主
意
書
を
作
成

し
、

1
月
24
日
に
参
議
院
に
提
出
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
答

弁
が

2
月
1
日
に
届
い
た
が
、
極
め
て
不
満
足
な
も
の
だ
っ

た
。
「
米
国
政
府
が
公
開
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
＼
承
知
し
て
い

る
」
「
独
立
調
査
委
員
会
報
告
書
、
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員

会
報
告
書
、
米
国
連
邦
危
機
管
理
庁
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
＼

文
書
に
よ
る
質
問
で
明
ら
か
に
な
っ
た
日
本
政
府
の
怠
慢
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平
成
20
年

1
月

24
日

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

承
知
し
て
い
る
」
「
米
国
国
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ー
承
知
し
て

い
る
」
な
ど
の
記
述
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
私
の
質
問
を
受
け
て

答
弁
を
担
当
す
る
外
務
省
職
員
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を

調
べ
な
が
ら
書
い
た
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

2

月
12
日
に
再
質
問
主
意
書
、
さ
ら
に

3
月
27
日
に
第

3
回
質

問
主
意
書
を
追
加
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
詳
し
く
は

私
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
質
問
主
意
書
と
政

府
答
弁
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い

。
h
t
t
p
:/＼
 

www2.y，甘
j
i
t
a
.

c
o
m
 ¥
 cg
i
 ,
 
b
i
n
 ¥
 in
d
e
x
.p
h
p
 

こ
れ
ら
三
回
に
わ
た
る
質
問
主
意
書
か
ら
わ
か
っ
た
の
は
、

24
人
の
被
害
者
を
出
し
た
こ
の
巨
大
犯
罪
に
対
し
て
、
日
本

政
府
は
ほ
と
ん
ど
主
体
的
な
調
査
や
救
援
活
動
を
行

っ
て
こ

な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
私
が
外
交
防
衛
委

員
会
で
行
っ
た
数
々
の
疑
問
に
対
し
て
、
明
確
な
回
答
を
避

け
る
も
の
ば
か
り
だ

っ
た
。

2
 0
0
 
1
年

9
月
11
日
に
発
生
し
た
米
国
同
時
多
発
テ

ロ

（以
下
、
「
同
時
多
発
テ
ロ

」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
イ
タ

リ
ア
の
大
統
領
や
首
相
を
歴
任
さ
れ
た
コ
シ
ガ
氏
を
は
じ
め

各
国
の
閣
僚
経
験
者
や
元
政
府
高
官
な
ど
か
ら
ア
ル
カ
イ
ー

ダ
犯
行
説
に
関
し
て
様
々
な
疑
問
が
呈
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

公
表
さ
れ
た
事
件
当
時
の
写
真
・
ビ
デ
オ
等
か
ら
そ
れ
ら
の

発

言
を
裏
付
け
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
同
事
件
の
犠
牲

者
に
つ
い
て
政
府
は

24
人
と
説
明
し
て
い
る
。
他
方
、
イ
ン

ド
洋
等

で
の
自
衛
隊
艦
船
に
よ
る
補
給
活
動
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
脅
威
の
除
去
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
政
府
は
当
事
者
意
識
を
持

っ
て

こ
の
事
件
の
真
相
に
つ
い
て
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

1

同
時
多
発
テ
ロ
と
ア
ル
カ

イ
ー
ダ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

本
年

1
月
10
日
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
に
お
い
て
、
福

田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
「

い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
も

っ
て
米
政

府
の
関
係
機
関
等

に
対
し
て
事
件
関
連
情
報
ま
た
各
政
府
機

関
の
対
応
に
つ
い
て
照
会
し
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
我
が
国
は
、
こ
の
よ
う
に
入
手
し
た
非
公
開
情
報

や
外
国
政
府
等
が
作
成
し
た
報
告
書
等
の
公
開
情
報
を
総
合

的
に
勘
案
し
ま
し
て
、

9
.
11
テ
ロ

事
件
は
国
際
テ

ロ
組
織

ア
ル
カ
イ
ー
ダ
に
よ

っ
て
実
行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
を
い
た

し
て
お

り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

ア
ル
カ
イ
ー
ダ
の

み
に
よ
る
犯
行
な
の
か
、
ア
ル
カ
イ
ー
ダ
以
外
の
者
が
関
与

し
て
い
な
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い

。

（答
弁
）
ア
ル
・
カ
イ
ー
ダ
は
、
そ
の
思
想
に
共
鳴
す
る
者
や

支
持
者
等
と
漠
然
と
連
携
し
た
組
織
で
あ
り
、
御
指
摘
の
同

時
多
発
テ
ロ
事
件

（以
下
「
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」
と
い
う
。
）

の
実
行
に
関
与
し
た
者
の
う
ち
、
ア
ル
・
カ
イ
ー
ダ
の
構
成
員

を
明
確
に
峻
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
同
時
多
発
テ
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平
成

20
年

2
月

12
日
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
関
す
る
再
質
問

主
意
書

口
事
件
は
ア
ル
・
カ
イ
ー
ダ
に
よ
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

15

日
本
人
犠
牲
者
に
関
し
て
、
以
下
に
つ

い
て
明
ら
か
に

さ
れ
た

い
。

(
l
)
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
及
び
御
遺
体
の
発
見
場
所

(2
)
D
N
A
鑑
定
実
施
の
有
無

(3
)
航
空
機
に
搭
乗
し
て
い
た
方
の
便
名

(4
)
御
遺
体
の
確
認
方
法

(5
)
御
迫
族
か
ら
の
要
望
等
に
対
し
て
我
が
国
政
府
が
行
っ

た
支
援
内
容

(6
)
米
国
政
府
が
御
遺
族
に
対
し

て
行
っ

た
事
件
の
概
要
説

明
の
内
容

（答
弁
）

15
の
6
に
つ
い
て

米
国
政
府
が
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
邦
人
犠
牲
者
の
御
遺

族
の
み
を
対
象
と
し
て
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
概
要
説
明
を

行

っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
同
国

政
府
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
し
、

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
き
調
査
し
た
結
果

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

2

実
行
犯
と

さ
れ
て

い
る
19
名
は
、
す
べ
て
ア
ル
・
カ

ー

イ
ダ
関
係
者
か
。
ま
た
、
こ
の
19
名
の
う
ち
数
名
は
、
自
ら

生
存
を
名
乗
り
出
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
居
住
国
の
米
国

政
府
は
承

大
使
館
等
に
抗
議
し
た
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
が
、

知
し
て

い
る
か
。

（答
弁
）

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た

者
の
う
ち
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
構
成
員
を
明
確
に
峻
別
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
実
行
犯
と
さ
れ
る

19
名
に
つ
い
て

は
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
関
係
者
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
右

19
名
の
う
ち
の
数
名
と
同
姓
同
名
で
あ
る
人
物
数
名
が
、
米

国
当
局
等
に
抗
議
を
行

っ
た
と
の
報
道
は
承
知
し
て
い
る
。

8

ペ
ン
タ
ゴ
ン
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
ペ

ンタ`
‘
コ
ン
に
突
入
し
た
航
空
機
の

エ
ン
ジ
ン

と
さ
れ
る
写
真

は
、
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン
内
部
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
外
部
で
あ
る
か
。

一
般
的
に
飛
行
機
の
機
体
で
は
ジ
ェ

ッ
ト
エ

ン
ジ
ン

は
特
別

に
強
固
な
材
質

に
よ

っ
て
製
造
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

ペ
ン
タ

‘`コ
ン
で
は
、
残
骸
の
中
に
あ
っ
た
ジ
ェ
ッ
ト

エ

ン
ジ
ン
の

一
部
と
さ
れ
る
物
体
の
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
概
形
を
と
ど
め
た
ジ
ェ
ッ

ト
エ

ン
ジ
ン
の
写

真
ま
た
は
記
録
が
あ
る
か
ど
う
か
承
知
し
て
い
る
か
。
米
国

政
府
は
ア
メ

リ
カ
ン
航
空

77
便
の

2
つ
の

エ
ン
ジ
ン
が
ど
う

な

っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
ま
で
世
界
で
起

こ

っ
た
航
空
機
事
故
で
、
ジ
ェ

ッ

ト

エ
ン
ジ
ン
が
概
形
を
と
ど
め
な
か
っ

た
よ
う
な
実
例
は

あ

る
か
。

（答
弁
）

ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
の

2
つ
の
エ
ン
ジ
ン
が
ど

う
な

っ
た
の
か
に
つ
い
て
、

9
.
1
1
独
立
調
査
委
員
会
報
告

書
に
は
記
載
が
な
い
。
今
ま

で
世
界
で
起
こ

っ
た
航
空
事
故
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に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
が
概
形
を
と
ど
め
な
か

っ

た
よ
う
な
実
例
の
有
無
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。
な

お
、
運
輸
省
航
空
事
故
調
査
委
員
会
（
当
時
）
が
昭
和

49
年

に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
同
委
員
会
が
調
査
を
行

っ
た
航
空
事

故
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
例
は
な
い
。

10

何
故
、
こ
う
し
た
機
体
の
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
実
物
が
こ

れ
ま
で
一
度
た
り
と
も
公
開
さ
れ
ず
、
写
真
と
つ
き
合
わ
せ

て
の
事
実
確
認
が
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い

。
更
に
は
、
当
日
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
と
さ
れ

る
四
機
の
旅
客
機
の
部
品
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
の
実
物
が

公
開
さ
れ
多
く
の
専
門
家
に
よ
っ
て
科
学
的
に
鑑
定
さ
れ
た

記
録
は
あ
る
の
か
、
ま
た
、
実
物
が
ど

こ
か
に
保
管
さ
れ
て

い
る
の
か
、
日
本
人
犠
牲
者
の
こ
と
も
あ
り
、
米
国
政
府
か

ら
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
い
る
の
か
。

米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会

（以
下

「
N
T
S
B
」
と
い

う
。
）
は
、
収
集
し
た
記
録
や
部
品
等
を
、
自
国
民
が
犠
牲
と

な
っ
た
日
本
国
政
府
な
ど
の
調
査
団
に
よ
る
閲
院
を
認
め
る

こ
と
を
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る

が
如
何
。
日
本
政
府
は

N
T
S
B
へ
の
こ
う
し
た
調
査
を
行
っ

た
か
。
ま
た
行
っ
た
と
す
れ
ば
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ

f
し

（
答
弁
）
本
件
に
つ
い
て
の
米
国
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、

政
府
と
し
て
見
解
を
示
す
立
場
に
は
な
い
。
ま
た
、
米
国
政

府
か
ら
は
特
段
の
説
明
を
受
け
て
い
な
い
。

米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
（
以
下
「

N
T
S
B
」
と
い
う
。）

は
、
事
故
の
犠
牲
者
の
家
族
に
対
し
て
、
事
故
の
経
緯
や
原

因
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
収
集
し
た
記
録
や
部
品

等
を
自
国
民
が
犠
牲
と
な

っ
た
他
国
の
政
府
な
ど
の
調
査
団

に
よ
る
閲
覧
を
認
め
る
こ
と
を
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
我
が
国
政

府
に
よ
る

N
T
S
B
へ
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

16

第

7‘
ビ
ル
は
、

（
イ
）
真
空

の
中
で
無
抵
抗
で
落
下
す
る

速
度
の
よ
う
に
索
早
く
、
舞
台
か
ら
沈
む
よ
う
に
崩
壊
し
た
。

（
口
）
ビ
ル
の
内
側
に
向
か
っ
て
崩
れ
落
ち
、
残
骸
は
外
側
に

飛
び
散
る
こ
と
な
く
ビ
ル
が
建
っ
て
い
た
場
所
に
山
の
よ
う

に
禎
も
っ
た
。
（
ハ
）
高
恩
｀
ビ
ル
の
電
気
、
水
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
の
動
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
窓
も
ほ
と
ん
ど
な
く
壁

も
床
も
強
度
に
作
ら
れ
て
い
る
メ
カ
ニ
カ
ル
・
フ
ロ
ア
ー
も

含
め
て
、
鉄
骨
全
体
が
一
気
に
沈
む
よ
う
に
崩
壊
し
た
。

こ

う
し
た
こ
と
が
、
火
災
に
よ
っ
て
起
こ
り
得
る
も
の
か
、
政

府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い

。

（
答
弁
）
火
災
に
よ
っ
て
御
指
摘
の
よ
う
な
経
過
で
ビ
ル
が

崩
壊
す
る
か
に
つ
い
て
は
知
見
が
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

23

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
に
墜
落
し
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

93
便
の
破
片
が

10
キ
ロ
以
上
に
も
散
在
し
、
墜
落
現
場
に
は

ほ
と
ん
ど
残
骸
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
の
報
道
も
あ
っ
た
が
、

政
府
は
事
実
関
係
を
承
知
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
搭
乗
し
て

い
た
日
本
人
は
墜
落
現
場
の
近
く
で
発
見
さ
れ
た
の
か
。
ま
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た、

こ
の
飛
行
機
の
ボ
イ
ス
・
レ
コ
ー
ダ

ー
は
、
迫
族
が
聞

く
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
る
が
、
日
本
人
の
遺
族
も
聞
い
た

の
か
。

（答
弁
）

御
指
摘
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い

な
い
。
ま
た
、

ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空

93
便
に
搭
乗
し
て

い
た

邦
人
の
御
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
場
所
及
び
同
便
に
搭
載
さ
れ

て

い
た
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
の
録
音
内
容
を
当
該
邦
人
の
御

遺
族
が
聞
い
た
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、

承
知
し
て
い
な
い
。

25

前
回
政
府
答
弁
書
で
は
、
「
米
国
政
府
が
公
開
し
た
情
報

に
よ
れ
ば
＼
承
知
し
て

い
る
」
「
独
立
調
査
委
員
会
報
告
書
、

米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
報
告
書、

米
国
連
邦
危
機
管
理

庁
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
＼
承
知
し
て
い
る
」
「
米
国
国
務
省
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
＼
承
知
し
て
い
る
」
等
の
記
述
が
極
め
て
多
い

。
こ

れ
ら
諸
報
告
書
の
中
に
は
、
平
成

14
年
ま
で
に
政
府
が
米
国

に
各
種
調
査
団
を
派
遣
し
て
行
っ
た
調
査
な
ど
で
は
解
明
で

き
な
か
っ
た
内
容
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
の
か
。
も
し
新

た
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
政
府
は
、
テ
ロ
事
件
の

捜
査
、
追
族
の
立
場
に
立
っ
た
真
相
解
明
の
立
場
か
ら
、
こ
れ

ら
の
報
告
書
を
作
成
し
た
米
国
関
係
機
関
に
直
接
照
会
等
を

行
っ
た

こ
と
は
な

い
か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
退
族
に
報
告

し
た
り
、
テ

ロ
特
措
法
や
新
テ
ロ
特
措
法
の
内
容
や
、
今
後

の
対
テ

ロ
対
策
等
に
反
映
さ

せ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

（答
弁
）

米
国
政
府
に
よ
る
各
種
報
告
書
に
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
我
が
国
と
し
て
承
知
し
て

い
な
か

っ
た
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る
。
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
関
す
る
未
確
認
情

10

前
回
の
質
問
主
意
書

8
の
「
ペ
ン

タ
‘`コ

ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
航
空
機
の

エ
ン
ジ
ン
と
さ
れ
る
写
真
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
内
部
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
も
外
部
で
あ
る
か
」
と
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
が
な

い
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
は
、

こ
の
エ
ン

ジ
ン
と
さ
れ
る
写
真
は
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

77
便
の
も
の
と
断

定
さ
れ
た
の
か
。
断
定
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ぱ
、

い
か
な
る

方
法
で
断
定
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
前
回
答
弁
書
「

8
に
つ

い
て
」
で
、
「
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
が
概
形
を
と
ど
め
な
か
っ

た
よ
う
な
実
例
に
つ
い
て
、
運
輸
省
航
空
事
故
調
査
委
員
会

（当
時
）
が
昭
和

49
年
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
同
委
員
会
が
調

査
を
行
っ
た
航
空
事
故
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
例
は
な

い
」
と
あ
る
。
飛
行
機
部
品
に
は
全

て
機
体
番
号
が
記
載
さ

平
成

20
年

3
月
27
日
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
関
す
る
第

3

回
質
問
主
意
書

報
は
、
数
も
多
く
、
そ
の
精
度
も
様
々

で
あ
る
と
見
ら
れ
、
米

国
政
府
は
こ
う
し
た
情
報
の
す
べ

て
に
対
し
て
説
明
を
行

っ

て
き
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
各
種
報
告
書
を
作
成
し
、
公
表

し
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
は

こ
れ
ら
の
報
告
書
は
米
国
政

府
に
よ
る
事
実
究
明
及
び
再
発
防
止
に
向
け
た
努
力
の
結
果

に
よ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
お

り
、
特
に
こ
れ
ら
の
報
告
書

の
内
容
に
関
し
て
米
国
関
係
機
関
に
照
会
を
行

っ
た
こ
と
は

な

い
。
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所
属
、

肩
書
き
を
明
ら
か
に
さ
れ

れ
て
お
り
、
そ

こ
か

ら
機
体
が
特
定
さ
れ
る
が
、

9
.
11
事

件
の

よ
う
に
機
体
番
号
も
ほ
と
ん
ど
特
定
さ
れ
な

い
現
場
も

存
在
す
る
よ
う
な
例
は
、
運
輸
省
航
空
事
故
調
査
委
員
会
が

設
立
さ
れ
て
以
降
存
在
す
る
か
。

（答
弁
）

御
指
摘
の
米
国
国
防
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表

さ
れ
て
い
る
写
真
は
承
知
し
て
い

な

い
。
運
輸
省
航
空
機
事

故
調
査
委
員
会

（現
在
の
国
土
交
通
省
航
空
・
鉄
道
事
故
調

査
委
員
会
）
が
設
立
さ
れ
て
以
降
、
同
委
員
会
が
調
査
を
行

っ

た
航
空
事
故
に
お
い
て
、
事
故
機
の
機
体
を
特
定
で
き
な
か

っ

た
例
は
な
い
。

11

前
回
答
弁
書
「

10
に
つ
い
て
」
で
、
「
米
国
国
家
運
輸
安

全
委
員
会
（
以
下
「

N
T
S
B
」
と
い
う
。
）
は
、
事
故
の
犠

牲
者
の
家
族
に
対
し
て
、
事
故
の
経
緯
や
原
因
等

に
つ
い
て

説
明
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
」

と
あ
る
が
、
日

本
人
犠
牲
者

24
名
の
家
族
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を

行
っ
た
の
か
。

何
名
の
犠
牲
者
の
家
族
が
説
明
を
受
け
た
か

明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

1

合
計
何
名
の
家
族
が
説
明
を
受
け
た
か
。
父
、
母
、
兄

弟
、
姉
妹
等
の
内
訳
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

2

説
明
を
受
け
た
家
族
の
在
住
し
て

い
た
国
名
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

3

説
明
を
受
け
る
た
め
の
旅
費
、
滞
在
費
等
は
誰
が
負

担
し
た
か
。

4

説
明
者
の
内
訳、

t
,
｀
 

5

説
明
及
び
現
場
視
察
の
時
期
と
場
所
を
全
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
い

。

6

説
明

に
用

い
た
映
像
、
写
真
、
図
面
及
び
資
料
等
の

概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い

。

（答
弁
）

米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
が
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
の
邦
人
犠
牲
者
の
御
家
族
に
対
し
て
事
故
の
経
緯
や
原
因

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い

な
い
。

12

前
回
答
弁
書
「

18
に
つ
い
て
」
で

「
米
国
連
邦
危
機
管

理
庁

(F
E
M
A
)
の
報
告
書
に
は
、
第

7
ビ
ル
崩
壊
に
関

す
る
報
告
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
」
と
あ
る

が
、
前
回
の
質
問
主
意
書

18
の

「
独
立
調
査
委
員
会
報
告
書

と
米
国
国
立
標
準
技
術
研
究
所
報
告
書

(
N
I
S
T
)
の
報

告
書
に

は
、
第

7
ビ

ル
崩
壊
に
関
す
る
分
析
結
果
や
報
告
が
ほ

と
ん
ど
記
載
さ
れ
て

い
な
い

」

こ
と
に
つ
い
て
政
府
は
承
知

し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
ま
た
、

F
E
M
A
報
告
の

中
で
、

「
第

7
ビ
ル
の
火
災
の
特
定
及
び
建
物
が
ど
の
よ
う
に

崩
壊
し
た
か
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
最
も
良

い
仮
説

を
立
て
た
と
し
て
も

（崩
壊
が
）
起
こ
る
確
率
は

ご
く
わ
ず

か
で

し
か
な

い
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
更
な
る

調
査
、
捜
査
、
分
析
が
必
要
で
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る

こ
と
を
承
知
し
て
い

る
か
。
飛
来
し
た
火
災
に
よ

っ
て
建
物

が
崩
壊
す
る
と
い

う
事
例
は
、
首
都
な
ど
の
防
災
や
危
機
管

理
な
ど
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
と
考
え
る
が
如
何
に
。
ま
た
、

以
上
に
鑑
み
、
第

7
ビ
ル
の
崩
壊
な
ど
に
関
す
る
米
国
政
府
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に
よ
る
再
調
査
が
必
要
と
考
え
る
が
、
如
何
に
。

（答
弁
）

9

．11
独
立
調
査
委
員
会
報
告
書
及
び
米
国
国
立

標
準
研
究
所
の
報
告
書
に
は
、
第

7
ビ
ル
崩
壊
に
関
す
る
直

接
の
言
及
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
米
国
連
邦
危
機
管
理
庁
の
報
告
書
の
中
に
お
い
て

は
、
第

7
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、
延
焼
に
よ
る
火
災
に
よ

っ
て

崩
壊
に
つ
な
が

っ
た
が
、
火
災
の
特
質
及
び
こ
の
火
災
が
ど

の
よ
う
に
建
物
を
崩
壊
さ
せ
た
か
は
現
時
点
で
不
明
で
あ
る

な
ど
の
記
述
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
は
、
首
都
の
防
災
及
び
危
機
管
理
に

お
い
て
重
要
な
参
考
と
な
る
事
例
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
米
国
政
府
に
よ
る
再
調
査
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
と
し

て
判
断
す
る
立
場
に
は
な
い
。

18

前
回
答
弁
害
「
22
に
つ
い
て
」
で
、
「
大
型
機
を
操
縦
す

る
た
め

に
必
要
と
な
る
技
拭
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
訓

純
及
び
そ
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
個
人
差
等
も
あ
る

こ
と
か

ら、

一
概
に
回
答
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
あ
る
。
日

本
の
法
令
に
基
づ

い
て
訓
練
を
行
っ
て

い
る
航
空
大
学
や
航

空
会
社
で
の
大
型
飛
行
機
操
縦
訓
練
で
は
、
そ
の
必
要
最
低

限
度
の
期
間
は
約
何
時
間
か
。

一
般
的
な

こ
と
と
し
て
、
飛

行
学
校
で

セ
ス
ナ
機
の
免
許
を
取
得
し
た
者
が
、
ボ
ー
イ
ン

グ

7
5
7
型
機
の
よ
う
な
大
型
機
を
操
縦
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
訓
練
と
時
間
が
必
要
か
、
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

（答
弁
）

航
空
法

（昭
和

27
年
法
律
第

2
3
1
号
）
第

29
条

第

4
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
航

空
従
事
者
の
養
成
施
設
の
設
置
者
で
あ
る
航
空
会
社
に
お
い

て
は
、

2
0
0
時
間
以
上
の
飛
行
訓
練
が
要
件
と
な
っ
て
い

る
事
業
用
操
縦
士
の
資
格
の
技
能
証
明
を
有
す
る
者
を
採
用

し
た
後
、
一
般
的
に
は
、
1
年
程
度
の
訓
練
を
実
施
し
た
上
で
、

大
型
機
の
操
縦
に
必
要
と
な
る
航
空
機
の
型
式
に
つ
い
て
の

限
定
を
受
け
さ
せ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
お
尋
ね
の
「
航
空
大
学
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
独
立
行
政
法
人
航
空
大
学

校
及
び
日
本
の
大
学
に
お
い
て
大
型
機
の
操
縦
訓
練
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
「
セ
ス
ナ
機
の
免
許
を
取
得
し
た
者
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
航
空
従
事
者
技

能
証
明
を
受
け
て
い
る
者
が
大
型
機
の
操
縦
に
必
要
と
な
る

航
空
機
の
型
式
に
つ
い
て
の
限
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
例

え
ば
、
前
述
の
と
お
り
、
航
空
会
社
に
お
い
て

1
年
程
度
の

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
の

3
回
の
質
問
主
意
否
で
、
日
本
政
府
が
な
ん
ら
主
体

的
な
調
査
や
救
援
活
動
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
ま

と
も
に
答
弁
せ
ず
逃
げ
回

っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
が
、
他
方
、
か
な
り
多
く
の
基
本
的
事
実
が
以
下
の
よ
う

に
確
認
さ
れ
た
。

①

実
行
犯
と
言
わ
れ
た

19
名
の
う
ち
の
数
名
と
同
姓
同
名

で
あ
る
人
物
数
名
が
、
米
国
当
司
等
に
抗
議
を
行
っ
た
と
の
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報
道
を
日
本
政
府
は
承
知
し
て
い
る
。

②

以
下
を
日
本
政
府
が
確
認
。

・
ア
メ
リ
カ

ン
航
空

77
便
の

2
つ
の
エ
ン
ジ
ン
が
ど
う
な
っ
た

の
か
に
つ
い
て
、

9

.11
独
立
調
査
委
員
会
報
告
書
に
は
記

載
が
な
い

。

・
今
ま
で
世
界
で
起
こ

っ
た
航
空
事
故
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
が
概
形
を
と
ど
め
な
か
っ
た
よ
う
な
実
例
の
有

無
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い

。
な
お
、
運
輸
省
航
空
事

故
調
査
委
員
会
（
当
時
）
が
昭
和
49
年
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、

同
委
員
会
が
調
査
を
行
っ
た
航
空
事
故
に
お

い
て
は
、
そ
の

よ
う
な
例
は
な
い

。

・
運
輸
省
航
空
機
事
故
調
査
委
員
会
（
現
在
の
国
土
交
通
省

航
空
・
鉄
道
事
故
調
査
委
員
会
）
が
設
立
さ
れ
て
以
降
、
同

委
員
会
が
調
査
を
行
っ
た
航
空
事
故
に
お
い
て
、
事
故
機
の

機
体
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
例
は
な
い
。

•

航
空
従
事
者
技
能
証
明
を
受
け
て
い
る
者
が
大
型
機
の
操

縦
に
必
要
と
な
る
航
空
機
の
型
式
に
つ
い
て
の
限
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
、
前
述
の
と
お
り
、
航
空
会
社
に
お

い
て

1
年
程
度
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て

い
る
。

•

9
.
1
1
独
立
調
査
委
員
会
報
告
書
及
び
米
国
国
立
標
準
研

究
所
の
報
告
書
に
は
、
第

7
ビ
ル
崩
壊
に
関
す
る
直
接
の
言

及
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
連
邦
危
機
管
理

庁
の
報
告
書
の
中
に
お
い
て
は
、
第

7
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、
延

焼
に

よ
る
火
災
に
よ
っ
て
崩
壊
に
つ
な
が
っ
た
が
、
火
災
の

特
質
及
ぴ
こ
の
火
災
が
ど
の
よ
う
に
建
物
を
崩
壊
さ
せ
た
か

は
現
時
点
で
不
明
で
あ
る
な
ど
の
記
述
が
あ
る
と
承
知
し
て

い
る
。

③

以
下
は
、
日
本
政
府
が
行
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

・
日
本
政
府
は
、
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
（
以
下
「

N

T
S
B
」
と
い
う
。
）
は
、
事
故
の
犠
牲
者
の
家
族
に
対
し
て
、

事
故
の
経
緯
や
原
因
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
収
集

し
た
記
録
や
部
品
等
を
自
国
民
が
犠
牲
と
な

っ
た
他
国
の
政

府
な
ど
の
調
査
団
に
よ
る
閲
院
を
認
め
る
こ
と
を
法
的
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

．
我
が
国
政
府
に
よ
る

N
T
S
B
へ
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い

な
い

。

．
我
が
国
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
報
告
書
は
米
国
政
府
に
よ
る

事
実
究
明
及
び
再
発
防
止
に
向
け
た
努
力
の
結
果
に
よ
る
も

の
と
受
け
止
め
て
お
り
、
特
に
こ
れ
ら
の
報
告
書
の
内
容
に

関
し
て
米
国
関
係
機
関
に
照
会
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い

。

・
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
が
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
邦

人
犠
牲
者
の
御
家
族
に
対
し
て
事
故
の
経
緯
や
原
因
等

に
つ

い
て
説
明
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い

。

•
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
は
、
首
都
の
防
災
及
び
危
機
管
理
に

お
い
て
重
要
な
参
考
と
な
る
事
例
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
米
国
政
府
に
よ
る
再
調
査
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
と
し

て
判
断
す
る
立
場
に
は
な
い
。
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第

4
章

1
6
6
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
、
私
は
先
ず
、

F

B
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と

9
.
1
1
と
の
関

係
を
示
す
証
拠
が
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
い
う
事
実
関

係
と
、

9
.
1
1
調
査
委
員
会
の
議
長
や
副
議
長
を
勤
め
た
人
々

の
口
か
ら
、

C
I
A
や
航
空
調
査
委
員
会

(
F
A
A
)
な
ど

が
資
料
提
出
を
拒
ん
だ
り
し
た
た
め
、
報
告
書
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
を
認
め
た
点
に
つ
い
て
や
り
取
り
を
行
っ
た
。

0
藤
田
幸
久
君

今
日
幾
つ
か
お
配
り
し
た
中
で
、
発
言

の
中
の
三

ペ
ー
ジ

に
ロ
ン

・
ポ
ー
ル
下
院
議
員
と
い
う
方
が
出
て
い
ま
す
。
初

期
の
段
階
で
大
統
領
に
手
を
挙
げ
て
い
た
方
で
テ
キ
サ
ス
州

選
出
の
現
職
の
共
和
党
の
下
院
議
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
方
が
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
調
査
は
多
か
れ
少
な
か
れ

隠
ぺ
い
で
あ
り
、
実
際
に
何
が
起
こ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
真

の
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
と
。

そ
れ
で
、
第

3
の
ビ
ル
、
つ

2
 0
0
 
8
年

4
月
24
日

外

交

防

衛
委
員
会
に
お
け
る
議
事

録
よ
り
抜
粋

つ
ま
り
、
日
本
人

24
名
の
犠
牲
者
を
殺
し
た
犯
人
の
捜
査

を
す
る
意
志
な
ど
初
め
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
自
ら
認
め
て

い
る
よ
う
な
も
の
だ
！

そ
こ
で
、

4
月
2
4
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
再
び
、

9
.
1
1

に
関
す
る
疑
問
と
、
日
本
人
犠
牲
者
の
方
々
の
支
援
を
政
府

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
質
し
た
。

ま
り
第

7
タ
ワ
ー
、
飛
行
機
が
突
っ
込
ん
で
い
な
い
の
に
す

と
ん
と
落
ち
て
し
ま
っ
た
、
そ
れ
で
、
当
日
だ
れ
も
が
飛
行

機
へ
の
搭
乗
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
な
ぜ
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
を
含
む
多
く
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
は
帰
国
で
き
た

の
か
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
に
い
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
の
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
の
関
係
者
が
帰
国
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
、
飛

行
機
を
政
府
側
の
方
で
調
達
を
し
て
。
そ
れ
で
、
十
九
人
の

う
ち
十
五
人
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
と

い
う
理
由
で
、
彼

ら
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
口
実
に
使
っ
た
の
だ
と
、
こ
れ
現
職
の

共
和
党
の
下
院
議
員
が
こ
こ
ま
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

（中
略
）

こ
こ
ま
で
の
こ
の
ロ
ン
・
ポ
ー
ル
議
員
等
の
コ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
御
存
じ
か
と
い
う
こ
と
と
、
こ
れ
に
つ
い

て
ど
う
お
考
え
か
と
い
う
こ
と
を
質
問
通
告
し
て
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
高
村
大
臣
、
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
か
。

0
国
務
大
臣
（
高
村
正
彦
君
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
事
前
に
は
知
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で

し

た
。
ど
う
考
え
る
か
と
言
わ
れ
ま
し
て
も
、
ま
あ

1
人
の
議

員
の
方
が
こ
う
い
う
こ
と
を
言

っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う

こ
と

を
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

前
々
か
ら
藤
田
議
員
も
い
ろ
い
ろ
言

っ
て
お
り
ま
し
て
、

私
は
藤
田
議
員
の
人
柄
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
ら

思
っ
て
も
い
な
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
方
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
よ
く
分
か

っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
ロ
ン
・
ポ
ー
ル

議
員
に
つ

い
て
は
私
は
知
り
ま
せ
ん
の
で
、
特
に
ど
う
考
え

る
と
い
う
こ
と
は
特
に
、
あ
あ
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言

っ
て
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い
る
方
も
い
る
の
か
な
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君
こ
の
五
ペ
ー
ジ
の
真
ん
中
辺
の
ア
メ
リ
カ

軍
の
元
空
軍
大
尉
の
ウ
ィ
テ
ン
バ
ー
グ
と

い
う
方
が
、
私
自

身
、
九
．

―一

に
か
か
わ
っ
た

一
七
五
便
と
九
三
便
の
二
機
の

飛
行
機
を
操
縦
し
た
こ
と
が
あ
る
。
テ
ロ
リ
ス
ト
又
は
テ
ロ

リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
た
人
々
が

1
7
2
機
、
つ
ま
り
セ
ス
ナ
の

訓
練
を
、
フ
ロ
リ
ダ
で
訓
練
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
い
き
な
り
こ
の
大
き
な
ボ
ー
イ

ン
グ

7
5
7
と
か

7
6
7
の
大
き
な
飛
行
機
の
操
縦
席
に
座

り
、
機
体
を
垂
直
に
操
縦
す
る
こ
と
が
可
能
と
は
思
え
な
い
。

機
体
は
ま
さ
に
空
か
ら
降
っ
て
き
た
よ
う
な
操
縦
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
私
に
は
そ
の
よ
う
な
操
縦
は

で
き
な
か
っ
た
と
。

そ
れ
か
ら
も
う

一
人
、
こ
れ
も
や
は
り
ア
メ
リ
カ
の
陸
軍

大
尉
だ
っ
た
方
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
九
．

―一

で
墜
落
し

た
四
機
の
ハ
イ
テ
ク
の
高
熱
合
金
エ
ン
ジ
ン
が
火
や
衝
突
に

よ
っ
て
完
全
に
破
壊
、
燃
焼
、
粉
砕
又
は
溶
け
て
し
ま
う
こ

と
な
ど
は
あ
り
得
な
い
と
保
証
で
き
る
。
破
損
、
つ
ま
り
壊

れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
け
れ
ど
も
、
破
壊
さ
れ
て
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

一
体
四
機
の
エ
ン
ジ
ン
は
ど
こ

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

四
機
飛
行
機
が
突
っ
込
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
フ
ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
だ
と
か
ボ
イ
ス

レ
コ
ー
ダ
ー
も
出
て
き
た
も
の
が
少
な
い
し
、
そ
れ
か
ら
機

体
は
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
、
ス
テ
ン
レ
ス
等
で
弱
い
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
エ
ン
ジ
ン
部
分
と
い
う
の
は
非
常
に
強
い
と
、
な

の
に
出
て
き
て
い
な
い
と
。
こ
れ
は
専
門
家
が

こ
う
い
う
ふ

う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

今
日
は
国
交
省
の
方
来
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
普
通

の
事
故
に
お
い
て
は
、
日
本
に
お
い
て
も
航
空
調
査
委
員
会

が
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
エ
ン
ジ
ン
が
消
え
て
し
ま

っ

た
よ
う
な
事
故
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
な
い
、
そ
れ
か
ら
機
体

番
号
等
が
、
部
品
番
号
等
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
事
故
は
な

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
。

こ
う
い
う
つ
ま
り
専
門
的
な
方
が
物
証
的
に
も
お
か
し
い

と
言

っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
れ
だ
け
い
ろ
ん
な
疑
問
が
出
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
原
点
が
こ
こ
か
ら
あ
っ
て
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
や
っ

ぱ
り
私
は
検
証
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う

い
う
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
評
価
と
、
こ
れ
を
政
治
的
に
や
は

り
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
石
破
防
衛
大
臣
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

0
国
務
大
臣

（石
破
茂
君
）

機
体
に
関
係
す
る

こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
答
弁

す
る
立
場
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

私
も
、
済
み
ま
せ
ん
、
不
勉
強
で

こ
う
い
う
こ
と
を
一
っ

―
つ
存
じ
て
お
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
エ
ン

ジ
ン
が
全
部
跡
形
も
な
く
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
一
般
論
と
し
て
は
な
い
の
だ
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ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
飛
行
機
が
突
っ
込
ん
で
、
あ
の
ビ
ル
全

体
が
も
う
、
あ
れ
だ
け
高
い
ビ
ル
で
す
か
ら
、
あ
れ
が
崩
れ
て
、

そ
の
衝
撃
た
る
や
、
た
だ
事
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
普
通

の
航
空
機
事
故
と
は
全
く
違
う
よ
う
な
力
が
働
い
た
の
だ
と
、

こ
う
素
人
な
り
に
思
う
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
立
場
で
お
答
え
す
る
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
私

も
、
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
実
際
に
ど
う
す
れ
ば
こ
う
い
う

こ
と
が
起
こ
る
の
か
と
、
本
当
に
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
場
合
に
起
こ
り
得
る
の
か
と
い
う
こ
と

は
、
個
人
的
に
は
そ
れ
は
非
常
に
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は

ご
ざ
い
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君

一
月
に
外
務
省
か
ら

い
た
だ
い
た
資
料
、
つ
ま
り
日
本
人

の
方
が
九
．

―一

で
二
十
四
名
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
の
御
遺
体
の
確
認
方
法
等
に
つ
い
て
資

料
を
出
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
枚
紙
で
ご
ざ

い
ま
す
。

邦
人
犠
牲
者
二
十
四
名
の
う
ち
、
御
迫
体
が
確
認
さ
れ
て

い
る
の
は
十
三
名
で
、
残
る
十

一
名
に
つ
い
て
は
米
国
の
裁

判
所
に
よ
り
死
亡
宣
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
と
。
つ
ま
り
、
確

認
さ
れ
て

い
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
裁
判
所
の
宣
告
が

あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
死
亡
を
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
日
本

政
府
は
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

一
月

に
お
聞
き
し
た
と
き
も
、

D
N
A
を
し
た
の
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
も
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
答
弁
だ
っ

た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
実
は
最
近
に
な
っ
て
い
ろ
ん
な
事
実
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
し
、
ド
イ
ツ
銀
行
と
い
う
建
物
の

上
で
か
な
り
多
数
の
御
迫
体
が
、
お
と
と
し
で
す
か
、
見
付

か
っ
た
り
と
か
。
そ
れ
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
こ
の

航
空
事
故
調
査
委
員
会
と
い
う
も
の
が
遺
族
に
対
し
て
そ
の

経
緯
等
々
に
つ
い
て
説
明
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

法
律
が
あ
る
ん
で
す
。

日
本
人
に
関
し
て
も
、
私
は
当
然
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
こ

う
い
う
事
故
に
遭
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
私
は
質
問
主

意
書
に
書
き
ま
し
た
ら
ぱ
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
存
じ
て
い

な
い
と
い
う
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ

国
内
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
遺
族
に
対
し
て
は
航
空
事
故

調
査
委
員
会
が
報
告
を
す
る
と
い
う
義
務
が
あ
る
以
上
、
日

本
政
府
と
し
て
当
然
要
求
を
し
て
、
こ
の
日
本
の
遺
族
の
方
々

に
と
っ
て
や
は
り
満
足
の
い
く
よ
う
な
、
そ
う
い
う
対
応
を

す
べ
き
で
あ
る
し
、
と
に
か
く
、
い
ろ
ん
な
事
実
が
む
し
ろ

最
近
に
な
っ
て
出
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
う
し
た
御
配
慮
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、

高
村
大
臣
、

い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

〇
副
大
臣
（
木
村
仁
君
）

死
亡
宣
告
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
死
体
が
発
見
で
き
な
い

迫
族
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
府
と
し
て
も
い
ろ
ん
な
形
で

最
大
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
結
論
的
に
言
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え
ま
す
こ
と
は
、
そ
の
過
程
で
御
迫
体
を
確
認
し
て
は
し
い

と
い
う
要
望
が
迫
族
か
ら
出
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
か
ら
、
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
か
ら
の
事
故

の
原
因
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
い
と
い
う
御
遺
族
の
意
向

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
の
事
件
が
、
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
が
そ
の
原
因

等
に
つ
い
て
遺
族
に
対
し
て
説
明
を
行
う
べ
き
事
項
に
含
ま

れ
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
御
迫
族
が
そ
の
よ
う
な
希
望
を
持
っ

て
お
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
委
員
長
（
北
澤
俊
美
君
）

私
の
方
か
ら
外
務
省
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、

質
問
者
は
質

問

通
告
で
答
弁
者
を
指
定
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ

が
仮
に
外
務
省
の
立
場
と
し
て
副
大
臣
と
か
あ
る
い
は
局
長

に
答
弁
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
事
前
に
質
問

者
に
了
解
を
得
る
と
い
う
こ
と
か
、
あ
る
い
は
こ
の
場
で
答

弁
要
求
者
が
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
者
に
答
弁
を
さ
せ
る
と

い
う
き
ち
ん
と
し
た
け
じ
め
を
付
け
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
質

問
者
の
意
向
を
勝
手
に
変
え
て
答
弁
者
を
決
め
る
と
い
う
の

は
、
こ
の
委
員
会
と
し
て
は
極
め
て
迫
憾
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
外
務
省
と
し
て
き
ち
ん
と
し
た
手
続
を
踏
む
よ
う
に
私

か
ら
要
求
し
て
お
き
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君

今
副
大
臣
の
方
か
ら
‘

御
遺
族
か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
と
い

う
話
で
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
ん
な
問
題
じ
ゃ
な
い
と
思

う
ん
で
す
ね
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
こ
う
い

う
事
故
調
査
委
員
会
が
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
家
族
で
あ
れ

ぱ
、
そ
れ
を
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

ぐ
ら
い
の
こ
と
は
当
然
日
本
政
府
と
し
て
す
べ
き
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
か
。
そ
う
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
知
っ
て
み
た
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
九
・
―
一
直
後
は
み
ん

な
動
転
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
も
う
と
に
か
く
そ
ん
な
中
で

聞
く
こ
と
す
ら
は
ば
か
る
み
た
い
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
と
こ
ろ
が
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
い

ろ
ん
な
情
報
が
出
て
き
て
、
こ
う
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
の

こ
の
独
立
委
員
会
で
す
ら
か
か
わ
っ
た
人
が
そ
こ
ま
で
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
、
し
か
も

こ
れ
が
理
由
で
も
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦

争
等
に
日
本
も
か
か
わ
っ
て
お
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
は

や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
形
の
、
何
か
人
ご
と
の
よ
う
な
対
応
で

は
私
は
困
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
私
は
た
ま
た
ま
、
こ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー

ト
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
議
会
と
そ
れ
か
ら
大
統
領
府
の

方
か
ら
権
限
が
与
え
ら
れ
て
で
き
た
報
告
で
あ
る
、
そ
し
て

こ
の
存
在
と
い
う
も
の
が
一
番
権
威
の
あ
る
存
在
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
日
本
政
府
も
認
め
て
お
ら
れ
る
。
（
中
略
）
外
交

防
衛
委
員
長
の
名
前
で
、
い
わ
ゆ
る
ク
レ
デ
イ
ビ
リ
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
真
意
で
こ
の
キ
ー
ン
委
員
長
、
そ
れ
か

ら
ハ
ミ
ル
ト
ン
副
委
員
長
が
そ
う
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
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て
お
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
是
非
照
会
を
す
る
問
い
合
わ
せ

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
委
員
長
及
び
理
事
会
の
方
々
に

お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
委
員
長
（
北
澤
俊
美
君
）

た
だ
い
ま
の
藤
田
議
員
の
要
求
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
刻

理
事
会
で
協
議
を
い
た
し
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君

時
間
も
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
最
後
に
石
破
大
臣
、

そ
れ
か
ら
裔
村
外
務
大
臣
に
お
聞
き
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
国
務
大
臣

（高
村
正
彦
君
）

こ
の
文
書
は
ア
メ
リ
カ
の
公
的
文
書
で
あ
り
ま
し
て
、
確

か
に
、
委
員
か
ら
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
個
々

的
に
は
い
ろ
い
ろ
問
題
に
し
て
い
る
方
が
多
い
わ
け
で
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
の
中
で
、
上
下
院
と
も
野
党
が

過
半
数
を
持
っ
て
い
る
中
で
、
そ
う
い
う
中
で
特
別
の
こ
れ

を
全
体
的
に
否
定
す
る
よ
う
な
動
き
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
私
は
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
し
、
そ

れ
に
対
し
て
委
員
個
人
が
い
ろ
い
ろ
疑
問
を
持
っ
て
、
そ
し

て
そ
れ
に
対
し
て
問
題
を
提
起
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
が
、
日

本
政
府
と
し
て
果
た
し
て
直
ち
に
そ
れ
に
対
し
て
調
査
に
入

る
べ
き
事
案
か
ど
う
か
と
い
う
と
、
私
は
そ
う
い
う
こ
と
で

も
な
い
と
。
や
は
り
国
連
に
お
い
て
も
九
．

―
一
と
い
う
の
は
、

ま
さ
に
そ
う
い
う
い
わ
ゆ
る
謀
略
に
よ
っ
て
何
か
ア
メ
リ
カ

が
自
作
自
演
で
や
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
は
全
く
と
ら
え
ら
れ

て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
う
い
う
中
で
日
本
政
府

が
今
、
ほ
か
で
も
な
い
委
員
の
御
指
摘
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
直
ち
に
こ
れ
を
疑
問
を
持

っ
て
調
査
に
入
る
、
そ
う
い

う
事
態
で
は
な
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

0
国
務
大
臣

（石
破
茂
君
）

外
務
大
臣
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
だ
れ
が
何
を
言

っ
て
い
る
か
と
い
う
の
は
よ
く
読

ん
で
み
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
私
は
改
め
て
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
例
え
ば
委
員
が
お
触
れ
に
な
り
ま
し
た
ロ
バ
ー

ト
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
氏
が
言

っ
て
い
る
、
そ
れ
は
証
拠
が
見
付
か

ら
な
か
っ
た
と
言
っ

て
い
る
の
か
、
証
拠
を
全
く
残
さ
な
い

よ
う
に
巧
妙
、
周
到
に
や
っ
た
の
だ
と
読
む
か
、
そ
れ
は
ま

た
い
ろ
ん
な
読
み
方
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
合
衆
国
に
お
い
て
い
ろ
ん
な
人
が
い
ろ
ん
な

こ
と
を
言

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
私
は
、
日
本
政
府
と
し
て

は
今
外
務
大
臣
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
私

自
身
そ
う
い
う
も
の
を
ま
た
時
間
が
あ
れ
ば
よ
く
き
ち
ん
と

検
証
し
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
私
は
、
む
し
ろ

そ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
れ
が
何
を
得
る
の
だ
と
い
う

こ
と
、

真
珠
溜
に
お
い
て
も
よ
く
謀
略
論
と
い
う
の
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
れ
が
何
を
得
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
よ
く
理
解
を
し
て
検
証
し
て
み
な
き
ゃ

い
か
ぬ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歴
史
の
変
わ
り
目
と
い
う
の
は
委
員

御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

国会質疑・質問趣意 汽料 302 



こ
る
の
か
、
冷
戦
が
終
わ
っ
た
後
の
テ
ロ
の
時
代
と
は
何
な

の
か
。
新
し
い
世
界
の
秩
序
と
い
う
の
は
ど
う
つ
く
る
べ
き

な
の
か
と
い
う
よ
う
な
視
点
か
ら
も
い
ろ
ん
な
議
論
、
検
証

は
必
要
だ
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

0
藤
田
幸
久
君

私
は
謀
略
と
も
自
作
自
演
と
も
言
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
両

大
臣
か
ら
そ
う
い
う
表
明
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

ハ
ミ
ル
ト
ン
議
員
も
含
め
ま
し
て
、
謀
略
、
自
作
自
演
と
い

う
こ
と
の
潜
在
意
識
が
お
あ
り
な
の
か
な
と
い
う
感
想
を

も
っ
て
、
質
問
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に

10
月

22
日
に
は
参
議
院
本
会
議
で
質
問
を
す
る
機

会
を
得
た
。

こ
の
本
会
議
で
の
質
問
の
結
果
、
河
村
健
夫
国

務
大
臣

（官
房
長
官
）
が
「
可
能
な
限
り
迫
族
の
支
援
に
あ

た
り
た
い
」
と
い
う
意
思
表
明
を
し
、
政
府
が
テ
ロ
被
害
者

に
対
す
る
取
り
組
み
を
開
始
す
る
と
い
う
嬉
し
い
結
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
道
は
遠
い
が
、
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。

2
 0
0
 
8
年

10
月

22日

参
議
院
本
会
議
に
お
け
る
藤
田
幸
久
の
質
疑
議
事
録

新
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
改
正
案
に
つ
い
て

0
藤
田
幸
久
君

昨
年
十
一
月
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、

テ
ロ
と
は
犯

罪
で
す
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
、
つ
ま
り
武
力
紛
争
で
す
か
と

い
う
私
の
質
問
に
対
し
福
田
総
理
は
、
典
型
的
な
テ
ロ
行
為

は
犯
罪
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
九
．
―
-
テ
ロ
攻
撃
は
高
度
の

組
織
性
、
計
画
性
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
武
力
攻
撃
に
当
た
る

と
答
え
ま
し
た
。

テ
ロ
と
い
う
犯
罪
が
組
織
性
、
計
画
性
を
持
っ
て
行
わ
れ

た
以
上
、
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
犯
罪
を
行
っ
た
か
の
裏
付
け

に
基
づ
き
戦
い
を
進
め
る
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
官
房
長

官、

い
か
が
で
す
か
。
ま
た
、
こ
の
戦
争
は

一
体
だ
れ
の
だ

れ
に
対
す
る
戦
い
な
の
か
、
明
確
に
お
答
え
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
刑
法
改
正
に
伴
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
長
井
カ
メ
ラ

マ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
伊
藤
和
也
さ

ん
な
ど
、
海
外
で
殺
害
さ
れ
た
邦
人
の
事
件
捜
査
の
た
め
に
近

年
は
捜
査
関
係
者
を
現
地
国
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
九・

一―

調
査
委
員
会
の
報
告
が
出
た
の
が
刑
法
改
正
後
の
二

0
0四

年
七
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
捜
査
関
係
者
を
派

遣
し
て
日
本
人
犠
牲
者
二
十
四
名
に
対
す
る
テ
ロ
行
為
の
事

実
関
係
を
捜
査
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
官
房
長
官
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
事
件
後
七
年
も
経
過
し
て
い
な
が
ら
、
ア
メ

リ
カ
司
法
省
は
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
公
的
に
告
発
す
る
手
続
を

取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

F
B
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

世
界
の
最
重
要
指
名
手
配
者
の
一
人
で
あ
る
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

の
容
疑
と
し
て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ケ
ニ
ア
の
米
国
大
使
館
爆

破
事
件
の
み
を
挙
げ
、
九
．
―
一
と
の
か
か
わ
り
を
挙
げ
て
い

303 汀料 国会質疑 ・質問趣意害



ま
せ
ん
。

（中
略
）

テ
ロ
と
の
戦
い
の
原
点
で
あ
る
こ
れ
ら
の
基
本
的
事
実
を

日
本
政
府
と
し
て
も
米
国
政
府
に
確
認
す
べ
き
で
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。
も
し
確
認
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
不
朽
の
自

由
作
戦
に
関
連
す
る
海
上
阻
止
活
動
へ
の
協
力
の
根
拠
に
欠

け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
補
給
支
援
活
動
な
ど

を
停
止
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
官
房
長
官
、
い
か
が

で
す
か
。

（中
略
）

事
件
の

一
年
後
の
二

0
0
二
年
九
月
十
二
日
、
被
害
者
家

族
の
一
行
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
小
泉
純

一
郎
元
総
理
と
面
会

し
ま
し
た
が
、
そ
の

一
人
で

一
人
息
子
の
敦
さ
ん
を
失
っ
た

白
鳥
晴
弘
さ
ん
は
、
小
泉
元
総
理
に
以
下
の
よ
う
に
直
訴
し

ま
し
た
。

日
本
政
府
は
知
り
ま
せ
ん
よ
と
い
う
態
度
を
取
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
、
補
償
を
し
て
く
れ
と
い
う
の
で

は
な
く
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
と

い
う
情
報
の
集
約
と
公
開
、
そ
し
て
最
低
限
の
通
訳
や
ガ
イ

ド
な
ど
、
私
た
ち
被
害
者
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い

。

こ
れ
に
対
し
て
歴
代
総
理
が
白
鳥
さ
ん
た
ち
に
何
も

こ
た

え
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
官
房
長
官
は
ど
う
認
識
さ
れ
ま

す
か
。
ま
た
、
日
本
政
府
と
し
て
御
遺
族
の
こ
う
し
た
訴
え

に
こ
た
え
る
つ
も
り
が
あ
る
か
、
お
答
え
い
た
だ
き
た
い

。

ま
た
、
遺
族
の
一
人
は
、
外
務
省
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
政

府
や
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
っ
て
対
応
し
て
は
し
い
、
被
害

者
に
対
す
る
補
償
金
に
対
し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
、
ア

メ
リ
カ
で
は
全
額
控
除
さ
れ
て
い
る
、
日
本
で
も
控
除
す
る

対
策
を
講
じ
て
は
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
補
償
交
渉

に
対
し
て
も
何
ら
支
援
も
ア
ド
バ
イ
ス
も
な
い
と
述
べ
て
い

ま
す
。
実
際
に
、
日
本
政
府
が
被
害
者
の
家
族
を
集
め
て
状

況
を
説
明
す
る
会
合
は

一
度
も
開
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
政
府

か
ら
は
時
折
、
各
家
族
に
ア
メ
リ
カ
の
各
官
庁
や
州
政
府
が

作
成
し
た
分
厚
い
英
文
の
文
書
、

．保
険
や
補
償
に
関
す
る
重

要
書
類
な
ど
が
何
の
日
本
語
に
よ
る
説
明
も
な
く
送
り
付
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
赤
十
字
か
ら
限
ら
れ
た
渡

航
賓
支
援
が
あ
っ
た
も
の
の
、
日
本
政
府
か
ら
は
そ
の
後
の

度
々
の
渡
航
費
や
宿
泊
費
な
ど
の
支
援
も

一
切
さ
れ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
御
家
族
の
こ
う
し
た
要
望
に
誠
実
に
こ

た
え
る
の
が
テ
ロ
と
の
戦
い
の
第

一
歩
と
考
え
ま
す
が
、
こ

う
し
た
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て
外
務
大
臣
か
ら
お
答
え
い

た
だ
き
た
い

。

（中
略
）

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
航
空
事
故
調
査
委
員
会
は
、
米
国
人
迫
族

に
対
し
て
は
事
故
の
内
容
に
つ
い
て
の
報
告
義
務
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
四
月
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
木
村
副
大

臣
は
、
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
い
と
い
う
日

本
人
遺
族
か
ら
の
要
望
は
な
い
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
私

が
お
会
い
し
た
家
族
の
皆
さ
ん
は
是
非
希
望
し
た
い
と
言
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
そ
う
し
た
仕
組
み
が
あ
る
と
い
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う
こ
と
を
御
家
族
に
対
し
て
紹
介
す
る
の
が
日
本
政
府
の

t

任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
で
も
調
査
委
員
会
に
そ

う
し
た
申
入
れ
を
行
う
意
思
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
外
務
大

臣
の
見
解
を
伺
い
た
い

。

官
房
長
官
、
本
年
六
月
十
一
日
に
米
国
下
院
で
以
下
の
決

議
案
が
可
決
さ
れ
、
司
法
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
こ
と
を
御

存
じ
で
す
か
。
第
二
条
、
侵
略
戦
争
を
不
正
に
正
当
化
す
る

た
め
、
イ
ラ
ク
が
安
全
保
節
上
の
脅
威
で
あ
る
と
誤
っ
た
宣

伝
を
行
い
、

二

0
0
一
年
九
月
十
一
日
の
攻
繋
を
、
不
正
に
、

組
織
的
に
、
犯
罪
的
な
意
図
を
持
っ
て
利
用
し
た
こ
と
。
第

三
条
、
戦
争
の
た
め
の
間
違
っ
た
論
拠
を
捏
造
し
、
イ
ラ
ク

が
大
量
破
壊
兵
器
を
所
有
し
た
と
米
国
民
と
国
会
議
員
を
ミ

ス
リ
ー
ド
し
て
信
じ
込
ま
せ
た
こ
と
。
第
八
条
、
国
連
憲
章

を
侵
し
て
主
権
国
家
イ
ラ
ク
を
侵
略
し
た
こ
と
。
第
三
十
三

条
、
九
．
―
一
以
前
に
寄
せ
ら
れ
た
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
米
国
の

攻
撃
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
情
報
の
替
告
を

度
々
無
視
し
、
そ
の
対
応
に
失
敗
し
た
こ
と
。
第
三
十
五
条
、

二

0
0
一
年
九
月
十
一
日
の
攻
撃
に
関
す
る
調
査
を
妨
害
し

た
こ
と
。

長
官
、
こ
れ
は
プ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
に
対
す
る
弾
劾
決

議
案
の
条
文
の
一
部
な
の
で
す
。
民
主
党
の
ク
シ
ニ
ッ
チ
議

員
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
ロ
ン

・
ポ
ー
ル
元
大
統
領
候
補
な

ど
二
十
四
人
の
共
和
党
議
員
を
含
む
二
百
五
十
一
人
が
賛
成

し
‘
百
五
十
六
人
が
反
対
と
す
る
百
票
ほ
ど
の
大
差
と
な
り

ま
し
た
。
任
期
中
に
本
会
議
で
こ
の
決
議
が
通
る
こ
と
は
な

い
よ
う

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
内
部
か
ら
地
殻
変
動

が
起
き
て
い
る
の
で
す
。
プ
ッ
シ
ュ
政
権
で
国
務
長
官
を
務

め
た
パ
ウ
エ
ル
長
官
が
オ
バ
マ
大
統
領
候
補
へ
の
支
援
を
決

め
た
こ
と
も
そ
の
流
れ
と
思
わ
れ
ま
す
。
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領

の
戦
争
の
政
治
が
終
え
ん
を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
大
き
な
転
換
を
求
め
る
流
れ

が
世
界
中
か
ら
沸
き
上
が
る
兆
候
を
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た

流
れ
に
対
す
る
官
房
長
官
の
所
感
を
伺
い
ま
す
。

0
国
務
大
臣

（河
村
建
夫
君
）

（中
略
）

九．

―
-
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
実
行
犯
に
つ
い
て
の
お
尋

ね
が
あ
り
ま
し
た
。

F
B
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
最
重
要
指
名
手

配
者
と
し
て
の
ビ
ン
ラ
ー
デ
ン
の
容
疑
に
つ
い
て
、
九
・

一―

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
は
承
知
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
二

0
0
二
年
二
月
六
日
、

米
国
連
邦
捜
査
局
、

F
B
I
は
、
議
会
証
言
に
お
い
て
九
・
一

―

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
及
び
、
ビ
ン
ラ
ー
デ
ン

と
リ
ン

ク
さ
せ
る
証
拠
は
明
確
で
あ
り
反
証
不
能
で
あ
る
旨

述
べ
た
と
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
と
し
て
は
、
各
種
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
て
九
・

―
一
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
は
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
に
よ
り
実
行
さ

れ
た
も
の
と
判
断
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
き
現
時
点
で
改

め
て
米
国
政
府
に
事
実
関
係
を
た
だ
す
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
が
国
は
国
際
社
会
に
よ
る
テ
ロ
と

の
闘
い
の

一
翼
を
担
い
、
国
際
社
会
の
連
帯
に
お
い
て
責
任

を
果
た
し
て
い
く
と
の
決
意
で
あ
り
ま
す
。
補
給
支
援
活
動

は
我
が
国
の
国
益
を
懸
け
、
我
が
国
自
身
の
た
め
に
し
て
き

た
活
動
で
あ
り
、
補
給
支
援
特
措
法
の
延
長
は
是
非
と
も
必

要
で
あ
り
ま
す
。

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
被
害
者
御
迫
族
へ
の
対
応
に

つ
い
て
の
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

政
府
と
し
て
も
、
事
件
直
後
か
ら
御
家
族
の
御
意
向
も
踏

ま
え
つ
つ
、
御
迫
体
の
確
認
、
米
国
政
府
が
支
給
す
る
補
償

金
の
請
求
手
続
や
補
償
金
の
非
課
税
に
関
す
る
情
報
提
供
等
、

御
迫
族
に
対
し
て
種
々
の
支
援
や
情
報
提
供
を
誠
実
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
御
遺
族
か
ら
御
要
望
が
あ

れ
ば
、
可
能
な
限
り
御
迫
族
の
支
援
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（中
略
）

プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
対
す
る
弾
劾
決
議
案
に
対
す
る
お
尋

ね
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
六
月
十
一
日
、
米
下
院
会
議
に
お

い
て
プ

ッ
シ

ュ
大

統
領
を
弾
劾
す
る
決
議
案
を
下
院
司
法
委
員
会
に
付
託
す
る

動
議
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
決

議
案
が
下
院
で
可
決
さ
れ
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（中
略
）

0
国
務
大
臣

（中
曽
根
弘
文
君
）

米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
被
害
者
の
御
遺
族
へ
の
対

応
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

政
府
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
事
件
直
後
か
ら
米
国
政
府
が

支
給
い
た
し
ま
す
補
償
金
の
請
求
手
続
や
補
償
金
の
非
課
税

化
に
関
す
る
情
報
提
供
等
、
御
遺
族
に
対
し
て
種
々
の
支
援

や
情
報
提
供
等
、
御
要
望
を
踏
ま
え
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
可
能
な
限
り
御
迫
族
の
支
援
に
当
た
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
米
国
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
へ
の
申
入
れ
に
関
す

る
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に

伴
う
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
委
員
会
が

説
明
を
行
う
べ
き
事
故
に
含
ま
れ
る
か
否
か
必
ず
し
も
明
確

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
御
遺
族
に
対
し
ま
し
て

様
々
な
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
具

体
的
な
御
要
望
が
あ
れ
ぱ
、
政
府
と
し
て
何
が
で
き
る
か
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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「対
テ
ロ
戦
争
」
と

24
名
の
日
本
人
犠
牲
者
を
出
し
た

9
.
1
1

の
攻
撃
に
関
す
る
審
議
を
行
っ
て
き
た
日
本
国
国
会
の
参
議

院
外
交
防
衛
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
私
は
、
貸
殿

に

9
.
1
1

事
件
の
調
査
委
員
会
の
共
同
議
長
と
し
て
の
役
割
に
関
し
て

幾
つ
か
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
私
は
こ

れ
ま
で
ケ
イ
ン
知
事
に
は
直
接
お
目
に
か
か
る
光
栄
の
機
会

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
下
院
議
員
に
は
、

4
年

前
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
で
日
本
の
民
主
党

代
表
団
を
お
迎
え
項

い
た
際

に
、
お
目
に
か
か
る
光
栄
に
浴

ケ
イ
ン
元
知
事
お
よ
び
ハ
ミ
ル
ト
ン
元
下
院
議
員
殿

こ
れ
ま
で
の
、
国
会
質
問
な
ど
を
踏
ま
え
、
私
は

2
0
0
 
8
 

年

12
月
10
日
付
け
で

9
.
1
1
調
査
委
員
会
の
共
同
議
長
で
あ

る
ケ
イ
ン
元
知
事
お
よ
び
ハ
ミ
ル
ト
ン
元
下
院
議
員
に
以
下

の
よ
う
な
魯
簡
を
送
っ

た
。

F
凹

し
て
お
り
ま
す
。

私
の
関
心
は
、
貨
殿
は
現
時
点
で

『
9
.
1
1
調
査
委
員
会

報
告
書
」
（
以
下

「
報
告
書
」
）
の
信
頼
性
を
ど
う
お
考
え
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
参
議
院
の
委
員
会
で
私
は
指
摘
し
ま
し

た
が
、

貴
殿
は、

信
頼
性
に
欠
け
る
情
報
が
調
査
委
員
会
に

提
出
さ
れ
た
と
い
う
理
由
で
「
報
告
書
」
に
関
す
る
疑
い
を

表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
存
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
私
は
、

そ
れ
ら
を
超
え
て
、
こ
れ
ま
で
に
私
の
目
に
止
ま

っ
た
他
の

問
題
に
関
す
る
費
殿
の
ご
意
見
も
伺
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は

8
つ
の
質
問
が
ご
ざ
い
ま
す
。

第

1
問

オ

サ

マ

ビ

ン

ラ

デ

ィ

ン

が

9
.
1
1
事
件
の
背
後

に
い
た
と
い
う

「
報
告
否
」
の
推
定
を
、
費
殿
は
今
で
も
支

持
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

貴
殿
は
、

2
0
0
 6年
の
御
共
著

「前
代
未
聞

：
9
．
11

委
員
会
の

内

幕
」
つ
W
i
t
h
o
u
t
P
r
e
c
e
d
e
n
t
:
 
T
h
e
 I
n
s
i
d
e
 

S
t
o
r
y
 o
f
 
t
h
e
 9
 ¥
 1
1

 

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
“
、
キ
小
邦
匹
訳
）
の
中
＇
で、

9
.
1
調
査
委
員
会
共
同
議
長
へ
の
質
問
状
と
回
答
全
文
藤
田
幸
久
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逮
捕
さ
れ
た
ア
ル
カ
イ
ダ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
直
接
接
触
す

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
攻
槃
計

画
に
占
め
る
オ
サ
マ

・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
役
割
に
つ
い
て
、

C
I
A
が
カ
リ
ッ
ド
・
シ
ー
ク

・
モ
ハ
メ
ッ
ド
か
ら
得
た
と

さ
れ
て
い
る
情
報
を
「
報
告
書
」
に
引
用
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
モ
ハ
メ

ッ
ド
に
直
接
接
触
で
き
ず
、
さ
ら
に
、
そ
の
尋

問
を
見
る
こ
と
も
、
ま
た

C
I
A
の
尋
問
担
当
官
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
さ
え
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
付
け
加
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
「
我
々
は
：
・
拘
束
さ
れ
た
者
た
ち
が
提
供
し

た
情
報
の
信
頼
性
に
つ
い
て
、
評
価
す
る
術
が
な
か
っ
た
。

モ
ハ
メ
ッ
ド
の
よ
う
な
人
物
が
真
実
を
語
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
ど
う
し
て
我
々
に
判
断
で
き
た
だ
ろ
う
」
と
貸
殿
は
書

い
て
お
ら
れ
ま
す
。

（
「前
代
未
聞

(W
i
t
h
o
u
t
P
r
e
c
e
d
e
n
t
)」

2
7
0
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
連
邦
検
察
局

(F
B
I
)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
最

重
要
指
名
手
配
テ
ロ
リ
ス
ト
」
の
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

の
テ
ロ
行
為
罪
状
リ
ス
ト
に
、

9
.
1
1
事
件
が
入
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
な
ぜ

9
.
1
1
事
件
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、

F
B
I
の
ス
ボ
ー
ク
ス
マ
ン

が
「

F
B
I
は
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を

9
.
1
1
に
結
び
つ
け
る
確

た
る
証
拠
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
」
と
答
え
て
い
る
事
実
が

あ
り
ま
す
。

貴
殿
は
こ
の
事
実
を
ご
承
知
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も

し
ご
承
知
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
こ
と
が
な
ぜ
「
報
告
書
」
の

中
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
‘
貸
殿
の
調
査
委
員
会
は
ア
メ
リ
カ
国
民

と
世
界
に
向
け
て
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
こ
の
攻
撃

の
責
任
者
で
あ
る
と
報
告
し
ま
し
た
が
、
貴
殿
に
は
ど
の
よ

う
な
証
拠
が
あ
る
か
、
お
答
え
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第

2
問

委

員

会

の

フ

ィ

リ

ッ
プ
・
ゼ
リ
コ
ウ
事
務
局
長
が

述
べ
た
幾
つ
か
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
彼
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
報
告
杏
」

が
、
信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
貴
殿
は
今
で
も
思
っ
て
お

ら
れ
ま
す
か
？

フ
ィ
リ

ッ
プ
・
シ
ェ
ノ
ン

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

記
者
）
著

「調
査
委
員
会
：

9
．
11
調
査
の
検
閲
さ
れ
な
い

歴
史
」
(”
T
h
e
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
:
 T
h
e
 U
n
c
e
n
s
o
r
e
d
 H
i
s
t
o
r
y
 

of t
h
e
 9
 ¥
 11 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
“
、
土
＾
紐
か
印
5
)

に
よ
る
と
、
ゼ
リ

コ
ウ
氏
は

9

.
11
調
査
委
員
会
の
事
務
局
長
に
志
願
し
た
と

き
、
プ
ッ
シ
ュ
政
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
率
直
に
全
て
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

特
に
、
ゼ
リ
コ
ウ
氏
が
コ
ン
ド
リ
ー
ザ

・
ラ
イ
ス
現
国
務

長
官
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と

（
ラ
イ
ス
氏
と
本
を
共
同

執
箪
し
て
い
る
事
実
）
や
、
彼
女
の
要
請
で
ゼ
リ
コ
ウ
氏
が
、

2
 0
0
 
2
年
版
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
家
安
全
保
障
戦
略

（そ

の
後
イ
ラ
ク
攻
撃
の
正
当
化
に
使
わ
れ
た
）

の
草
稿
を
書
い

た
事
実
、
こ
れ
ら
を
ゼ
リ
コ
ウ
氏
は
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
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こ
と
を
シ
ェ
ノ
ン
氏
は
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
貴
殿
の
御
共
著

『前
代
未
聞
j

(2
7
0
ペ
ー
ジ
）

に
よ
れ
ば
、
調
査
委
員
会
が
作
業
に
着
手
し
た
時
点
で
ゼ
リ

コ
ウ
氏
は
既
に
、
彼
の
大
学
の
恩
師
で

あ
る
ア
ー
ネ
ス
ト
・

メ
イ
氏
と
一
緒
に
、
「
報
告
書
」
の
概
要

（
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

）

を
書
い
て
い
た
こ
と
で
す
。

シ
ェ
ノ
ン
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、

そ
の
概
要
は
「
各
章
の
見
出
し
、
中
見
出
し
、
小
見
出
し
」

な
ど
の
詳
細
わ
た
り
、
し
か
も
、
こ
の
概
要
の
存
在
が
調
査

委
員
会
の
ス
タ

ッ
フ
に
は
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か

れ
て
お
り
ま
す
。

（シ

ェ
ノ
ン
著

「調
査
委
員
会
」

3
8
8
¥

3
8
9
ペ
ー
ジ
）

さ
ら
に
ゼ
リ
コ
ウ
氏
は
、

「報
告
書
」
が
完
成
す
る
ま
で
は

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

高
官
た
ち
と
の
接
触
を
全
て
断
つ

と
約
束

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

コ
ン
ド
リ
ー
ザ

・
ラ
イ
ス
氏
と
カ
ー

ル
・
ロ
ー
ブ
氏
の
二
人
に
連
絡
を
取
り
続
け
て
い
た
と
さ
れ

ま
す
。

（「
調
査
委
員
会
」

1
0
6
i
l
0
7
ペ
ー
ジ
）

以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
て
も
、
貫
殿
は
、
こ
の

「
報
告
害
」
が

信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

第

3
問

連

邦

航

空

局

(F
A
A
)
が
関
係
し
た
旅
客
機
に

つ
い
て
報
告
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（時
系
列
）
が
、
「
報
告
書
」

で
は
、
北
米
航
空
宇
宙
防
衛
司
令
部

(N
O
R
A
D
)
か
ら

入
手
し
た
テ
ー
プ
に
基
づ
い
て
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
殿

は
今
で
も
、
そ
の
改
訂
が
正
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

貴
殿
の
御
共
著
に
は
、

「
N
O
R
A
D
の
担
当
官
た
ち
に
よ

る
公
開
証
言
」

に
お
い
て
、
担
当
官
た
ち
が

「
事
実
で
は
な

い

9
.
1
1
の
説
明
を
し
、
こ
の
説
明
は
意
図
的
な
隠
ぺ

い
に

近
い
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
（
「前
代
未
聞
」
2
6
1
ペ
ー
ジ
）
。

9
.
1
1
調
査
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
素
早
く
反
応
し
、

N
o

R
A
D
の
担
当
官
た
ち
が
調
査
委
員
会
に
嘘
を
つ
い
た
と
非

難
し
ま
し
た
。

こ
の
非
難
の
根
拠
は
、
調
査
委
員
会
が

N
O
R
A
D
か
ら

入
手
し
た

9
.11
の

「
F
A
A
と
の
交
信
記
録
」
テ
ー
プ
で
す
。

「
報
告
書
」
は

こ
れ
ら
の
テ
ー
プ
に
基
づ
き
、
F
A
A
は

77
便
、

93
便、

1
7
5
便
が
激
突
し
た
あ
と
に
な

っ
て
空
軍
に
通
報

し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

質
問
し
ま
す
。

N
O
R
A
D
が
調
査
委
員
会
に

嘘
を
つ
い
た
と
お
考
え
な
ら
ば
、

N
O
R
A
D
が
提
供
し
た

録
音
テ
ー
プ
は
な
ぜ
信
用
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら

の
テ
ー
プ
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
説
明
も
、
嘘
で
は
な
い
か

と
疑
う
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

何
故
な
ら
、
こ
の
新
し
い
事
実
は
、
報
告
書
が
空
軍
に
と

っ

て
都
合
が
よ
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

N

O
R
A
D
の
説
明
で
は
、

「
軍
が
対
応
で
き
る
時
間
内
に
通
報

を
受
け
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
対
応
の
妥
当
性
に
つ

い
て
疑
問
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
」
と

「
報
告
書
」
自
体
も

述
べ
て
お
り
、
軍
の
立
場
が
悪
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
突
入
し
た
と
さ
れ
る

77
便
に
関
し
て
は
、
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9
時

24
分
に
通
報
を
受
け
た
と
い
う
N
O
R
A
D
の
報
告
は

不
正
確
だ
と
「
報
告
書
」

は
主
張
し
、
「

2
0
0
 
3
年

5
月
の

調
査
委
員
会
で
の
証
言
が
示
唆
し
た
と
お
り
、
軍
が
ア
メ
リ

カ
ン
航
空

77
便
に
対
応
す
る
の
に
必
要
な

14
分
間
は
な
か
っ

た」
。
と
し
て
い
ま
す
。

N
O
R
A
D
の
「

9
時

24
分
に
は
通
達
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
テ
ー
プ
の
お
か
げ
で
、
空
軍
の

”対
応
の
妥
当
性
II

に
関
す
る
問
題
が
排
除
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
考
虚
す
れ
ば
、

そ
の
テ
ー
プ
が
捏
造
さ
れ
た
と
疑
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

第

4
問

9

.
11
当
日
の
朝
の
ド
ナ
ル
ド
・
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル

ド
国
防
長
官
の
行
動
に
つ
い
て
、
「
報
告
書
」
の
記
述
は
正
確

で
あ
る
と
、
貴
殿
は
今
で
も
確
信
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
テ
ロ
対
策
担
当
特
別
補
佐
官
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ク
ラ
ー
ク
氏
が
、
彼
の
著
作

「爆
弾
証
言

す
べ
て
の
敵

に
向
か
っ
て
」

(”
A
g
a
i
n
s
t
A
l
l
 
E
n
e
m
i
e
s
“

【

2
0
0
 
4
 

年
に
日
本
語
版
既
刊
】
）
の
中
で
、
あ
の
朝
の
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル

ド
長
官
の
行
動
に
つ
い
て
異
な
る
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

ク

ラ
ー
ク
氏
は
、
彼
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
主
宰
し
て
い
た
テ

レ
ビ
会
議
に
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
長
官
も
参
加
し
て
い
た
、

つ
ま
り
会
議
の
最
初
の

9
時

15
分
か
ら
、
そ
こ
に
い
た
と
ク

ラ
ー
ク
氏
は
言
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
「
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
長
官

は
そ
の
時
刻
に
は
自
分
の
執
務
室

に
い
て
C
I
A
担
当
官
の

報
告
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
後
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ビ
デ
オ

会
議
に
参
加
し
た
と
き
は

10
時
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
報
告
書
」
が
ク
ラ
ー
ク
氏
の
話
と
食
い
違
っ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
ど
う
し
て
一

言
も
触
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。
ク

ラ
ー
ク
氏
の
本
は
、
調
査
委
員
会
が
ま
だ
公
聴
会
を
続
け
て

い
る
時
期
に
出
版
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
も
し
ク
ラ
ー
ク
氏
が
間
違
っ
て
い
る
と
調
査

委
員
会
が
思
っ
た
の
な
ら
、
テ
レ
ビ
会
議
の
テ
ー
プ
を
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
入
手
で
き
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
真
実
を
言
っ

て
い
る
の
は
ク
ラ
ー
ク
氏

で
あ
っ
て
、
ゼ
リ
コ
ウ
氏
で
は
な
い
と
す
る
の
が
妥
当
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

第

5
問
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
司
令
官
の

9

.
11
当

日
朝
の
行
動
に
つ
い
て
、

「報
告
書
」

の
記
述
が
正
確
で
あ
る

と
、
貴
殿
は
今
で
も
確
信
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

こ
の
質
問
を
す
る
の
は
、
第

4
問
と
同
様
の
食
い
違
い
が

あ
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
「
報
告
書
」
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ク
ラ
ー
ク
が
著
書
の
中
で
述
べ
て
い
る
こ
と
と
食
い
違
っ
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ー
ク
の
話
で
は
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
と
同
じ
く
マ
イ

ヤ
ー
ズ
も
ペ
ン
タ

‘‘コ
ン
に
い
て
、
ク
ラ
ー
ク
が
主
宰
す
る
ホ
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ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
テ
レ
ビ
会
議
に

9
時

15
分
頃
か
ら

10
時
ま

で
、
「
将
軍
や
大
佐
た
ち
に
囲
ま
れ
て
」
参
加
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

ク
ラ
ー
ク
は
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が

9
時

28
分
に
こ

う
発
言
し
た
と
書
い
て
い
ま
す
。
「
オ
ー
テ
ィ
ス

（訳
注
：
オ
ー

テ
ィ
ス
空
軍
基
地
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
っ
て

2
機
発

進
さ
せ
た
。

ラ
ン
グ
レ
ー

（
訳
注

・・
ラ
ン
グ
レ
ー
空
軍
基
地
）

は
今

2
機
を
発
進
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」
（
『
爆

弾
証
言

す
べ
て
の
敵
に
向
か
っ
て
」

4
¥
5
ペ
ー
ジ
）

し
か
し

「
報
告
書
」
に

よ
れ
ば
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
国
会
議

事
堂
で
マ
ッ
ク
ス

・
ク
リ
ー
ラ
ン
ド
上
院
議
員
と
会
っ
て
い

て
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
破
壊
さ
れ
る
ま
で
テ
ロ
攻
撃
が
起
き
て

い
る
こ
と
さ
え
知
ら
ず
、

10
時
近
く
ま
で
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
は

戻
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

(38
ペ
ー
ジ
）

こ
こ
で
も
ま
た

「
報
告
書
」
は
ク

ラ
ー
ク
の
説
明
と
食
い

違
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
説
明
に
触
れ
て
す
ら
い
な
い
と

い
う
事
実
が
、
私
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ー
ク
と
ゼ
リ

コ
ウ
の
仲
が
悪
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に

重
要
な
問
題
で
、
ゼ
リ
コ
ウ
が
ク
ラ
ー
ク
の
説
明
に
触
れ
る

こ
と
を
拒
否
す
る
に
足
る
理
由
に
は
な
り
得
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
に
関
す
る
説
明
の
食
い
違
い

に
つ
い
て
質
問
し
た
第

4
問
と
同
じ
質
問
を
し
ま
す
。
上
記

の
情
報
を
考
應
に
入
れ
て
も
な
お
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
ど
こ
に

い
た
の
か
に
つ
い
て
真
実
を
語
っ
て

い
る
の
は
、
ク
ラ
ー
ク

の
著
書
で
は
な
く
、
「
報
告
書
」
で
あ
る
と
信
じ
る
根
拠
は
何

か
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

第

6
問
チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
が
大
統
領
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー

(
P
E
O
C
)
に
到
着
し
た
と
き
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
報

告
書
」
の
説
明
は
正
確
で
あ
る
と
今
も
確
信
し
て
お
ら
れ
ま

す
か
？

こ
の
点
で
も
ま
た
ク
ラ
ー
ク
氏
の
著
書
と
食

い
違
い
、
ノ
ー

マ
ン
・
ミ
ネ
タ
運
輸
長
官
の
説
明
と
も
食
い
違
っ
て
い

ま
す
。

ク
ラ
ー
ク
氏
に
よ
る
と
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
は
貿
易

セ
ン
タ
ー
ヘ
の

二
度
目
の
攻
撃
が
あ
っ
た

9
時

3
分
の
す
ぐ

あ
と
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
地
下
に
あ
る

P
E
O
C
に
下

り
て

(
3
ペ
ー
ジ
）
。
そ
の
少
し
あ
と
に
ミ
ネ
タ
長
官
が
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
に
到
着
し
、
ク
ラ

ー
ク
氏
は
ミ
ネ
タ
長
官
に
、

チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
が

P
E
O
C
に
い
る
か
ら
会
い
に
行

く
よ
う
告
げ
た
と
報
告
し
て
い
ま
す

(4
1
5
ペ
ー
ジ
）
。

ミ
ネ
タ
長
官
自
身
も
、
ク
ラ
ー
ク
氏
を
訪
れ
た
あ
と

P
E

o
c
へ
下
り
て
い
き
、

9
時

20
分
頃

P
E
O
C
に
入
室
す
る

と
、
副
大
統
領
は
す
で
に
来
て
い
た
と
証
言

し
て
い
ま
す
。

若
い
官
吏
が
部
屋
を
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
に
向
か
っ
て
く
る
飛
行
機
に
つ
い
て
副
大
統
領
に
報
告
し

て
お
り
、
副
大
統
領
が
「
命
令
は
依
然
有
効
だ
」
と
確
認
し
た

の
を
最
後
に
、
二
人
の
会
話
は
終
わ
っ
て
い
ま
す

(
9
.
1
1

調
査
委
員
会
の

2
0
0
 
3
年

5
月
2
3
日
付
公
開
証
言
）
。

し
か
し

「
報
告
書
」
に
は
、
副
大
統
領
が

P
E
O
C
に
入

っ

た
の
は
「

10
時
少
し
前
、
お
そ
ら
く

9
時

58
分
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。
「
報
告
書
」

は
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
長
官
に
関
す

9.11調査委日会共同議長への行簡と回答全文 沢料 312 



る
ク
ラ
ー
ク
氏
の
説
明
に

言
及
し
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、

副
大
統
領
に
関
す
る
ミ
ネ
タ
長
官
の
発
言
が
調
査
委
員
会
の

公
開
証
言
の
場
で
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
触
れ
て
い

ま
せ
ん
。

9
.
1
1
の

5
日
後
と
い
う
、
ま
だ
記
憶
も
新
し
い
日
に
「
ミ
ー

ト

・
ザ

・
プ
レ
ス
」
と
い
う

N
B
C
の
番
組

(
2
0
0
 
1
年

9
月
16
日
放
送
）

で
チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
自
身
が
語
っ
た

説
明
と
も
、
「
報
告
書
」
は
矛
盾
し
て
い
ま
す
。
こ
の
番
組
で

副
大
統
領
は
、

P
E
O
C
に
到
着
し
た
あ
と
、
ペ
ン
タ
｀
‘
コ
ン

へ
の
攻
撃
を
知
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
「
報
告
書
」

で
は
、
副
大
統
領
は
「
ペ
ン
タ

｀`コ
ン
ヘ
の
攻
撃
を

P
E
O
C

に
通
じ
る
ト
ン
ネ
ル
で
知
っ
た
」
と
書
い
て
い
ま
す

(3
9
¥

40
ペ
ー
ジ
）

以
上
、
「
報
告
書
」
と
矛
盾
す
る
説
明
に
も
拘
ら
ず
、
貴
殿

は
こ
の
件
に
関
す
る
「
報
告
書
」
の
記
述
が
正
確
で
あ
る
と

確
信
さ
れ
ま
す
か
？

第

7
問
旅
客
機
の
多
く
の
乗
客
が
携
帯
電
話
を
使
っ
て
、
家

族
な
ど
に
電
話
を
か
け
た
と
い
う
話
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、

F
B
I
は
そ
の
事
実
を
否
定
し
ま
し
た
。
「
報

告
書
」
は
な
ぜ
そ
の
事
実
を
知
ら
せ
な
か
っ
た
の
か
、
理
由

を
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

F
B
I
が
携
帯
電
話
説
の
支
持
を
や
め
た
こ
と
が
初
め
て

公
表
さ
れ
た
の
は
、
旅
客
機
か
ら
か
け
ら
れ
た
電
話
に
関
す

る
報
告
を

F
B
I
が

2
0
0
 
6
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発

表
し
た
と
き
で
す
。
(h
t
t
p
:
/
＼
 w

w

w
.v
a
e
d
.u
s
c
o
u
r
t
s
.g
o
v
 ¥
 

n
o
t
a
b
l
e
c
a
s
e
s
 ¥
 mo
u
s
s
a
o
u
i
 ¥
 ex
h
i
b
i
t
s
 ¥
 pr
o
s
e
c
u
t
i
o
n
 ¥
 

f
l
i
g
h
t
s
 ¥
 P2
0
0
0
5
4
.h
 tm
l
)

こ
の

F
B
I
レ
ボ
ー
ト
に
よ
る

と、

4
機
の
飛
行
機
か
ら
か
け
ら
れ
た
携
帯
電
話
は

2
本
だ

け
、
ど
ち
ら
も

93
便
か
ら
で
、

1
本
は
客
室
乗
務
員
、
も
う

1
本
は
乗
客
が
、

9
1
1
番
に
電
話
を
か
け
て
い
ま
す
。

2
 0
0
 
4
年

8
月
26
日
付
の
調
査
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
レ

ポ
ー
ト
を
見
る
と

(http:
/
/
w
w
w
.a
r
c
h
i
v
e
s
.g
o
v
/
legislative
/
 

r
e
s
e
a
r
c
h
/
9
'
l
l
¥
 staff ,
 
r
e
p
o
r
t
 ,
 
s
e
p
t
2
0
0
5
.pdf)
、
調
査
委
員
会
は

2
 0
0
 
4
年
に
こ
の

F
B
I
レ
ポ
ー
ト
を
受
け
取
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
当
時
は
、
こ
の

93便
か
ら
は
ト
ム

・

バ
ー
ネ
ッ
ト
氏
な
ど
が
多
く
の
携
帯
電
話
を
か
け
た
と
広
く

信
じ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ス
タ
ッ
フ
レ
ポ
ー

ト
で
も
上
記
と
同
様
に
、
か
け
ら
れ
た
携
帯
電
話
は
同
じ

2

本
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
ス
タ
ッ
フ
レ
ポ
ー
ト
が

2
0
0
 
4
年

8
月

26
日
付
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
も
し
貴
殿
が
、
調
査
委
員
会
は
「
報
告
書
」

の
発
表
以
前
に
は

F
B
I
か
ら
携
帯
電
話
に
関
す
る
報
告
を

受
け
て
い
な
い
と
回
答
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
極
め
て
重
要

な
変
更
を
発
表
し
な
か
っ
た
の
か
お
答
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、

な
ぜ

『前
代
未
聞
』

の
中
で
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

F
B
I
が
携
帯
電
話
説
を
支
持
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、

調
査
委
員
会
は
「
報
告
書
」
を
発
表
す
る
前
か
ら
知
っ
て
い
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第

8
問
テ
ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン
氏
は
、
「

77
便
に
乗
っ
て

い
た

妻
の
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
ソ
ン
夫
人
か
ら

2
回
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
、
飛
行
機
が
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
さ
れ
た
と
聞
い
た
」
と

主
張
し
ま
し
た
が
、
「
報
告
書
」
は
な
ぜ
オ
ル
ソ
ン
氏
の
話
を

支
持
し
た
の
か
、
説
明
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

第

7
問
で
述
べ
た
と
お
り
、
旅
客
機
か
ら
の
電
話
発
信
に

関
す
る

F
B
I
レ
ボ
ー
ト
を
、
調
査
委
員
会
が
受
け
取
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

77
便
か
ら
は
誰
か

ら
も
電
話
は
か
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が

「
報
告
書
」

で
は
、
テ
ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン
氏
は
バ
ー

バ
ラ
夫
人
か
ら

2
回
電
話
を
受

け、

1
回
目
の
電
話
が
か
か
っ

た
の
は

「
9
時
16
分
か
ら

9
時
26
分
ま
で
の
間
」

(
9
ペ
ー
ジ
）

だ
っ
た
と
い
う
テ

ッ
ド
・
オ
ル
ソ
ン
氏
の
主

張
が
支
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

バ
ー
バ
ラ
夫
人
か
ら
か
か
っ
た
と
さ
れ
る
電
話
は
、
プ

ッ
シ
ュ

政
権
に
と
っ
て
は
無
論
、
「
対
テ
ロ
戦
争
」
へ
の
ア
メ
リ
カ
国
民

の
支
持
を
取
り
つ
け
る
た
め
に
非
常
に
重

要
な
意
味
を
持

っ

て
い
ま
し
た
。
実

際

に
は
そ
う
い
う
電

話
は
か
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が

F
B
I
レ
ボ
ー
ト
で
わ
か

っ
て
い
た
の
な
ら
、
貴

殿
は
な
ぜ
そ
の
旨
を
発
表
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、

『
9
.
11
調
査
委
員
会
報
告
書
』

の
信
頼
性
に
関
す

る
私
た
ち
の
立
場
を
固
め
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
私
の

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

9
.11
委
員
会
の
調
査
結
果
に
関
す
る

2
0
0
 
8
年

12
月

10
日
付
け
の
書
簡
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

9
.11

委
員
会
の
調
査
に
継
続
的
な
ご
関
心
と
提
言
を
い
た
だ
き
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、

9
.11
の
攻
撃
お
よ
び
事
前
の
出
来
事
に
つ

い
て
、

9
.
1
1
委
員
会
報
告
書
が
最
も
信

頼
で
き
る
権
威
あ

る
報
告
で
あ
る
と
今
で
も
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
報
告
書
は、

1
2
0
0
を
超
え
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

2
5
0
万
ペ
ー
ジ
に

参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
委
員

藤
田
幸
久
様

私
が
送
っ
た
書
簡
に
対
し
て
、
送
ら
れ
て
き
た
回
答
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

2
 0
0
 
9
年

2
月
2
日

2
 0
0
 
8
年

12
月
10
日

参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
委
員
藤
田
幸
久

質
問
に
対
す
る
お
答
え
を
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
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も
お
よ
ぶ
文
書
の
調
査
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人

々
は
、
自
分
の
意
見
や
記
憶
し
て

い
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
と
き
に
は
文
書
の
記
録
が

そ
う

し
た
意
見
や
記
憶
を
反
映
し
、
と
き
に
は
反
映
し
て
い
ま
せ

ん
。
報
告
書
は
す
べ
て
の
証
拠
の
精
査
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。

将
来
、

9

.
11
の
攻
撃

に
対
す
る
委
員
会
の
理
解
を
、
後

世
の
歴
史
家
が
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
情
報
が

出
現
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
同
報
告
の
事
実
の
正
確
性

へ
の
ま
と
も
な
異
議
申
し
立
て
は
提
示
も
さ
れ
て
い
な
い
し
、

認
め
ら
れ
て
も
い
ま
せ
ん
。

1
番
目

9
.
1
1
の
攻
撃
が

オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
仕

業
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
に
基

づ
く
記
録
が
、
詳
細
に
わ
た
っ
て
彼
に
向
い
て
お
り
ま
す
。

2
番
目
報
告
に
書
か
れ
た
調
査
結
果
や
提
案
は
、
完
全
に
、

ま
た
も

っ
ぱ
ら

10
人
の
委
員
の
見
解
で
す
。

フ
ィ
リ

ッ
プ

・

ゼ
リ
コ
ウ
は
、

委
員
会
の
た
め
立
派
に
役
目
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
彼
は
有
能
な

80
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
の

一
人
で
す
。

3
番
目
私
ど
も
は
、

9
.
1
1
当
日
朝
の
連
邦
航
空
局

(
F

A
A
)と
北
米
航
空
宇
宙
防
衛
司
令
部

(
N
O
R
A
D
)
の
デ
ー

以
下
、
負
君
の
ご
質
問
に
順
を
追
っ
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

タ
の
事
実
関
係
の
記
録
の
調
査
に
多
大
の
自
信
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。

電
子
的
な
記
録
は
、

2
0
0
 
3
年

5
月
に
行
わ
れ
た
証
言

で

F
A
A
と

N
O
R
A
D
が
提
出
し
た
話
を
裏
付
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
N
O
R
A
D
と

F
A
A
の
元
職
員
た
ち
は
、

2
0
0
 4 

年

6
月
に
出
さ
れ
た
委
員
会
独
自
の
事
実
関
係
の
記
録
を
正

確
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

4
番
目
委
員
会
は
、

9
.
1
1
当
日
朝
の
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド

長
官
の
行
動
に
関
す
る
説
明
を
評
価
し
て
お
り
ま
す
。
委
員

会
は
そ
の
朝
に
つ
い
て
現
存
す
る
す
べ
て
の
記
録
を
調
査
し
、

ラ
ム
ズ
フ
エ
ル
ド
長
官
を
含
む
関
係
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
い

た
し
ま
し
た
。
私
ど
も
は
、
間
違
い
が
な
い
と
信
じ
る
情
報

を
提
出
し
た
の
で
す
。

5
番
目
委
員
会
は
、

9

.
11
当

日
朝
の
統
合
参
謀
本
部
マ

イ
ヤ
ー
ズ
議
長
の
行
動
に
関
す
る
説
明
を
評
価
し
て
お
り
ま

す
。
委
員
会
は
そ
の
朝
に
つ
い
て
現
存
す
る
す

べ
て
の
記
録

を
調
査
し
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
大
将
を
含
む
関
係
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し
た
。
私
ど
も
は
、
間
違
い
が
な
い
と
信

じ
る
情
報
を
提
出
し
た
の
で
す
。

6
番

目

チ

ェ

イ

ニ

ー

副

大

統

領

の

9
.
1
1
当
日
朝
に
お
け

る
動
向
と
情
報
伝
達
の
記
録
を
、
委
員
会
は
徹
底
的
に
調
査

い
た
し
ま
し
た
。
あ
の
朝
の
記
録
は
、
報
告
書

に
示
さ
れ
た
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時
系
列
を
支
持
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
主
張
の
裏
づ
け
と
な
る
根
拠
を
全
く
示
し
て
い

な
い
回
答
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
矛
盾
が
自
明
す
ぎ
る
た
め
に
、
根
拠
を
示
す

ト
ー
マ
ス

•

H
・

ケ
イ
ン
リ
ー

•
H

（翻
訳
協
カ

・
千
早
、
森
田
玄
）

敬
具

ヽ

レ

ト

ン

）
 

f̀‘ 
ノ

7
番
目
と

8
番
目
委
員
会
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
航

空
機
か
ら
か
け
ら
れ
た
通
話
の
記
録
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
調
べ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
通
話
は
エ
ア
フ
ォ
ン

（機
内
取
り

付
け
の
電
話
）
か
ら
か
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
み

つ
け
た
証
拠
は
報
告
書
の
脚
注
、
殊
に
第

1
章
に
、
委
員
会

が
通
話
記
録
を
調
べ
て
判
明
し
た
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
ま
で
、
委
員
会
が
提
出
し
た
提
言

の
お
よ
そ

8
割
が

採
用
さ
れ
、

実
践
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

9
.
1
1
委
員
会
の

調
査
結
果
に
対
し
て
更
な
る
関
心
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
ず
に
、

こ
う
し
た
回
答
し
か
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
サ
イ
ン
入
り
の
書
簡
で
回
答
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
今
後

「
9
.11
の
真
実
を
求
め
る
政
治
指
導

者
た
ち
」

の
サ
イ
ト
な
ど
も
活
用
し
て
、
公
開
上
の
や
り
取

り
を
行
っ
て
い
き
た
い

。

い
ず
れ
に
し
て
も
オ
バ
マ

政
権
が
政
治
決
断
の
で
き
る
政

治
環
境
づ
く
り
を
国
際
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。
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資料

2001年9月11日 その日アメリカはどう動いたか

9.11の事件の流れを把握するための事件当日の動き「タイムライン」を作成した。2004

年の時点で最も正確だった西川渉氏作成による航空リンク集「航空の現代」のタイムラ

イン （巻末の「参考資料一覧」参照）を下敷きにして、その後判明した疑問や事実を加え

て整理したものである。司法省のオル‘ノン訟務長官が妻のバーバラから電話をもらったと

いう話は 2004年の時点までは真実と思われていたのだが、その後、そうした事実があり

えないことがほぼ証明されることとなった。そうした公式説側の証言と、実際の記録とを並

べて掲載したのがこのタイムラインだ。さらに読者の皆さんが修正を重ねてゆくことで、全

体の流れが浮かび上がってくることを期待したい。

9月11日

08:20_ ァメリカン航空77便 (AA77)がワシントン・ダレス国際空港からロサンゼ

ルス空港に向けて離陸。ダレス国際空港はペンタゴンから30マイル西に位濫する。

08:21 アメリカン航空 11便 (AA11)の機内から、スチュワーデスのベティー・オ

ングがシートバソク・フォン （座席の背もたれに取り付けられた機内用の電話）からノー

スカロライナのアメリカン航空予約センターに「スチュワーデスニ人が襲われ、乗客

1人がのどを掻ききられ死亡した模様。犯人がコクビ介に乱入した」と通報。別のス

チュワーデスのエイミー・スウィーニーからも地上管制官に電話があり、飛行機が激突

するまで静かな声で会話を続けている。

08:24_ AA11の機長、ジョン ・オゴノスキーまたはハイジャッカーの1人が、トーク

バク・ボタンを押したので、ボストン管制塔ではコクピ介の声が聞こえるようになっ

た。犯人が「われわれには計画がある。静かにしていればOKだ。この飛行機は空港

へ戻る。誰も動くな」と言っているのが聞き取れた。

08:25— ボストン管制塔は各所の管制センターにAA11 がハイジャックされたことを

通報した。しかし北米航空防衛司令部 (NORAD)への通報は、その後5分ないし10

分かかっている。通報が遅れた理由は不明。
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08:30_ この時点でホワイトハウスにはチェイニー副大統領、コンドリーザ・ライス国

家安全保障問題補佐官、それにノーマン・ミネタ運輸長官がいた。その後、チェイニ＿

副大統領は地下の大統領緊急司令センター (PEOC)に降りて、フロリダにいるブッ

シュ大統領と連絡を取りながら指令する。しかしチェイニー副大統領が地下に降りた

時間について、911委員会報告書は10時ちょっと前としており、ホワイトハウスにいた

人々の証言と大きく食い違っている。

08:36_ AA11のスチュワーデス、ベティー・オング、機体が大きく一方へ傾いたの

ち、水平に戻ったと報告。さらにエイミー・スウィ＿ニーが急降下を始めたと連絡。

08:36_ NORADの報道官マイク・スナイダーが米国連邦航空局 (FAA)からAA

11がハイジャックされた旨の報告が届いたと発表。

08:37一ー 管制官が、UA175のパイロソトに南方 10マイルのAA11が見えるかどう

かを確認。見えるという反応があり、接近しないようにとの警告が行われた。

08:40_ マサチュセッツ州オーティス空軍基地から2機のF-15がスクランブル発

進。UA175を追う。パイロソトはボストン上空でハイジャックが起きたとの連絡を受け

ている。

08:41_ UA 175の機長がニューヨーク管制塔に「AA11の機内で誰かがマイクで

全員席につくようにと話しているのが聞こえる」と報告。

08:42 ニュージャージーのニューアーク国際空港からユナイテッド航空93便

(UA 93)がサンフランシスコヘ向けて離陸。搭乗していたのは44人という報告と、

33人という報告の食い違いがある。

08:43 FAAからNORADに、UA175もハイジャックされたとの連絡。

08:46_ マサチュセッツ州オーティス空軍基地から2機のF-15戦闘機がスクラン

ブル発進。AA11を追う。

08:46_ AA11が世界貿易センター (WTC)北タワーの 94階と 98階の間に激

突。激突時のスピードは時速490マイル（時速784キロメートル）。94階以下の人々、

ビルからの脱出を開始。その頃、南タワーでは場内アナウンスが「安全ですから建物
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に留まってください」と告げたが、聞こえなかった人が多く、あるいは無視して、人々は

脱出し始めた。

08:48— テレビとラジオで飛行機が世界貿易センター北タワーヘ衝突したとの第 1

報が流される。

08:49 UA 175.. 予定の航路から外れる。

08:50一ー サンフランシスコのユナイテッド・エアラインの整備士がUA175のスチュ

ワーデスから電話で部品の問い合わせを受けている最中、彼女が「オーマイゴyド。

乗務員が襲われて殺された。ハイジャックされた」と叫び、電話が途切れた。

08:51 ブッシュ大統領、フロリダのサラソタの小学校に到着。小二の児童16人

と、新しい教育政策のプロモーションの写真撮影のため、子供達の童話の朗読を聞

き始める。

08:53_ 管制塔から周囲の飛行機にUA175がハイジャックされた可能性を知らせ

る。

08:55_ 司法省訟務長官のテッド・オルソンは、妻バーバラ・オルソンがAA77か

ら「犯人はボックスカッターとナイフを持っており、乗客を後部座席のほうに集めてい

る」との電話をかけてきたと主張。法務省に同機がハイジャックされたと連絡した。後

にアメリカンエアラインが同機の客席には電話がなかったことを発表する。オルソンが

なぜこうした主張をしたのかの真意は不明である。

08:56 AA77のトランスポンダー （航空機の飛行位置を知らせる装圏）の信号が

停止する。同機はオハイオ州南部 （ケンタッキー州北東部）で機首を180度回転させ

ワシントンヘ戻り始める。ペンタゴンから 330マイルの地点である。

09:00_ ペンタゴンは誓戒レベルを通常から1段階上げて「アルファ」にした。この

「アルファ」 の警戒レベルはAA77が衝突するまで継続されている。これを2段階引

き上げて「チャーリー」としたのは衝突の後である。

09:01一ー ブッシュ大統領は後に、「自分は教室の外で中に入るのを待っていた時、

飛行機がタワーに突っ込むのを見た。テレビがついていたからだ」と語った。しかし、
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1機目のAA11がWTCに衝突する場面が放映されたのは翌日である。ブッシュ大統

領がその時間に果たしてテレビを見ることができたのか、なぜこんな発言をしたのか不

明である。

09:03_ UA175が世界貿易センター南タワーの78階と84階の間に激突。

09 :05— ブッシュ大統領はまだサラソタの、 エンマ・ブッカー小学校2年生の教室で

「ヤギさんのお話」を聞いていた。首席補佐官のアンドリュー ・カードが入ってきて大

統領の耳もとに「2機目の飛行機が世界貿易センターに衝突しました。アメリカは攻

撃にさらされています」と告げた。

ブッシュ大統領はそのまま「ヤギさんのお話」を聞き続けている。同行テレビ記者の録

画によればその後15分ないし18分間にわたって教室に留まっている。なぜ大統領は、

すぐに動こうとしなかったかが大きな疑問になっている。ブッシュ大統領は「私のため

に一生懸命読んでくれている小さな子どもたちの気持ちに不安を与えたくなかった」と

釈明している。またシークレット・サービスが大統領へのテロ攻撃を防御するためのア

クションを直ちに起こさなかったことも疑問視されている。大統領がこの小学校にいる

ことは公にされていたからだ。

09 : 06— FAA、 軍に対して公式にUA 1 75 がハイジャックされたことを通告。

09 : 08— FAA、 ニューヨーク管区を離陸しようとするすべての航空機にそのまま待

機するようにとの命令。

09:08ないし 09:20_ ニューヨーク発サンフランシスコ行きのユナイテッド航空93

便 (UA93)がハイジャックされる。

09:15 アメリカン航空、国内定期便の出発をすべて停止。

09:16ないし 09:2Q_ AAはNORADに対し、UA93がハイジャックされた可能性あ

りと通報。これに対する戦闘機のスクランブルは行われていない。

09:17 FAA、ニューヨーク管区の空港をすべて閉鎖。

09:20_ ュナイデッド航空、国内定期便の出発をすべて停止。

09:21_ ニューヨーク市港湾局がマンハッタンに通じる橋とトンネルすべてを閉鎖。
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09:23— ブッシュ大統領が、チェイニー副大統領、 ライス国家安全保障問題補佐官、

ロバート・ミューラーFBI長官、ジョージ ・パタキ・ニューヨーク知事と電話連絡開始。

アンドリュー ・カード首席補佐官からの報告を受けてから18分後。なぜここまで時間

がかかったのかは不明。

09 : 23— ペンシルバニア南部の地嚢計が、 ジェット機が音速を超えたときの衝撃波

を記録する。

09 : 24— FAA、 NORADにAA77 がハイジャックされた模様で、 ワシントンに向かっ

ていると通報。

09:26— ジェーン ・ ガーベイFAA長官はホワイトハウスの承認を得て、 全米の飛行

禁止措置を命令。米国内に飛行する航空機はカナダに着陸するように誘導。

09:28 UA93のコクピット内のマイクから「ここから出ろ！」の声が地上管制に届く。

その後、叫びが聞こえ、ハイジャッカーたちがアラビア語で話す声が聞こえた。FAAは

直ちにNORADにハイジャックの発生を通報。

09:30 エンマ・ブッカー小学校のブッシュ大統領はテレビを通じて全米にスピーチ。

「明らかに、テロリストによるわが国への攻撃だが、テロリズムは通用しない(Terrorism

against our nation will not stand)」と述べる。

09:30_ ュナイテッド航空が、飛行中の定期便に、全機着陸の指示。5分後アメリ

カン航空も同じ指示。

09:33_ AA77のトランスポンダーは 08:56にスイッチが切られ、行方不明だった

が、機影がレーダーで確認される。ワシントン空港の管制官がレーダーでAA??の機

影を確認したのはすでにワシントンから西5マイルの地点だった。

09 : 32— ニューヨーク証券取引所が閉鎖される。

09:35_ UA93クリーブランドで突然コースから外れ、FAAに対しフライトプランの

変更を要請。目的地をワシントンヘ変えるというものだが、パイロy卜から管制官への

何らかのメッセージなのか？
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09:36 アンドリュース空軍基地を飛び立ったC130輸送機に対し、ワシントン ・ナ

ショナル空港の管制官から、AA77を目視確認して欲しいという連絡。C130はAA77

を確認し、低空を超高速で飛んでいると報告。

09:37 レーダー上のAA77の輝点が消え、ペンタゴンに激突。

09:37_ UA93の乗客が次々に家族たちに電話。ハイジャック犯が中東系の3人

であり、爆弾を持っていることなどを伝える。

09:40 UA93のトランスポンダーの信号が停止。

09:45_ UA93乗客トム・バーネットが妻のディーナに電話。それによると、犯人

らは爆弾を持っていると言うが、実際は持っていないらしい。

09:45_ UA93乗客トッド・ビーマーから家族へ電話。パイロット2人が死に、2人

のハイジャッカーがコクピ介に入っている。1人がファーストクラスを見張り、27人の

乗客が後方に集められている。乗客は犯人を襲撃する相談をしているとの内容。

09:49— ラングレー空軍基地を9時30分に飛び立った 3機のF- 16 がペンタゴン

に到達。NORADはF-16は時速 650マイルで飛行したというが、ラングレーからワ

シントンまでは130マイルなので、速度は毎時 410マイルに過ぎない。なぜこんなに

ゆっくり飛んだのか。

09 : 55— ブッシュ大統領サラソタ空港に到猶、 エアフォース・ワン （大統領軍用機）

に乗る。

09:58_ UA93の洗面所から、男性の乗客が911に電話。「ハイジャックだ。われ

われはハイジャックされている」。さらに「爆発音が聞こえる。白い煙が流れこんできた」

といって、電話が切れた。

09:59_一世界貿易センター南タワーが突然崩壊。UA175が衝突した9時3分から

1時間も経ていない。北タワーでは多数の消防隊員が生存者を助けるために、まだ

階段を登りつづけていた。

10:00一一 軽飛行機で飛んでいたビル・ライトが管制官から窓の外を見るようにいわ
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れ、見まわすと3マイル先 (5キロメートル弱）にUA93が見えた。機体が前後に3~4

回揺れたように見えた。機内で乗客とハイジャック犯との格闘が続いているかのよう

だった。管制官はUA93の高度を聞き、直ちに離れるように伝えた。

10 : 03— FB IがUA93のボイスレコーダーを調べて発表した墜落時間。 場所はピ'J
ツバーグから80マイルのペンシルバニア州サマセット郡。

10:28— 世界貿易センター北タワーが崩壊。 AA11が8時 46分にぶつかってから

1時間42分後。

12 : 36— ブッシュ大統領バークスデイル空軍基地に着き、 テレビで短い演説。 口ご
もりながら発音の間違いが目立った。

15:30_ ブッシュ大統領、国家安全会議を招集。

16:00 CNNが政府高官がビンラディンが関与したとの情報を得ていると述べ

たと報道。

16:10_ 飛行機攻撃を受けていない世界貿易センタ＿第7ビルに火災が発生。

16:30_ NARADがUA93を追撃してないとの公式発表。

17:00_ UA93の墜落現場の映像が始めてテレビ放映される。

17:20_ 第7ビル倒壊。

19:45_ ニューヨーク市警、78人の誓察官が行方不明と発表。ニューヨーク市消

防局、最初の救助員400人のうちおよそ半数が死亡と発表。

23:00_ 国家安全会議終了。アフガニスタンヘの軍事攻撃を決定。その後、ブッシュ

大統領が記者会見で「われわれはウサマ ・ビンラデインがテロ攻撃に関与したと考

える」と発言。
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「9.11テロの真実追究」参考資料一覧

関連動画

民主党藤田幸久議員の911国会追及中継動画

http:/ /kikuchiyumi.blogspot.com/2008/01 /blog-post_ 15.html 

ルース・チェンジ2(日本語版）

※YouTubeでは「Loosechange」で検索

http:/ /video.google.com/videoplay?docid=4377032998245988095 

(Google: 1時間23分13秒）

阿修羅掲示板

http://www.asyura2.com/07 /idletalk22/msg/631.html 

事件当時、公開されたペンタゴンヘの攻撃

http://www.judicialwatch.org/archive/2006/flight77-2.mpg 

事件直後のベンタゴンの様子と分析

http://www.youtube.com/watch?v=aUR1 APplKWO 

自由落下速度で崩れるピル

http:/ /video.google.com/videoplay?docid=-2991254740145858863 

「ピートたけしの！こんなはずでは!!4年目の真実」

http://www. youtube. com/ watch ?v= H abyo6 EK I pE 

飛行機の衝突を受けていない47階建WTC第7ピルの崩壊

http://www17.plala.or.jp/d_spectator I 
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第7ピルその2

http:/ /www.debunking911.com/WTC7.htm 

NBC長崎放送「論争続く米同時多発テロ」

http:/ /jp.youtube.com/watch?v=MbzFVX-3u3A 

書籍

「爆弾証言すぺての敵に向かって」 リチャード・クラーク著徳間書店

「911事件の真相と背景」三浦英明・木村愛二著木村書店

「9・11は謀略か「21世紀の真珠湾攻撃」 とブッシュ政権」デヴィッド・レイ・グリ

フィン著きくちゆみ訳緑風出版

「9・11マスターキーから何が見える？」柴野徹夫編 憲法9条メッセージプロジェクト

「「WTC(世界貿易センター）ピル崩壊」の徹底究明破綻した米国政府の「9・11」
公式説」童子丸開著社会評論社

「9・11事件の省察」木村朗編凱風社

「9・11/イラク戦争コードアメリカ政府の情報操作と謀略を解読する」

木村愛二著社会評論社

「仕組まれた9・11アメリカは戦争を欲していた」田中宇著 PHP研究所

「グラウンド・ゼロがくれた希望」堤未果著ポプラ社

「攻撃計画ーブッシュのイラク戦争jボブ・ウッドワード著伏見威蕃訳日本経済新聞社

「ブッシュのホワイトハウス」上、下ボブ・ウッドワード著伏見威蕃訳日本経済新聞社

「9・11ジェネレーション一米国留学中の女子高生が学んだ「戟争」」岡崎玲子著

集英社新書

「シークレットバワー・国際盗聴網エシェロンとUKUSA」ニッキー・ハーガー著

佐藤雅彦訳リベルタ出版

「9月11日からのラブレターjグレッグ・マニング著菅原秀訳マガジンハウス

「対テロリズム戦争」読売新聞調査本部中公新書

「ブッシュの陰謀対テロ戦争・知られざるシナリオ」板垣英憲著 KKベストセラーズ

「9・11テロの超不都合な真実j菊川征司著徳間書店5次元文庫

「暴かれた9・11疑惑の真相』ベンジャミン・フルフォード著扶桑社

「9・11テロ捏造一日本と世界を騒し続ける独裁国家アメリカJベンジャミン・

フルフォード著徳間書店

「9・11の謎一世界はだまされた！？」成澤宗男著週刊金曜日
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「続9・11の謎ー 「アルカイダ」は米国がつくった幻だった」成澤宗男著週刊金曜日

「マンハッタン9月11日一生還者たちの証言Jディーン ・E・マーフィー著 （監訳

村上由見子）中央公論社

「9/11委員会レポートダイジェストj松本利秋他訳 WAVE出版

「天に昇った命、地に舞い降りた命」杉山晴美著マガジンハウス

「9.11N.Y.息子からの伝言テロでわが子を亡くして」白鳥晴弘著新風舎

「グラウンド ・ゼロの歌J住山一貞著創英社 ／三省堂書店

「青空を見上げて 9.11のテロで逝った父へ」エミリー ・アオヤマ著潮出版社

「この時代に生きること、働く事」 中村祐• 島本慈子著岩波ブックレットNo.702

英文書籍、記事

"9/ 11 Contradictions An Open Letter to Congress and the Press". 

David Ray Griffin, Olive Branch Press 

"The New Pearl Harbor:Disturbing Questions About the Bush 

Administration and 9/11 ", David Ray Griffin.Inter Publication Group 

"THE 9/11 Commission Report", 

9/11 Commission,W.W.Norton&Company,Ltd (9.11委員会報告書）

"Christian Faith And the Truth Behind 9/11 :A Call to Reflection 

And Action", David Ray Griffin, Westminster John Knox Press 

"Debunking 9/11 Myths:Why Conspiracy Theories Can't Stand Up 

to the Facts Investigation by popular Mechanics", Edited by David 

Dunbar & Brad Reagan.Hearst Books 

"Revised&Updated Editiion Debunking 9/11 Debunking:An 

Answer to popular Mechanics and Other Defenders of the 

Offcial Conspiracy Theory", David Ray Griffin.Olive Branch Press 

"The New Pearl Harbor Revisited:9/11,The Cover-Up and The 

Expose", David Ray Griffin, Olive Branch Press 
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"The Commission: An Uncensored History of the 9/11 

Investigation", Philip Shenon, Twelve 

"Without Precedent: The Inside Story of the 9/ 11 

Commission", Thomas H. Kean, Lee H. Hamilton, Vintage Books 

"Against All Enemies: Inside America's War on Terror", 

Richard A. Clarke, Free Press 

"Lawmaker takes 9/11 doubts global", JOHN SPIRI 2008.6.17 

The Japan Times 

コミック

「戦争中毒Jジョエル・アンドレアス著 （監訳：きくちゆみ）合同出版

「実録アメリカの陰謀スペシャル」（全3巻）mashroom.jp著宙（おおぞら）出版

雑誌

「「9・11』事件真相を求めてアメリカ同時多発テロに関する数々の疑問」

藤田幸久マスコミ市民 2008年6月号

「9・11疑惑追及欧州議会に密着！」 SPA!2008年4月1日号

「国際盗聴網があなたをねらっている」菅原秀月刊総合誌 「公評J2003年12月号

「岩見隆夫のサンデ一時評 502回」サンデー毎日 2008年3月16日号

「立花隆私の読書日記 「9.11、黒いアテナ、人類の足跡j」週刊文春

2007年9月27日号

映画・ DVD・映像

「911ポーイングを捜せー 航空機は証言する」 PowerHour Productions/ 

（日本語版）ハーモニクスプロダクション （監訳：きくちゆみ／森田玄）

「ZER0-9・11の調査」 ジュリエット・キエザほか
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「LOOSECHANGE 2ND EDITION-911の嘘をくずせ」 ALOUDER 

THAN WORDS LLC PRODUCTION/(日本語版）ハーモニクスプロダクション

（監訳：きくちゆみ／森田玄）

「真実を求める遺族たちの 「9/11PRESS FOR TRUTHJ」
9/11 PRESS FOR TRUTH/(日本語版）人民新聞社

「目撃者 911EYEWITNESS」HOBOKEN-TV日本語リチャード・シーガル

／日本語版 ：BSMG 

9.11真相解明を求める主な国際的なサイト一覧

Patriots Question 9/11 (9.11に疑問を呈する愛国者たち）

http:/ /patriotsquestion911.com/ 

Political Leaders for 9/11 Truth(9.11の真実を求める政治指導者たち）

http://www.pl911truth.com 

Architects and Engineers for 9/11 Truth (9.11の真実を求める建築家とエンジ

ニアたち）

http://www.ae911 truth.erg/ 

Scholars for 9/11 Truth and Justice (9.11の真実と正義を求める学者たち）

http://stj911.org/index.html 

Pilots for 9/11 Truth(9.11の真実を求めるバイロットたち）

http:/ /pi lotsfor911 truth.erg/ 

Complete 911 Timeline(多くの出来事を時系列に並ぺたサイト）

http://www.h i storycommons. org/ project. j sp? pro ject=91 1 _project 

Veterans for 9/11 Truth (9.11の真実を求める退役軍人たち）

http://www.v911t.org/ 

Muslim-Jewish-Christian Alliance for 9/11 Truth (9.11の真実を求めるイ

スラム教徒、ユダヤ教徒とクリスチャン連合）

http:/ /www.mujca.com/ 
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Fire Fighters for 9-11 Truth(9.11の真実を求める消防士たち）

http://firefightersfor911 truth.erg/ 

Lawyers for 9/11 Truth (9.11の真実を求める法律家たち）

http://lawyersfor911truth.blogspot.com/ 

Religious Leaders for 9/11 Truth(9.11の真実を求める宗教指導者たち）

http://rl911 truth.erg/ 

Medical Professionals for 9/11 Truth (9.11の真実を求める医療専門家たち）

http://www.mp911 truth.erg/ 

Musicians for 9/11 Truth (9.11の真実を求める音楽家たち）

http://www.musiciansfor911 truth.erg/ 

Artists for 9/11 Truth(9.11の真実を求める芸術家たち）

http://www.911artists.com/ 

9-11 Research 

http://www.911research.com/ 

Physics911.net 

http://www.physics911.net/ 

911 Truth.org 

http://911truth.org/ 

911 Blogger.com 

http://911blogger.com/ 

PrisonPlanet.com 

http://www.prisonplanet.com/ 

Reopen 911.org 

http://www.reopen911.org/ 
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市民の活動に関するサイト

We Are Change 

http:/ /wearechange.org/ 

Canadians Demand 9/11 Truth 

http:/ /canadawantsthetruth911.blogspot.com/ 

9/11 Truth Europe 

http://www.911truth.eu/en/ 

We Are Change LONDON 

http://wearechange.org.uk/ 

9/11 Truth Australia (メーリングリスト）

http:/ /groups.yahoo.com/group/aus911 truth/ 

Truth Action Australia (フォーラム）

http:/ /truthaction.org.au/ 

911 Truth for Aotearoa (ニュージーランド）

http://911truthaotearoa.myfreeforum.org/ 

ご遺族に関連するサイト

9.11日本人犠牲者家族のためのホームページ

http://www6.ocn.ne.jp;-jfam911 / 

September Eleventh Families for Peaceful Tomorrows 

http://www. peacef u !tomorrows. org/ 

Voices of September 11th 

http://voicesofsept11.org/dev/index.php 
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CNN.com September 11 Memorial (CNNによる事件の記録）

http:/ /edition.cnn.com/SPECIALS/2001 /memorial/lists/by-location/index.html 

公式サイト

National Commission on Terriorist Attacks Upon The United State 

(9.11委員会公式サイト）

http://www.9-11commission.gov/ 

The 9/11 Commission Report 

(9・11委員会報告書）

http://www.9-11commission.gov/report/index.htm 

9.11真相解明を求める日本語サイト

藤田幸久参議院議員ホームページ

http:/ /www.y-fujita.com 

「見ればわかる911研究」童子丸開

http:// douj ibar .ganriki .net/OOmenu.html 

s. ジョーンズ博士論文「本当はなぜWTCピルが崩壊したのか？」（日本語暫定訳）

http://www17.plala.or.jp/d_spectator/ 

きくちゆみのブログとポッドキャスト

http://kikuchiyumi.blogspot.com/ 

グローバルピースキャンペーン

http:/ /globalpeace.jp/ 

911ポーイングを捜せ（公式サイト）

http://www.wa3w.com/911 I 
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「同時多発テロはヤラセだよ！」千早ブログ

http:/ /insidejobjp.blogspot.com/ 

「同時テロの不可解な事実」菊川征司

http://www.911myreport.com/index.htm 

田中宇の国際ニュース解説

http:/ /tanakanews.com/ 

テロリストは誰？（公式サイト）

http://www.wa3w.com/ 

ベンジャミンフルフォード ブログ

http:/ /benjaminfulford.typepad.com/ 

公式発表を踏まえた911当日のタイムライン（航空の現代2004)

http:/ /www2g.biglobe.ne.jp/―aviation/sonotoki01 .html 

「航空の現代」西川渉

http:/ /www2g.biglobe.ne.jpraviation/index.html 

↑藤田先生の指示で追加

911の真相は？

http:/ /rose.eek.jp/911 / 

9・11同時多発テロの大きな疑問

http://club.pep.ne.jpFnonoyama/9_ 11 Tero.htm 

9/11トリック 「テロ」は起きなかった マックレイカー

http://homepage.mac.com/ ehara_gen/ jealous_gay / muck_raker .htm I 

ドイツ在住美濃口担「陰謀論の利用のしかた―9・11テロについて」

http://www.yorozubp.com/0310/031006.htm 

「署名TV」藤田幸久議員を応援し、9.11のテロ事件の真相を追究！

http://www.shomei.tv:80/project-544.html 
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資料調査協力

MIXI 911テロ真相究明関連コミュニティ 有志のみなさん、他

巻頭写真出典

口絵写真 A 米国 FBI

http://www. f bi. gov/ wanted/ terrorists/ terb in I a den. htm 

口絵写真 B 米国 TheLibrary of Congress 

http:/ /www.loc.gov/index.html 

口絵写真 C、Dモサウイ裁判の資料写真

http:/ /www.vaed.uscourts.gov/notablecases/moussaoui/exhibits/prosecution/ 

口絵写真 E、H、J 米国国防省

http://www.defense I ink.mi I/ dodcmsshare/newsstoryPhoto/2001 -09/ 

scr_200109114a_hr.jpg 

口絵写真 F、G、K 米国国防省、GとKは童子丸氏加工

http://www.defendamerica.mi I/images/photos/ 

口絵写真 1 モサウイ裁判資料、

http:/ /www.vaed.uscourts.gov/notablecases/moussaoui/exhibits/ 

prosecution/PE00102.html 

口絵写真 L

http://www.asyura2.com/bigdata/up1 /source/5772.Jpg 

口絵写真 M

http://www.kolumbus.fi/totuus/img/wfc3.Jpg 

口絵写真 N

http://www.plaguepuppy.net/public_html/gallery/xrollingcloudfromtower.Jpg 

口絵写真〇オリジナル、URLともに消失不明
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本書のお取り扱いについてのお願い

9.11関連の研究会、講演会、イペント、マスコミ、インターネ ットなどで、本

書を資料として活用するために、複製コビーなどをなされる場合は、原則

としてお手数ですが、ご一報ください。また、本書をブログ等を含むメディア

でご紹介いただく場合は、カパー画像をはじめ、新しい関連情報をご提供

できることがあります。
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